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     3．経 費 





Ⅰ. 総 括 
観測隊長・堤 雅基 
1. 緒 言 
 
 第 60 次南極地域観測隊の観測計画（以下「第 60 次計画」という）は、平成 28 年(2016 年)11 月の南極地域観
測統合推進本部総会で決定された「南極地域観測第Ⅸ期 6 か年計画」（以下「第Ⅸ期計画」という。）の第 3 年次
の計画である。第Ⅸ期計画策定にあたっては、総合科学技術会議による「地球観測の推進戦略」（平成 16 年 12 月）
および「南極地域観測事業の事後評価」（平成 24 年 6 月）を反映させるとともに、日本学術会議による提言「第








 観測計画、設営計画を実施するため、第 60 次隊の編成は越冬隊員 31 名および夏隊員 40 名の計 71 名の編成と
なった。なお、同行者数は 29 名で、観測隊参加総計は初の大台の 100 名となった。第 60 次隊では、女性隊員が
8 名、女性同行者が 6 名、また越冬隊の女性隊員は 5 名であった。往路の「しらせ」に乗船した総計は 77 名で、
内、同行者計 21 名の内訳は研究観測プロジェクトの支援等を行う技術者 3 名、研究者 2 名、大学院学生 9 名の
他、第 51 次隊から実施されている南極教員派遣プログラムの教員 2 名、環境省行政官 1 名、観測隊小型ヘリコプ
ターのパイロットと整備士の 2 名、スイスからの交換科学者 1 名、外国人研究者 1 名であった。「海鷹丸」に乗船
した総計は 11 名で、内、同行者計 6 名の内訳は、研究者 3 名、技術者 3 名であった。また先遣隊参加した総計は
10 名で、その内、同行者計 1 名は大学院生であった。 
 先遣隊は 2018 年 10 月 31 日に羽田を出発して南アフリカに到着後、国際共同航空網 DROMLAN を利用して 11 月
9 日に昭和基地入りし、その後は、内陸ドーム旅行隊(8 名)と地学調査隊(2 名)に分かれて活動した。それぞれの
活動終了後、先遣隊の一部および「しらせ」で昭和基地入りした夏隊の一部は、再び DROMLAN を利用して 2019 年
1 月 26 日に帰路に就き、南アフリカを経由して 2 月 2 日に帰国した。 
 「しらせ」に乗船する隊員および同行者は、2018 年 11 月 26 日にフリマントル港で「しらせ」に乗船、11 月 30
日にフリマントルを出港し、昭和基地を目指した。「しらせ」は海洋観測を実施しつつ 2016 年 12 月 5 日に南緯
55 度を通過、その後も海洋観測を実施しつつ航行し、12 月 22 日に、南緯 68 度 59.44 分、東経 39 度 8.22 分（昭
和基地西約 15km）のリュツォ・ホルム湾の定着氷内に到達して、昭和基地へ第一便を実施した。第一便に引き続
き、優先物資空輸、準備空輸を行った。優先空輸終了後、12 月 25 日 14 時 25 分（昭和時間）に「しらせ」は、
南緯 69 度 00.2 分、東経 39 度 36.9 分の昭和基地見晴らし岩沖約 500ｍに接岸した。当初予定よりも乱氷帯の通
過に日数を要した。ここまでのラミング回数は 344 回であった。 
昭和基地接岸後、パイプラインを展張して昭和基地貯油施設への燃料輸送を 27 日まで行った。また 27 日には
自走可能な車両を接岸位置から氷上輸送した。見晴らし岩沖の海氷状況は、それ以上の氷上輸送を継続するには
芳しくない状態であったため、28 日には停留点位置をやや昭和基地沖のしるべ島沖に移動し、以降の氷上輸送と
空輸を行った。氷上輸送は 1 月 7 日に終了し、続く持ち込み空輸は 14 日に終了、持ち帰り空輸も 17 日に完了し
た。 
 2019 年 2 月 1 日に第 59 次越冬隊から第 60 次越冬隊への越冬交代を行い、同日に第 59 次越冬隊全員が「しら
せ」に移動した。当初予定では「しらせ」は、夏隊員と一部の越冬隊員とともにエンダビーランドへの回航オペ
を予定していたが、往路の海氷状況を鑑みて取りやめとし、回航オペで予定していた観測項目は縮小して復路に







た「しらせ」は、3 月 18 日にシドニーに入港し、第 60 次夏隊・同行者および第 59 次越冬隊は、3 月 21 日帰国し
た。 
 また、「海鷹丸」による別働隊は、2019 年 1 月 2 日にフリマントル港を出港し、東経 110 度線に沿った基本観
測(海洋物理・化学定常観測、海洋生態系モニタリング)をはじめ、海洋物理や海洋生態系に関する一般研究観測
を実施し、2019 年 1 月 28 日にホバート港へ帰港した。 
 第 60 次越冬隊は、2 月の最終便以降に実質的な越冬生活を開始し、2 月 20 日には越冬成立式を執り行った。多
くのブリザードが到来する悪天傾向の越冬期間であったが、61 次隊到着までの 10 ヶ月間強の期間、31 人で協力
しながら基地を維持し、各種観測を実施した。2019 年 12 月 30 日には、第 61 次隊本隊が「しらせ」ヘリコプタ
ーにて到着し夏作業準備を開始した。「しらせ」が 2020 年 1 月 5 日に見晴らし岩沖に接岸以降、輸送作業、建設
作業、引き継ぎ作業などを第 61 次隊と共同で行った。2 月 1 日には越冬交代式を執り行い、第 60 次越冬隊の多
くが「しらせ」に移動した。第 61 次隊の重要観測項目である復路海洋観測のため、例年よりも早い 2 月 4 日の最
終便をもって全ての隊員の移動が完了し、帰路に就いた。 
その後、海洋観測を経て 3 月 19 日にシドニー港に入港したが、COVID19 の世界的流行が拡大しつつある局面で
あったため、シドニー市内行動は行わないこととした。全ての第 60 次越冬隊員は、「しらせ｣から直接、シドニー









第 60 次南極地域観測隊では、Ⅰ.1 緒言に記載の「南極地域観測計画第Ⅸ期 6 か年計画」を踏まえ、第 152
回本部総会 (2018 年 6 月 22 日)において第 60 次南極地域観測実施計画が承認された。これに基づき行動実施
計画の検討 が進められ、第 153 回本部総会(2018 年 11 月 8 日)において行動実施計画が決定された。 表 I.2.1-
1 は、観測実施計画の一覧表である。観測は大きく基本観測と研究観測に分かれ、基本観測はさらに定常観測
とモニタリング観測から構成される。一方、研究観測は重点研究観測、一般研究観測および萌芽研究観測から














電離層 情報通信研究機構 ①電離層の観測 ②宇宙天気予報に必要なデータ収集 
気 象 気象庁 
①地上気象観測 ②高層気象観測 ③オゾン観測 
④日射・放射観測 ⑤天気解析 ⑥その他の観測 
潮 汐 海上保安庁 潮汐観測 












































































Argo フロートの投入 夏 
 









電離層 情報通信研究機構 ①電離層の観測 ②宇宙天気予報に必要なデータ収集  
潮 汐 海上保安庁 潮汐観測 
海洋物理・化学 文部科学省 ①海況調査 ②南極周極流及び海洋深層の観測 













































地 圏  
地震波・ｲﾝﾌﾗｻｳﾝﾄﾞ計測による大気-海洋-雪氷-固体地球の物理相
互作用解明 
地 圏 南極における地球外物質探査 




















第 60 次南極地域観測計画案をもとに隊員の編成が進められ、2017 年 11 月 7 日開催の第 151 回南極地域観測
統合推進本部総会において、観測隊長兼越冬隊長および副隊長兼夏隊長が決定された。隊員候補者については、
2018 年 2 月 26 日から 3 月 2 日にかけて、長野県乗鞍岳で冬期総合訓練を実施した。2018 年 6 月 22 日の第
152 回南極地域観測統合推進本部総会において大部分の隊員が決定された。また、6 月 18 日から 21 日にかけ
て、埼玉県秩父郡皆野町において夏期総合訓練を実施した。7 月 1 日には多くの隊員が極地研職員に採用され
た。その後、各種部門訓練、物品調達および梱包等の準備が行われ、10 月中旬から 11 月初旬にかけて、物資
の搬出および南極観測船「しらせ」への物資搭載を実施した。11 月 8 日に開催された第 153 回南極地域観測統
合推進本部総会において、第 60 次南極地域観測隊行動実施計画および最終的な隊編成が承認された。南極観測
船「しらせ」は、11 月 10 日に東京晴海埠頭を出港した。観測隊本隊は、11 月 25 日に成田空港から出国し、オ
ーストラリア・ブリスベーン空港経由でパース空港に到着後、26 日にフリマントル港に停泊中の「しらせ」に
乗船した。「しらせ」は、11 月 30 日にフリマントル港を出港し、南極昭和基地へ向かった。一方、「海鷹丸」
により観測を行う別働隊は、2018 年 12 月 27 日に羽田空港を出発し、翌 2019 年 1 月 2 日に南極海での観測に
向けてフリマントル港を出港した。 
 
第 60 次隊の出発までの経過の概要は、以下の通りである。 
2017 年 11 月 7 日  第 151 回南極地域観測統合推進本部総会において、観測隊長兼越冬隊長および
副隊長兼夏隊長が決定された。 
2018 年 2 月 26 日〜3 月 2 日  長野県乗鞍高原における冬期総合訓練が実施された。 
2018 年 6 月 18 日〜21 日  埼玉県秩父郡皆野町における夏期総合訓練が実施された。 
2018 年 6 月 22 日  第 152 回南極地域観測統合推進本部総会において、第 60 次南極地域観測実施計
画の概要および大部分の隊員が決定した。 
2018 年 7 月 22 日 「しらせ」との実務者会合を極地研で開催した。 
2018 年 8 月 23 日 第 1 回全員打合せ会を極地研で開催した。 
2018 年 9 月 27 日 第 2 回全員打合せ会を極地研で開催した。 
2018 年 10 月 12 日 五者連絡会を文部科学省で開催した。 
2018 年 11 月 8 日  第 3 回全員打合せ会を極地研で開催した。第 153 回南極地域観測統合推進本部
総会において、第 60 次南極地域観測行動実施計画および最終的な隊編成が決定
した。 
2018 年 11 月 10 日 「しらせ」、晴海埠頭を出航。 
2018 年 11 月 25 日 観測隊本隊、成田出発。 
2018 年 12 月 27 日 「海鷹丸」に乗船する隊員・同行者、成田出発。 





第 60 次観測隊の越冬隊、夏隊、および同行者の一覧を表 I.2.3-1 に示す。第 60 次観測隊は、隊員と同行





表Ⅰ.2.3-1 第 60 次南極地域観測隊の編成（隊員等名） 








年齢 所    属 隊員歴等 備 考







第 40・52 次越冬隊 












































































































































































































   














































































































年齢 所  属 隊員歴等 備 考



























































































































































































































































































































































































































 46 国立極地研究所南極観測センター 


















 46 国立極地研究所南極観測センター 
第 49 次越冬隊 














































 34 株式会社四門 
  
























 23 東京大学大学院新領域創成科学研究科 
  


































 60 南ボヘミア大学（チェコ） 
  
Jean-Charles 
ジャン - シャール  
 
Dominique Gallet

























































































































































  夏期間と越冬中の運営体制を、それぞれ以下のように定めた。 
 
○南極地域観測統合推進本部決定による体制 
観測隊長 兼 越冬隊長 堤 雅基 




総括・夏期活動全般（基地側） 堤 雅基（観測隊長兼越冬隊長） 
夏期活動全般（艦側）・ヘリオペ統括 原田 尚美（観測副隊長兼夏隊長） 
輸送・隊長／副隊長補佐 金子 宗一郎 
基地活動全般調整・観測隊ヘリ 柏木 隆宏 
夏期設営作業 馬場 潤 








 昭和基地 ドームふじ調査 60 次側対応 先遣地質 「海鷹丸」 
公式記録 原田 尚美 藤田 秀二 石川 正弘 髙橋 邦夫 
日誌記録 田井戸 逸平 藤田 秀二 石川 正弘 嶋田 啓資 





委員長 堤 雅基（観測隊長兼越冬隊長） 
委員長代理 原田 尚美（観測副隊長兼夏隊長） 
委員 金子 宗一郎 
委員 高橋 晃周 
委員 馬場 潤 
委員 藤田 建（越冬隊） 
委員 松本 なゆた（越冬隊） 
委員 中田 純一（越冬隊） 
















   観測隊員経費      67,567 千円 
   観測部門経費     241,645 千円 
   海上輸送部門経費    4,734,631 千円 
   本部経費        20,437 千円 
   合  計            5,064,280 千円 
表Ⅰ.3.1-1 観測部門経費内訳 
部  門 予算額（千円） 主要調達物品 
定常観測   
  電離層 31,741 ＦＭＣＷユニット 
  気象 68,950 ＧＰＳ高層気象観測装置 
  海洋物理・化学 46,564 船舶用燃料（A 重油） 
  海底地形調査 28,540  
  潮汐 7,846  
  地理・地形 37,466 地形測量用 UAV 
  地震・重力 18,543 重力計保守 
共通 1,995 資料整理費・梱包輸送費等 
   総合計 241,645  
 
表Ⅰ.3.1-2 海上輸送部門経費内訳 
部  門 予算額（千円） 備    考 
職員諸手当 97,386  
職員旅費（国内） 770  
外国旅費 0  
庁費 112,954  
糧食費 73,486  
油購入費 646,695  
諸機材購入費 34,782  
航空機修理費 113,893  
艦船修理費 2,080,755  
航空機購入費 1,557,990  
南極地域観測事業業務庁費 15,920  







        研究観測経費            283,620 千円 
       設営部門経費            460,000 千円 
       観測事業支援経費          123,038 千円 
       南極観測共通経費およびその他経費  327,320 千円 
              合 計                    1,200,000 千円 
 
表Ⅰ.3.2-1 研究観測経費内訳 

































5,490 偏光 OPC 
AP0911  東南極における氷床表面状態の変化と
熱・水循環変動の機構 




AP0922  一年を通した生態計測で探る高次捕食 
動物の環境応答 
4,940 マイクロデータロガー 
AP0923  南大洋インド洋セクターにおける海洋 
生態系の統合的研究プログラム 
 4,630 セジメントトラップ 




    全球雷活動と大気変動 
1,000 大気電場観測器 
AP0930 南大洋・南極大陸斜面接合海域における 
        循環流場の観測 
3,000 音響切離し装置ﾓﾃﾞﾙ 8242XS の点検・
整備 




AP0937  南極陸上生態系における生物多様性の 
        起源と変遷 
1,500 NucleoSpin Microbial DNA 
3. 萌芽研究観測 8,610  
AH0902  無人航空機による空撮が拓く極域観測 1,690 InGaAs カメラ 
AH0905 海氷下における魚類の行動・生態の解明 5,520 設置型ピンガー受信器リチウム 
AH0907  超多年氷の成長・維持機構の解明に向け 
    た海氷全層掘削 
1,400 海洋観測機材周辺装置 
4. モニタリング観測  55,060  
AMU  宙空圏変動のモニタリング 2,350 プロトン磁力計修理 
AMP    気水圏変動のモニタリング 25,320 CO2/CH4/H2O 分析用観測装置 
AMG  地圏変動のモニタリング 9,850 GEP3 Tilt-Y Controller Card 
AMB  生態系変動のモニタリング 12,050 CO2 分圧差観測装置オーバーホール 
AMS  地球観測衛星データによる環境変動のモニ
タリング 
5,490 TeraScan ソフトウェア保守費 
観測経費合計 283,620  
 
表Ⅰ.3.2-2 設営部門経費内訳 
部  門 予算額 (千円) 主要調達物品 
 機械 166,500 油圧ショベル、大型雪上車（オーバーホール）
 燃料 95,900 Ｗ軽油、JET A-1  
 建築・土木 26,520 基本観測棟 
 通信 4,804 無線機 
 医療 8,175 医薬品、医療機器 
 装備 22,300 個人及び共同装備 
 予備食 5,300 越冬食糧、予備食 
 環境保全・廃棄物処理 17,500 組立式焼却炉部品、持ち帰り廃棄物処理 
 輸送 63,000 南極地域観測用物資の輸送、保管及び沿岸荷役
  ヘリコプターチャーター 50,000 ヘリコプター1 機 
設営部門経費合計 460,000  
 
表Ⅰ.3.2-3 観測事業支援経費内訳 
項  目 予算額 (千円) 備   考 
1. 観測隊関連経費 123,018 予備費と端数込み 
 訓練経費 20,000  






 南極派遣旅費 67,000  
 隊員保険料 2,200  
2. 観測事業支援経費 28,000  
 国際会議経費 3,000  
 公用氷保管料・輸送料 500  
 事務連絡費 7,169  
 審議委員会、専門部会等開催経費 10,801  
 出発・帰国関連経費 3,500  
広報関係資料作成 1,000  




シンポジウム関係旅費 500  




項  目 予算額 (千円) 備   考 
1. 南極観測共通 215,362  
LAN・インテルサット 148,562 インテルサット機器・通信費 
「海鷹丸」関係経費 4,800  
DROMLAN 経費 40,000 先遣隊 
モニタリング役務 22,000 船上地圏、海洋生態系 
2. 公募隊員人件費 160,000

























第 60 次隊では、2018 年 3 月の長野県乗鞍岳での冬期総合訓練、および同年 6 月の埼玉県秩父郡における夏
期総合訓練に加えて、全員打合せ等により安全に関わる講義および訓練を行った。さらに、各部門等の観測や
技術習得、技量向上および安全確保等のために、部門別訓練を実施した。 
第 60 次南極地域観測隊が、出発まで及び「しらせ」往路に実施した安全に関わる講義及び訓練は下表 I.4.2-
1 の通りである。 
 
表 I.4.2-1 安全学習活動一覧  









堤 雅基（60 次隊長） 






2 月 27 日～3 月 1 日 
（冬期総合訓練） 
無意識の偏見（講義） 原田 尚美（60 次副隊長） 
























堤 雅基（60 次隊長） 同上 







服部 素子（58 次越冬隊医療担当） 





堤 雅基（60 次隊長） 









立川消防署・立川防災館 9 月 26 日 
60 次観測隊の安全対策について（講義） 堤 雅基（60 次隊長） 




原田 尚美（60 次副隊長） 同上 
夏期設営作業における「危険予知活動の概要」
(講義) 




堤 雅基（60 次隊長） 
11 月 8 日（第 3 回全員
打合せ） 
不測事態発生時の対処要領 「しらせ」応急長 












堤 雅基（60 次隊長）、原田 尚美（60
次副隊長） 
12 月 7 日（「しらせ」
船上） 
今後の輸送作業と危険 1 金子 宗一郎（60 次夏隊輸送担当） 同上 
昭和基地の機械、車輌、計画停電 松村 優佑（60 次越冬隊機械担当） 
12 月 8 日（「しらせ」
船上） 




梅田 利郎（60 次夏隊機械担当） 
12 月 9 日（「しらせ」
船上） 
沿岸での野外活動時の危険 金尾 政紀（60 次夏隊一般研究観測担当） 
12 月 10 日（「しらせ」
船上） 
氷床上・海氷上での野外活動時の危険 牛尾 収輝（60 次夏隊重点研究観測担当） 同上 
観測隊ヘリコプターについて（座学、ビデオ） 佐藤 睦（60 次夏隊観測隊ヘリ担当） 










夏期間中の通信について 里中 俊大（60 次越冬隊通信担当） 
12 月 12 日（「しらせ」
船上） 
南極の気象 藤田 建（60 次越冬隊定常観測担当） 同上 
南極における医療・応急処置 廣田 大輔（60 次越冬隊医療担当） 
12 月 13 日（「しらせ」
船上） 
今後の輸送作業と危険２ 金子 宗一郎（第 60 次夏隊輸送担当） 同上 
事故例に学ぶ （事故例集の読み合わせ） 倉持 武彦（58 次越冬隊 FA 担当） 
12 月 14 日（「しらせ」
船上） 
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1. 夏期行動経過の概要                         原田 尚美 
 
1.1 「しらせ」で昭和基地に向かう本隊             
 
1.1.1 往路の航海と船上観測 
南極観測船「しらせ」は、2018 年 11 月 10 日に東京晴海埠頭を出港し、11 月 25 日にフリーマントル港に
入港した。第 60 次南極地域観測隊本隊（越冬隊員 31 名、夏隊員 29 名、外国人を除く同行者 17 名）は、11
月 25 日に成田空港から出国し、26 日にオーストラリア・フリーマントルに寄港中の「しらせ」に乗船した。
フリーマントル港において、外国人同行者であるチェコ、スイスからの交換科学者 2 名、観測隊チャーター
ヘリコプターの技術者としてオーストラリア Heli West 社から 2 名が合流した。フリーマントル港では、観
測隊チャーターヘリコプターや現地生鮮食品、オーストラリア気象局のブイの搭載等を行い、「しらせ」は 11
月 30 日に出航した。フリーマントル出港後、航送観測を行い、東経 110 度線の停船観測等を順調に実施し、
12 月 5 日南緯 55 度を通過、12 月 6 日に昭和基地に向け西航を開始した。その後もオーストラリア気象局の
ブイ投入等航路上で順調に船上観測を行なった。「しらせ」は、12 月 14 日氷海に進入し、同日海底圧力計の
設置を行なった。またフリーマントル出港後から、各種安全講習等を船内で実施した。 
リュツォ・ホルム湾沖流氷域進入後、観測を実施しながら順調に航行し、12 月 16 日に定着氷縁に到達、22
日弁天島付近まで停留点を移動し、同日弁天島沖から昭和基地へ空輸による第一便を実施した。引き続いて、
優先物資の空輸を行なった。優先空輸物資の輸送終了後 12 月 25 日に、「しらせ」は昭和基地沖約 500m に接




12 月 22 日に「しらせ」は弁天島沖に達し、同日にその地点から昭和基地へ第一便を実施した。第一便
に引き続き、優先物資空輸を行なった。また翌日早朝、観測隊ヘリは昭和基地の B ヘリポートに移動した。
昭和基地沖接岸・氷上輸送終了後「しらせ」は停留点を移動した。2019 年 1 月 10 日から 14 日にかけて、
本格空輸を実施して全物資の送り込みが終了し、15 日から 17 日まで持ち帰り物資空輸を実施した。その
ほか、野外観測支援のため、ラングホブデ袋浦、雪鳥沢、S17、スカーレン等への観測物資送り込みを自衛
隊 CH 機で実施した。その他、少人数の移動や日帰り調査などは観測隊ヘリを中心に行った。 
2 月 4 日に観測隊ヘリを「しらせ」へ機体移送を行い、2 月 11 日に昭和最終便を空輸し、第 60 次隊に
おける昭和基地付近での飛行作業は全て終了した。昭和基地離岸後、「しらせ」はプリンスオラフ沿岸部
およびアムンゼン湾に回航し、野外観測のため CH 機および観測隊ヘリによる空輸が行われた。空輸によ
って送り込んだ物資の総量は 256.0 トン、持ち帰った物資の総量は 141.3 トンである。 
2） 氷上輸送 
12 月 25 日に昭和基地接岸後、27 日夜間から途中、荒天待機（12 月 30 日）やお正月休み（12 月 31 日
〜1 月 1 日）を挟みながら 1 月 3 日まで合計 4 夜にわたり氷上輸送作業を実施した。氷上輸送で予定して
いた全ての物資約 244.3 トンの送り込みを完了した。また、１月 5 日から 7 日までの 3 日間にわたって持
ち帰り輸送も実施し、廃棄ソリをはじめ廃棄物・一般物資合計約 243.2 トンを「しらせ」に搭載した。 
3） 貨油輸送 
12 月 25 日に昭和基地接岸後、パイプラインを展張し、昭和基地貯油施設への燃料輸送を開始した。12







昭和基地夏作業期間は、12 月 22 日から 2 月 10 日までの全 51 日間（作業日 43 日、休日 8 日、クレーン作
業不能日 4 日）であった。この間に、風力発電装置 3 号機新設工事（玉掛け、資材運搬、足場設置・撤去）、
自然エネルギー棟（除雪、資材運搬、足場設置・撤去、屋根の防水加工）、重力計室（足場設置・撤去、屋根




電離層 30m アンテナ解体を実施した。また、第 60 次夏期作業で計画されており実施できなかった作業は、
倉庫棟の屋根の防水工事であった。 
それ以外の作業として糧食輸送、東オングル島内一斉清掃、調理などを行なった。夏期間を通じての総作
















2019 年 1 月 2 日から 1 泊 2 日で S17 航空拠点に設置してある S17 ロボット気象計の保守を行なった。
具体的には温度、湿度、気圧の基準器との比較観測を行い、機器の調整、部品の交換等を行なった。 
2） 夏期内陸ドーム旅行 
1 件の重点研究観測、1 件のモニタリング観測、3 件の一般研究観測を実施するためにチームが結成され
た。2018 年 10 月 30 日にドロムラン航空網にて 60 次隊 8 名が昭和基地に入り、59 次越冬隊 2 名と合流し
て 11 月 7 日に S16 に移動し、雪上車計 6 台で 11 月 11 日にドームふじ基地へ向かって S16 を出発した。
ARP2 で BAS Twin Otter で到着したノルウエー極地研究所の研究者 2 名と合流した。往路では無人気象観





H68（12 月 27 日）、スカーレン（12 月 28 日）、インホブデ（1 月 5 日）、また、「しらせ」復路でアムン
ゼン湾リーセルラルセン山（2 月 26 日）に日帰りで、毎回 3 名の隊員で現場に設置されている無人磁力
計、無人オーロラ観測装置、風向風速計の保守と観測データの回収を行なった。 
4） 西オングル宙空テレメータ施設の保守 














に先遣隊としてドロムラン航空路を利用して隊員 1 名と同行者 1 名が昭和基地入りし、東オングル島や西
オングル島周辺の地質調査を行なった。12 月 22 日に隊員 2 名と昭和基地で合流し、CH ヘリや観測隊ヘリ
を利用してラングホブデ、明るい岬、スカレビークハルセン、ボツンヌーテンなどの露岩域に野営キャン
プを設置し、野営地をベースに徒歩あるいは観測隊ヘリを使って別の目的地にて調査・観測を実施した。
また露岩域の地質構造観察のために、小型 UAV を用いて上空から撮影を行なった。 
7） 沿岸域におけるインフラサウンドおよび地震観測 




































像取得観測を実施した。27 日には定着氷内の St.A へ移動し、CTD・採水、ハイブリッド pH・pCO2 観測、プ
ランクトンネットなどの各種海洋観測を実施した。2 月 3 日に昭和基地立待岬沖を離岸し、4 日に次の海洋観
測点 St.B に到着し、St.A と同じメニューを実施した。続いて 5 日に 61 次で実施予定のグラビティコアラー
による採泥観測のための事前海底地質調査（サブボトムプロファイラー観測）を実施した。6 日には流氷域
の観測点 St.C に到着し、St.A と同じメニューを実施した。7 日には一旦昭和基地沖 30 マイル圏内に戻り、
昭和基地で実施された南極授業（2 月 8 日、9 日）の期間中、定着氷内にて停留した。その後、2 月 8〜10 日
に続いた B 級ブリザードによって海氷状況が一変した。2 月 11 日昭和最終便の後、翌 12 日に北上を開始し
たものの分厚い積雪のついた乱氷帯を抜けるのに 12 日間ほど要し、23 日にようやくリュツォ・ホルム湾の
流氷域を出ることができた。往路では 344 回であったラミング回数が復路は 1399 回を記録した。同日 23 日
に流氷域最後の観測点 St.D にて海洋観測を実施し、24 日には開放水面域 St.E での海洋観測、St.BP での海
底圧力計の揚収を行なった。25 日、アムンゼン湾に回航し、26 日、宙空、測地、地質、地球物理、ペンギン、
陸上生物の野外観測（リーセルラルセン山、Gage Ridge、トレイル山など）を CH 機と AS 機を使用して実施
した。その後「しらせ」はケープダンレー沖に移動した。荒天に悩まされながらも何とか 3 月 3 日に水温・
塩分等各種センサー付きの昇降式ウインチが搭載された Seasaw 係留系を設置、現場の海水を時系列で採取
し、ハイブリッド pH センサーなど海洋酸性化のモニタリング用の RAS 係留系の設置と昨年設置した流向流
速計や濁度、溶存酸素センサーなどが搭載された 1 系の揚収を行なった。以後は東経 150 度ライン上にて
CTD・採水等の海洋観測を実施した。3 月 13 日に南緯 55 度を通過、3 月 18 日にシドニー入港、観測隊および






第 60 次南極地域観測隊の往路行程において、10 名は、南極の国際共同の航空路ネットワークである














11/9（金）バスラ－ターボ 67 型機というプロペラ機に乗り換え、昭和基地に向かった。早い昼食を 11 時




















1/26（土）先遣隊の帰路行程の開始。朝 9:00「しらせ」CH ヘリで昭和基地～S17 へ移動。 



















2018 年 12 月 28 日、羽田空港を出発し、29 日にフリーマントルにて「海鷹丸」へ乗船した。フリーマントル
到着後、機器の設営やキャリブレーション等の準備を行い、2019 年 1 月 2 日にフリーマントル港を出港した。
1 月 4 日に東経 110 度ライン上の最初の基本観測点に到着した。連続プランクトンレコーダーを曳航しつつ南
下し、表層海水モニタリング、CTD・採水、ノルパック、がま口、VMPS などの各種プランクトンネット、XCTD な
ど基本観測を実施し、アルゴフロートや深海フロートの投入、係留系や漂流型係留系の投入および揚収、海氷
の採取観測を実施した。荒天の中、暴風圏での観測の後、1 月 8 日に南緯 55 度を通過した。復路は 1 月 16 日
に南極海を離脱し、東経 150 度ライン上の観測点での上記の観測を実施し、24 日に再び南緯 55 度を通過北上
し、ホバートまでの区間でマイクロプラスティクスのネット採集を行い（東経 150 度ライン南緯 57.14 度、




間に各人「海鷹丸」を下船して 2 月 3 日までに帰国した。 
 
 































































ラ用の UPS はバッテリーが消耗していることがわかり、61 次でバッテリーを交換する予定である。58
次で観測が終了した 10C 型電離層観測用の 30m デルタアンテナを撤去した。 
【問題点・課題】 












   既設の衛星電波シンチレーション観測システムにより電離圏変動や GPS シンチレーションの定常観
測を実施し、観測データを回収した。観測装置の動作確認とアンテナの点検を行い、問題がないこと
を確認した。計画停電時、観測装置の電源 OFF/ON の手順確認、UPS 継続時間の測定を行った。手順書
に問題がないことを確認し、越冬隊員に引き継いだ。イリジウムオープンポート使用時は観測に影響





2.1.3 宇宙天気に必要なデータ収集・伝送（TN02）                                           近藤 巧 
【概要】 
昭和基地の電離層観測データをリアルタイムに日本へ伝送し、宇宙天気予報業務での参照に供する（通
年）。夏期期間にデータ転送用 PC を保守点検する。 
【実施経過】 
正常に宇宙天気予報業務に必要な昭和基地の各種観測データを収集編集し、リアルタイムに日本へ伝
送していることを確認した。データ転送用の PC と HDD 及び UPS 等を保守点検した。計画停電後、国内か













1 月 26 日に 2 本ある水位計センサーケーブルの耐氷管が 2 本とも地表に露出している状況を確認し






















精密測地網測量として、第 60次隊で新設した基準点 8点及び既設点 2点で基準点測量を実施した。
各点の GNSS 観測時間は、年間を通して連続観測を実施している昭和基地の SYOG 及びラングホブデ雪
鳥沢の GNSS 固定観測装置からの距離が 10 ㎞以下になるネスオイヤ、岩島、北テオイヤ、ラングホブ
デ、東オングル島では 1 時間以上、その他の露岩では 24 時間以上を基本として実施した（アムンゼ








と判断し、過去に着陸実績のあった第 2 希望のトレイル山で観測を実施した。 
相対重力測量は、新設した基準点 3 点及びこれまでに重力測量が実施されていない既設基準点 1
点で、昭和基地の絶対重力点（IAGBN）を基点とした往復観測を実施した。一方、ネスオイヤ、岩島、
北テオイヤは観測の準備期間が取れなかったことと、インステクレパネと東オングル島（6008）は






表Ⅱ.2.1.5.1.1-1 精密測地網測量（GNSS 測量、相対重力測量）の実施状況 
地区名 基準点 
GNSS 測量 相対重力測量 
観測日 種類 観測日・往路 観測日・復路
ネスオイヤ 6001 12 月 24 日 新設点 ― ― 
岩島 151 12 月 25 日 既設点 ― ― 
北テオイヤ 6002 12 月 25 日 新設点 ― ― 
ラングホブデ 6003 1 月 2 日 新設点 1 月 2 日 1 月 3 日 
スカーレン 6004 1 月 7 日 新設点 1 月 8 日 1 月 9 日 
東オングル島 6005 1 月 19 日 新設点 1 月 23 日 1 月 23 日 
ブライボークニーパ B-6(6006) 1 月 26 日 既設点 ― ― 
ブライボークニーパ（再測） B-6(6006) 1 月 30 日 既設点 1 月 31 日 1 月 31 日 
インステクレパ 6007 2 月 1 日 新設点 ― ― 
東オングル島 6008 2 月 6 日 新設点 ― ― 






















水準測量を実施するには最低でも 2 名の支援者が必要になる。12 月下旬の昭和入りから 1 月は、
各隊員とも野外観測などの本来業務で多忙なため人員確保が難しいことや、例年に比べ積雪が多く水
準測量に不向きなことと、ヘリオペの変更もあったことから水準測量の実施を見送った。 
本作業はヘリオペ終了の翌日、2019 年 2 月 4 日から 2 月 9 日のうちの 5 日間を確保した。観測期











1040 2 月 4 日 正常   
（路線） 2 月 4 日 正常 
2 月 4 日往路 
2 月 5 日復路 
本観測着手前に観測機材の
点検調整を実施 
2 月 4 日は半日作業 
4619 2 月 4 日 正常   
（路線） 2 月 4 日 正常 2 月 5 日往復 2 月 5 日は終日作業 
1025 2 月 5 日 正常   
（路線） 
2 月 5 日 
正常 
2 月 5 日,6 日,7 日往路
と復路の一部 
2 月 7 日復路の残り 
2 月 6 日,7 日はそれぞれ半日
作業 















2.1.5.2 露岩域氷床変動測量（TG01-60-02）    渡邉 哲也 
【計画概要・目的】 
昭和基地東方約 19km に位置する P50、S16、S17 の 3 か所で第 38 次観測隊（1996）から露岩域氷床変
動測量を実施している。各観測点の氷床上に立てたポールの位置座標を繰り返し計測することで、氷床
の水平方向への流動速度及び氷床表面高の経年変化を検出する。観測は現地においてポール上面の中心
位置にて、24 時間の GNSS 連続観測を実施する。また、埋没による観測点の亡失を防ぐ目的で、必要に
応じてポールの継ぎ足しを行う。 
【経過】 
2019 年 1 月 14 日に各観測点においてポールの亡失や損傷がないことを確認し、翌日から 24 時間の
GNSS 連続観測及び氷床面からの高さの計測を実施した。P50,S16 では観測前後で三脚沈降が 1 ㎝程度
あったが作業は順調に進んだ。観測修了後には、各観測地点のポールに継ぎ足しを行った。 
実施状況は表Ⅱ.2.1.5.2-1 のとおりである。 







































2.1.5.3 GNSS連続観測点(IGS軌道追跡局)保守（TG01-60-03）    渡邉 哲也 
【計画概要・目的】 
GNSS 連続観測局（SYOG）は、国際地球基準座標系（ITRF）を構築するための根幹の観測点として、





第 59 次隊では屋外に敷設してあるアンテナケーブルが断線したため予備品と交換している。第 60
次隊ではアンテナケーブルの予備品を補充するとともに、アンテナケーブルを保護するために保護管を
設置した（重力計室からアンテナまで約 80m の区間）。 








表Ⅱ.2.1.5.3-1 GNSS 連続観測局保守の実施状況 
地区名 作業日 作業内容 
昭和基地IGS点（SYOG） 12 月 27 日 予備品の補充 
1 月 21 日 屋外のアンテナケーブルに保護管を設置 






必要である。南極での観測ということを鑑みると、より安全を見て予備品の PC は 2 台設置することも
検討したい。 
 
2.1.5.4 露岩域変動測量（TG01-60-04）    渡邉 哲也 
【計画概要・目的】 
露岩域におけるポストグレーシャルリバウンド（Glacial Isostatic Adjustment）の検出を目的とし
て、第 41 次観測隊（1999）から GNSS 固定観測装置をラングホブデに設置している。装置の老朽化対策
として第 56 次観測隊（2014）から近傍に新装置を稼動させており、現在、新装置で観測を行っている。
第 60 次隊では、新装置の GNSS データを回収するとともに新装置の保守、旧装置の資材撤去（単管パイ
プ）を行う。 
【経過】 
2019 年１月 2 日に GNSS 固定観測装置が正常に動作していることと、1 枚の太陽光パネルについて保
護用の強化ガラスが割れ飛散していることを確認した。 
2019 年 1 月 5 日に GNSS 及びロガーのデータをダウンロードし、飛散したガラスの回収を行うととも
に、太陽光パネルのケーブル接続口の穴埋めパテ施工が外れていたため補修した。 
また、第 59 次隊で解体した旧 GNSS 固定観測装置の資材の一部である単管パイプ約 30 本について、
残置してあった旧装置の設置地点から観測小屋まで人力で運搬した。 
実施状況は表Ⅱ.2.1.5.4-1 のとおりである。 
表Ⅱ.2.1.5.4-1 GNSS 固定観測装置の保守、旧装置の解体の実施状況 
地区名 作業日 作業内容 
ラングホブデ 1 月 5 日 GNSS 及びロガーデータのダウンロード 
太陽光パネル装置の保守 








第 61 次隊以降に昭和基地へ運搬、処分することを引き続き計画する必要がある。 
 







































        なお、基準点「1025」は、併設されている自然エネルギー棟で足場を組み屋根工事をしていたため、








的に UAV（無人航空機、Unmanned aerial vehicle）による空中写真撮影も新たに実施する。 
【経過】 
ヘリコプターによる空中写真撮影は、第 59 次隊でデジタル一眼レフカメラ（Nikon D810）を、カ
メラ取り付けステーを介して観測隊ヘリ（AS）に取り付けることについて、オーストラリア航空当局
地区名 種類 基準点名 設置日 備考 
ネスオイヤ 空中写真撮影用 6001 12 月 24 日 新設 
ネスオイヤ 空中写真撮影用 12 12 月 24 日 既設（再塗装）
ネスオイヤ 空中写真撮影用 1016 12 月 24 日 既設（再塗装）
北テオイヤ 空中写真撮影用 6002 12 月 25 日 新設 
ラングホブデ 空中写真撮影用 6003 1 月 3 日 新設 
スカーレン 空中写真撮影用 6004 1 月 8 日 新設 
東オングル島 空中写真撮影用 6005 1 月 19 日 新設 
東オングル島 空中写真撮影用 4619 1 月 19 日 既設（再塗装）
ブライボークニーパ 衛星画像用 6006 1 月 26 日 既設（再塗装）
インステクレパネ 空中写真撮影用 5905 2 月 2 日 新設 
インステクレパネ 空中写真撮影用 6007 2 月 2 日 新設 
東オングル島 空中写真撮影用 6008 2 月 6 日 新設 














きるように機内持込み PCとカメラを USBケーブルで接続した。撮影は 4秒のインターバル撮影とし、
撮影士はリアルタイムで PC 画面上に表示される撮影画像を確認しながら、必要に応じてその場で再
撮影等の判断を下しながら撮影作業を進めた。撮影コースへのヘリコプターの誘導は、ハンディ GPS
（BadElf GPS PRO＋）の位置情報を iPad へ送り iPad に入れておいた地図アプリ（Geographica）を
用いてカーナビのような仕組みで実施した。撮影開始後、序盤の 4 コース目、6 コース目でカメラと
PC 間の通信エラーにより何度か再撮影する事態が発生したが、PC や撮影ソフトを再起動することで
このトラブルを回避した。その後は順調に進み、撮影開始から約 2 時間で予定した全 23 コースを完
了した。 
UAV による空中写真撮影は、第 59 次隊で外装が完成した昭和基地内の基本観測棟や、その周辺の
基地主要施設の現況を記録するために実施した。今回の撮影に用いた機体は DJI 製の MATRIC200 で主
に産業用ドローンとして販売されている機体である。撮影に向けての事前準備として、出発前に操縦
者のライセンスである「無人航空機操縦士 2 級」を取得して本番に備えた。 
撮影は、隊員及び「しらせ」支援員とともに多くの人員が昭和基地内で作業している夏作業期間中
を避け、人員が少なくなり且つ外作業の少ない越冬交代後の 2019 年 2 月 5 日 22 時頃に実施し、予定
した基地主要部の斜め写真と動画撮影を完了した。 
実施状況は表Ⅱ.2.1.5.5.2-1 及び表Ⅱ.2.1.5.5.2-2 のとおりである。 
表Ⅱ.2.1.5.5.2-1 ヘリコプターを用いた簡易空中写真撮影の実施状況 
地区 オングル諸島全域 
撮影年月日 2019 年 1 月 21 日 
撮影高度 2500ft（762m） 
地上画素寸法 10.6 ㎝ 
コース数 23 本 
写真枚数 1197 枚（再撮枚数含む） 
カメラ（レンズ） Nikon D810（35mm 単焦点レンズ） 
人員 パイロット 1 名、撮影士 1 名、コース誘導係 1 名、記録係 1 名 
 
表Ⅱ.2.1.5.5.2-2 UAV を用いた簡易空中写真及び動画撮影の実施状況 
地区 昭和基地主要部 
撮影年月日 2019 年 2 月 5 日 
撮影高度 10m～150m 
撮影時間 25 分 
機体（カメラ） DJI MATRIC200（ZenmuseX5S（25mm レンズ）） 


































ムへの移行に向けて新旧両システムによる CO 濃度の並行連続観測を開始した。新システムは、CO 濃度
と同時に N2O 濃度の計測も可能であるため、大気中 N2O 濃度の連続観測も新たに開始した。 
60 次持込の大気微量成分観測優先物資はすべて 2018 年 12 月 24 日までに気象棟前に集積されたが、
東地区の道路が雪解け水で一部水没・崩壊し、車両通行不能な状態が続いたため、60 次持込物資の観
測棟への運搬・搬入は遅れ、ガスボンベ等の重量物を除く大半の物資を人力で運搬して作業を進めた。
全優先物資の観測棟への搬入が完了したのは 2019 年 1 月 4 日、一般物資を含むすべての 60 次持込物
資の搬入が完了したのは 1月 17日であった。大気微量成分観測用データサーバとしてこれまで kuro1、
kuro2 および kuro3 を運用してきたが、故障、不具合のあった kuro1 および kuro2 を撤去し、代わりに
60 次で持ち込んだサーバ 2 台を設置してそれぞれ kuro4, kuro5 として 1 月 9 日より運用を開始した。


















2019 年 1 月 5 日に分析計を 60 次持ち込み機に交換し、動作に異常がないこと、チェックガス測定
結果が良好であることを確認したのち、連続観測を再開した。59 次運用機（59 次持ち込み機）は予
備機として残置し、59 次予備機（58 次持ち込み機）は持ち帰りとした。 
1 月 18 日に事故停電が発生し、システムが全停止した。以前より Low gas 導入用電磁弁に異音が
確認されており、事故停電でシステムが全停止したタイミングで当該の電磁弁を新品に交換した。給
電が再開された後、機器を再起動し、19 日に連続観測を再開した。この停電に伴う機器の異常はな












1 月 5 日に分析計を 60 次持ち込み機に、HC トラップを整備済みのものにそれぞれ交換し、動作に
異常がないこと、再現性測定結果が良好であることを確認した後、1 月 8 日に連続観測を再開した。
59 次運用機（59 次持ち込み機）は予備機として残置し、59 次予備機（58 次持ち込み機）は持ち帰り
とした。同じく 1 月 8 日に FID Flame が消えたため異常停止が起こったが、FID Flame 再点火後、同
日に観測を再開した。1 月 9 日に従来からデータ収録用 PC として使用していた Linux 機を Mac 機に
移行した。同日、分析計周辺の温度変化とそれに伴う出力のドリフトを軽減するため、分析計をビニ
ルシートで覆い、簡易的な温室を作成した。1 月 18 日に事故停電が発生し、システムが全停止した
が、給電再開後に機器を再起動し、1 月 22 日に観測を再開した。この停電に伴う機器の異常はなか









ガスクロマトグラフ法による還元式ガス分析計（Trace Analysis 社製・RGA3）を用いた大気中 CO
濃度連続観測システムの保守点検を実施し、大気中 CO 濃度連続観測を継続実施した。老朽化の著し
い CO 濃度連続観測システムの更新機として、レーザー分光分析計（Los Gatos Research 社製・model 
N2O/CO-23r）を用いた新型システムを新たに設置し、新旧両システムによる大気中 CO 濃度の並行連








RGA3 が 12 月 29 日に異常停止したが、システムの再起動後、同日に復旧した。1 月 18 日に事故
停電が発生し、システムが全停止したが、給電再開後に機器を再起動し、同日に連続観測を再開し
た。この停電に伴う機器の異常はなかった。1 月 22、23 日に 60 次持ち込みの新型システムの CO
標準ガス検定を行うため観測を一時的に停止した。1 月 24 日の計画停電に備えて前日 23 日に装置
を完全停止させた。1 月 24 日の計画停電終了後、同日に連続観測を再開した。59 次運用機は 60
次運用機として継続運用とし、59 次予備機も 60 次予備機として残置した。 
新型システム： 
新システム設置にあたり必要となるコンセントは、あらかじめ前次隊に依頼し、2018 年 10 月
10 日に設置工事が行われた。12 月 23 日に観測棟内を整理し、新システムを設置するスペースを確
保したが、東地区の道路状況悪化のため観測棟前までの車両進入が難しく、分析計本体および標準
ガスを除く物資はすべて 12 月 27-28 日に人力で気象棟前から観測棟まで運搬し、12 月 28 日より
観測棟内でシステムの組み立てを開始した。分析計本体を除く部分の組み立ては 12 月 30 日までに
完了した。東地区道路状況改善のタイミングを見計らって 2019 年 1 月 4 日に予備機を含めて 2 台
の分析計本体を観測棟に搬入後、まずは予備機をシステムに組み込み、同日からシステムの動作確
認を開始して動作に問題ないことを確認した。1 月 7 日に予備機を本機に入れ替えて 1 月 14 日ま
で本機の動作確認を実施した。その間、1 月 8、9 日に、新システムで使用する標準ガス 3 本の CO
濃度最終検定を RGA3 用の標準ガスを用いて実施した。1 月 10 日には大気試料除湿トラップを冷却
している冷却機２台のうち１台に異音を確認したため、予備の冷却機に交換した。すべての動作に
問題ないことを確認した後、1 月 15 日に 60 次越冬隊員へ機器取り扱いの最終説明・引き継ぎを行
い、1 月 16 日より新システムを用いた大気観測を開始した。1 月 18 日に事故停電が発生し、シス
テムが全停止したが、給電再開後にシステムを再起動し、翌 19 日に連続観測を再開した。この停
電に伴う機器の異常はなかった。1 月 24 日の計画停電に備えて 1 月 23 日にシステムを完全停止さ
せ、1 月 24 日の計画停電終了後、翌 25 日に連続観測を再開した。この計画停電に伴うシステムの








大気中の CO2 濃度変動と密接な関係にある大気中の O2 について、南極域における挙動を明らかに




58 次から Pressure Reference Volume の圧力が一定圧を超えると測定ガスの圧力制御不能になる
症状が確認されており、詳しい調査を行った結果、2019 年 1 月 4 日、ガスハンドリングシステム内
の流路切り替えバルブにリークを発見し、これが原因であることが判明した。当該バルブを予備品に
交換し、システムを再起動後、システムが正常に動作することを確認して同日観測を再開した。1 月
18 日に事故停電が発生し、システムが全停止したが、給電再開後にシステムを再起動し、翌 19 日に
連続観測を再開した。この停電に伴う機器の異常はなかった。また、年に一度の定期メンテナンスと
して、この事故停電のタイミングで大気採取用ポンプを交換した。1 月 24 日の計画停電に備えて前




および予備機は 60 次持ち込み機と交換し、持ち帰りとした。 
ブリザード対策として、以下の期間はアスピレーションインレットから通常インレットに切り替え
て観測を実施した。 
･ 2018 年 12 月 29 日 14:55 LT 〜 2019 年 1 月 2 日 14:27 LT 
･ 2019 年 1 月 26 日 16:04 LT 〜 2019 年 1 月 31 日 13:38 LT 














東北大温室効果気体用試料は週 1 回計 7 試料、NOAA 用試料は月 2 回全 8 試料、東北大酸素用試料
は月 2 回全 4 試料、産総研用試料は月 1 回計 2 試料、極地研大容量大気試料は 1 試料を採取した。い
ずれも初回の試料採取は 59次隊からの引き継ぎを兼ねて実施した。2019 年 1月 11日に採取した NOAA
用大気試料 2 本のうち 1 本の容器が保管中に割れてしまった。東北大学温室効果気体用試料採取で使
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二酸化炭素自動精製装置の保守点検作業として、2018 年 12 月 25 日に 1, 2, 4 番の空圧作動弁、
空圧作動弁制御用電磁弁、空圧作動弁用プラスチックチューブ、およびシーケンサ用バッテリーの交
換、12 月 29 日に精製配管およびマスフローコントローラーの点検と清掃、2019 年 1 月 18 日にター
ボ分子ポンプの交換、1 月 23 日にロータリーポンプのオイル交換を実施した。CO2 精製用の大気試料
採取および精製は 2018 年 12 月 24 日、2019 年 1 月 1、6、11、17、21、28 日および 2 月 4 日に実施







2.2.1.2 南極氷床の質量収支モニタリング（AMP0903）                  栗田 直幸 
2.2.1.2.1 氷床内陸質量収支観測         
往路 S16 地点から NDF に至る約 1,055km の区間において雪尺観測を実施した。内陸トラバースルート
上では、S16 から DF80 の区間で 2km 毎、DF80 から NDF の区間で 10km 毎に、雪尺が埋設されている 508
点で実施した。その他に S16、H68、H180、S122、Z40、ドームふじ基地、NDF にある 36 本雪尺網、みず
ほ基地にある 101 本雪尺列、MD180、MD364、MD560、DF80 にある 50 本雪尺列でも観測を実施した。埋設
された雪尺の雪面から先端の長さを計測し、長さが 80cm 未満の場合は新たに雪尺を埋設した。トラバー
スルート上では 55 点で雪尺を新たに埋設し、36 本雪尺網、101 本雪尺列、50 本雪尺列では合計 47 本新
設した。トラバースルート上にある各雪尺の位置情報をハンディ GPS で記録し、雪尺の状態を撮影した。






2.2.1.3 「しらせ」航路上及びリュツォ・ホルム湾の海氷・海洋物理観測（AMP0904）      










3）1 時間または 30 分毎に 05 甲板および 06 甲板から目視による海氷観測をおこない、密接度および
海氷厚等のデータを取得する。 
【経過】 
1）往路観測 氷況モニタリング装置（カメラ 2 台）は 12 月 11 日に設置し、動作確認を行った。12
月 13 日から連続収録を開始し、12 月 25 日の昭和基地接岸までの収録を継続した。その後も動作さ
せたままで、12 月 31 日に収録停止した。この間、舷側下向きカメラへの氷厚スケールの写し込みを
12 月 16 日に行なった。PC 画面上の動きが停止していたり、表示されなくなっていたため、収録シ
ステムを何度か再起動させて再開した。 
船上 EM 観測は、12 月 14 日にセンサを設置、計測を開始し、流氷域、開放水面、定着氷域におい
てデータ取得した。センサの設置高度は約 6m とした。往路の観測は、基地に接岸した 12 月 25 日ま
で継続し、同日にデータ収録を一時停止した。25 日頃からの強風のため、運用科によってブームと
センサが 01 甲板上へ揚収された。その後、風が弱まった 27 日にセンサおよびデータ収録装置をブ
ームから取り外して第 2 観測室へ収納した。 
目視観測については、12 月 14～15 日、19～20 日に流氷域および定着氷域の氷状を記録した。5
名で 4 時間毎のワッチを組んで毎正時を目途に海氷密接度、氷盤サイズ、氷厚、積雪深、リッジ率、
リッジ高を時刻、船位と共に目視観測野帳に記録し、06 甲板の左右舷と中央で画像を撮影した。 
2）復路観測 「しらせ」の基地離岸に伴い、船上 EM を 1 月 24 日に、氷況モニタリングを 27 日に再
開した。復路においてもカメラ収録システムの PC 画面の停止または表示無しの状態が頻発し、再起
動した。3 月 3 日まで画像収録を継続、翌 4 日にカメラほかシステム全てを撤収した。 
2 月上旬、強風が予想されたことに伴い、2 月 7 日に EM の計測システムを一時、第 2 観測室へ撤
収した。EM は 2 月 11 日に再度組立て、01 甲板上で固縛し、24 日に再度展張した後、開放水面領域
においてキャリブレーションを実施した。 



















2）1 月 5 日、モニタリングライン上に計 7 地点を設定し、スチームドリル掘削による氷厚・積雪深計
測を行なった。 
1 月 8 日午前、IceWorm による氷厚計測を行なった。IceWorm 観測中は、走行中にデータを自動収
録した他（モニタリングライン上を計 2 往復）、7 地点で電磁誘導式氷厚計の表示値（Conductivity
と Inphase）を読み取り野帳に記録した。 
1 月 8 日午後、海氷コア試料 1 本（氷厚 147cm、積雪深 8cm）の採取を行なった。採取地点の緯度、
















A ヘリポートへ移動した後、PC 搭載、センサ接続を行なった後、離陸した。 
12 月 24 日：システムの組立ておよび AC100V 電源による動作確認  
12 月 25 日：前日から充電したバッテリー使用による動作確認。電流値が充分上昇せず、電源部か
ら異音発生。数回動作を試み、起動するが短時間で停止。バッテリー充電不足に原因があると考え、
翌日の観測に備えて再度充電。 
12 月 26 日：1 回目の観測。多年氷掘削候補エリア調査を兼ね、白瀬氷河末端東部およびパッダ周
辺の海域を計測する計画とした。ヘリポートにおける最終チェックで動作確認した後、B ヘリポート
























1 月 7 日：（午前）昨年 59 次で購入・使用したバッテリーで、バッテリー→インバーター→地上デ
ッキを接続した。PC 上でも計測データがグラフ表示・更新されることを確認した。電流は 4.5A で短
時間であるが動作したことを確認した。（午後）バッテリー→インバーター→地上デッキによる動作
確認を継続したが、開始から約 10 分で停止した。数度繰り返し、計測開始したところ、約 1 時間連
続動作した。 
1 月 8 日：バッテリー充電したが、60 次調達バッテリーを 12 時間以上充電しても、充電器表示の
容量が 60％で留まった（電圧は十分）。 
1 月 9 日：バッテリーを B ヘリポート移動、観測隊ヘリ搭載。センサほかを A ヘリポート脇で暖気。
動作確認し、飛行を実施した。10:12 に A ヘリポートを離陸。離陸前の段階で、機内に表示される高
度データが no data と 3ft（この値はセンサ台車高であり正常）の両者を示していたが、徐々に no data
表示の頻度が下がった。高度を上げて飛行したが、再び「no data」表示が頻発し（頻度は地上より



























埋め込まれたボルト点に GNSS アンテナを設置し、2 周波精密 GNSS 受信装置を用いて 24 時間以上の連
続データを取得した。また、無人観測システムが設置されている観測サイトにおいては、システムの
保守およびデータ回収を実施した。 




ア） とっつき岬：2019 年 1 月 12 日～1 月 15 日（GNSS 社製：GEM-1） 
イ） 明るい岬：2019 年 1 月 13 日～1 月 14 日（GNSS 社製：GEM-2） 
ウ） リーセルラルセン：2019 年 2 月 26 日（GNSS 社製：GEM-1） 
b） 無人観測点および期間（使用 GNSS 受信機） 
ア） ルンドボークスヘッダ：2018 年 12 月 26 日、2019 年 1 月 22 日（GNSS 社製：GEM-1） 
実施内容： 





② 2019 年 1 月 22 日 
無人観測システムを再設置し、連続観測を再開した。 
イ） ラングホブデ雪鳥沢：2019 年 1 月 3 日（GNSS 社製：GEM-1） 
実施内容：データ記録用メディアを交換した。GNSS 受信装置に関しては、2048 週問題対応の
ため、最新のファームウェアに更新した物と交換した。システム稼働状況を確認したところ、給
電用バッテリーの電圧が 3.43V まで低下しており、2018 年 12 月 3 日 21:03:05[UTC]で観測が停
止していた。バッテリー2 個のうち 1 個に劣化が確認されたため、持ち込んだ予備バッテリーと
交換して、連続観測を再開した。 




エ） スカーレン大池：2019 年 1 月 8 日（GNSS 社製：GEM-1） 
実施内容：データ記録用メディアを交換した。GNSS 受信装置に関しては、2048 週問題対応の
ため、最新のファームウェアに更新した物と交換した。システム稼働状況を確認したところ、給
電用バッテリーの電圧が 1.73V まで低下しており、2018 年 5 月 16 日 19:50:11[UTC]で観測が停
止していた。バッテリーに劣化が確認されたため、持ち込んだ予備バッテリーと交換して、連続
観測を再開した。 




続する電線が外されており、データは 2017 年 1 月 7 日 05:56:20 ～ 06:07:50[UTC]の約 11 分間
のみとなっていた。ソーラーパネルの電圧は 21.4V、キャパシタの電圧は 21.2V と正常であった
が、用意していた予備品では GNSS 受信装置への給電を行えなかったため、バッテリー2 個を GNSS
受信装置に直接接続して、観測を再開した。 
3） 問題点・課題 
ア） リーセルラルセンの 24 時間観測に関して、野外観測が 1 日に短縮されたことにより、データ
取得期間が約 4 時間となった。 
イ） パッダ無人観測点については、現状、24 時間観測と同じシステム構成となっている。第 61 次
夏期間にソーラーパネルからバッテリーへ給電する方法へシステム改修を行う必要がある。 
 







ングする。CALM（Circumpolar Active-Layer Monitoring Network）という国際プロジェクトの一環で、
温暖化に伴う世界各地の凍土の融解現象把握を目的とする。 
2） 実施経過 
以下の日時で 2 観測サイトの地温計データを回収した。（※時刻は UTC） 
a） ラングホブデざくろ池：2019 年 1 月 19 日 09:10 – 10:23 










は、58 次で設置した圧力計の回収と 60 次分の新規設置を行う。 
a） 船上重力測定 
ア） 実施経過 
「しらせ」第 5 観測室に設置されている船上重力計（Micro-G LaCoste：S-149）を 2018 年 11
月 30 日のフリーマントル出港から 2019 年 3 月 18 日のシドニー入港まで連続して稼働させ、航路
上の相対重力値を観測した。観測中は適宜巡回を行い、システムの稼働状況を確認した。重力結合
のため、フリーマントルおよびシドニー停泊中に重力基準点と「しらせ」停泊岸壁において携帯重
力計（SCINTREX 社製 CG-3M）による重力計測を実施した。 
イ） 重力基準点計測の日時および場所 
フリーマントル出港前： 2018 年 11 月 29 日 フリーマントル ポートオーソリティー前 













用いる補正係数算出のため、以下に示す 8 海域で「8 の字航走」を実施した。「8 の字航走」は、船
速 10 ノット程度、片回頭 365°以上、片回頭の所要時間は約 10 分、合計で約 20 分をかけて実施
した。 
＜日時（UTC）および海域＞ 
① 2018 年 12 月 2 日 03:40 ～ 04:01 40-07.5S、110-06.6E 
② 2018 年 12 月 6 日 02:44 ～ 03:03 59-59.5S、109-56.7E 
③ 2018 年 12 月 10 日 22:13 ～ 22:29 61-01.2S、059-54.6E 
④ 2019 年 2 月 24 日 11:03 ～ 11:24 66-51.1S、037-41.0E 




⑥ 2019 年 3 月 8 日 09:14 ～ 09:35 63-36.2S、130-04.0E 
⑦ 2019 年 3 月 10 日 04:52 ～ 05:15 64-00.0S、149-58.9E 
⑧ 2019 年 3 月 15 日 03:31 ～ 03:51 45-14.6S、152-03.3E 
イ） 特記事項 
3/14、SFG-2006 本体への 1PPS 信号入力が途絶したことにより、収録ソフトウェアのデータ更新
が停止した。第 1 観測室に設置している GPS レピーターが異常停止していたのが原因だったため、
再起動により復旧した。また、3/16 にも同じ不具合が再発した。一連の不具合によるデータ欠測
期間（UTC）は下記のとおり。 
① 2019 年 3 月 14 日 11:08:08 ～ 3 月 15 日 01:46:02 


















作業日（UTC）： 2018 年 12 月 15 日（新規設置）、2019 年 2 月 26 日（着底位置計測） 
着底位置： 66°49.8127′S、37°49.7278′E 
＜58 次で設置した海底圧力計の回収＞ 
作業日（UTC）： 2019 年 2 月 26 日 
＜59 次海底圧力計の生存確認＞ 
作業日（UTC）： 2018 年 12 月 16 日、2019 年 2 月 26 日 
イ） 問題点・課題 
59 次海底圧力計の生存確認を往路と復路の計 2 回実施したが、いずれも送信信号に対する応答
が得られなかった。 
 
2.2.3 生態系変動のモニタリング                                       





適宜、海水汲み上げポンプより採水し、クロロフィル a 濃度、栄養塩の各サンプルを取得する。 
【実施経過】 
フリーマントル出港後の 2018 年 12 月 1 日から、第 4 観側室において表層水温・塩分、表層二酸化




年 12 月 15 日から 2019 年 2 月 22 日までの間はポンプの停止に伴い観測を停止した。海氷域を離脱し
た 2 月 23 日以降は、アムンゼン湾での観測期間（2 月 25 日から 27 日まで）を除き、3 月 15 日のオ
ーストラリア EEZ 入域まで観測を継続した。また適宜、海水汲み上げポンプより採水し、クロロフィ












分、各層における栄養塩、全炭酸、クロロフィル a 濃度、動物プランクトンサンプルを採集する。 
【実施経過】 




















            季節海氷域および定着氷域に設定したモニタリング定点において、メモリー式 CTD、ニスキン採水
器およびがま口ネット（閉鎖式ネット）を用いて氷海海洋観測を実施する。鉛直的な水温塩分、各層
における栄養塩、全炭酸、クロロフィル a 濃度、動物プランクトンサンプルを採集する。 
【実施経過】  




  ・Stn.A（69-00.5002S，39-13.7449E）2019/1/27 12:45（UTC） 




  ・Stn.C（68-20.3243S，38-10.8806E）2019/2/6 07:35（UTC） 
  ・Stn.D（67-56.7096S，36-29.6495E）2019/2/23 07:56（UTC） 
  ・Stn.E（67-28.5591S，37-04.5522E）2019/2/23 14:53（UTC） 
  ・Stn.BP（66-49.9450S，37-49.6809E）2019/2/24 08:08（UTC） 
【問題点・課題】 




            昭和基地を往復する南北航路上において、CPR 曳航による連続動物プランクトン採集を実施する。 
【実施経過】 
            東経 110 度線上の南緯 45 度から 60 度の海域、東経 150 度線上の南緯 64 度から 50 度の海域におい
て CPR の曳航を実施した。観測点 L03－L04、L04－L05、L06－L07 の区間で計 3 カセット分を採集し
た。観測点 L02－L03、L07－L08、L08－L09 の区間は、荒天のため観測中止となった。 
【問題点・課題】 
    特になし。 
 
















3）CPR 観測：「しらせ」及び「海鷹丸」航路上において CPR 曳航による連続動物プランクトン採集を
実施する。 
【実施経過】 
1）フリーマントル出港後、豪国 EEZ 出境後より同国 EEZ 入境直前までの期間、「海鷹丸」設置の自動
観測装置を運用し、水温、塩分の連側観測を実施した。また 1 日 2 回の頻度で海水汲み上げポンプ
より採水し、クロロフィル a 濃度と栄養塩の各サンプルを取得した。 
2）基本観測点 6 点において、CTD-採水システムおよび表面バケツ採水を用いて得られた海水試料を
用いて、各層におけるクロロフィル a 濃度を分析した。 
3）東経 110 度線上の南緯 45 度から 60 度の海域、海氷縁からホバートへ向かう海域において CPR の








2.2.3.2.1 昭和基地周辺における土壌微生物のモニタリング                        島田 翔 
【概要】 
昭和基地周辺（東オングル島）にて、人間が現地で生活することによって生じる自然環境の変化と、
地球規模での環境の変化を監視することを目的として、1974 年第 15 次越冬隊から基地を中心に設け
られた約 60 点の定点において、表面土壌（砂礫）のサンプリングを行った。 
【実施経過】 
現在、継続観測されている約 60 箇所の定点について、1 月 19 日、20 日、21 日に携帯用 GPS を用
いて定点位置を探索し、表面 1cm の土壌（砂礫）を採取した。残雪の影響で 12 箇所は採取出来なか
った。さらに、マーキングが確認できない地点 3 箇所については GPS データに基づいて採取した。こ
れらの諸事情の結果から、定点観測としては全 51 箇所の試料を採取した。 








を使用したが、匙の面積が小さく底が深いため、特に湿った土壌試料を 15 ml のファルコンチューブ
に移す際に使い勝手が悪かった。道具の選定を再度検討する余地があると思われる。 
 
2.2.3.2.2 ラングホブデ雪鳥沢における植生モニタリング                              大谷 真広 
【概要】 
            ラングホブデ露岩域の中央に位置する雪鳥沢は、第 27 次隊（1986 年）から第 29 次隊（1990 年）
に、環境と動植物の関係を調べる目的で植物相、動物相が観測調査され、同時に中気象、微気象観測
が行われた経緯がある。また、雪鳥沢は 2002 年に南極特別保護地域（ASPA）として SCAR に登録され
ている。陸上生物チームでは、その保全と同時に気候変動がもたらす環境変化（気温、降雪量、流水
量など）が植生にどのような影響を及ぼすのかを調べるため、沢沿いに約 30 cm×30 cm 枠の永久コ
ドラートを約 50 ヶ所設け長期モニタリングを継続している。 
【実施経過】 
            永続観測されている永久コドラート（コケ類 23 点、地衣類 23 点、藻類 1 点）について、2018 年
12 月 27 日に写真撮影を行った。写真撮影にはデジタル一眼レフカメラと標準レンズを用い、色補正
用のカラーチャートを添えて、真上からコドラートが撮影視野一杯になるように撮影した。行動は前
任者による GPS 位置情報とコドラート設置場所の補足事項を頼りに携帯用 GPS（GARMIN GPSmap 64s）
を使用して地点確認を行った。観測時には撮影情報以外にも気づいた点を補足事項として記録した。 
            今回のモニタリング調査では対象となる永久コドラートの内、長年欠測地点となっている 1 地点
（地衣－15）を除く全地点のモニタリングデータ（写真撮影データ）が取得できた。一部のコケ類の
永久コドラートにおいては既に植生が失われており、これらについては補足事項として記録した。ま
た、実際の位置と GPS 位置情報にずれが生じている場合には新たに GPS 位置情報を取得した。 
【問題点・課題】 











2.2.3.2.3 露岩域の気象モニタリング                                                大谷 真広 
【概要】 





            自動気象装置の保守点検及びデータ回収は、2018 年 12 月 28 日にラングホブデ雪鳥沢中流域、2019











2.2.3.2.4 湖沼環境モニタリング観測                                                大谷 真広 
【概要】 
            宗谷海岸露岩域の湖沼環境を捉える目的でラングホブデぬるめ池、スカルブスネス親子池および長
池の 3 湖沼に設置されている係留観測装置を回収し、保守点検（バッテリー交換含む）およびデータ
回収作業を実施した。本係留観測は親子池において 45 次隊から、長池において 49 次隊から、ぬるめ
池において 53 次隊から湖沼環境の長期連続モニタリングを目的に継続している。また、スカーレン
大池湖心部付近に 58 次夏隊により水中映像記録を目的として設置されたビデオ装置の回収を試みた。 
【実施経過】 
係留観測装置の回収・再設置は、2019 年 1 月 22 日に親子池、2019 年 2 月 2 日にぬるめ池で実施し
た。フロートの位置に変更があった場合には新たに GPS 位置情報を取得した。いずれの観測地点にお
いても当初の実施予定日（スカルブスネス 2019 年 1 月 3 日～13 日、ぬるめ池 2019 年 1 月 23 日）の
時点では湖面の大部分が氷結しており回収作業の実施が不可能であったため、夏期間の後半に日帰り
の野外観測を調整し、上記日程において再度実施した。なお、長池に関しては 2019 年 1 月 31 日時点
においても湖面の 2/3 程度が氷結しており 60 次隊での回収を断念した。 
スカーレン大池に設置のビデオ装置の回収はボート上からの引き上げおよびシュノーケリングに
より試みた。しかしながら、スカーレン滞在期間中（2019 年 1 月 15 日～18 日）において湖面の 1/2
程度が氷結しており、機器設置地点にアクセスできなかったため 60 次隊での回収は断念した。 
【問題点・課題】 

















2.3.1.1 南極昭和基地大型大気レーダー観測 （AJ0901-01S）     佐藤 薫・虫明 一彦・南原 優一 
1) 概要 
PANSY レーダーを中心とする全球大型大気レーダー観測網による第 4 回国際共同観測 ICSOM

























a) 第 4 回国際共同観測 ICSOM の実施 
北極成層圏突然昇温が 12 月 28 日と過去 3 回よりも 1 か月またはそれ以上早い予想が出たため、「しら
せ」乗船中の 12 月 20 日に、12 月 23 日 00UT から開始する旨、各国の共同研究者に通知した。1 月 2～
19 日に大昇温の基準を満たす大型の波数 2 型突然昇温を捉えることに成功した。国際共同観測の終了
日は 20 日とし、南極においては応答の遅れが予想され、これを捉えるため 23 日までとした。この期間、
PANSY レーダーにより強い PMSE（極域中間圏夏季エコー）が連続的に観測された。過去 3 回では PMSE
が弱まる時期にかかっていたことを考えると、今回は過去最高のデータが取得できたと考えられる。観
測は 59 次隊員と協力をしながら行った。 




図Ⅱ.2.3.1.1-2 北極、10hPa(高度約 30 ㎞)









重機を使わず手作業で実施した。ICSOM が計画停電の 1 月 24 日前日まで行われたため、流星風観測の
試験観測等は夏期間終盤に持ち越された。試験観測の後、59 次隊により立ち上げが行われていたブロ
ック 1 の 1 部の群（129）を用いたシステムを構成して 1 月 31 日より観測を開始した。取得データの確
認後、2 月中旬ごろに新設の流星風観測装置に移行する予定である。 
c) 昭和基地到着時の状況 




しまう場所も少なくないように見えた。また FAI アンテナの周辺箇所は一部 1m 以上の積雪が残ってい




・スチールコンテナ（スチコン）4 台（大型 UPS バッテリ他） 
すべての物資が優先空輸によって電離層観測小屋前へ到着した。物資は移動式クレーンなどを用いてブ




































も「しらせ」による支援の活用が効果的であった。なお、57 次越冬中に PANSY 小屋のダクトが雪で詰
まった際に室温が上昇し、小屋の熱によって溶けた床下の雪が作った水たまりによる床上浸水が発生し
たことから、建物の床下の雪氷は夏季に完全に除去した上、越冬中も定期的に除雪することが望ましい。 
j) 大型 UPS の交換 
夏作業開始直後に計画されていた大型 UPS(Symmetra)の交換は ICSOM が 12 月 24 日から始まったため、
越冬開始後に延期することにした。ただし、木枠の解体、PANSY 小屋への搬入は夏期間中に他部門の観
測隊員、「しらせ」支援により手作業で行った。交換した旧大型 UPS については、新しい大型 UPS に不
具合が生じたときのため、越冬中は PANSY 小屋か A ヘリポート近くの機械建築倉庫に保管することにし
た。 
k) その他 
ア)  UPS のバッテリ交換 
新規に UPS5 台(大型 UPS 1 台, UPS 200V 電源用 2 台、100V 電源用 2 台)を持ち込んだ。59 次隊に
より電源コネクタの加工が施された UPS3 台については、持ち帰りとした。 
イ） 観測データ持ち帰り 
4 次元乱流観測を ICSOM 終了直後に行い、データをポータブル HDD にコピーして、ドロムラン帰国
隊員（佐藤薫）による持ち帰りとした。ほかの特別観測による大量データもポータブル HDD に観測
データをコピーし、60 次夏の持ち帰り物資とした。 
ウ） PANSY 関連機材の入った 12ft コンテナおよびスチコンについて 
PANSY 関連機材は、専用倉庫がないため、12ft コンテナやスチコンに保管されているものがある。









のため使えなかった。修理もできない状態のため 61 次に持ち込む必要がある。 
b) C ヘリポートへ通じる道路の除雪について 







c) PANSY 発電機小屋の管理について 
59 次隊では PANSY 発電機小屋の管理とワッチは PANSY 隊員が行っていた。発電機はそもそも設営の担
当なので、非常に奇妙なことが起こっていたことになる。PANSY 隊員は手伝うにしても、これは設営作
業の一環として組み入れられるべきであり、設営グループの中で周知徹底されるべきである。この夏は、
したがって、PANSY 発電機小屋下の除雪は PANSY 隊員の作業としては行わなかった。 
 
2.3.2 氷床・海氷縁辺域の総合観測から迫る大気－氷床－海洋の相互作用（AJ0902）  
牛尾 収輝・中野 善之・柏瀬 陽彦・渡部 陽・木村 亮 




















1 月 14 日、北の浦海氷上に氷温プロファイラーを 2 箇所設置し、データ収録を開始した。設置地点
は、氷厚 3m 用が 69°00’06.85”S, 39°36’42.00”E、氷厚 8m 用が 69°00’08.64”S, 39°35’51.80”E で、
いずれも 10 分毎にデータ収録する設定とし、データ回収は 61 次夏期に予定している。 
2）ドローンによる海氷厚分布観測 
当初、59 次越冬隊員の支援を受けてドローンを飛行させて観測する計画であったが、59 次の担当
隊員の早期帰国に伴い、支援が受けられなくなったことから、観測取止めを 12 月に決めた。 
3）ラングホブデ氷河上データロガー回収 
1 月 11 日に観測隊ヘリコプターによって実施した。氷河上の現場では A 班：渡部、赤田（59 次 FA）、
B 班：木村、倉持（FA）の 2 班に分かれて行動、次の作業に当たった。 
・A 班担当 LG1：サーミスターチェーン抵抗測定、装置移設 
・A 班担当 LG2：係留系ロガー交換、装置移設、GPS 装置回収 
・B 班担当 LG4：水圧・温度センサロガー交換、装置移設、GPS 装置回収 
ヘリは、09:57 に昭和基地を出発し、氷河上空から、3 地点（LG1→LG2→LG4 の順）の状況確認、LG1
および LG2 で簡易タッチダウンによる着地点確認を行った。氷河上の現場観測中のヘリの移動は LG4







2.3.2.2 GNSS氷上多点展開による流動観測                                木村 亮・渡部 陽 






観測隊ヘリで白瀬氷河上に降り立ち、第 56 次隊から継続している通年 GNSS 観測システムの保守（リ
チウムイオン 1 次電池交換等）を行い、データ回収後、観測を継続した。同じく第 59 次隊で設置した




   白瀬氷河 通年 GNSS 観測システムの保守（データ回収含む/1 基）：2019 年 1 月 2 日 
            GSRA 点回収・再設置位置（70°06'47.2"S, 38°52'44.1"E） 
   白瀬氷河 ApRES 通年観測システムの保守（データ回収含む/1 基）：2019 年 1 月 22 日 
            GSRB 点（70°03'23.2"S, 38°40'15.4"E） 
2) 設置 
    白瀬氷河 （夏季 GNSS 観測システム/2 基）：2019 年 1 月 2 日 
            GSRC 点（70°04'14.5"S, 38°42'02.4"E） 
            GSRD 点（70°03'50.6"S, 38°47'16.7"E） 
 白瀬氷河 （ApRES 通年観測システム/1 基）：2019 年 1 月 22 日 
            GSRC 点（70°04'10.4"S, 38°41'55.5"E） 
3)  回収 
 白瀬氷河 （夏季 GNSS 観測システム/1 基）：2019 年 1 月 22 日 
            GSRD 点（70°04'31.3"S, 38°47'07.7"E） 
4)  通年システム化 
   白瀬氷河 （夏季 GNSS 観測システムの通年システム化/1 基）：2019 年 1 月 22 日 
            GSRC 点（70°04'10.7"S, 38°41'55.8"E） 
通年 GNSS 観測システムの電源として、第 59 次隊では、新品のリチウムイオン 1 次電池（14.4V、
36Ah）40 本を使用しており、保守実施時にシステムは稼働していた。ただし、データが得られたの
は、2017 年 12 月 31 日から 2018 年 5 月 6 日までの期間となっていた。保守では新品のリチウムイオ
ン 1 次電池（14.4V、36Ah）20 本と交換し、使用済み電池 40 本を回収した。通年観測システムの底
部に接する氷表面の融解があり、システム自体が傾斜していたこと、並びにシステムのすぐ傍にクレ
バスが認められたことから、約 5m 横に移動して観測を再開した。 
夏季 GNSS 観測システムはリチウムイオン 2 次電池(14.4V、90Ah)2 個で給電した。2 点とも 1 月 22
日回収時までの約 20 日分の連続データが得られた。夏季 GNSS システムも底部に接する氷表面の融解
が生じており、回収時に傾いていた。1 月 22 日に実施した GSRC 点の夏季観測用 GNSS システムの通
年システム化においては、1 月 2 日の通年 GNSS 観測システム保守で回収した使用済リチウムイオン 1
次電池（14.4V、36Ah）20 本を再利用した。また、底部に接する氷表面の融解があったため、約 5m
横に設置し直してから観測を開始した。 
GSRC 点には、新たに ApRES 通年観測システムを設置して観測を開始した。第 59 次隊設置の ApRES
通年観測システムについては、1 月 2 日の捜索では発見に至らなかったが、1 月 22 日の再捜索で予測
位置周辺において発見することができた。雪氷に埋まったデータ収録部・バッテリーには、約 185cm
掘ったところでアクセスすることができ、バッテリー交換およびデータ回収を実施した。欠測無く














2 日は渡部・赤田・木村、1 月 22 日は渡部・倉持・木村）での実施となった。観測隊ヘリパイロットの
支援も得られたが、ApRES 関連の作業を 3 名で実施する場合、59 次隊・60 次隊での実績から、設置に
は 4 時間程度を確保するのが妥当と思われる。今回、保守作業に関しては 1 時間半程度を見込んでフラ




1 台につきバッテリーだけで 64kg あり、重量制限により 3 名と同時に 2 台分を観測隊ヘリへ搭載でき
ない。限られた時間で効率的に作業を行うためには、軽量化を進めるのが望ましい。 
 
2.3.2.3 リュツォ・ホルム湾海洋観測        牛尾 収輝・中野 善之・柏瀬 陽彦・渡部 陽・木村 亮 




           本観測前日までの経過：以下、時刻は全て現地時刻（=UTC+3 時間）で記す。 
1/19 昭和基地から「しらせ」帰艦。 
1/20 AM 打合せ PM（13:00-17:00）機器準備（モニタ画面表示がやや不安定となる傾向あり） 
1/21 AM 人員配置（全体指揮、オペレータ、ナビゲータ、甲板指揮、記録、コントローラケーブル
さばき、カメラ撮影、に計 8 名で役割分担）および模擬訓練（モニタの不安定状態が持続） 












































な映像を取得するべく、ROV 本体前部に取り付けてあるライト 4 個（上部 2 個、下部 2 個）のう
ち、下部 2 個を従来の下向きから上向きに変わるように調整した。 
エ）15:59～16:44 
潜航、動作させる時刻制限を 16:25 として艦側の了解を得て、ステップ③と同様の動作の 2
測線目として、1 測線目とは逆方向の左舷側後方の海氷の下を潜航させた。 
全ての潜航・動作を終了し、本体を観測甲板上に揚収した。 





















された側線において行った。03/03 は海洋自動昇降観測装置 Seasaw 付係留系(図Ⅱ.2.3.2.4-1（a）)を
予定設置点付近（67-37.46S, 68-51.62E）に設置し、XCTD 観測を行った。続けて 59 次で設置した ADCP
付き係留系（図Ⅱ.2.3.2.4-1（b））を設置点（67-39.99S, 68-59.46E）にて回収した。XCTD 観測（3
点）を行いながら移動し、時系列自動採水器 RAS 付係留系(図Ⅱ.2.3.2.4-1（c）)を予定設置点付近
（67-07.16S, 68-07.89E）に設置し、CTD 採水、バケツ採水を実施した。RAS 係留点から離脱するとき

























XCTD 測点。RAS 設置点では CTD 採水、バケツ採水も実施した。 
 
2.3.2.5 トッテン氷河沖海洋観測   牛尾 収輝 
復路行動計画の変更に伴い、観測予定海域を航行することが無くなったため、全ての観測を実施せず。 
 
2.3.3 地球システム変動の解明を目指す南極古環境復元 (AJ0903)                     川村 賢二（59次） 
2.3.3.1 ドーム旅行（国際共同）  
11 月 9 日に 60 次隊のドーム隊メンバー8 名（藤田、津滝、栗田、伊藤、金子（弘）、櫻井、高村、岡田）
は他の先遣隊メンバーとともに DROMLANを利用して昭和基地に到着し、59次越冬隊からの参加メンバー（川
村（夏期ドーム旅行リーダー）、山田）および 59 次越冬隊からの出発準備支援隊 4 名とともに 11 月 10 日
に S16 に移動した。この際、4 名（伊藤、櫻井、平沢、赤田）は 10 日早朝に出発して S17 航空拠点棟周辺
の除雪を 2 台の PB300 にて実施した。残りのメンバーは 10 日午後に出発しとっつき岬に一泊して S16 に移
動した。S16 にて 11 月 14 日まで橇積み等の準備をした後、ドーム隊 10 名は大型雪上車 6 台（SM100 型 4
台、PB300 型 2 台）により 11 月 15 日に S16 を出発し、観測や依頼作業を実施しながら MD ルート経由でド
ームふじへ向かった。11 月 26 日に、MD180 地点において、航空機によりノルウェー極地研究所からの同行
者が合流し、その後は 12 名のチームとして行動した。12 月 7 日にドームふじ（DF 基地）に到着し、JARE
レーダーのアンテナ設置や燃料デポ、基地視察等を行った。その後、12 月 10 日にドーム基地南方（NDF
地点手前約 5km）に移動してベースキャンプ（BC）を構えた。本隊は BC に滞在し、BC や NDF における各種
観測および作業を実施し、氷床レーダ搭載車 2 台はアンテナ設置等の準備の後に周辺数十キロ圏内のレー
ダ探査を実施した。12 月 31 日にドームふじ基地に戻り、1 月 2 日に帰路出発し、MD ルート経由で 1 月 19
日に S16 へ戻った。途中、1 月 9 日に MD246（ARP2）においてノルウェー極地研の同行者 2 名が航空機によ
り離脱した。また、1 月 18 日に H128 からアイスコア等の雪氷試料を「しらせ」に空輸した。19 日に S16
に到着し、59 次越冬隊（1 名）および 60 次夏隊（3 名）の支援を得て 1 月 22 日まで撤収作業を行い、1







1） 氷床レーダ観測 藤田 秀二 





















 上記の機関に加え、東京大学と JAMSTEC がデータ解析と氷床モデル、年代モデルの面で参画し、共同探




ダ、④日本製 434MHzUHF 帯氷床探査レーダ。往路 S16 からドームふじ近傍まで④を使用した。ドームふじ
南方域の調査には①、②、③を用いた。復路はドームふじ地域から MD246（ARP2）まで①、②を運用し、
その後 S16 まで③を運用した。レーダ搭載車には、アンテナ支持機構の設置状況等から、前回と同じ SM111
号車、SM115 号車を使用した。 
以下、移動した全行程を 4 区間（または地域）に分ける。ドームふじ南方（ベースキャンプ周辺の本観
測）では、2〜3 名乗車のレーダ探査車が燃料橇を 1 台引き、数泊ごとに本隊に合流して燃料・食糧を補給
した。 
a) 往路S16からドームふじ近傍のMD700地点に至る約1,010kmの区間（2018年11月15日～12月6日） 
UHF 帯レーダと 115 号車を用いた氷床内部の観測。 
b) ドームふじ南方（ベースキャンプ周辺）をカバーする総面積約1500km2、総走行距離2780kmの探査（2018
年12月18日～12月30日）。 
111 号車には①と②のレーダを搭載して同時に運用した。115 号車には③のレーダを搭載した。2 台
の雪上車は、電磁波の相互の干渉を避けるため、距離を概ね 10km 以上離して運用した。滞在中の全観
測エリアを A、B、C の 3 地域に分け、2 台の車両が異なるエリアを観測した。各雪上車は各エリアを 2km
の測線間隔で走行し、それを2セット行うことで最終的な各車の測線間隔が1kmになるように走行した。
その理由は、不測の故障が発生した際に、故障までの観測データの地域的偏りを小さくすることである。




12/27、28 に 115 号車により、氷床下の山塊が確認されている地域（略称 C エリア）において測線間隔
をさらに密にした 190km の走行を追加で行い、当該エリアの最終的な測線間隔を 0.25km とした。 
・ 111 号車（米国製２レーダ搭載）の走行概要 
  2018.12.18 ベースキャンプとドームふじ基地間往復走行 
  1 巡目：12.19-20 A エリア ／ 12.21-22 C エリア ／ 12.23-24 B エリア 
  2 巡目：12.25-26 C エリア ／ 12.27-28 B エリア ／ 12.29-30 A エリア 
・ 115 号車（日本製レーダ搭載）の走行概要 
  1 巡目： 12.18-20 C エリア ／ 12.21-22 B エリア ／ 12.23-24 A エリア 
  2 巡目： 12.24 C エリア ／ 12.25 B エリア ／ 12.26-27 A エリア 
  12.27-28 C エリア追加走行 



























た CO2 濃度プロファイルを参考に計画を立てておき、現場での CO2 測定値を見つつ調整した。地上（大気）
から 100m 深までの 25 深度でサンプリングを行い、特に 90m を超えた深い深度ではサンプリング間隔を 2











間は 1 名で、各深度におけるヘッド降下完了からサンプリング終了までの所要時間は 1.5〜2 時間程度であ
った（極地研フラスコ 2 本、環境研フラスコ 1 本に採取）。 
掘削終了後の 30 日に多数の「温度とり」による掘削孔温度計測を行った（1、5、10、15、20、25、30、
40、50、60、70、80、90、100、110、120、130、140m 深に設置）。10m 深の雪温は、-56.2℃であった。掘
削場の撤収と橇積みは 30、31 日に実施した。ドームふじ基地を経由して 1 月 18 日に H128 から「しらせ」
に空輸し、−28℃設定の冷凍コンテナに搬入した。この状態で日本に輸送した。 
 
4） 雪尺観測     津滝 俊 
S16 からドームふじ基地を経て、NDF に至る約 1,055km の区間で、主に往路において観測を実施した。ル





5） GNSS測量                                          津滝 俊 
S16 からベースキャンプの往復区間、および 115 号車による氷床レーダ探査エリアにおいて、精密 GNSS
測量による氷床表面高度観測を実施した。GNSS アンテナを、雪面高 3.5m の雪上車（115 号車）のルーフに
取り付けた。3 種類の測位衛星（GPS、GLONASS、Galileo）からの電波を、雪上車で移動しながら毎秒受信
し、位置と高度を測定した。また、みずほ基地、ドームふじ基地、NDF において、埋設されている赤白ポ
ールの先端に GNSS アンテナを設置し、氷床流動速度観測を実施した。測定は各観測点で 1 時間半から 2
時間実施した。取得したデータは RINEX 形式に変換し、GNSS データ解析用ソフトウェア「RTKLIB」を用い
て解析を行った。氷床表面高度はキネマティック Precise Point Positioning（PPP）、氷床流動速度はス
タティック PPP 処理法でそれぞれ位置と高度を導出した。 
 
6） ルート沿い10km毎表面積雪サンプリング                        栗田 直幸 
 S16 からドームふじ基地までの往路と復路、およびドームふじ基地から NDF サイトにかけてのルート上
において、10km 毎に堆積してまもない表層積雪を 250ml ポリビンに採取した。試料数は 213 サンプルで、
冷凍状態で国内に輸送し、国立極地研究所の氷床コアラボラトリーにてイオン成分、水安定同位体比、ダ
ストの分析を行う。2.2.1.2.1 項（氷床内陸質量収支観測）および 2.4.4.2 項（ドームふじ気候観測）も
参照のこと。 
 
7） 宇宙塵研究用および同位体標準用の表面積雪サンプリング      栗田 直幸 
 12 月 17 日から 22 日間のうち 4 日間において、NDF より北方約 5km のベースキャンプ（南緯 77 度 44.262






8） 無人自動気象観測装置（AWS）のメンテナンス 栗田 直幸 
a) H128サイト 
















内陸旅行の往路（2018 年 11 月 29 日〜30 日）にて実施した。詳細は 2.4.4.2 項にあるドームふじ気候
観測に記載した。 
c) NDFサイト 






ナットが脱落していたため、2018 年 12 月 30 日に再訪してナットの取り付け作業を実施した。 
 
9） 中性子線観測  栗田 直幸 
 S16-NDFN サイト（南緯 77 度 44.1 分、東経 39 度 6.84 分、高度 3762ｍ）区間のキャンプ地にて、地表に
到達する中性子線量の観測を実施した（合計で 33 地点）。また、ベースキャンプサイト（NDFN）に滞在し
た期間（2018 年 12 月 10 日から 2018 年 12 月 31 日）は連続観測を実施した。詳細は 2.4.4.2 項にあるド
ームふじ気候観測に記載した。 
 
10） ルート沿いインターバルカメラ撮影 栗田 直幸 
 雪上車の側面窓にデジタルカメラを取り付け、沿岸域から氷床頂部までの雪面状態の変化を自動撮影し
た。また、みずほ基地、中継拠点、そしてドームふじ基地に設置してある定点でのインターバルカメラ撮
影の保守も行った。詳細は 2.4.4.2 項にあるドームふじ気候観測に記載した。 
 
11） ルート沿い積雪表面の雪粒撮影 栗田 直幸 
 ルート沿い 10km 毎に表面積雪サンプリングを行った全地点において積雪表面の雪粒撮影を行った。詳細
は 2.4.4.2 項にあるドームふじ気候観測に記載した。 
 
12） NDFNサイトにおける降雪サンプリング                                           栗田 直幸 
 2018 年 12 月 10 日から 2018 年 12 月 31 日まで滞在したベースキャンプサイト（NDFN）にて降雪試料の
採取を行った（全 13 試料）。詳細は 2.4.4.2 項にあるドームふじ気候観測に記載した。 
 
13） 高層気象観測                                                                 栗田 直幸 
 高層ゾンデ観測を NDFN サイトにて実施した。1 日 2 回（15LT 及び 21LT）の放球を 2018 年 12 月 12 日〜
30 日に行った。また、12 月 31 日は 09 LT に 1 回の放球を行い、合計で 39 回の観測を実施した。詳細は
2.4.4.2 項にあるドームふじ気候観測に記載した。 
 
14） 気象観測  山田 恭平 



















17） 設営的課題 川村 賢二 
a) PB300の初2台体制 
 今回の旅行では、基本的には PB300 の 2 台のうち 1 台が整地しながら先頭を走行し、もう 1 台の PB300
は区間によって 2 番手または 4 番手を走行することとした。 
往路 S16 からみずほ基地までは、先頭の PB300 が 5 台の燃料橇（2 トン橇、キムラ橇）を牽引し、2 番
手の PB300 がリーマン橇 2 台（各ドラム 40 本積載）＋燃料橇 2 台（2 トン＋キムラ、計 24 本）を牽引し、
2 台で整地を完成させることとした。PB300 による橇を牽引しながらの整地は問題なく行えたほか、2 台
による整地によって、1 台の場合に比べて車速を多少上げられた（ただし先頭車の揺れは大きめになる）。
みずほ基地で先頭PBが引いた5橇をデポした（それ以降サスツルギ帯での先頭PBは単車の必要がある）。
サスツルギ帯での先頭 PB の車速は 5〜6km/h が上限である（それ以上出すと故障のリスクが高まる）。
PB300 が 2 台連続して整地したあとの雪面はスムーズで、後続の SM100 は時速 10km を上限として運用で
きた。なお、2 台による整地を前提とした運用中に、観測車輌の SM100 が 2 番手で走行したことがあった
が、車速が思った通りに上げられず後続 PB に追いつかれ、かえって全体の速度を下げてしまったことが
あった。軟雪帯で 2 台目の PB300（リーマン橇牽引）を 4 番手に下げたが（2 番手、3 番手の橇列によっ
て荒れた雪面を再整地するため）、この車順は期待通り効果的であった。 
一日あたり 80km や 100km といった長距離を稼ぐためには、特にサスツルギ帯では先頭車が他の車より
2 時間程早くキャンプを出発する必要があり、休憩時間も少なめになる。オペレータへの負荷が高まり、
旅行隊全体にとってもリスク要因となりうる。その軽減のため、復路の先頭車には車輌隊員と観測系隊






帰路では、PB301 がリーマン 2 台を含む計 8 橇を牽引した（空ドラム）。また、帰路のみずほ以降は、
PB300 が往路でデポした 5 橇も回収し、全車両が橇を牽引した。帰路の全橇数は往路よりも増えたが、こ
れは中継旅行のデポ橇 8 台を回収したためである。 
今回のドーム旅行で、PB300 の整地や作業にかかる能力が再度実証され（なお旅行の直前と直後に S17



















SM100 の最高速度を 10 km/h 以下とすることが車輌隊員から指示され、旅行期間を通してそのように運
用した。つい速度を出し過ぎてしまう隊員もいたが、車輌隊員を中心として相互に注意するようにした。
整地により雪面は概ねなだらかだったが、サスツルギのひどい地帯では整地の仕上がりに妥協を要する











次回の S16 起点のドーム旅行が 62 次夏期であることから、次回はトレースが視認できない箇所が多く













 リーマン橇は雪上車の直後に１台または 2 台を連結し、トーバーと車輌のピンドルフックとの間には

























 外国人 2 名を乗せた BAS のツインオッター(ロゼラ〜ハリー〜トロール〜プリンセス・エリザベス〜会
合ポイント)の着陸候補地点として、事前に、MD246 を基本としつつ MD ルート上の数カ所を選定した（SAR
衛星画像と前回の雪面写真により選定し、BAS およびノルウェー極地研が承認。MD 040、054、090、108、




者によるメールの仲介や気象情報提供などの支援を得て BAS 側と連絡調整を続け、11 月 23 日に MD180
でのピックアップ予定となった（前日に決定）。ドーム隊は MD180 に 23 日の正午頃に到着し、同日午後
に 2 台の PB300 と 2 台の SM100 を用いて約 4 時間かけて滑走路を整備した（予定飛来時刻の数時間前に
終了）。しかしパイロットの判断でこの日のフライトはキャンセルとなり、その後の天候悪化のため 11
月 26 日まで停滞が続いた。気象条件的にトラバースは継続可能であったが、急にフライト決行となった
場合に対応できない可能性があったため、気象通報を日中 1 時間毎に行いつつ MD180 に滞在し続けた。
フライト当日、朝から毎時 0 分の気象通報を続けつつ滑走路再整備を行い、プリンセス・エリザベス離
陸の連絡を受けてから黒旗と黒袋を設置した。受け入れそのものはスムーズで、滑走路の状態も申し分
なかったとのことだった（整備した 600m のうち着陸に使用したのは 1/3 以下と思われた）。 
帰路は、1 月 10 日に ARP2 ピックアップ（3000m を超える高度には来ない）とする方針が年末に確認さ
れ、1 月 2 日にドーム基地を出発し、連日早出と遅めのキャンプインで最大限急いだ。その後の悪天予報
を受けて、BAS パイロットからトロール基地へ、9 日 14:00 ピックアップ（＋給油リクエスト）に早める
ことが 7 日の日中に打診された（最初にセンターよりドーム隊へ転送され、2 時間後にトロール基地から
ドーム隊に直接メールがあった）。移動と滑走路整備、レーダー撤収作業を何とか間に合わせることをミ


























 ドームふじ基地の南方約 50km のベースキャンプに滞在中、食事用の大型テントと就寝用の個人テント
を張って快適性や利便性を確認した。食事用は 12 名全員がテーブルを囲んで座れるサイズで、滞在中に














 レーダーの電源およびキャンプ中の生活用として、5.5kW のガソリン発電機を 4 台持ち込んだ（ホンダ






送った（最大 2kW のレーダー機器の電源は、S16 で SM100 のバッテリーから直に配線したインバーターを
用いた）。 

















2.4.1 無人システムを利用したオーロラ現象の広域ネットワーク観測 (AP0902)  











       以下の表Ⅱ.2.4.1.1-1 に、アムンゼン湾での野外ヘリコプターオペレーションの基本情報を示す。 
表Ⅱ.2.4.1.1-1 アムンゼン湾でのヘリコプターオペレーション情報 
実施日時 ヘリ着陸点 参加人員 
2019 年 2 月 26 日 




（60 次 1 名、59 次 6 名） 
 
       また、当日の作業実施スケジュールの概要も以下の表Ⅱ.2.4.1.1-2 に示す。 
表Ⅱ.2.4.1.1-2 アムンゼン湾での当日の作業実施スケジュールの概要 
時刻（LT） 移動や実施作業 
09:50 CH92 号機・「しらせ」発艦（第 2 便） 
10:10 人員アムンゼン湾着、通信確保、観測物資のみ作業現場に運搬 
10:40 風発 1 号機の保守、無人磁力計の保守（2.4.1.2 に詳細を記載） 
11:50 昼食・休憩 
12:30 無人オーロラ観測装置の保守、風向風速計の保守 




16:20 CH92 号機・アムンゼン湾着（第 7 便） 
















      以下の表Ⅱ.2.4.1.1-3 に、今回の風発保守作業と作業後の現状を示す。 
 
表Ⅱ.2.4.1.1-3 各風発における保守作業内容と作業後の状況 
 実施作業内容 現状 




風発 2 号機 支線張り調整、アンカープレートのナット締め直し 
尾翼破損 
ブレード回転せず 





























12:40LT に RCL の電源を遮断し、観測の正常な停止を確認。①から③の手順を順次実施。RCL に電
源再投入後、14:31LT に全観測機器の電源オンを確認、14:32LT に GNSS 衛星を 18 機捕捉。再起動後の
起動通知ファイル送信時に、INMARSAT BGAN の通信強度が 57.0dB 付近まで上昇したのを確認。ここま
での起動プロセスを国内 PI にイリジウムで確認し、問題なしと判断、観測システムを収納ボックスに
格納・養生を行った。その後、再度国内 PI から、国内側での HK データを含めたデータの正常受信が
確認できたとの連絡があり、現地での作業を終了した。 
「しらせ」帰還後に国内 PI から GNSS データが未受信であるとの報告が国内側よりあったが、翌日
にデータ受信の再開を国内側で確認した。対応するGNSSデータ欠損は、2019年 2月 26日 14:49-17:47LT




クスを開け、CF カードの取り出し、12:30LT にロガーの電源をオフにした。使用していたバッテリ 2
個を取り外し、新たに持ち込んだ 2 個と増設分の 1 個、合計 3 個をボックス内に収納。ロガーと信号
線を再結線し、ロガーに電源を再投入。12:58LT に新たな CF カードを挿入し、ボックス内に断熱用の
梱包材を詰めて、ボックスの蓋を閉めて養生した。写真Ⅱ.2.4.1.1-3 にロガー収納ボックス内に再配















 CF カードの交換前後における現地の風向は以下の表Ⅱ.2.4.1.1-4 に示す通り。 
表Ⅱ.2.4.1.1-4  風向風速計の CF カード交換時における現地風向記録 









ンゼン湾オペの際は、2 号機および 3 号機の尾翼交換は絶対必要、場合によっては 1 号機もふくめて



























2.4.1.2 昭和基地周辺の無人磁力計観測点保守（沿岸域、夏） (AP0902-02)  












a) 2018 年 12 月 27 日(H68) 
6 人で、磁力計システムの本体及びバッテリ BOX の掘り出し(スコップを用いて)作業及び、状況確
認を行った。BOX を塞いでいる木蓋から太陽電池パネル下端までの高さは、155cm であった。外観を
チェックしたところ、ソーラーパネル、磁力計、支線等に異常は見られなかった。システムを停止し、
CF カード及び内臓イリジウム電話の SIM カードの交換をした。本体及び、バッテリ BOX の嵩上げを行
った。バッテリの電圧、内部抵抗をチェックしたところ、全てのバッテリが良好な状態であったため、
バッテリ交換は行わなかった。各バッテリの状態を、表Ⅱ.2.4.1.2-1 に示す。 
10 時過ぎから天候が悪化し始め、11 時には視程が数百 m 程度となった。そのため、システムを起
動させた後は、すみやかに撤収作業(BOX を木蓋で覆い、その上から雪をのせる)を行い、テントの中
で待機した。帰りのヘリコプターの時間を早めてもらい、昭和基地へ帰還した。 















d) 2019 年 2 月 26 日(アムンゼン湾)                       内田 ヘルベルト陽仁（59 次） 
59 次宙空隊員 1 名と、59 次機械・電気担当隊員 1 名の計 2 名で保守作業を実施した。目視で外観
を確認したところ、太陽光パネル、磁力計、支線等に異常は見られなかった。写真撮影の後、10:43 LT
に観測を停止。CF カードを交換した後、4 台のバッテリの状態（電圧、内部抵抗）が正常である事を
確認した。各バッテリの状態を、表Ⅱ.2.4.1.2-1 に示す。11:18 LT に、起動確認ターミナルを取り
付け、観測を再開した。起動確認ターミナルの LED が順次、点灯を開始したことを確認し、コネクタ




H68 のバッテリ本体及びバッテリ BOX を覆っている木蓋と側面のコンパネがゆがみやすく、雪が入り
こんでしまっていた。そのため改善が必要である。角材でコンパネを固定するなどしたほうがよい。 
表Ⅱ.2.4.1.2-1 バッテリの点検結果 
地点 ボックス番号 通し番号 電圧[V] 内部抵抗[mΩ] 
H68 
1 
97 13.82 5.6 
99 13.72 5.0 
2 
96 13.64 5.5 
98 13.22 5.2 
スカーレン 
1 
13 13.23 4.0 
14 13.34 3.5 
2 
15 13.34 4.3 
16 13.26 4.0 
インホブデ 
1 
83 12.28 4.6 
84 12.28 5.4 
2 
85 12.28 4.9 
86 12.28 4.4 
アムンゼン湾 
1 
17 13.4 4.3 
20 13.76 3.6 
2 
18 13.42 4.2 
19 13.42 5.6 
 
2.4.1.3 ドームルート上の無人磁力計観測点保守（内陸、夏）(AP0902-03)  











2018 年 10 月 3 日に極地研究所にて、国内 PI とドーム隊隊員 1 名、60 次宙空隊員 1 名、59 次ドー





































2.4.2.1 SuperDARN短波レーダー観測                                   二村 有希 
【概要】 
1995 年、1997 年に観測を開始した昭和基地第 1 および第 2 短波レーダーは、電離圏高度で水平方向
に射程 3000km を越える広大な視野を有する 8～20MHz 帯の干渉性散乱パルスドップラーレーダーであ










約 15m 高の鉄塔上の対数周期空中線 16 基（各空中線間距離は約 15.25m）からなる主列と、これと平










Ⅸ期計画中に実現する予定である。このために、第 55 次隊夏、および、第 57 次隊夏期間中に第 1、第
2 レーダーそれぞれについて、更新の際追加で設置する必要のある鉄塔や支線アンカー等の基礎位置の
測量や地盤調査を実施し、第Ⅸ期を迎えた第 58 次隊夏期間に、追加柱や支線アンカーの基礎工事や一
部追加鉄塔の設置等を実施した。第 60 次隊夏期間では、第 2 レーダーの劣化した 3 本の 15m 鉄塔基礎







1） 5m、15m 鉄塔基礎改修 






コンクリート養生のため、打設 7 日後、15m 鉄塔の基礎には、M16 ケミカルアンカーボルト、5m 鉄塔
の基礎は M12 ケミカルアンカーボルトを各 6 本打ち込んだ。 
























せ」の 06 甲板と第 1 観測室において、エアロゾル粒子の物理化学特性の観測を実施した。06 甲板には、
エアロゾルの光学特性観測のための遠隔測定装置を設置した。コントロールおよびデータ収録のための
PC は第 1 観測室に設置した。第 1 観測室には、エアロゾルの粒径分布、光学特性などの物理特性を計
測する装置を設置した。エアロゾルの化学成分を分析するために、エアロゾルサンプルは 06 甲板を通
じて第 1 観測室内でフィルター上に捕集した。化学成分分析は試料を国内に持ち帰って行う。第 1 観測





































「しらせ」第 1 観測室に、光散乱粒子計数装置（OPC に関しては、リオン社製 KC-01D、同社製 KC-01E、
および同社製 KC-22B、TSI 社製 OPSmodel3330）、凝結核計数装置（TSI 社製 CPC model3772）、エアロゾ
ル散乱係数計測装置（TSI 社製 Nephelometer Model3563）、エアロゾル消散係数計測装置（（株）汀線科
学研究所製 CAPS-EXT）、エアロゾル単散乱アルベド計測装置（（株）汀線科学研究所製 CAPS-ALB）、黒
色炭素濃度計測装置（MageeScientific 社製 Aethalometer AS-31）、および、偏光光散乱式粒子計数装
置（山梨技術工房社製 POPC）を設置して第 1 観測室に導入した空気中のエアロゾルの物理特性に関す
る直接計測を、フリーマントル停泊中 2018 年 11 月 29 日より、シドニー入港前日 2019 年 3 月 17 日ま
で実施した。「しらせ」艦内に担当者が不在となる 2018 年 12 月 18 日から 2019 年 2 月 1 日は、第 1 観
測室における直接観測を中断した。KC01D、KC01E と KC22B の計測時間分解能は、いずれも 1 分である。
それぞれ直径 0.3 μm 以上と 0.08 μm 以上のエアロゾル粒子個数濃度の粒径分布データを取得した。
これらの装置のうち、KC-01D は往路航海中 12 月 15 日に本体の検出エラーが生じ停止した。復路にお
いては、昭和基地持ち帰り品の KC-01E を第 1 観測室に設置し、OPC 観測を継続した。CPCmodel3772 は、
直径 0.02 μm 以上の凝結核濃度を 1 分の時間分解能で取得した。復路、ブタノールの揮発が激しくな
り、枯渇したため観測を中止せざるを得なかった。Nephelometer は、時間分解能 1 分でエアロゾル粒
子の散乱係数データの取得を実施した。Aethalometer による黒色炭素濃度の重量濃度の計測は、時間
分解能 15 分で実施した。CAPS-EXT と CAPS-ALB により、エアロゾル粒子の消散係数と単一散乱アルベ
ドのデータを時間分解能 1 秒で取得した。CAPS-ALB は、復路の 3 月 4 日にポンプの不具合により停止





















毎分 23 リットルで吸引した試料空気中のエアロゾル粒子を 2 μm 以上、0.2～2 μm、0.2 μm 以下に
分級して、メンブレンフィルター上に捕集した。このサンプリング装置は第 1 観測室に設置した。捕集
は、航行中毎日 19 時(LT)にフィルター交換を行った。捕集したサンプルは、国内でイオンクロマトグ
ラフィーを用いて分析し、1 日毎の水溶性イオンの濃度を求める。もう一つは、2.5 μm で分級するイ
ンパクターを付加したハイボリュームサンプラーである。毎分 580 リッターで吸引した試料空気中のエ












首に対して左右 90 度以内、相対風速が 1m/秒以上の時だけサンプリングポンプが動作するようにする
ことで、「しらせ」の排煙の影響を避けてエアロゾルを捕集した。ハイボリュームサンプラーは、往路
12 月 12 日に「BLOWER ERROR」が生じた。このエラーは電気系の接触不良が原因と考えられる。国内の
装置担当者と連絡を密にとり、種々対策を講じたが復旧せず、観測は往路 12 月 12 日をもって断念せざ
るを得なかった。 
【問題点・課題】 
OPC の KC-01D およびハイボリュームサンプラーは、致命的なトラブルが生じ連続観測を断念した。








































アロゾル採集は、2019 年 1 月 10 日と 22 日、いずれも高度約 900m(対地約 300 m)で実施した。2 回分の
メンブレンフィルター2 枚と比較としての同時刻・同時間帯の地上サンプル 1 枚を取得した。以上全て


















大気バイオエアロゾルの船上観測は、06 甲板のインレットから第 1 観測室(写真 II.2.4.3.1-3 および
4 参照)に引きこまれた空気から、蒸気・紫外線滅菌したフィルターホルダー・メンブレンフィルターと
積算流量計、大型ポンプを用いて、吸引流量約 50 L/min で行った。ウィンドセレクターにより、「しら
せ」の排煙を含む後方から混入する空気は採集せず、前方からのみ採取した。蒸気・紫外線滅菌したメ
ンブレンフィルターにより捕集し、紫外線殺菌可能クリーンブース内で雑菌汚染防止してフィルター交
換を毎日 19 時(LT)に実施した。フリーマントル停泊中 2018 年 11 月 29 日より、シドニー入港前 2019
年 3 月 16 日まで実施した。「しらせ」艦内に担当者が不在となる 2018 年 12 月 18 日から 2019 年 1 月 31
日は、第 1 観測室における連続採集を中断した。大気バイオエアロゾルの発生源の検討を目的に、海洋










バーターによって 24 時間連続で吸引した。吸引量は小型軽量ポンプを 2 個連結して、12 L/min(約 17 m3/
日)であった。この大気バイオエアロゾルサンプラーを用いた地上連続採取および微生物センサを用いた
連続微生物濃度測定は、2018 年 12 月 26 日から 2019 年 1 月 22 日まで実施した。フィルターの交換は、
毎日 9 時(LT)に紫外線滅菌可能クリーンブース内で雑菌汚染を防止して行った。 
S17 観測拠点において竹竿を設置し、雪氷表面から 1 m のところに滅菌済みの 50 mL プラスチックチ
ューブを設置し、地吹雪で大気中を輸送されるあるいはカタバ風で舞い上がる雪などを採取した。地吹
雪・カタバ風中の大気バイオエアロゾルの比較としてカブースから風上の 2 地点の深さ 10 cm と 50 cm
の雪氷を採取した。これらの雪氷サンプルは帰国してからメタゲノム解析を行う。さらに、大気バイオ
エアロゾルの比較として生菌の調査のために風上 2 地点で雪氷を採取し、分離培養を行った。 


















地上サンプリングを実施した。サンプリング時間は 2 時間で、フィルター捕集は、軽量ポンプ 2 台で 12 











系の関係を明らかにすることにある。2019 年 1 月 28 日 14 時から 16 時および 16 時から 18 時(いずれも
LT)、にラングホブデ袋浦アデリーペンギンルッカリーにおいて地上付近の大気バイオエアロゾル採集を
各 2 時間 2 回実施した。フィルター捕集は、カイトプレーン用と同じく軽量ポンプ 2 台で 12 L/min で行
ったので、総吸引量は 1.4 m3 の 2 回となる。ルッカリーに対して風上と風下に 2 台サンプラーを設置し
て行った。風上・風下の 2 回、4 枚のフィルターサンプルと砂・海水サンプルを得た。また、砂などの
分離培養用サンプルも採集した。以上全ての生物分析(メタゲノム解析と分離培養菌のシークエンス解析
を元にした同定)は帰国してから実施する。また、同時刻シャープ製微生物センサによるバイオエアロゾ






ングは出来なかったが、海抜高度約 900 m(対地約 300 m)の大気バイオエアロゾルサンプリングは実施で
きた。帰国後の生物分析や詳細な鉛直方向の気象データ分析が必要であるが、南極大陸特有の気流によ
って移動する大気バイオエアロゾルに関する知見を得ることになるであろう。1 月 10 日の 1 回目(高度
























重量 23kg、2 サイクル 80cc ガソリンエンジン、巡航速度 12m/秒、航続時間 2 時間）を使用した。自動
制御装置システムは、ゼノクロス航空宇宙システム社製自動制御装置 XENO2 と同社製飛行管制ソフト
Flight Viewer をカイトプレーン用にアレンジしたもので構成した。 
2) 基本フライトプラン 
離着陸場所を S17 拠点の北東 200m 付近とし、海抜高度 3000m を目標として離着陸場所での旋回上昇
飛行を計画した。 
離陸はマニュアル操作で行い、対地高度 200m 付近まで上昇させた。その後は自動制御飛行に切り替





















2019 年 1 月 5・9・10 日に計 5 回の飛行テスト、1 月 9・10 日に自動制御テストフライトを実施した。
そして 1 月 10 日に観測装置を搭載した観測フライトを実施した。 
・観測日時：1 月 10 日 16:00～18:00 
・離着陸地点：S17 拠点の北東（風上側）200m 付近 





・ラジオゾンデ（明星電気製 RS11G：気温、湿度、位置、1 秒分解能） 
・光散乱粒子計数装置（OPC：リオン製 KR12：直径 0.3～5mm の 6ch 粒径分布、20 秒分解能） 
・凝結核計数装置（CPC：TSI 社製 model3007、直径 0.02mm 以上の凝結核濃度、1 秒分解能） 
・エアロゾルサンプラー(2 段分級ｲﾝﾊﾟｸﾀｰ、ARIOS 社製、直径 0.2mm 以上、0.2mm 以下の 2 段分級) 
サンプリングはサンプラーをマニュアル操作（離陸前に電源を入れて 5 分後に動作開始）してサンプ
リングを開始した。開始後はあらかじめ設定した時間間隔で自動でサンプリングシートを変える方法と










 ・フライト開始日時：2019 年 1 月 10 日 19:20LT（S17 拠点の北東 200m 付近から離陸） 
 ・トラブル発生：風に流されて機体を S17 に戻せない状態に陥る（対地高度 1200ｍ付近） 
 ・トラブル対応：高度を変えて弱風層を探しながら機体の帰還を試みたが失敗 
 ・機体の降下：21:38LT に機体の高度が下がり始める（燃料切れによる降下） 
















2.4.3.4 成層圏エアロゾルサンプリングと成層圏UAV観測の高度化                     佐賀 勝己            
【概要】 








無人航空機は、九州大学で開発した「PhoenixS」を用いた。翼幅 2.77m、全長 1.50m、主翼面積 0.572m2、
重量 10.0 ㎏、動力無しの滑空機であり、九州大学にて開発した自動飛行制御装置「APCUB」を搭載して
おり、目視外での自動飛行が可能である。 















 また、現地での協力者として平沢隊員（59 次隊）、国内 PI の林教授（福岡大学）にも協力して頂いた。 
3) フライト経過と観測 
a） 観測フライト（１回目） 




1 月 19 日に観測フライトを実施した。気球分離高度 30km の観測フライトを計画していたが、オペ
レーションの安全を考慮して気球分離高度を海抜高度 2600m（対地 2000m）とした観測フライトを行っ
た。観測装置は、明星電気製 RS06G ラジオゾンデ（気温、湿度、上昇中の風を計測）、光散乱粒子計数
装置（山梨技術工房製、直径 0.3～10mm、10 チャンネル、時間分解能 4 秒）を搭載した。時刻は LT。 
1 月 19 日 観測フライト：海抜高度 2600m（対地高度 2000m）気球分離滑空観測を実施 
・15:33:14 放球（離陸） 
・15:38:13 気球分離（パラシュートによる降下開始）高度 2512m  
・15:40:11 パラシュート分離（滑空開始）高度 1589m 
・15:42:44 着陸（S17 拠点付近に帰還） 
気球分離後のパラシュート降下中に成層圏高度での飛行制御に必要な空気力学特性データを取得し













2.4.4 東南極における氷床表面状態の変化と熱・水循環変動の機構 (AP0911) 











把握するため、「しらせ」第 1 観測室にレーザー分光計（LGR 社製 DLT-100）を設置し、水蒸気同位体比
の直接測定を 2018 年 12 月 7 日（「しらせ」が西進を開始した日）から 2019 年 3 月 17 日（シドニー入港
前日）まで実施した。測定は、時間分解能 1 秒で行い、水蒸気濃度依存性、ベースラインドリフトの補
正を行った後、10 分平均値を出力した。観測期間中、DLT-100 は正常に動作していたが、データ補正に
用いる標準水蒸気発生装置に不具合が発生したため、2018 年 12 月 8 日から 2019 年 1 月 23 日までの期
間に取得されたデータは参考値となった。また、大気水蒸気の同位体比と降水同位体比の相互比較を実
施するため、降雪・降水試料を「しらせ」船上及び昭和基地にて採取を行った。 
2） 高層ゾンデ観測 平沢 尚彦 
  2019 年 2 月 3 日～17 日にかけて、1 日 2 回（15LT 及び 22LT に放球）の高層ゾンデ観測を合計 19 回
実施した。本観測は南極氷床の沿岸海洋上の大気循環の把握を目的とし、取得したデータは海洋上と氷
床上の大気・水蒸気・大気微量物質の交換に関する研究に供される。尚、今回は、2.4.4.3 項で説明す




  宇宙線生成核種である 3H（トリチウム）、および 7Be（ベリリウム）の地理的分布を把握するため、
S16 からドームふじ基地までの往路と復路、およびドームふじ基地から NDF サイトへの旅行中、ルート
沿いで積雪試料の採取を行った。3H 分析用試料では、季節変化の有無を調べるため、表層積雪および表
層積雪から 15-30cm 深までの積雪ピットを採取した。このうち表面積雪の採取は、ルート沿い 10km 毎
に堆積してまもない表層積雪を 250ml ポリビンに採取した（214 試料）。ピット試料採取は、表層積雪
採取を行った地点の近傍にて、断面積 38 平方センチメートルの円筒サンプラーを用いて行った。サン
プリングは往路のみ 30km 毎に実施した（35 試料）。7Be 分析用試料採取は、半減期が約 1 ヶ月と短いた
め復路で実施した。雪ベラを使って深さ 1cm 未満の表面積雪をかき集め、それらをポリエチレン袋に採







サイト（南緯 77 度 44.1 分、東経 39 度 6.84 分、高度 3762ｍ）区間のキャンプ地にて、地表に到達す
る中性子線量の観測を実施した（合計で 33 地点）。観測にはレムカウンタ（Thermo Scientific 社製
FHT762 Wendi-2）を用い、キャンプ地到着から翌日の出発時間までの期間、時間分解能 1 分で観測を実
施した。また、中性子線量の時間変化を把握するため、NDFN サイトでの観測期間（2018 年 12 月 10 日





往路では H288 サイトから NDFN サイトの区間、復路では MD650 から S16 までの区間で実施した。また、
雪面状態の経時変化を観測する目的で実施されている、定点でのインターバルカメラ撮影の保守も行っ
た。みずほ基地、中継拠点、そしてドームふじ基地の雪尺網近傍に設置されているインターバルカメラ
の電池（単 3 形リチウム電池 24 本）交換作業、およびカメラに入っていた SD カード交換作業をドーム

















 宇宙線生成核種の生成量の時間変化を把握するため、2018 年 12 月 10 日から 2018 年 12 月 31 日まで
滞在した NDFN サイトにて降雪試料の採取を行った。プラスチック製の容器(2400 平方センチメートル)
を２トンソリの風上側に設置し、この容器に溜まった降雪試料を回収した（13 試料）。採取した試料は、
融解させずに H128 から空輸し、「しらせ」の冷凍コンテナに搭載した。 
7） NDFNサイトにおける高層気象観測 
  南極大陸の内陸域における大気循環の実態を把握するため、高層ゾンデ観測を NDFN サイトにて実施
した。高層気象観測には、200g のゴム気球（TOTEX 社製）とラジオゾンデ（明星電気株式会社製 RS11G）
を用い、1 日 2 回（15LT 及び 21LT）の放球を 2018 年 12 月 12 日〜30 日に行った。また、12 月 31 日は
09 LT に 1 回の放球を行い、合計で 39 回の観測を実施した。尚、今回は、2.4.4.3 項で説明する YOPP-SH
への貢献も兼ねているため、データの即時伝送を実施した。 
 
2.4.4.3 昭和基地高層ゾンデ強化観測 平沢 尚彦 
  世界気象機関（WMO）が主導するプロジェクト：Polar Prediction Project（PPP）の南半球強化観測年
（Year of Polar Prediction1 in the Southern Hemisphere: YOPP-SH）の特別観測期間（Special Observation 
Period: SOP）への貢献と、昭和基地周辺の大気循環の研究を目的に 2018 年 11 月 16 日～2019 年 2 月 15






2.4.5 地震波・インフラサウンド計測による大気-海洋-雪氷-固体地球の物理相互作用解明(AP0913)                  
































1) ルンドボークスヘッタ：2018 年 12 月 26 日～12 月 27 日、及び 2019 年 1 月 23 日 
2) ラングホブデ雪鳥沢 ：2019 年 1 月 2 日～1 月 6 日 
3) スカーレン大池西：2019 年１月 6 日～１月 10 日 










図Ⅱ.2.4.5-1  野外各観測点の分布（60 次設置前の配置、S17 は 59 次で撤収済み）。 
 
 
















2.4.6.1 宇宙塵研究用の表層積雪試料サンプリング 栗田 直幸 
宇宙塵研究用に 20 箱、NDF サイトから北に約５km 離れた地点にて表層積雪試料を採取した。採取は、2018




て H128 から空輸し、「しらせ」の冷凍コンテナに積載した。 
 














2018 年 12 月 22 日〜2019 年 1 月 18 日および 2019 年 1 月 21 日〜2 月 1 日まで、袋浦にある小屋に滞
在してアデリーペンギン調査を実施した。各種行動記録計（小型ビデオ・加速度計・GPS 記録計・潜水









2019 年 1 月 3 日、袋浦から水くぐり浦にあるペンギン繁殖地への日帰り調査を実施した。成鳥に GPS
記録計および深度記録計を装着した。2019 年 1 月 13、15、17、22、28、30 日、袋浦からの日帰り調査
を実施し、装着した記録計を回収した。 
3） アムンゼン湾 




























都合上、雪鳥沢への日帰り調査が 1 月 23 日までずれ込んでしまった。12 月下旬から 1 月上旬に調査を
実施できれば、抱卵中のユキドリとの遭遇確率がもう少し高かったかもしれない。 
 
2.4.8 南大洋インド洋セクターにおける海洋生態系の統合的研究プログラム(AP0923)  












今年度は、東経 110 度トランセクト上およびその近傍の南緯 60 度以南の海域で、CTD 観測による海洋
物理環境の測定と各層からの採水（10 地点程度）、各種ネット観測（リングネット、VMPS）による生物採









2） 南緯 40 度以南の 11 観測点においてリングネットの斜向曳きにより、大型動物プランクトンおよ





















































・高度が上がるにつれて徐々に SpO2 の低下、頻脈傾向になった。 
・レイクルイーズスコアにて軽度 AMS 症状を呈する隊員が発生した。 









「Insertion（挿入）」対立遺伝子：I 型があり、それらの組み合わせにより「DD」「DI」「II」の 3 つの
タイプに分けられている。そのうち II 型は血管を収縮させる働きが一番弱く、運動中でも筋肉に供給
される血液の量が減りづらいため、体内への酸素運搬が滞らずに、結果として全身の持久力が高まる可
能性があるとされている。1998 年、英国の科学雑誌「Nature」に Montgomery らは「Human gene for 
physical performance」という論文を発表し、その中で 7000m 以上の高山への無酸素登頂成功者は対照
群（一般人）と比べて、ACE 遺伝子のうち DD 型の割合が非常に少なく、また 8000m 以上の山に限れば、
調査対象の 15 名の中に DD 型は一人も認めなかったと報告した。この結果から II 型の ACE 遺伝子を持
つものは、DD 型に比べ高度障害を起こしにくい可能性があることを示した。日本では上小牧らが、2000
年に栃木県高校体育連盟コングール登山隊の ACE 遺伝子多型について調査し、Montgomery の結果と同
じく「I 型」が多く、「D 型」が少ないことを示した。さらに 2001 年に栃木県南区山岳協議会ガッシャ
ーブルムⅡ峰登山隊に対して、富士山高所順化トレーニング前と山頂で血清 ACE 濃度を測定し、山頂に
3 泊以上滞在した群において、優位に血清 ACE 値が上昇し、うち 1 名は急性高山病の症状が重篤であっ
たことを示した。以上の研究により、ACE 遺伝子が高所登山の適性を表現している可能性があること、
血清 ACE 濃度の上昇が高度障害の発症と関係している可能性を示唆すると考えられる（理由としては
ACE による angiotensinⅡの増加がもたらす血管収縮と推測。DD 遺伝子を持つ登山家は高所で血管収縮
による障害を受けやすい）。 
今回、3810m の高所に滞在するドーム旅行隊メンバーに対して ACE 対立遺伝子型を同定し、旅行中に











血清 ACE 濃度測定：出発前、ドームふじ基地、帰路の S16 の 3 か所で実施 
→遺伝子型、ドーム旅行中のバイタル、レイクルイーズスコアと比較 
【結果】 
・ドーム隊メンバーの ACE 遺伝子型の割合は ID 型が 8 割、II 型が 2 割で、日本人の一般的な割合と比
較すると、ID 型の割合が高い傾向にあった。 
・高度上昇に伴い SpO2 は低下し、ドーム基地到着翌日が最低値となった。その後 10 日間で 5％程度上
昇し、復路（高度が下がるにつれて）で速やかに SpO2 は改善した。 
・AMS score は高度が上がるにつれて高くなり、2500～3800m 滞在中は平均して 1 前後であった（ドー
ム基地滞在後半にピークとなった）。AMS と判定される score≧3 は 3 名認められたが、重症例は認
められなかった。 
・高度が上がるにつれて ID／II 型間に徐々に SpO2 の差が生じ始め、ドーム基地滞在前半部で最大と
なった。その後、差は少なるものの、ドーム基地滞在後半まで認められた。 
・全行程において ID/II 型間に AMS score の差は認められなかった。しかしながら ID 型に score≧3
が 3 名いたのに対し、II 型では 2 名とも score1 が最高であった。 
・出発前の ACE 活性は ID 型に比べ、II 型が有意に低かった（ACE 値と高度障害に関係性があるかどう
かを検討するため、ドーム旅行中の ACE 値は国内に検体を持ち帰り測定する予定） 
 










南緯 40 度〜南緯 64 度の東経 110 度を中心とする海域において、CTD-RMS＋LADCP 観測を計 39 点実施し
た（図Ⅱ.2.4.10.1-1）。CTD キャストは海洋表面から海底直上までの観測を主として実施し、生物観測に
関係するキャストについては、深度 1000m 以内までの観測を実施した。また、ビンセネス湾沖周辺海域を












































本航海では、4 系の係留系をビンセネス湾沖の南緯 61 度以南に投入した（図Ⅱ.2.4.10.2-1、赤△）。投
入した観測点は C02、D02、KC6、KM2 である。東経 110 度ラインの 3 系には CT センサー以外にセジメント
トラップ・流速計がマウントされ、南大洋の子午面循環のモニタリングだけでなく、海洋環境変動に伴う
沈降粒子フラックスの変動をモニタリングしている。なお、D02 における係留系には、自動昇降式計測器





D02 以外では比較的滞りなく投入を行うことができた。各係留系投入後は 3 点測量を行い、投入地点の確
認を行った（図Ⅱ.2.4.10.2-3）。すべての系で最終投入点を確認し、観測点を離脱した。全係留系は 2019
年度の「海鷹丸」航海で回収し、データ回収後適宜解析を進める予定である。各係留系の構成は図
Ⅱ.2.4.10.2-2 に、投入点等の情報は表Ⅱ-2.4.10.2-1 に示す。 
【問題点・課題】 



























































2.4.11 極域の地殻進化の研究 (AP0936)   豊島 剛志・石川 正弘・北野 一平・香取 拓馬 
1） 概要 








先遣隊として地質チーム 2 名（石川・香取）が往路 DROMLAN を利用して先に南極入りし、「しらせ」到着
前の約 1 ヶ月間オングル諸島の精査を行う。その後、「しらせ」によって南極入りした 2 名（豊島・北野）
が合流し、4 名で各地の露岩調査を行う。さらに 1 名（石川）が DROMLAN で帰国した後は 3 名で各地の露











ヘリオぺと略す）による調査（以下、この期間を「4 名期」、DROMLAN で 1 名が帰国した後の 3 名によるリ
ュツォ・ホルム湾沿岸の露岩域とエンダビーランド露岩域の主にヘリオぺによる調査（以下、この期間を
「3 名期」と呼ぶ）から構成されていた。調査日数は先遣隊地質チームの 49 日間と「しらせ」南極到着後
の 44 日間で計 93 日間を予定した。 
先に南極入りした先遣隊地質チーム 2 名は、第 59 次越冬隊の厚い支援・協力を受けて、昭和基地を拠点
とし、11 月-12 月にオングル諸島の地質調査をほぼ予定通り実施した。ところが、「しらせ」の南極到着以




















ヘリを用いた 1 日（2/26）の日帰り調査に縮小された。このため、これまで日本隊が未到達であった 2 つ
の露岩域（ゲージリッジとソーンズ山）を午前と午後で調査する計画に変更した。好天に恵まれ、ゲージ




そして、各地で必要な岩石試料を採取し（4 名で約 2 トンの岩石試料）、UAV による空撮を実施することが
できた。 
調査中、先遣期は 2 名で、4 名期は 4 名または 2 名で、3 名期は 3 名で一緒に行動した。それぞれの距離
がやや離れた場合、各自が常時携行したハンディ無線機で適宜に情報交換しながら調査を行った。ハンデ
ィ無線機として、先遣期には第 59 次越冬隊より貸与された UHF 無線機を用い、4 名期・3 名期には第 60
次隊採用の CR 無線機を用いた。4 名期には、場合によって 2 名ずつのグループに分かれて調査を行うこと
があり、CR 無線機で適宜に連絡を取った。2 名ずつ 2 グループに分かれて別々の露岩域を調査する場合は、
非常用物資（非常用装備・食料・飲料）を 2 セット用意してそれぞれのグループで緊急時に備えた。また、















ム 2 名 
昭和基地 徒歩・スノーモービ
ル・雪上車 
















地質チーム 4 名 きざはし浜小屋 徒歩 
12/28 スカルブスネス北西部ク
ナッペン東方の地質調査




撮（12/30 と 1/1 は半日
調査） 































理と UAV による空撮 














地質チーム 4 名 雪鳥沢小屋 徒歩 
1/12 ラングホブデ下釜付近の
地質調査 







地質チーム 4 名 「しらせ」 CH ヘリによる人
員・物資輸送 





























































































































































れていた竜宮岬および Howard Hills における野外観測は、2 月上旬に発生したブリザードの影響によ
り押し寄せた乱氷帯からの「しらせ」の脱出に想定外の時間を要したため実施を断念した。今期の野外
観測の実施経過は表Ⅱ.2.4.12.1-1 に示す。 
表Ⅱ.2.4.12.1-1 （AMB0903、AAS6006 課題含む） 
活動期間 活動地点 行動概要 
2018 年 12 月 23 日 





2019 年 1 月 3 日 
～2019 年 1 月 13 日 
スカルブスネス ・湖沼環境モニタリング観測 (係留系回収・再設置)�断念� 
・自動気象装置の保守点検およびデータ回収 
・露岩域における試料採集 
2019 年 1 月 15 日 




2019 年 1 月 20 日 




2019 年 1 月 22 日 スカルブスネス 
親子池 
・湖沼環境モニタリング観測 (係留系回収・再設置) 
2019 年 1 月 23 日 ラングホブデ 
ぬるめ池 
・湖沼環境モニタリング観測 (係留系回収・再設置)�断念� 
2019 年 1 月 26 日 インホブデ ・露岩域における試料採集 
2019 年 1 月 26 日 パッダ島 ・露岩域における試料採集 
2019 年 1 月 31 日 スカルブスネス 
長池 
・湖沼環境モニタリング観測 (係留系回収・再設置)�断念� 
2019 年 2 月 2 日 ラングホブデ 
ぬるめ池 
・湖沼環境モニタリング観測 (係留系回収・再設置) 













































その貯水槽である 100Kl 水槽の他、管理棟男女浴槽水、第 1 夏期宿舎の浴槽水の採水、各浴室のシャワ
ーヘッドや床のバイオフィルム、グリーンルームや調理施設からのバイオフィルムの採集を行った。東
オングル島における土壌採集は AMB0903 課題と同地点（全 51 地点）の表層土および人間活動の影響が
大きいと考えられる第 2 夏宿近傍の汚水排水路や各施設玄関足洗い場から行った。 
























2.5.1.1 気球浮揚無人航空機システムによる高高度空撮                    佐賀 勝己 
【概要】 
オペレーションの目標は、南極氷床上 S17 拠点より、小型ゴム気球で自律飛行滑空無人航空機（カイ
トプレーン）を高度 30km まで飛揚し、分離後、滑空により S17 拠点まで自律航行により帰還させるこ
とである。飛行時間は放球から帰還まで約 2.5 時間と見積もった。 
上昇中および下降中に搭載した全天赤外カメラによる昼のオーロラの赤外画像撮影を行うことが観
測の目的である。 





改良した機体を使用した（翼幅 2.2m、全長 1.5m、全備重量 6.8kg）。動力は無く滑空による自律航行を
行い、自動制御装置はゼノクロス航空宇宙システム社製 XENO を用いた。 


















 ・オーロラ撮影用カメラの準備：内田ヘルベルト陽仁（59 次隊） 
 ・気球準備（充填、連結等）：佐賀勝己、小林史尚、原口諒平、堤雅貴 
 ・フライト中のモニター監視（オペレーター）：齊藤晃紀 
また、現地での協力者として平沢隊員（59 次隊）、国内 PI の林教授（福岡大学）にも協力して頂いた。 
4） フライト経過と観測 
事前に昭和基地及び国内と連絡を取り合い、オーロラ予報や上空の気象情報を得た上で観測日を選定


























2.5.2  海氷下における魚類の行動・生態の解明(AH0905)   市川 光太郎・西澤 秀明・浅井 咲樹 






使用した機材は双方向通信ロガーInterfish（Aquasound 社製）と Biologger Type1（以降 DT ロガー；
Biologging Solutions 社製）および投げ込み式 CTD 計 Castaway（YSI ナノテック社製）である。Interfish
は内蔵の深度・温度センサの計測値を超音波信号で送信しつつ、内蔵メモリにも記録する。DT ロガー






12 月 10 日に「しらせ」船内の冷蔵室にて Interfish の動作時間を計測した。カタログスペックで 86.4
時間のところ、「しらせ」船内の第 2 観測室冷蔵室に起動状態の機器を放置して動作期間を調べた結果、
平均で 86.9 時間と低温環境でも仕様通りの動作期間が確保できた。 
12 月 31 日に「しらせ」の舷側にて Interfish と DT ロガーの深度較正を行った。出力値に製品差はあ
るが、較正によって補正可能であることがわかった。 
本課題では音響機器による観測に加え、受信機を設置した穴から Castaway を投入し CTD 観測を行っ




1 月 3 日には可搬型受信機による発信状況のリアルタイム観察を行ったが、低温環境下において問題な
く観察が行えた。また、可搬型受信機はアルカリ電池を使用した内部電源で動作するものであるが、3
時間の連続使用が可能であり、調査時にその場で発信機の信号到達を確認するのに十分な動作時間が確




作タイプのものを持参した。システムが違う 2 つのメーカー（Aquasound 社製、Vemco 社製）のものを





Castaway の着底深度を用いることとなった。調査海域は海氷状況に左右されるため、今後は 100 m 以
上での実験も視野に入れるべきである。 
 












使用機材は超音波受信機 AQRM1000Li（Aquasound 社製）と VR2W-180（Vemco 社製）および可聴域録音
機 SoundTrap（OceanInstruments 社製）である。 
2） 実施内容 
a） 背景雑音の大きさや時間変動 
背景雑音の大きさや時間変動パターンを調べるために、2019 年 1 月 10 日から 1 月 18 日まで
SoundTrap によって海氷下の水中音を記録した。海中の背景雑音レベルはおよそ 55dB であり、比較的
静穏であった。アザラシ鳴音と思われる音や音源不明の大きなバースト音、機械の作動音のような音
も記録されていた。北の浦の全帯域平均音圧レベルはおよそ 23 時間の周期で変動しており（Ljung-box 










2019 年 1 月 5 日 16 時から 17 時（LT）にかけて深度 30 m に設置した受信機（AQRM-1000Li）には
1020 の信号が記録されていた。そのうち、171（16.7%）がマルチパスによる検出であった。 
d） 海氷下における信号伝搬距離 
2019 年 1 月 5 日に受信機 2 種（AQRM1000Li、VR2W-180）を海氷下（深度 5 m）、中層（深度 30 m）、
底層（深度 55 m）に各種 1 台ずつ設置した。また、深度 30 m にそれぞれの受信機に対応する発信機
（AQPX、V5-2H）を設置した。受信機設置地点から 86.40、126.32、136.89、332.58（AQPX のみ）、501.23
（V5-2H のみ）、762.44、902.06 m の地点において深度 30 m に発信機を設置し、信号の受信率を調べ
た。海氷下および底層に設置した受信機には信号が近距離でも受信率の分散が大きく、設置水深とし
て適切ではなかった。中層に設置した受信機では距離に応じた受信率の変化が確認できた。AQPX を用
いた場合、332 m の地点に設置した発信機の信号は 98%以上受信したが、762 m 以遠の地点の信号は受




ガー音の抽出と除去の方法を確立する必要がある。1 月 14 日以降、Castaway の不具合によって CTD 観
測が実施できなかった。この原因を調べ、今後の対策を検討する。V5-2H を用いる場合は基線距離を 100 
m 程度とすることが望ましい。 
 








1 月 10 日に、昭和基地沖北の浦において一辺およそ 200 m の正三角形の頂点および重心の 4 地点に
受信機（AQRM-1000Li および VR2W-180）を設置した。重心には受信機の内部時計を同期するためのシ
ンクタグを設置した。発信間隔は V5-2H が平均 90 秒、AQPX が 10 秒である。 
海氷状況が悪化したため、1 月 18 日に受信機を回収し、記録されたデータをダウンロードした。重
心に設置したシンクタグを音響測位した。V5-2H を測位した結果、平均誤差は 0.57 m（n = 1842、最
頻値 0.002 m、最小 0.002 m、最大 4.1 m）であり、測位の間隔は中央値 158.5 秒（最頻値 81.2 秒、
最小 71.5 秒、最大 21142.4 秒）であった。およそ 90%の信号が 600 秒以内の間隔で測位された。AQPX
を使用した場合の誤差中央値は 2.85 m（n = 41984、最頻値 0.0006 m、最小 0.0006 m、最大 154.7 m）
であり、測位の間隔は中央値 9.4 秒（最頻値 9.4 秒、最小 9.4 秒、最大 21623 秒）であった。測位さ
れた信号の 99%以上が 10 秒以内の間隔で測位された。 
b） 昭和基地における小型魚類の行動追跡 







に供試魚を静置し、水深とほぼ等しい深度 85 m 地点まで垂下したのち、放流した。1 月 10 日に V5-2H
装着個体 6 尾、AQPX 装着個体 1 尾を放流した。その後、13 日に V5-2H 装着個体 6 尾、14 日に AQPX（発
信間隔 25 秒）装着個体 3 尾、17 日に AQPX（発信間隔 1 秒）装着個体 4 尾を放流した。 
発信機を装着した個体のうち、V5-2H を装着した個体の信号検出数は 153 から 2407 となり、測位点
数は 3 から 602 となった。また、25 秒周期の AQPX を装着した個体の信号検出数は 126 から 10252 で
あり、測位点数は 0 から 3356 であった。1 月 17 日に放流した 1 秒周期の AQPX を装着した個体の信号
検出数は 25208 から 42933 であり、測位点数は 14241 から 19945 であった。供試魚の行動範囲（95%
行動圏）は平均 32360 m2（約 180 m 四方）の範囲を移動していた（図Ⅱ.2.5.2.3-1）。今後、それぞ
れの種について、行動の変化と各種環境変数との関連を調べる。 
3） 問題点・課題 
AQRM-1000Li による検出では、マルチパスの影響が原因であると考えられる ID 誤識別が 25398 回あ
った。今後 ID 識別プログラムの改善が必要である。本調査期間中、少なくとも 6 個体が装着手術の直
後に死亡した。手術直後に死亡した 5 個体は手術前日から飼育されていた。昭和基地において、飼育に
適した一定の低温環境を維持することは困難であり、供試魚釣獲後は直ちに装着手術を実施するべきで





図Ⅱ.2.5.2.3-1  V5 装着個体の行動圏。行動圏が狭すぎて描画できなかった個体を除く 7 個体に 















T. bernacchii 15 45 90 47442 1/10 17:50:30  
T. pennellii 18.5 106 90 47444 1/10 17:50:30  
T. pennellii 15 57 90 47446 1/10 17:50:30 1/17 再捕・再放流 
T. pennellii 17.7 103 90 47447 1/10 17:50:30  
T. pennellii 19.5 134 90 47448 1/10 17:50:30  
T. bernacchii 17 74 90 47452 1/10 17:50:30  
T. bernacchii 15.3 54 90 47443 1/13 9:34:30  
T. bernacchii 16.4 72 90 47450 1/13 9:34:30  
T. pennellii 18.3 93 90 47453 1/13 9:34:30  
T. pennellii 15 61 90 47454 1/13 9:34:30  
T. bernacchii 21.2 152 90 47455 1/13 11:50:45  
T. bernacchii 17.2 76 90 47456 1/13 11:50:45 1/17 再捕・再放流 
T. bernacchii 25 278 25 C31C32 1/10 17:50:30 1/17 再捕・再放流 
T. bernacchii 15.1 52 25 C2C4 1/14 13:01:30  
T. bernacchii 20 109 25 C3C5 1/14 13:01:30  
T. bernacchii 16 75 25 C4C6 1/14 13:01:30 1/17 再捕・再放流 
T. bernacchii 15.6 57 1 C11C12 1/17 16:13:30  
T. bernacchii 19 114 1 C13C14 1/17 16:13:30  
T. bernacchii 18 107 1 C15C16 1/17 16:13:30  
T. bernacchii 16.5 69 1 C19C20 1/17 16:57:02  
 






2019 年 1 月 16 日に袋浦において、受信機の設置位置および設置方法を確認した。海岸沿いから水深
が急斜面で深くなる場所を選定し、その地点のタイドクラックに受信機を落として設置した。受信機間
距離は 10–15 m 程度とし、ほぼ直線上に並ぶように設置した。設置地点の水深は 10 m 以上だった。海
岸沿いの露岩にロックボルトを設置し、受信機を係留した。ロックボルトからタイドクラック手前まで
は 8 mm クレモナロープを用いた。潮汐によって海氷との摩擦が生じる、タイドクラック手前から先の











2.5.3 超多年氷の成長・維持機構の解明に向けた海氷全層掘削(AH0907) 牛尾 収輝 
2.5.3.1 北の浦観測 
12 月 29 日、海氷ドリルの現場作業試験として動作確認のため、海氷モニタリング定線上で掘削した。
この時、リュツォ・ホルム湾奥部における掘削で使用する小型三脚を使用した。掘削動作は問題なく、順
















2.5.3.2  リュツォ・ホルム湾奥部観測 



























掘削現場を片付け、15:10 掘削地点発、スカーレンに機材の一部をデポした後（この輸送も 1 便
で終了）、15:40 に同地を出発、16:15 基地 B ヘリポートに帰着した。（デポ地の残り機材は、前述の





2.6.1 「しらせ」搭載全天カメラ観測による南極航海中の雲の出現特性 (AAS6001) 





「しらせ」06 甲板に全天カメラを設置し 10 分毎の全天画像を撮影し、信号ケーブルを介して第 1 観測
室の制御用 PC に記録した。観測は訓練航海を含め、東京～オーストラリア～昭和基地にいたる往路およ
び同復路の全行程で実施した。 





        制御用 PC の時刻がデジタルカメラの時刻よりも先行しないようにモニタする。 
 








観測は海洋観測モニタリングの点(東経 110度を南下する航路上の 5点及びリュツォ・ホルム湾の 6点、





速度測定用のサンプルは 15N トレーサーを加えた後、船内のインキュベーターで培養を行った。 
【問題点・課題】 
        特になし。 
 





CO2 センサーを搭載した漂流ブイを過去約 40 年間、海洋表層 CO2 分圧の大きなデータ空白域となってい
る南太平洋に投入した。得られた CO2 分圧データは、国際基準に基づいた品質管理を行った後、大気海洋




復路の 150°ラインにおける停船観測点 2 点で CO2 観測ブイ（φ315×566mm）をそれぞれ 1 個ずつ投入
した。最初に投入したブイ（S/N:18015）は当初の予定通り St.L7（60°S, 150°E）にて投入した。2 個
目（S/N:18016）は 58.5°S, 150°E にて投入する予定だったが荒天のため St.L8（55°S, 150°E）にて
投入した(写真Ⅱ.2.6.3-1)。正確な投入位置は S/N:18015 が 60-01.1399S, 149-59.2326E、S/N:18016 が






写真Ⅱ.2.6.3-1 St.L8 にて投入した CO2 観測ブイ。 
 
 





2.6.4 「しらせ」船上での大気中O2/N2及びCO2濃度の連続観測 （AAS6004）         赤井 章吾 
【概要】 
「しらせ」第 1 観測室に搭載した差分燃料セル酸素分析計（The Sable Systems 社製 Oxzilla）および
非分散型赤外分析計（LI-COR, Li-6252）による大気中 O2/N2 および CO2 濃度連続観測システムを用いて、
フリーマントル〜昭和基地〜シドニー間の「しらせ」航行中および昭和基地沖停泊中に連続観測を実施
し、大気中 O2/N2 および CO2 濃度の連続観測データを取得した。取得したデータは東北大学大学院理学
研究科にて処理・解析される。 
【実施経過】   
「しらせ」国内巡行中、横浜港〜苫小牧港〜新潟東港間で試験観測を実施するため、2018 年 8 月 20 日、
田浦港に停泊中であった「しらせ」の第 1 観測室に大気中 O2/N2 および CO2 濃度連続観測システムを、
06 甲板に大気試料取入れ口をそれぞれ設置した。8 月 31 日に横浜港で装置を起動・調整し、横浜港出港




11 月 4 日に本観測担当同行者および隊員により修理・補強が完了している。 
2018 年 11 月 27 日、オーストラリア・フリーマントルにて「しらせ」の出港準備中に観測装置を起動
し、本観測を開始した。フリーマントル出港前夜、11 月 29 日に分析計の内部温調に不具合が発生し、以
後 12 月 5 日まで連続観測を中断して第 1 観測室の空調設定の調整、温調システムの調整を試みたが、改
善・復旧には至らなかった。同日 12 月 5 日より、分析計の内部温調を切った状態で観測を実施すること
を決断し、連続観測を再開して、12 月 22 日に担当同行者および隊員は昭和基地作業のため「しらせ」を
離れた。気水圏モニタリング観測として昭和基地で大気中 O2/N2 観測が同様のシステムを用いて実施さ
れており、59 次隊で昭和基地での使用を終えた Oxzilla Ⅱ（Oxzilla の後継機）を持ち帰る予定があっ
たため、気水圏モニタリング観測の PI の了解を得てこれを 12 月 31 日に「しらせ」に持ち帰り、翌 2019
年 1 月 1 日にかけて、第 1 観測室に設置していた Oxzilla と入れ替え、それに伴う配管交換を実施した
後、1 月 2 日に連続観測を再開した。その後 1 月 3 日まで動作状況を観察し、正常に動作していることを
確認して担当同行者および隊員は昭和基地へ移動した。 
2019 年 2 月 1 日、担当同行者が昭和基地から「しらせ」に帰艦し観測装置周辺の点検を行った。そこ
で CO2 分析計のリファレンスガスの流量が通常の約 5 倍に増加しており、リファレンスガス残圧が想定
以上に減少していることを発見した。直ちに国内 PI と相談し、残ガス節約のため流量を通常の 5 cc/min
から 3 cc/min に変更、2 月 11 日にはさらに 3 cc/min から 1 cc/min へ流量を変更した。翌 12 日には、
昭和基地から持ち帰った圧力調整バルブを追加設置し、リファレンスガスの流量安定化を図った。以後、
流量は安定して 1 cc/min を保っていたが、3 月 6 日にリファレンスガス残圧がゼロになったため、CO2
分析計のリファレンスガス出口に栓をして観測を継続した。その後は観測室内の温度変化に注意しなが
ら概ね順調に観測を実施し、2019 年 3 月 16 日、シドニー入港前に観測システムを停止して連続観測を終
了した。 
【問題点・課題】 




次に、2019 年 1 月 3 日から 2 月 1 日まで昭和基地の作業のため担当隊員、同行者が「しらせ」を離れ








2.6.5 吹雪の広域自動観測と時空間構造の解明による南極氷床の質量収支の定量的評価  (S17 blowing 
snow survey – Summer report 2019)(AAS6005)                                  Jerome Dujardin  
1） Automatic Weather Station (AWS) maintenance 
The AWS nearby S17 was installed in February 2018. It has been partially functional throughout 
the winter 2018. I first collected the data stored in the data logger and analyzed them carefully 
to understand the reasons for the partial recording of data. The conclusions from this analysis 
are: 
a) The cable from the wind generator was pulled out of its connector due to excessive tension 
exercised by the lowering of the battery pack that was buried in the snow. The snow must have 
settled under the battery. This happened about 1.5 month after the installation of the system. 
The system was then only powered by the photovoltaic (PV) panel, which did not generate any 
electricity during the winter. The battery pack got progressively depleted to be completed 
empty after about 2.5 month. 
b) The data logger program had a memory issue that caused it to crash after 31 days. Thus, only 
meteorological data for this period was stored and retrieved. 
c) The snow particle counter (SPC) has its own data logger and was not affected by this problem. 
It has been fully functional and recorded all data until the depletion of the battery. This 
represents more than 2 months of data. 
d) The bottom half of the PV panel was buried in the new snow accumulation, preventing the battery 
to be recharged in spring. The battery pack was also so depleted that the charging regulator 
could not charge it anymore, whatever power source it was connected to. 
My work in January 2019 was focused on setting the AWS in a more robust manner, with a new 
data logger program. The following steps have been accomplished in chronological order: 
e) Dig the 50 cm of new snow accumulation and extend the mechanical structure to place all the 
sensors at the right height. 
f) Reorganize all the cable in order to make next year’s maintenance much easier 
g) Replace the wind generator by a new one (too much friction in the old one) 
h) Add a second PV panel and connect it to the battery pack 
i) Fix the power regulation problem of the battery pack by charging manually all 12 elements 
and using a new power regulator 
j) Add a new sensor (fast gas analyzer) in combination with the sonic anemometer 
k) Fix the broken snow height sensor electronic board by replacing a defective chip. 
l) Develop a completely new program for the data logger to make data recording and power 
management much safer and robust. Push the data sampling from 10Hz to 20Hz. 
m) Assemble and install a new mechanical structure to support the new motorized vertical motion 
system for the SPC. 
n) Install the new motorized system and its electrical system 
o) Develop the motion control program of the SPC inside the data logger program 
p) Intensive stress tests and debug of the entire AWS 
The AWS is now in perfect condition with a more robust construction and data logger program. 
The SPC will automatically be placed at 15 cm above the snow surface by the motorized system given 
the feedback from the snow height sensor. It should thus not be buried in the new snow accumulation, 
which was the case previously. 
2） Measurement of blowing snow with combined SPC and precipitation sensor 
In parallel to the maintenance of the AWS I installed a new system to measure blowing snow during 
my stay at S17. It consists of a SPC and a precipitation sensor that was not used vertically to 




blizzards. This system has been fully operational for 30 days and was able to get a new type of 
data for 3 blizzard events. The preliminary analyses suggest a strong potential for such of novel 






写真Ⅱ.2.6.5-1 AWS when arrived at S17 
 
 
写真Ⅱ.2.6.5-2 Current AWS 
 












・12 月 23 日   四ツ池谷視察 ナンキョクカワノリ生育地の確認 
・12 月 24 日   人力にて微気象観測装置の部品を四ツ池谷まで運搬 
・12 月 25 日   観測隊ヘリによる微気象観測装置の部品の運搬 
四ツ池谷において微気象観測装置、定点カメラの設置 
・12 月 26 日   設置した微気象観測装置の調整 
・12 月 28 日   設置した微気象観測装置の調整 
・1 月 3～6 日   スカルブスネスでのナンキョクカワノリおよびその他の光合成生物のサンプル採集 
・1 月 15～18 日 スカーレンでのナンキョクカワノリおよびその他の光合成生物のサンプル採集 
・1 月 21 日    昭和基地周辺（東オングル島内）でのナンキョクカワノリおよびその他の光合成生物
のサンプル採集 
・1 月 26 日    インホブデでのナンキョクカワノリおよびその他の光合成生物のサンプル採集 
・1 月 28 日    パッダでのナンキョクカワノリおよびその他の光合成生物のサンプル採集 
・2 月 26 日    リーセルラルセンでのナンキョクカワノリおよびその他の光合成生物のサンプル採集 
 
 微気象観測装置の項目は、4 波長測定センサー、光量子計（PAR センサー）、紫外線放射計、温湿度計
である。ロガー（CR-1000X）および記録用メモリーとアルゴスシステムを一つのペリカンボックスに収
納し、観測点から約 10 m ほどの位置に設置した。観測装置とアルゴスシステムの電源として 42 Ah の鉛
蓄電池を 3 個と 20 W のソーラーパネル 2 枚を設置した。ソーラーパネルは単管で作成した架台に取り付
け、架台の周囲を石で固定した。定点カメラは観測点から約 5 m ほど離して簡易三脚に固定し 1 時間ご
とに撮影をしている。簡易三脚はワイヤーと石で固定した。設置後、ロガーの動作確認とアルゴスシス
テムによるデータ取得が行われているか確認した。微気象観測は 2 年間継続して行うため機器の撤収は
せず、設置から 2 日分のデータ回収のみ行った。62 次で機器の撤収を行う予定である。 






を行うと共に解決策を探る。2 年分のデータを蓄積するために外付けの SD カードを装備したが、SD カー
ドをロガーから着脱する際に蓄積されていたデータが消失する現象が起きた。このため、ロガー本体の





2.7.1 オーストラリア気象局ブイの投入(AAK6001)  牛尾 収輝 
【概要】 
オーストラリア気象局から依頼された（1986 年締結の協定にもとづく）観測で、南大洋における漂流







フリーマントル入港中の「しらせ」に観測隊が乗艦した翌日 11 月 27 日午前に、豪州気象局担当者に
よってブイ 10 台が車で搬入された。ブイ情報の一覧と投入作業記録用紙を受け取ると共に、取扱い上の
注意点（起動方法、移動時の手持ち箇所等）の説明を受けた後、ブイをパレット積みしてクレーン搭載







        12 月 3 日 03:27、南緯 44 度 54.92 分、東経 110 度 03.81 分 
 12 月 4 日 03:05、南緯 50 度 07.36 分、東経 110 度 01.99 分 
 12 月 5 日 02:39、南緯 55 度 05.11 分、東経 110 度 03.74 分 
 12 月 6 日 02:37、南緯 59 度 59.09 分、東経 109 度 58.97 分 
 12 月 6 日 13:26、南緯 60 度 04.99 分、東経 105 度 00.88 分 
 12 月 7 日 02:05、南緯 59 度 49.55 分、東経 99 度 59.14 分 
 12 月 7 日 12:17、南緯 60 度 00.17 分、東経 94 度 59.03 分 
 12 月 7 日 22:11、南緯 59 度 53.60 分、東経 89 度 58.23 分 
 12 月 8 日 08:35、南緯 59 度 54.13 分、東経 84 度 59.85 分 




2.7.2 Argoフロートの投入（AAK6002） 中野 善之 
【実績・成果概要】 




復路の 150°ラインにおける停船観測点 2 点で Deep Argo フロートをそれぞれ 1 個ずつ投入する予定で
あった。1 月上旬に投入依頼元の海洋研究開発機構から最近投入したフロートにトラブルが頻発（浮上し
っぱなし）し、メーカーから原因が究明されるまで一旦投入を中止してほしい旨の連絡が来たとの報告








3.1 概要                                  馬場 潤 
 
3.1.1 夏期作業概要 
12 月 22 日に昭和基地空輸第 1 便が実施された（計画では 12 月 17 日）。昭和入り後、優先空輸の荷受け・
貨油輸送・氷上輸送・夏期観測・設営作業・引継ぎを始めた。12 月 23 日から 2 月 10 日まで毎朝全員が集ま
り、ラジオ体操を行った。作業内容の確認と安全確認事項のチェック、服装チェックを行った。また午後の
作業に当たっては、昼のミーティングを実施した。 
                               
3.1.2 夏作業期間                                    
夏作業期間は 2018 年 12 月 22 日～2019 年 2 月 10 日までの全 51 日（作業日 43 日、休日 8 日、クレーン作
業不能日 4 日）であった。 
 
3.1.3 作業人員                                     
【概要】 
建築工事の全作業員は下記表の通り、総人員数は 1842 人日（内、「しらせ」支援合計 633.5 名）であった。 
また、「しらせ」支援期間は、1 月 2 日～2 月 2 日であった。 
工事内容 観測隊 「しらせ」支援 合 計 
風力発電装置 3 号機建設 117 20 137 
第 2 車庫兼ヘリ格納庫風下ヘリパッド建設 28 21.5 49.5 
自然エネルギー棟屋根防水工事 79 59 138 
重力計室屋根防水工事 32 22 54 
コンテナヤード・道路整備工事 4 0 4 
HF アンテナ基礎改修・更新アンテナ基礎修繕工事 13 8 21 
アンテナ解体工事 9 4 13 
コンクリートプラント運用 21 32 53 
旧主屋棟保存工事のための調査 7 0 7 
デルタアンテナ支線・滑車取替工事 4 9 13 
PANSY 保守・除雪 147.5 112.5 2 
その他の作業 0 21 21 
計画停電 17 0 17 
風力発電装置 3 号機設置工事 14 0 14 
300KVA1 号機オーバーホール 15 38 53 
PANSY 発電機交換（夏期は配管準備のみ） 1 0 1 
基本観測棟電気工事 56 15 71 
外灯更新工事 18 0 18 
太陽光パネル更新工事 10 23 33 
情報処理棟電気工事 4 6 10 
基本観測棟設備工事 93 104.5 197.5 
第一居住棟設備工事 2 0 2 
水槽設備工事 22 0 22 
















































クリーンアップ 26 8 34 
夏宿汚水・廃棄物処理工事 50 0 41 
埋立廃棄物処理 24 2 26 
調理 36 64 106 
「しらせ」指揮官 0 64 64 
通信 50 0 50 
南極授業 88 0 88 
当直 100 0 100 

















11 月：「しらせ」への物資搭載、物資情報（物資量、積み付け）の取りまとめ、59 次との輸送計画調整 
南極出張先発（観測隊ヘリコプター（観測隊ヘリ）のスリング訓練・「しらせ」入港対応） 
 
フリーマントルでは 11 月 27 日に観測隊ヘリ（AS350：1 機）と予備部品一式・生鮮品を搭載した。 
出航後は大井での検数結果並びにフリーマントル搭載物品の情報も併せ積荷リストを更新、持ち込み






業期間中（12 月 19 日～1 月 16 日：昭和基地への物資輸送期間を指す）は毎晩 18:30 からのオペレーシ
ョン会報に出席し、艦側と日々の実績確認や翌日の荷役予定・飛行計画等を調整した。艦側と調整を行
った結果は随時昭和基地側と情報共有を行った。 
輸送作業終了後、復路は 59 次・60 次の持ち帰り物資リスト最終版をとりまとめ、南極観測センターに






























12 月 25 日 14 時 25 分（LT）に昭和基地沖に接岸し、「しらせ」燃料タンク側・昭和基地見晴らしポン
プ小屋双方よりホースを展張してパイプラインを設置。夜半より送油を開始した。接岸位置が見晴らし
に近かったため、双方ポンプ小屋付近の１５ｍのゴムホースの使用を別として、基地側から展張したフ






接岸点は南緯 69 度 00.2 分、東経 39 度 36.9 分。往路のラミング回数は 344 回。 
接岸したとしても燃料ホースが展張できない場合に備え、空輸に使用する目的で空リキッドコンテナ




＜送油実績＞W 軽油：艦側準備開始 17:15、送油開始 19:42（12 月 25 日）  
 ホース展張距離 665ｍ（作業時間 2 時間 10 分）、送油量 15kℓ/h   
送油終了時刻※ 09:31（12 月 27 日）、送油時間 37 時間 49 分 
             JP-5 ：送油開始 10:59（12 月 27 日）、送油終了時刻※ 15:04（同日） 
                送油時間 4 時間 5 分 
               ※機関科と事前に相談し、作業終了時刻はエアブロー終了時とした。 




























26 日夜半（27 日）に昭和基地沖で自走車両 3 台の持ち込みを行い、28 日にしるべ島へ停留点移動、同
日夜半より翌 1 月 8 日までの間の 6 夜、合計 7 夜に渡る中距離の氷上輸送を実施、結果的には持ち込み
予定の物資全てを送り込むことができた。持ち帰り物資については、しるべ島沖の輸送となったことか





●昭和基地沖：南緯 69 度 00.2 分、東経 39 度 36.9 分 
12 月 27 日 持ち込み 3 便：SM100・ブルドーザー・油圧ショベル（送り順ごと。全て自走） 
    20:00～21:00 ルート整備（「しらせ」～岩島ルートへ合流するまでの区間） 
0：00 甲板作業員整列 見晴上陸を１台ずつ確認した後、次の便が発車。作業終了 4:00 
  ●しるべ島沖：南緯 69 度 57.93 分、東経 39 度 36.32 分 
12 月 28 日 しるべ島沖へ移動（8:15 開始～12:48 移動終了） 
    午後～夕方までリーマン橇、12ft 橇組立と氷上輸送ルート設定を並行して実施。 
      持ち込み 17 便：クレーンマット、軽トラ（H/H 搭載）、コンパクトトラックローダー、 
20ft ハーフハイトコンテナ（鉄筋）、タバ巻パイプ、プロパンカードル、 
危険ボンベ、12ft ドライコンテナ×8、12ft リーファー（冷凍・冷蔵） 
コンテナ×2、20ft リーマン橇×2、12ft コンテナ橇×1（21:45 甲板作業員整列～
最終便「しらせ」発 12/29 04:28） 
 
  12 月 29 日夜～12 月 30 日夜は荒天のため作業なし。12/31～1/1 正月休み 
  1 月 2 日  持ち込み 20 便：セメントスチールコンテナ×16、クレーンマット、 
12ft ドライコンテナ×13、12ft リーファーコンテナ×3 
持ち帰り 1 便：12ft リーファーコンテナ×１（21:45 甲板作業員整列～最終便「しらせ」発 1/3 04:08） 
  1 月 3 日  持ち込み 19 便：クレーンマット、12ft ドライコンテナ×12、12ft リーファーコンテナ×3 
        （21:45 甲板作業員整列～最終便「しらせ」発 1/4 05:48 【送り込み終了：計 58 便】） 
  1 月 4 日  持ち帰り大型廃棄物の現物確認：13：00～17：00 運用科・補給科・金子：雪上車送迎 59 次 
  1 月 5 日  持ち帰り 20 便：幌橇、リターナブルパレット×7、ザクシス（油圧ショベル）、ガンダム（ユ
ニック車）、複合木箱、スノーモービル（修理品）、12ft ドライコンテナ×8、12ft
リーファーコンテナ×4（空×2、公用氷×2）（21:45 甲板作業員整列～最終便「し
らせ」発 1/6 05:27） 
  1 月 6 日  持ち帰り 23 便：リターナブルパレット×2、天文橇、クローラクレーン、12ft ドライコンテナ×17、12ft 空リ
ーファーコンテナ×3（21:45 甲板作業員整列～最終便「しらせ」発 7 日 05:09） 
−123−
          ※リーファーコンテナ配置のミスにより、輸送の合間に 4:00～6:00 で入れ替え揚 
塔作業） 
1 月 7 日  持ち帰り 16 便：20ft ハーフハイトコンテナ、金属橇、プロパンカードル×10、 
20ft フラットラックコンテナ、12ft ドライコンテナ×11、 
医療部門等の冷凍サンプル（スノーモービルで運搬） 
（21:45 甲板作業員整列～最終便「しらせ」発 1/8 03:20 【持ち帰り終了：計 60 便】） 
 
●使用車両・橇： 持ち込み時：4 台（PB100+リーマン橇、SM65×3＋12ft 橇×2・リーマン橇） 




け外しは 59･60 次合同 
  ・島内配送：59 次を中心に 
  ・雪上車運転：送り込み時は最初の晩は 59 次主導で 60 次運転の引継ぎを行いつつ実施。二晩目 
以降は 60 次で運転を担当。持ち帰り時は全て 59 次による運転。 
    ・艦側対応：輸送担当のみ。来年に向けた現場の把握として、60 次の越冬庶務が送り込み、持ち帰りと
もそれぞれ３～４時間ほど艦側の荷出し、持ち帰り物資の搭載など作業の立会を行った。 




との連絡は、艦内 PHS と直接の対話のみ。 























牽引能力の高い PB300 が内陸で使用中であったため、セメントスチールコンテナやクレーンマットの 1 便
あたりの輸送数量を PB300 時の８基／枚から４基／枚に減らした。安全上必要なことではあったが、中距
離の氷上輸送という事情からは、便数（＝作業負担）を減らせない要因になってしまった。また、今回は
昭和基地で使っていた 12ft コンテナ橇に不具合が発生し、持ち込み二晩目よりリーマン橇を SM65 で牽引
した。ルートの海氷状況がそこまで悪くなかったので期間中使用できたが、リーマン橇自体が重いため
（3.5t）、実際に牽引した何便かは SM65 の牽引可能重量（8t）を越えてしまっていた。 
















12 月 16 日の定着氷縁到着後、CH ヘリコプターのブレード取り付け・試飛行・野外観測物資の荷繰り、
検数協会との便設定等を行った。氷上偵察をふまえ、第一便及び優先空輸を弁天島沖（10 マイル圏内）
より実施とし、20 日に進出予定としていたが、弁天島手前の乱氷帯と堅い積雪に進出距離が伸びず、第
一便の実施は 22 日となった（弁天島沖：昭和 A ヘリポートまでの直線距離 9.3 マイル地点）。続いて 24
日までの合計 3 日間、優先空輸・一般越冬物資の先行空輸・野外観測フライトを実施した。当初の便数
設定は 52 便であったが、悪天や CH92 号機の不具合による 91 号機の飛行時間の調整（50 時間点検前に野












＜優先物資空輸期間実績＞総量：40.861t（優先 26.571t）、持帰り：0.559t 計 43 便（野外 9 便） 
・スチールコンテナ：80 基（内 76 基優先物資）/194 基 残 114 基（越冬食糧・観測・設営物資） 
・気水カードル・ドラム缶パレット：燃料・油脂類 2 基/127 基 残 125 基   
・野外観測物資：（大気 S17・ペンギン袋浦・陸上生物ラングホブデ・昭和基地ベース野外パーティの
個別物資）    
・高圧ガスシリンダー：37/217 本 残 180 本 
・精密機器類：ドブソン、ブリューワー気象観測機器、シントレックス重力計、他   
・長尺物：EM バード、海氷掘削ドリル一式、他 
 
12 月 22 日：14 便（悪天のため、14/17 便で取りやめ。観測隊ヘリコプターは引き出して飛行甲板駐機） 
12 月 23 日：18 便（1 便発艦の前に観測隊ヘリコプターの昭和基地への移送フライト実施。前日の分
を取り込んで予定の 18 便飛んだ。2 便目は長尺物の便、最後に気象庁ドブソン分光計・
国土地理院シントレックス重力計等の精密便） 
12 月 24 日：11 便（朝方 92 号機の不具合で急遽 91 号機立ち上げ、2 時間遅れスタート。91 号機 
50 時間点検前の飛行時間確保のため、先行輸送分は観測隊ヘリコプター用燃料の JETA-1 
ドラム缶パレットを 1 便のみ送って 11/17 便で終了とした） 
 
昭和基地沖接岸、しるべ島沖停留点に移動後、氷上輸送期間中（日中は野外観測フライトを実施）の 1
月 4 日に 91 号機がメインローターハブのエラストメリックベアリングの亀裂により、60 次での飛行作業
が停止、以降のフライトは 92 号機のみの運用となった。 
 
2）本格空輸 
氷上輸送を経て 1 月 9 日に再び昭和基地沖合の立待岬沖に「しらせ」を回航した後、1 月 10 日から 14
日まで本格空輸を実施、14 日に物資の送り込みが終了した。優先空輸期間の一般物資の先行空輸がほと
んどできなかったため、送り込みの便数は 92 便を必要とした（野外観測 5 便、基地作業支援 2 便を加え
て総便数は 99 便）。続いて、翌 15 日の午前中を持ち帰り物資の昭和基地 A ヘリポート移動作業にあて、
同日昼から 17 日にかけて 59 次越冬物資を中心とした持ち帰り空輸を実施した。このタイミングで持ち
帰りが可能である昭和基地の物資を空輸した。これに必要とした便数は 73 便（野外観測 3 便を加えて総












 ●送り込み総量：229.384t CH：99 便（野外等 7 便） 
  ・一般スチールコンテナ 114 基 ・ドラム缶パレット 125 基※（JETA-1、不凍液、発電機用オイ
ル、低温燃料） ・リキッドコンテナ 30 基（低温燃料） 
  ・単管ボンベ 180 本  ・He ガスカードル 42 基 ・気水カードル 1 基 
      ※ドラム缶パレットは、昭和基地行きのうち JETA-1 を 1 基（きざはし 2 本、明る         
い岬 2 本）、低温燃料を S16 へ 6 基、越冬物資の先行輸送として直接運んでお 
り、整理上この実績に含めている。 
 
 ●持ち帰り空輸総量：134.085t CH：76 便（野外等 3 便） 
・単管ボンベ 107 本 ・廃棄物ドラム缶パレット 41 基 ・ドラム缶パレット部材 28 基 
  ・スチールコンテナ 85 基（廃棄物 47/一般 38） ・ヘリウムガスカードル 42 基  
・リキッドコンテナ 39 基（廃油 14/空 25） ・空スチールコンテナ（4 枚組） 16 基 
  ・セメントスチールコンテナコン 2 基  
・空セメントスチールコンテナコン（4 枚組） 2 基 
 
1 月 10 日：26 便（うち野外便 1 便） 
1 月 11 日：悪天による天候待ちの結果、基地作業支援人員交代の 2 便のみ 
1 月 12 日：17 便（天候悪化により、途中で中止） 
1 月 13 日：32 便（うち野外便 2 便） 
1 月 14 日：22 便（うち野外便 2 便） 送り込み終了 
1 月 15 日：17 便（うち野外便 1 便） 持ち帰り開始 
1 月 16 日：32 便（うち野外便 1 便）  





は 59･60 次合同 
（60 次）越冬庶務・「しらせ」／59 次との連絡調整役として昭和 A ヘリポート
に張り付き 






a）アイスコア等持ち帰り：1 月 18 日 
内陸ドーム旅行隊（ドーム隊）が持ち帰ったアイスコアや雪氷サンプルを H128 から空輸した（支









b）S16 からのドーム隊撤収：1 月 23 日 
CH 機による全 3 便。「しらせ」／昭和基地と物資の持ち帰り先が 2 カ所あったため、事前に物資
量算定の上、1 便目と 3 便目を「しらせ」への持ち帰り、2 便目を昭和基地への持ち帰り便として実
施した。 
c）S17 大気チーム撤収／先遣隊帰国対応：1 月 26 日 
CH 機による実質 6 便。前日に実施予定が悪天で順延となった。朝一の便で昭和基地と「しらせ」
にいる先遣帰国メンバー（ドーム隊・地質・昭和基地観測組）を S17 に人員輸送。その後 5 便で大気
チームの物資を撤収した。ドーム隊同様、「しらせ」／昭和基地と物資の持ち帰り先が 2 カ所あった
ため、事前に物資量算定の上、撤収 1～3 便目を「しらせ」への持ち帰り、4 便目で昭和基地への持
ち帰り（廃棄物含む）を行い、5 便目で観測メンバーが「しらせ」に帰艦した。撤収フライトの合間
にバスラー機が S17 に到着、先遣帰国組を乗せ同日中にプリンセス・エリザベス基地に到着した。 
d）越冬交代前後の越冬・夏物資の持ち帰り 
昭和基地に置いてある野外物資で使用を終えたものは、ヘリコプターオペレーションの進捗をみつ
つ越冬交代日（2 月 1 日）前後で適度にまとめて引き揚げるように基地側に呼びかけ、複数回に分け
て持ち帰りを行った。1 月 22 日に「しらせ」乗員による基地作業支援の交代を活用して（昭和 A ヘ
リポートに人手が見込める）EM バードなど 2.5t 分の物資を引き揚げ、越冬交代と併せてこの時期の
持ち帰りが必要な越冬物資、使用を終えた野外物資（精密品：手持ち運搬する人員が確保できる）、
夏隊で昭和基地に持ち込んだ私物（中段）、観測隊ヘリコプターの予備部品など、1 月 31 日～2 月 2






空のリキッドコンテナを 1 基戻し、飛行甲板で給油の後、暖房用燃料として 1 月 31 日に昭和基地に
空輸した。また、空輸とは直接関連しないが、この時期の船倉周りの作業・昇降機使用にあわせて、
復路用の海洋観測物資の入れ替え（3 貨物艙に搭載していた係留系物品を観測甲板へ、観測室で使用
を終えた個別物資を 3 貨物艙へ移動）を行った。 
e）観測隊ヘリコプターの「しらせ」帰艦 
観測隊ヘリコプターは昭和基地周辺での野外観測フライトを終え、2 月 4 日朝一で「しらせ」に帰
還した。8:00 昭和 B ヘリポート発で「しらせ」には 8:24 着。9:00 に砕氷航行を再開する予定であっ
たため、観測隊ヘリコプター着艦→CH 機引き出し→観測隊ヘリコプターブレード取り外し・運搬→






















































        野外からのサンプル持ち帰りは補給科の検数が必要となるが、帰艦したパーティーに飛行甲板で聞いて
対応することが多かった。補給科の準備や当日の作業効率向上に関連するので、なるべく定時交信での
聞き取りに統一すべきだった。 









次隊の帰艦日は todo をなるべく絞っておいた方がよい面はあるだろう。 
＜その他＞ 






    
 
3.3 建築・土木（SCS）                          馬場 潤 
 
【概要】 
第 60 次夏期作業の計画及び実施項目について下記に示す。 
 工 事 計 画 施工・未施工 備   考 
① 風力発電装置 3 号機建設工事 施工 資材搬入及び基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ構築は 59
次で実施、 
機器の組立・調整は 60 次機械工事
















④ コンテナヤード道路補修工事 施工  






 電離層：30m デルタアンテナ解体 
通 信：旧 U・V アンテナ解体 












⑦ コンクリートプラント運用 施工  
⑧ 旧主屋棟保存工事のための調査 施工  
⑨ デルタアンテナ支線・滑車取替工事 施工  









作業期間： 2018 年 12 月 23 日から 2019 年 2 月 5 日までの 35 日間 
（機械部門：風力発電装置 3 号機設置工事を含む） 
      作業人員： 総人員 151 名 （内「しらせ」支援 20 名） 











































日 付 作 業 内 容 
12 月 23 日 アンカー芯確認、工具・資材準備、足場地組 
12 月 24 日 足場地組 
12 月 25 日 足場地組及び 2 段目組立 
12 月 26 日 足場組立（3 段目まで）、下段フレーム・下段 H 鋼・斜材パイプ 
・中段外周 H 鋼建て込み 
12 月 27 日 下段フレーム建ち直し、ボルト締め、１F 制御室設置 
12 月 28 日 内部足場組立、中段十字部 H 鋼取付 
12 月 29 日 外部足場迫り上げ、制御室ボルト締め、１F 換気扇取付 
12 月 30 日 １F 換気扇フード取付、 
1 月 2 日 外部足場迫り上げ、内部足場迫り上げ、中段十字 H 鋼レベル調整 
1 月 3 日 足場組立仕舞、シャフト設置、２F 制御室パネル搬入 
1 月 4 日 中段フレーム建て込み、上部フレーム地組 
1 月 5 日 上部フレーム建て込み調整、柱№2・3・4 のみ建て込み 
1 月 6 日 柱№１加工（中段フレーム） 
1 月 7 日 柱№１加工（中段フレーム） 
1 月 8 日 柱№１建て込み、上部フレーム組立、中段より上部ボルト締め 
シャフト固定 
1 月 9 日 ２F 制御室組立、アーム取付 
1 月 10 日 ２F 制御室外壁パネル・アーム接続部シーリング、ブレード取付 
1 月 11 日 ２F 制御室内壁シーリング、ブレーキ仮組 
1 月 12 日 風速計配線、２F 制御室外部仕舞 
1 月 13 日 シャフトカバー取付、ブレード廻り仕舞 
1 月 14 日 ２F 制御室接地工事、外部各所仕舞 
1 月 15 日 ２F 制御室結線、PLC 取付 
1 月 16 日 ケミカルアンカー打設、一次側電力受電 
1 月 17 日 外部・内部足場解体、遠隔操作版取付、コンプレッサー・ブレー
キ動作確認 
1 月 18 日 ブレーキディスクレベル調整 
1 月 19 日 ブレーキディスクレベル調整、ブレーキ調整、タイミングプーリ
ー心出し 
1 月 20 日 タイミングプーリー心出し 
1 月 21 日 タイミングベルト取付・張り調整 
1 月 22 日 ブレーキ再調整、近接スイッチ調整 
1 月 24 日 シャフト梱包用木枠解体・片付け 
1 月 30 日 光ケーブル配線、試運転 
2 月 2 日 試運転・調整 
2 月 3 日 自動運転開始 
2 月 4 日 グラウト充填 




れに気づくまでに 2 日間程度、ボルト孔の加工及び柱の再設置に 3 日間程度要した。 
 国内で仮組を実施し、組立が行えている為、現地での施工精度不良を想定し、建ち確認等の是正を
優先した為、部材の不具合に気づくのに時間が掛った。 












作業期間：2018 年 12 月 30 日から 2019 年 2 月 28 日までの 12 日間 
作業人員：49.5 名（内、「しらせ」支援 21.5 名） 
実作業内容： 
日 付 作 業 内 容 
12 月 30 日 岩盤削岩 
1 月 13 日 岩盤削岩・整地床付け 
1 月 14 日 土砂搬入・整地床付け 
1 月 15 日 土砂搬入・整地床付け 
1 月 16 日 配筋・ワイヤーメッシュ敷付 
1 月 17 日 土間止め型枠設置 
1 月 21 日 土間コン打設 
1 月 22 日 土間コン打設 
1 月 23 日 土間コン打設 
1 月 25 日 土間コン打設 































1） 本工事は、計 18 日間。作業員は 138 人であった。 
日 付 作 業 内 容 
 1 月 6 日 除雪 
  1 月 7 日 地足場組立 
 1 月 18 日 足場組立 
1 月 19 日 足場組立 
1 月 20 日 足場組立 
1 月 22 日 下地ベニヤ張り 
１月 23 日 下地ベニヤ張り 
1 月 25 日 下地ベニヤ張り 
1 月 29 日
～2 月 5 日
塩ビシート防水 
2 月 6 日 足場解体 
2 月 7 日 足場材片付 
 
2） 本工事は、計 9 日間。作業員は 54 人であった。 
日 付 作 業 内 容 
1 月 8 日 足場材運搬 
1 月 9 日 足場材運搬・組立 
1 月 10 日 足場組立 
1 月 11 日 ジョイント金物廻りシーリング撤去 
1 月 12 日 ジョイント金物廻りシーリング撤去・清掃、目地部ブチルテープ
張り、養生シート張り 
1 月 13 日 ウレタン防水吹付 
１月 14 日 ウレタン防水吹付 
1 月 15 日 ウレタン防水吹付、トップコート塗布 












のコンプレッサー（吐き出し空気量 140ℓ/min）の 2 台を接続し施工したが、コンプレッサーの能力より
もベビーリムのエア使用量が多く、ベビーリムカートリッジ取替の 2 回に 1 回程度待ち時間が生じた。ま
た、現状の設備では、ベビーリムのガン 2 台使用は不可能である。 
















木製マット： 16 枚（約 200 ㎜角の木材をボルトで縫い合わせ、幅 1750 ㎜×長さ 4900 ㎜×高さ 200
㎜が 1 枚のマットの大きさ） 
遮水シート敷 
作業期間： 1 日 








電離層： 30m デルタアンテナ 
通 信： 旧 U・V アンテナ・無線方向探知器・インマルアンテナ×2 基 











      作業期間： 30m デルタアンテナ                 1 日間 
            旧 U・V アンテナ・無線方向探知器   1 日間 
            インマルアンテナ          1 日間 
            撤去材集積・運搬          1 日間 










 第 2 車庫兼ヘリ格納庫風下ヘリパッド建設       32.625 ㎥（130.5 バッチ） 
 HF アンテナ基礎修繕工事、更新アンテナ基礎改修工事  １㎥   （4 バッチ） 
【実施経過】 
水汲み沢プラントから第２車庫までは近い為、打設を含めた運搬時間が 10 分程度につき、ホッパーを
2 台使用し、車両は 1 台で効率よく打設が出来た。 
 プラント側 配合確認  1 名 
 シュート出口      1 名（ホッパーの玉掛共） 
 砂利・セメントの投入  2 名 
 セメント缶の開封・潰し 1 名 
 砂利汲み        4～6 名 
 35tR オペレーター    1 名（BH にて砂利寄せ共） 
 運搬    運転手   １名 
 荷台での玉掛      １名 
 打設側   均し・左官 2 名 
 手元・トンボ      2 名 
 16tR オペレーター    1 名 




 プラント側 配合確認  1 名 
 シュート出口      1 名（ホッパーの玉掛共） 
 砂利・セメントの投入  2 名 
 セメント缶の開封・潰し 1 名 
 砂利汲み        4～6 名 
 35tR オペレーター    1 名（BH にて砂利寄せ共） 
 運搬    運転手   1 名 
 打設側   打設        2 名 
 均し・押さえ      2 名 
 ユニックオペレーター  1 名 
 手元          4 名 
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3.4.1 計画停電                                    古見 直人 
【概要】 




1 月 23 日第 59 次隊との打ち合わせ 







3.4.2 風力発電装置3号機設置および運用                           猪又 俊也 
【概要】 
59 次隊で設置した基礎に風力発電装置 3 号機を設置し運用を行った。 
【経過】 
実働作業日数 24 日、実働作業工数 164 人の計画に対し、実働作業日数 35 日、実働作業工数 142 人の
結果となった。表Ⅱ.3.4.2-1 に計画、表Ⅱ.3.4.2-2 に実績を示す。 
 
表Ⅱ.3.4.2-1 風力発電装置 3 号機設置計画 
実働日数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 合計 
計
画 
建設 8 8 8 8 8 12 8 10 10 10 10 10 10 3      
稼働             4 3 3 3 3 3  
実働日数 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35  合計 
計
画 
建設                   123 






























































3.4.3 300kVA発電装置1号機オーバーホール                          菊田 勝也 
【概要】 
300kVA 発電装置 1 号機の E 点検を行う。 
【実施経過】 
1 月 6 日より第 59 次尼嵜隊員、船木隊員、第 60 次大槻隊員と 4 名でオーバーホール前模擬負荷試験実
施。（尼嵜隊員は優先する設営作業以外、オーバーホール作業に参加） 
1 月 7 日より「しらせ」支援（2 名）を頂く。オーバーホール作業実施。 
1 月 8 日「しらせ」支援（4 名）に変更。分解作業実施。 
1 月 9 日「しらせ」支援（4 名）を頂く。分解作業完了。 
1 月 10 日「しらせ」支援（4 名）を頂く。分解した部品の清掃作業実施。 
1 月 11 日「しらせ」支援（4 名）を頂く。清掃した部品の計測作業実施。 
1 月 12 日「しらせ」支援（4 名）を頂く。組付け作業実施。 
1 月 13 日「しらせ」支援（4 名）を頂く。継続して組付け作業実施。 
1 月 14 日「しらせ」支援（4 名）を頂く。継続して組付け作業実施。 
1 月 15 日「しらせ」支援（4 名）を頂く。継続して組付け作業実施。 
1 月 16 日より「しらせ」支援（2 名）に変更。組付け作業完了。 
1 月 17 日「しらせ」支援（2 名）を頂く。冷却水注水、潤滑油注油、燃料給油し、漏えいチェックを実
施。 
「しらせ」支援終了 
1 月 18 日第 59 次船木隊員、第 60 次大槻隊員の支援を頂く。試運転、調整運転を実施。 
1 月 19 日第 59 次船木隊員、第 60 次大槻隊員の支援を頂く。調整運転、投入試験を実施。 




支援員を 4 名でお願いしたい。支援要請で人員固定をお願いしているが、ワッチの関係上、支援員は 3
日ローテーションで交代している。交代の際に引き継ぎなどを兼ねて 1 名は残って頂きたい。また昭和
基地でのオーバーホールを経験している方を 2 名入れて頂きたい。 
 
3.4.4 電気設備の更新・調査                               曽宮 優一 
   【概要】 
昭和基地内における老朽化した電気設備の更新と工事内容の決定の為の調査を行った。 
1)  情報処理棟電気設備の更新工事 
情報処理棟内の老朽化した電気設備の更新を行った。 
a） 調査 
調査は 59 次夏期間で既に行っている。情報処理棟内には分電盤が 4 か所、変圧器が 3 本あるが、




















3)  外灯設備更新工事 
紫外線、ブリザードで劣化した配線、照明器具の更新工事を行った。 
a） 調査 









架台、パネルの加工後、パネルの交換を行った。24 枚直列接続 3 回路（72 枚） 
5)  風力発電装置3号機電気設備工事 






6)  考察 
         屋外に敷設してあるケーブルにひどく劣化しているものが見受けられた。確実な電源供給のため毎年
各電気設備調査し、不良個所の是正を行う必要がある。 
 



































昭和基地への第 1 便が到着した日に、第 1 夏期隊員宿舎 2 階（UHF 帯無線機及び VHF 帯無線機）及び 1
階（VHF 帯無線機）、夏期事務室（UHF 帯無線機及び VHF 帯無線機）の無線機の接続等動作状態を確認し





昭和基地及び「しらせ」周辺における業務通信は、第 60 次隊内の連絡用には CR 無線 1 チャンネルを、
輸送に関する連絡用には主として UHF 帯の 2 チャンネルを、昭和基地内と「しらせ」船上との連絡用に
は主として VHF 帯の 1 チャンネルをそれぞれ使用した。また、第 59 次隊との連絡には UHF 帯の 4 チャン
ネルを一時的に使用した。60 次隊より全員が CR 無線を利用することが出来て、野外調査隊では隊員相互
間の通信、昭和基地では作業連絡用に有効に利用することが可能であった。 
スカーレンカブース小屋の VHF 帯アンテナを設置した。これにより VHF 帯で昭和基地とスカーレンが
了解度 3～4 程度であるが安定した通信が可能となり、野外調査隊の負担が軽減できた。夏期オペレーシ
ョン終了時は VHF 帯アンテナを撤去して、カブース内に組み立て手順書と共に保管した。 
HF 無線の送受信アンテナ保守について、アンテナ島及び蜂の巣山に設置されているロンビックアンテ
ナはスチールワイヤー及びエレメントの断線がブリザード時に多発し、その都度対応した。通信隊員が 1
名になった 50 次隊以降は十分な整備が行われておらず事後対応に追われている状況である。 
HF 送信機は通信室から送信棟までの制御ケーブルが 2 本断線しており一部機能が生かされていない。
また 1KW 送信機（JRS-753）は高い周波数で送信が不可能であったため基板上のリレーを 2 個交換し修理
を行った。 

















日中は通信室から離れられないので定時交信が早く終わった日の 20 時半過ぎから、59 次隊からの送信
棟等屋外設備の引継ぎや保守点検のため外周りを行った。 
【問題点・課題】 











59 次隊と 60 次隊との通信について CR 無線と UHF 無線は通信が出来ないため、主要メンバーは CR 無線





















12 月 23 日より 1 月 2 日まで第 1 夏宿にて調理業務を行った。朝・昼・夕の三食に加え中間食、日帰り
野外行動への弁当対応を行った。1 月 2 日に「しらせ」補給科員と引継ぎを行い、以後他部門支援に回っ
た。 
2） 食材搬入 




に搬入した。また第 60 次隊より使用可の予備食も管理棟内に搬入した。 
【問題点・課題】 
1） 夏期間調理 















3.7.1 夏期間の隊員の健康管理                                                      廣田 大輔 
【実施経過】 
1） 「しらせ」艦内 
60 次隊は医療隊員が 2 名であり、1 名は DROMLAN 利用の先遣隊であるため、「しらせ」に乗艦した医療
隊員は 1 名であった。 
「しらせ」への医薬品や医療材料の持ち込みは定数の設定はなく、59 次隊から引き継がれた艦内医薬
品に加え、艦内で発生すると思われる傷病を想定して、これまで調達した物品から内服薬や軟膏、絆創膏






























夏期間の昭和基地に医療隊員は 60 次隊 1 名、59 次隊 2 名であった。 









12 月 25 日に「しらせ」付近で燃料輸送の作業をしていた隊員が発熱・腹痛・下痢を訴え、「しらせ」
医務室を受診した。症状が強く、血液検査にて白血球数 17,900 個/μL(基準値:3,500～9,000 個/μL)と
高値であったため細胞外液・抗生物質の点滴が行われた。12 月 26 日には腹痛は改善し、解熱した。
WBC13,900 個と低下していたため「しらせ」医務室を退室し、昭和基地に帰還した。12 月 26 日中は休息






































1 月 21 日、第 1 車両倉庫、資材置き場（第 11 倉庫跡地）、第 1 夏期隊員宿舎、高田街道沿いの 4 か所
周辺に残置されている廃棄物の回収を重点的に行った。 
今回の一斉清掃により、持帰り容器 12ft コンテナ 1 基及びリターナブルパレット 3 基と大量の廃棄物
が回収された。 
参加者：観測隊員・同行者 44 名、「しらせ」乗員支援 17 名。計 61 名。 
【問題点・課題】 












12 月 22 日 夏宿汚水処理装置立ち上げ 
12 月 22 日～2 月 2 日 運用 
2 月 13 日 汚水処理装置(コンテナ)各槽汚泥引抜、清掃、不凍液注入 
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2 月 14 日 装置内汚水配管取外し、立ち下げ完了 
【問題点・課題】 
        運用面に関しては、夏宿宿泊者が多いとき（観測隊、「しらせ」支援含む）は、薬品の調合作成、装置
への投入が頻繁（3～4 回（180Ｌ～240Ｌ）／日）で朝から晩まで時間がとられ管理が大変で、ほかの夏
作業の進捗に影響がある。また、水の透視度は良くなるものの、処理水の水質（BOD 等）は悪い。 











3.9.1 野外観測支援・安全教育・訓練（内陸行動）                           高村 真司 






   11 月 9 日 先遣隊昭和基地到着 
   11 月 10 日 S16 着(606m、904hPa、－15.6℃) 出発準備 
     11 月 15 日 S16 出発(606m、828hPa、－12.3℃) 
   11 月 20 日 みずほ基地(2250m、741hPa、－18.3℃) 
   11 月 26 日 MD180(2802m、683hPa、－23.2℃) ノルウェー参加者 2 名と合流 
   11 月 29 日 MD364［中継拠点］(3354m、636hPa、－30.2℃)         
   12 月 7 日 ドームふじ基地(3794m、601hPa、－33.2℃) 
   12 月 10 日 ベースキャンプ（BC）に移動(約 3700m、610hPa、－30℃) ドームふじ基地南方約 50km 
   12 月 31 日 BC 撤収、ドームふじ基地に戻る(3794m、604hPa、－31.9℃)   
2019 年 
   1 月 9 日  MD246［ARP2］（3044m、669hPa、－26.3℃） ノルウェー参加者帰国へ 
      1 月 17 日  H128(1377m、837hPa、－13.2℃) アイスコア空輸 
   1 月 19 日  S16 着(606m、918hPa、－2.1℃） 




















3.10.1 インテルサット衛星通信設備保守                        植松 浩二 
【概要】 
第 59 次隊 LAN インテルサット担当隊員とともに、インテルサット衛星通信設備保守を行った。 
【実施経過】 
1 月 2 日 衛星通信運用系切替事前打ち合わせ 
1 月 3 日 衛星通信運用系切替実施 
1 月 5 日
1 月 6 日
インテルサットアンテナのグリスアップ実施 
1 月 18 日 停電による対応 









1 月 18 日 放送機材説明、接続試験 
1 月 23 日 放送機材操作訓練 
1 月 26 日 南極授業 相模女子 リハーサル 
1 月 28 日 南極授業 相模女子 接続試験 
1 月 29 日 南極授業 相模女子 本番 
1 月 29 日 南極授業 理科ハウス 放送機材操作訓練 
2 月 2 日 南極授業 極地研大会議室 試験 
2 月 3 日 南極授業 極地研大会議室 本番 
2 月 5 日 旧主屋棟保存検討会議 
2 月 6 日 南極授業 理科ハウス 試験 




た越冬交代後は 59 次隊の支援も得られなかったため特に大きな負担となった。 
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7 月 24 日 「しらせ」利用プリンタ設置 
8 月 20 日 イリジウムオープンポートアンテナ設置 
11 月 27 日 メールサーバ・ファイルサーバの「しらせ」船内運用開始 
12 月 12 日 メールサーバ・ファイルサーバ接続の UPS 故障、交換（ファイルサーバ停止）









対応に苦慮されているが 60 次でも発生した。 
 
3.10.4 無線LAN中継システム整備運用                          植松 浩二 
【概要】 
「しらせ」が昭和基地接岸後、管理棟～「しらせ」間を無線 LAN にて IP 接続した。 
【実施経過】 
（日時は昭和基地の現地時間） 
12 月 26 日 左舷にパッチアンテナを設置、蜂の巣アンテナとで昭和基地との回線が開通
右舷も同様にパッチアンテナを設置 
12 月 29 日 氷上輸送ポイントへ移動のため接続断。 
アンテナ調整を実施するが、距離がありすぎるため接続不可 
12 月 31 日 左舷のパッチアンテナを撤去、ハイパワーな八木アンテナに交換。 
再度昭和基地との回線が開通 
1 月 10 日 本格空輸ポイントへ移動のため接続断。 
アンテナ調整を実施。八木アンテナからパッチアンテナへ戻し。 
再度昭和基地の回線が開通 
1 月 20 日 アイスオペレーションポイントへ移動のため接続断 
1 月 26 日 「しらせ」乗船中の隊員にパッチアンテナから八木アンテナへ変更、角度調
整するよう依頼。 
再度昭和基地との回線が開通 










また、急遽日本へ帰還した 59 次隊隊員との引継に利用された。 
【実施経過】 
1 月 22 日 PANSY 会議 
1 月 25 日 九州大学修士論文発表 接続試験 
1 月 28 日 九州大学修士論文発表 本番 
1 月 30 日 南極授業 調布第七中学 機器操作訓練 
2 月 7 日 南極授業 調布第七中学 試験 
2 月 8 日 南極授業 調布第七中学 本番 










3.11.1 観測隊ヘリコプター(AS350B)の運用           原田 尚美・佐藤 睦・Alexander Govan 
【概要】 
第 60 次隊では「しらせ」に 2 機の海自ヘリコプター（CH-101、91 号機と 92 号機。以下「しらせヘリ」
という。）が搭載され、輸送作業と野外観測支援に用いられた。「しらせ」ヘリは輸送作業が主目的であ
るため、野外観測に柔軟に対応する目的で、第 60 次隊においても小型ヘリコプター（以下「観測隊ヘリ」
という。）を 1 機、オーストラリアの Heli West 社からチャーターし、使用した。昭和基地周辺域におい
て、観測隊ヘリの運航計画の調整を行い、野外観測支援を中心に空撮や人員・物資輸送を実施した。フ
リーマントルにて、機体（AS350B2(FX2); 機体番号:VH-JVC）を搭載しクルー（パイロット：佐藤睦、整
備士：Alexander Govan）が「しらせ」に乗船した。12 月 22 日の試験飛行を皮切りに、12 月 22 日から
2 月 26 日まで昭和基地周辺及びアムンゼン湾での飛行作業を実施した。 
1） 計画の調整 







ヘリオペ計画の作成にあたり、50 マイル(あるいは 100 km)を目安に、行き先がそれ以上遠方である場
合や人数または物資量が多い計画については、「しらせ」ヘリを使用し、それ以外は観測隊ヘリを使用
するという大まかな方針で全体のヘリオペ計画を立案した。「しらせ」ヘリは本格空輸前の氷上輸送期













2018 年 12 月 1 日に船上安全対策講習の一環として、「しらせ」飛行科による「しらせ」ヘリによる
航空機救護用具訓練を実施。その後 12 月 12 日観測隊ヘリ運用上の注意点について、全員が講習(ビデ














2018 年 12 月 22 日の飛行から 2019 年 2 月 4 日の「しらせ」への帰還までの間、主に野外観測の



















･ 11 月 30 日 フリーマントル出港 
･ 12 月 5 日  南緯 55 度通過（南下） 
･ 12 月 22 日 昭和基地第一便 
･ 12 月 25 日 「しらせ」昭和基地沖接岸 
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･ 1 月 15 日  昭和基地への越冬物資輸送の完了 
･ 1 月 24 日  昭和基地計画停電実施 
･ 1 月 26 日  航空機（DROMLAN）を利用した隊の昭和基地出発と航空機移動の開始 
･ 1 月 31 日  航空機（DROMLAN）を利用した隊のケープタウン到着 
･ 2 月 1 日   越冬交代式 
･ 2 月 3 日   「しらせ」昭和基地沖離岸 
･ 2 月 11 日  昭和基地最終便 
･ 2 月 20 日  越冬成立 
･ 3 月 13 日  南緯 55 度通過（北上） 


















11 月 30 日から 3 月 18 までの期間、行動概要を南極観測センター宛にメールにて報告した。12 月 22
日昭和基地での行動開始以降、昭和最終便前日の 2 月 10 日までの期間は「しらせ」と昭和基地両方の行
動概要を分けて報告した。また別働隊の「海鷹丸」についてはフリーマントル出航の 1 月 2 日からホバ









国内で調達し「しらせ」に搭載した生活物品を、11 月 26 日から 3 月 21 日までの期間、必要に応じて




















･ 国内側： 11 月 25 日から 3 月 21 日までの期間、国内からの事務連絡を隊員に周知した。公式通信、 
日報で観測隊の状況を報告した。 
･ 60 次隊および「しらせ」： 本隊出国前から 3 月 21 日までの期間、伝達事項や行事に関する情報を隊員
に周知した。  
1 月 2 日から 2 月 2 日までの期間、昭和基地滞在中の隊員の喫食数を「しらせ」支援員に伝えた。 























･ 1 月 29 日 日本会場／相模女子大学中学部・高等部  司会／新井啓太 
･ 2 月 3 日  日本会場／国立極地研究所        司会／新井啓太 
･ 2 月 8 日  日本会場／調布市立第七中学校      司会／高橋和代 







                                               






対象者：相模女子大学中学部・高等部生徒 約170名、相模女子大学小学部児童 約30名 
中継合流校 8 校 計約 250 名 
（栄光学園、鎌倉学園、湘南学園、和光中学高等学校、芝浦工業大学附属中学高等学校、 
光明学園相模原高等学校、東京都稲城市立平尾小学校、精華小学校）  
南極担当：出演者 3 名。後藤（夏 気水変動）、藤田建（越冬 気象）、浅井（夏 魚類行動調査） 
                  スタッフ 8 名。表Ⅱ.3.13.2-1 参照。 
表Ⅱ.3.13.2-1 南極授業 1/29 昭和基地スタッフ 




































験（カメラレンズを使わずに南極の氷で光を集めて写真を撮る）ICE LENS PHOTO の動画を用意した。 











南極担当：出演者4名。倉持（越冬 FA）、藤田建（越冬 気象）、小山（越冬 建築）、菊田（越冬 発
電機） 
                   スタッフ 7 名（2 名は兼出演者）。 
表Ⅱ.3.13.2-2 南極授業 2/3 昭和基地スタッフ 






































PHOTO ALBUM：300KB以下にリサイズして広報室へ送信。30分に最大3枚まで。  
内容とねらい： 
       発信する情報量を増やし、南極に興味を持つ子どもたちの入口を作るために教員南極派遣公式 HP
を設置した。構築には極地研アカウントの Google Site を使用。越冬隊とのオンライン南極授業（仮
称）や、過去 10 年間の教員派遣情報をアーカイブする計画もあるが、以後の運用を広報室と打ち合
わせた上で 61 次に派遣される教員へ引き継ぐ。 
【経過】 
7 月 12 日  全校集会にて、有志の生徒チームを募集。 
7 月 20 日  第１回生徒チームミーティング（南極紹介と活動準備）。以後、月 2 回〜5 回程度活動。 
11 月 17 日  出国前最後の生徒チームミーティング。残りの活動を託し、ビデオレターを撮影。 
12 月 13 日  「しらせ」船内にて、60 次隊へ生徒ビデオレターを紹介。庶務、LAN、多目的アンテナ
担当隊員らと、打ち合わせ、シナリオ案の共有、接続方法と昭和基地紹介範囲の検討。 
1 月 5 日   国立極地研究所南極授業の実施日が 2/11 から 2/3 に変更。 
1 月 8 日   管理棟の見学。昭和基地を授業で紹介する候補を検討。旧主屋棟の利用が候補となる。 
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1 月 12 日  接続テストを予定していたが、本格空輸の対応により延期。 
1 月 18 日  接続テスト。Zoom。食堂は成功。旧主屋棟は不安定。TV 会議システムに変更。 
1 月 24 日  相模女子南極授業の出演者が変更。 
1 月 25 日  TV 会議システム用の機器練習を予定していたが、警報作動により延期。         
1 月 26 日  相模女子南極授業プレリハ。初めての TV 会議システム接続。19 広場と旧主屋棟で実施。 
1 月 28 日  相模女子南極授業接続試験。19 広場と旧主屋棟で実施。 
1 月 29 日  相模女子南極授業本番を荒天版実施。外出注意令により極地研南極授業プレリハ中止。 
2 月 2 日     極地研南極授業接続試験。接続確認後に 30 分ほど南極側で打ち合わせを行い実施。 
2 月 3 日   極地研南極授業本番。 










 教員派遣間の引き継ぎが夏訓練前後に必要。別紙「平成 30 年南極教員派遣プログラム報告書」に
まとめ、広報室へ提出した。 
 HP は継続運用して効果を発揮する。今後の取り扱いについて打ち合わせが必要。 
 
3.13.2.2 南極授業（２）                               髙橋 和代 
【概要】 
1） 調布市立第七中学校 
実施日：2019 年 2 月 8 日 


























2018 年 9 月 15 日 調布市立第七中学校 南極を知ろう（事前授業）実施  








宙空（地磁気絶対観測取材）                            
12 月 4 日 「しらせ」船内にて第 1 回スタッフ打合せ 
（シナリオ案の検討・今後の予定について） 
12 月 14 日 第 2 回スタッフ打合せ 
          1 月 12 日 Zoom 接続試験（公衆電話室にて練習） 
       1 月 23 日 調布七中シナリオ読み合わせ、Zoom 接続試験 
（極地研広報室と接続し、動画・スライドの切替やカメラ位置・音量などについて確認） 
1 月 25 日 調布七中プレリハーサル 
2 月 7 日 調布七中リハーサル 










































今回の授業は 1，2 学年約 250 名を対象に行うことを最初に決定していた。その結果、授業というよ
りは、授業者からの一方的な講義形式に近い形になってしまった。生徒がともに授業を作っていること
を感じられる生中継授業ならではの形はどのようなものか、今後も考え続ける必要がある。 





バックアップ用 PC を準備しておくことが望ましい。 
① 日本の南極地域観測隊の観測・調査活動の意義について知る。 
② 地球環境に関する最新の調査・観測を知り、子どもたちが問題を自らに引き寄せて考えるき




          実施日：2019 年 2 月 9 日 




スイッチャー：植松浩二（越冬 LAN）、内海雄介（越冬多目的アンテナ）  
カメラ１：新井啓太（教員派遣）  
カメラ２：倉島浩章（越冬設備）  













      
【実施経過】 
2018 年 10 月 4 日 理科ハウス第 1 回打合せ 
            22 日 理科ハウス第 2 回打合せ 
11 月 27 日 フリーマントルにて発電実験実施 
12 月 4 日 「しらせ」艦内にて第 1 回スタッフ打合せ 
（シナリオ案の検討・今後の予定について） 
12 月 14 日 第 2 回スタッフ打合せ 
           2019 年 2 月 3 日 理科ハウスシナリオ読み合わせ 
2 月 4 日 理科ハウスプレリハーサル 
2 月 6 日 理科ハウスリハーサル 







































今回の授業は従来からの TV 会議システムで行った。Zoom を使用しなかったのは、これまでの実績
がある接続方法であるため安定しているという点を重視したためである。3 会場（非常階段、スタジ
オ、防 A 区画）での実況だったが、3 台のカメラを各会場専属とし、スイッチャーが画面を切り替え
ることで対応できた。 
TV 会議システムを使うとケーブルの取り回しが煩雑になるため、カメラやモニターそれぞれにつ
き 1 人か 2 人が AD として必要となる。越冬交代前後の夏作業が最も忙しい時期に、大勢のスタッフ
に打合せやリハーサルの参加をお願いするのも心苦しかった。 
 
























       以下の日程で通常航行時計測および散水試験を実施した。 




12/25 04:00〜11:25 通常航行時計測 〜昭和基地接岸 
1/27 05:10〜12:15 通常航行時計測 
アイスオペレーション
停留点〜停船観測 St.A 
1/28 10:30〜13:50 通常航行時計測 
散水装置凍結のため散
水試験中止 
1/30 09:00〜13:00 通常航行時計測 - 
1/31 07:00〜09:30 通常航行時計測 〜昭和基地沖 
2/3 12:05〜18:03 連続砕氷/ラミング散水試験 昭和基地離岸〜 
2/4 06:28〜16:40 連続砕氷散水試験 〜定着氷縁 

























2018 年 11 月 28 日から 2019 年 3 月 16 日の期間、簡易船体動揺計で艦橋右舷と艦橋左舷、第 2 観測室





















飛沫観測はフリーマントル出港から氷海縁まで（2018 年 11 月 30 日-12 月 13 日）、および氷海縁からシ
ドニー入港まで（2019 年 2 月 24 日-3 月 17 日）の期間に実施した。01 甲板前部の両舷に雨量計型飛沫計
を 1 台ずつ、06 甲板艦首側に SPC 飛沫計を 1 台設置して測定した。左舷雨量計および SPC はケーブルを引
き込み、右舷雨量計は艦内 LAN を介して、いずれも第 1 観測室の PC にてデータを収集した。観測期間中は
毎日、データの取得確認と保存を行った。 
       またサンプリングについては、定着氷域にて積雪を、複数の海洋観測点（St.BP、アムンゼン湾沖、ケー
プダンレー沖）にてバケツ採水および表層水ポンプから海水を、着氷発達時に着氷を採取した。 
       表Ⅱ.4.1.2-1 に行動記録を示す。 
表Ⅱ.4.1.2-1 行動記録 
日付 行動内容 
11 月 27 日 左舷雨量計および SPC 設置 
11 月 28 日 左舷雨量計および SPC 動作確認 
11 月 29 日 右舷雨量計設置 
11 月 30 日 右舷雨量計動作確認 
両舷雨量計および SPC 計測開始 




12 月 13 日 右舷雨量計測定停止および撤去 
12 月 17 日 SPC 測定停止および撤去 
12 月 21 日 左舷雨量計測定停止および撤去 
1 月 25 日 左舷雨量計および SPC 設置 
SPC 動作確認 
2 月 11 日 積雪サンプル採取 
2 月 22 日 左舷雨量計動作確認および測定開始 
SPC 動作確認できず 
2 月 23 日 SPC 破損確認、撤去 
2 月 24 日 右舷雨量計設置、動作確認および測定開始 
海水サンプル採取（St.BP） 
2 月 25 日 海水サンプル採取（アムンゼン湾沖） 
2 月 27 日 SPC 修復、設置、動作確認および測定開始 
3 月 3 日 着氷および海水サンプル採取（ケープダンレー沖） 
3 月 4 日 艦橋窓の洗浄水を試験的に噴出 
3 月 5 日 艦橋窓の洗浄水噴出の記録開始 
3 月 16 日 SPC 測定停止および撤去 





















         対応策として、洗浄水を噴射する時刻と場所の記録用紙を作成し、艦橋の「しらせ」乗員に記入をお




















        なし。 
2） 南極地域環境資質調査 
【概要】 
        第 41 南極特別保護地区（リッツォ・ホルム湾のラングホブデの雪鳥沢）の管理計画改定検討のため、
特に拡張予定地域について現地状況を調査する。 
【実施経過】 




        なし。 
3） 南極地域環境実態把握モニタリング調査 
【概要】 








        モニタリング試料として、水、土壌及び生物（魚類及び鳥類）を採取した。 
【問題点・課題】 





















11月25日 (月) 　 1530 成田空港集合
1730 所長・隊長からの挨拶
1930 成田空港発




11月27日 (火) 0800 観測隊ヘリ、免税品、生鮮食料品搭載
1800 西豪州日本人会忘年会
11月28日 (水) 0900 パース日本人学校特別公開
1800 艦上懇談
11月29日 (木)
11月30日 (金) 晴れ 17.1 S 12 1015.1 65 20.0 31 °53 ʼS 1002 フリーマントル出港
115 °22 ʼ E 1300 観測隊員紹介、「しらせ」乗員紹介
1330 艦内旅行
1430 不測事態発生時の対処要領説明
12月1日 (土) 曇り 14.5 SW 12 1016.1 79 16.3 36 °30 ʼS 0800 溺者救助訓練、総員離艦訓練（座学）





12月2日 (日) 曇り 13.2 W 9 1013.1 80 12.5 40 °21 ʼS 0700 海洋観測、８の字船行
110 °2 ʼ E 1315 「しらせ」大学
1515 「しらせ」アカデミー
1810 全体ミーティング
12月3日 (月) 晴れ 11.3 NW 9 999.7 86 10.4 45 °17 ʼS 0645 海洋観測、豪州ブイ投入
110 °0 ʼ E 1315 「しらせ」大学
1515 「しらせ」アカデミー
1810 全体ミーティング
12月4日 (火) 晴れ 5.2 NW 10 982.7 79 3.6 50 °33 ʼS 0700 海洋観測
110 °0 ʼ E 1315 「しらせ」大学
1515 「しらせ」アカデミー
1810 全体ミーティング
12月5日 (水) 曇り 0.0 W 15 988.0 78 1.4 55 °37 ʼS 0630 南緯55度通過（南下）
110 °1 ʼ E 0700 海洋観測
1315 「しらせ」大学
1810 全体ミーティング
12月6日 (木) 晴れ 6.0 ESE 5 979.9 53 -0.2 60 °6 ʼS 0700 海洋観測
109 °19 ʼ E 1315 「しらせ」大学
1810 全体ミーティング
12月7日 (金) 曇り -0.4 NNW 5 981.9 73 0.0 59 °57 ʼS 0830 「しらせ」船内安全講習




12月8日 (土) 晴れ 1.2 E 7 967.1 81 0.3 59 °59 ʼS 0830 安全講習





12月9日 (日) 晴れ 1.9 S 3 979.5 74 -0.6 60 °5 ʼS 0830 安全講習
74 °46 ʼ E 1300 野外糧食配布
1830 全体ミーティング
2400 時刻帯変更（2400F→2300E）
12月10日 (月) 曇り 0.2 WNW 7 991.0 85 -1.0 60 °24 ʼS 0800 溺者救助訓練


























12月11日 (火) 晴れ 1.1 WSW 9 979.9 65 -0.6 61 °50 ʼS 0900 糧食荷物整理




12月12日 (水) 晴れ 1.0 NE 5 980.5 60 -0.7 63 °-4 ʼS 0830 安全講習




12月13日 (木) 雪 -0.1 E 12 958.1 84 -1.6 64 °1 ʼS 0830 安全講習
41 °12 ʼ E 1810 全体ミーティング
1820 第1便の服装・荷物について
12月14日 (金) 雪 0.3 ESE 9 969.1 83 -1.7 65 °2 ʼS 0800 船上EM展開




12月15日 (土) 曇り 1.8 E 3 986.0 69 -1.7 67 °52 ʼS 0800 海洋観測




12月16日 (日) 晴れ 1.2 E 5 986.9 63 -1.7 68 °34 ʼS 1810 全体ミーティング





12月17日 (月) 快晴 1.1 E 3 985.9 50 -1.7 68 °34 ʼS 0900 バラ物資の仕分け・移動作業
38 °22 ʼ E 1810 全体ミーティング
下船準備
野外調査準備
12月18日 (火) 快晴 0.1 SSE 7 992.2 69 -1.7 68 °34 ʼS 0900 バラ物資の仕分け・移動作業
38 °22 ʼ E 1000 私物・野外糧食の移動作業
1810 全体ミーティング
12月19日 (水) 快晴 1.1 NE 6 990.1 62 -1.7 68 °34 ʼS 1000 CHヘリ試飛行および氷上偵察





12月20日 (木) 曇り 0.5 NNE 7 998.1 69 -1.7 68 °40 ʼS 1600 全体ミーティング
38 °36 ʼ E 1830 オペレーション会報
野外調査準備
12月21日 (金) 曇り 1.3 ENE 8 996.7 68 -1.7 68 °54 ʼS 1000 「しらせ」進入経路、貨油輸送・氷上輸送時の停留点の確認会議




12月22日 (土) 曇り 2.9 NE 4 988.8 51 -1.7 68 °59 ʼS 1830 オペレーション会報
39 °37 ʼ E CHヘリ 昭和第一便、以降優先物資空輸、袋浦（ペンギン）
昭和基地 海氷安全講習、59次隊とオペ会
12月23日 (日) 晴れ -0.5 W 2 991.9 71 -1.7 68 °60 ʼS 0645 観測隊ヘリ移送
39 °8 ʼ E 1830 オペレーション会報
CHヘリ 優先物資空輸、雪鳥沢（陸上生物）、S16（大気）
昭和基地 海氷安全講習、観測物資仕分け
12月24日 (月) 快晴 1.8 NE 5 989.7 69 -1.7 68 °60 ʼS 1830 オペレーション会報
39 °8 ʼ E 1845 クリスマス巡検
CHヘリ 優先物資空輸、S16（大気）
昭和基地 貨油輸送準備、スノーモビル講習、59次隊による60次隊歓迎会
12月25日 (火) 曇り 4.1 NNE 7 989.7 58 -1.7 69 °6 ʼS 1425 「しらせ」接岸、氷上調査、貨油輸送用ホース展開、貨油輸送開始



















12月26日 (水) 晴れ 4.7 SSE 3 988.2 57 -1.7 69 °0 ʼS CHヘリ ルンドボークスヘッタ（地物）、きざはし小屋（地質）
39 °39 ʼ E 観測隊ヘリ 白瀬氷河EM-bird（海氷）
昭和基地 基本観測棟、風力発電装置、PANSY除雪、貨油輸送
12月27日 (木) 曇り 5.2 NE 5 982.7 48 -1.7 69 °0 ʼS 1400 スケジュール調整会議




12月28日 (金) 曇り 1.2 NE 12 986.9 74 -1.7 68 °58 ʼS 0815 停留点移動




12月29日 (土) 雪 0.0 NE 15 990.5 81 -1.7 68 °58 ʼS 1830 オペレーション会報
39 °36 ʼ E 昭和基地 基本観測棟、風力発電装置、PANSY除雪
12月30日 (日) 雪 0.2 ENE 15 989.1 82 -1.7 68 °58 ʼS 1830 オペレーション会報
39 °36 ʼ E 昭和基地 外出注意令
12月31日 (月) 曇り 0.8 NE 10 982.6 90 -1.7 68 °58 ʼS 1000 雪上車で昭和基地から「しらせ」へ人員輸送
39 °36 ʼ E
2019
1月1日 (火) 雪 1.1 NE 6 983.4 84 -1.7 68 °58 ʼS 0000 初詣





1月2日 (水) 曇り 3.2 NNE 4 978.8 65 -1.7 68 °58 ʼS 1830 オペレーション会報





1月3日 (木) 曇り 1.9 NNW 2 981.4 65 -1.7 68 °58 ʼS 1830 オペレーション会報




1月4日 (金) 晴れ 1.8 E 4 984.9 47 -1.7 68 °58 ʼS 1830 オペレーション会報
39 °36 ʼ E CHヘリ きざはし浜小屋（地物）
観測隊ヘリ 白瀬氷河（海氷）
昭和基地 基本観測棟、風力発電装置、PANSY除雪、電離層、氷上輸送
1月5日 (土) 晴れ -2.3 NNE 7 983.9 65 -1.7 68 °58 ʼS 1830 オペレーション会報
39 °36 ʼ E CHヘリ インホブデ（宙空）、S16（大気）
昭和基地 基本観測棟、風力発電装置、PANSY除雪、電離層、氷上輸送
1月6日 (日) 曇り -0.3 NE 7 981.8 58 -1.7 68 °58 ʼS 1830 オペレーション会報




1月7日 (月) 曇り 3.0 NE 3 987.4 55 -1.7 68 °58 ʼS 1830 オペレーション会報
39 °36 ʼ E CHヘリ定期整備
昭和基地 基本観測棟、風力発電装置、PANSY除雪、電離層、氷上輸送
1月8日 (火) 晴れ 1.4 NE 6 988.8 53 -1.7 68 °58 ʼS 観測隊ヘリ 西オングルテレメトリー小屋（宙空）
39 °36 ʼ E 昭和基地 基本観測棟、風力発電装置、PANSY除雪、電離層、氷上輸送、発電機
オーバーホール
1月9日 (水) 晴れ 3.3 W 2 986.5 41 -1.7 68 °58 ʼS 1506 停留点移動






1月10日 (木) 快晴 1.5 N 2 992.7 58 -1.7 69 °0 ʼS 1830 オペレーション会報





1月11日 (金) 曇り 2.5 NE 15 982.5 63 -1.7 69 °0 ʼS 1830 オペレーション会報



















1月12日 (土) 雪 2.1 NE 8 985.7 73 -1.7 69 °0 ʼS 1830 オペレーション会報





1月13日 (日) 曇り 3.0 S 2 994.5 70 -1.7 69 °0 ʼS 1830 オペレーション会報





1月14日 (月) 曇り 5.0 S 1 983.3 54 -1.7 69 °0 ʼS 1830 オペレーション会報






1月15日 (火) 晴れ 4.0 NNE 2 986.5 70 -1.7 69 °0 ʼS 1830 オペレーション会報






1月16日 (水) 晴れ 1.3 SSW 5 993.9 80 -1.7 69 °0 ʼS 1830 オペレーション会報





1月17日 (木) 曇り 0.1 NNW 4 995.1 73 -1.7 69 °0 ʼS 1830 オペレーション会報
39 °39 ʼ E CHヘリ 持ち帰り空輸、S17（測地）
昭和基地 基本観測棟、風力発電装置、ヘリパッド
1月18日 (金) 曇り 3.2 NNW 3 992.7 65 -1.7 69 °0 ʼS 1830 オペレーション会報
39 °39 ʼ E CHヘリ H128（内陸ドーム隊）、スカーレン（陸上生物）、S17（ドーム支援隊）
観測隊ヘリ びょうぶ岩（地質）、袋浦（ペンギン）
昭和基地 基本観測棟、風力発電装置、コンテナヤード、自然エネルギー棟
1月19日 (土) 晴れ -0.8 S 3 991.8 73 -1.7 69 °0 ʼS CHヘリ 昭和基地と「しらせ」間で人員輸送、定期整備
39 °39 ʼ E 観測隊ヘリ ざくろ池、西オングル大池（地物）
昭和基地 基本観測棟、風力発電装置、コンテナヤード、自然エネルギー棟
1月20日 (日) 晴れ 2.7 C 0 985.0 50 -1.7 68 °56 ʼS 1000 停留点移動
39 °40 ʼ E CHヘリ 定期整備
昭和基地 休日日課、島内散歩、基本観測棟、風力発電装置
1月21日 (月) 晴れ -1.9 N 3 982.5 68 -1.7 68 °56 ʼS 1300 アイスオペレーション








1月22日 (火) 晴れ -0.2 N 3 985.0 44 -1.7 68 °56 ʼS 1300 アイスオペレーション






1月23日 (水) 曇り -1.1 NE 5 986.3 69 -1.7 68 °56 ʼS CHヘリ ぬるめ池（陸上生物）、S16（内陸ドーム隊）、昭和基地（大気）
39 °40 ʼ E 観測隊ヘリ 雪鳥沢小屋（ペンギン）
昭和基地 基本観測棟、PANSY除雪、自然エネルギー棟、ヘリパッド
1月24日 (木) 曇り 0.1 NNE 7 989.2 75 -1.7 68 °56 ʼS 1311 ROV海洋観測






1月25日 (金) 雪 0.9 N 1 987.9 82 -1.7 68 °56 ʼS CHヘリ 大気チーム撤収（大気）、パッダ（地質、陸上生物）、スカーレン（測地）、





1月26日 (土) 晴れ -2.9 NE 9 987.4 55 -1.7 68 °56 ʼS CHヘリ 大気チーム撤収（大気）、インホブデ（地質、陸上生物）






















1月27日 (日) 晴れ 0.5 NE 18 979.0 61 -1.7 68 °50 ʼS 0800 停留点移動
39 °40 ʼ E 1520 海洋観測
昭和基地 休日日課、基本観測棟、車両整備
1月28日 (月) 曇り 1.4 NE 11 983.4 73 -1.7 69 °0 ʼS 1410 停留点移動





1月29日 (火) 雪 0.7 NE 20 985.1 89 -1.7 68 °59 ʼS 昭和基地 基本観測棟、風力発電装置、南極授業本番
39 °52 ʼ E
1月30日 (水) 曇り 2.5 ESE 4 990.2 69 -1.7 68 °69 ʼS CHヘリ 昭和基地から「しらせ」（陸上生物、庶務）、袋浦から「しらせ」（大気）
38 °23 ʼ E 観測隊ヘリ スカーレン大池群エリア（地質）、ブライボークスニーパ（測地）、袋浦か
ら「しらせ」（大気）
昭和基地 基本観測棟、自然エネルギー棟、PANSY除雪
1月31日 (木) 曇り 1.3 N 4 982.5 68 -1.7 69 °0 ʼS 持ち帰り空輸準備




2月1日 (金) 雪 3.2 N 5 988.0 67 -1.7 69 °0 ʼS 1820 全体ミーティング




2月2日 (土) 曇り 1.9 N 1.5 988.3 56 -1.7 69 °0 ʼS 1820 全体ミーティング




2月3日 (日) 曇り -3.7 NE 10 984.1 72 -1.7 68 °58 ʼS 0803 砕氷航行






2月4日 (月) 曇り -2.2 SSE 6 979.1 62 -1.7 68 °45 ʼS 0815 観測隊ヘリ帰艦
38 °42 ʼ E 0900 砕氷航行
1300 海洋観測
昭和基地 越冬準備、基本観測棟、自然エネルギー棟、PANSY除雪
2月5日 (火) 曇り -5.0 S 10 983.0 69 -1.7 68 °30 ʼS 0800 砕氷航行
38 °31 ʼ E 1159 海底地形調査
昭和基地 越冬準備、基本観測棟、自然エネルギー棟、PANSY除雪
2月6日 (水) 雪 -4.8 SSE 2 979.2 64 -1.7 68 °20 ʼS 0715 砕氷航行





2月7日 (木) 雪 -3.6 NE 6 981.7 59 -1.7 68 °33 ʼS 1820 全体ミーティング
38 °26 ʼ E CHヘリ 昭和基地から「しらせ」（持ち帰り物資空輸、隊員歯科治療）
昭和基地 越冬準備、基本観測棟、自然エネルギー棟、PANSY除雪
2月8日 (金) 雪 -4.2 ENE 27 977.7 87 -1.7 68 °34 ʼS 1820 全体ミーティング
38 °26 ʼ E 昭和基地 越冬準備、基本観測棟、自然エネルギー棟、PANSY除雪
2月9日 (土) 雪 -0.1 ENE 25 964.3 93 -1.7 68 °34 ʼS 0815 艦橋、機関部見学会
38 °26 ʼ E 1300 観測室見学会
1830 溺者救助訓練、救命胴衣着用訓練、総員離艦訓練（座学）
昭和基地 越冬準備、60次夏隊お疲れ様会
2月10日 (日) 雪 1.5 NE 18 981.4 87 -1.7 68 °34 ʼS 1820 全体ミーティング
38 °26 ʼ E 昭和基地 100kl水槽オペレーション
2月11日 (月) 曇り -0.6 ENE 21 992.9 84 -1.7 68 °34 ʼS 1100 氷上偵察




2月12日 (火) 雪 -2.6 E 6 986.7 79 -1.7 68 °29 ʼS 0700 氷海航行
38 °25 ʼ E 1820 全体ミーティング
2月13日 (水) 雪 -2.8 E 13 985.3 75 -1.7 68 °27 ʼS 0700 氷海航行
38 °26 ʼ E 1820 全体ミーティング
2月14日 (木) 雪 -0.2 E 28 981.6 76 -1.7 68 °27 ʼS 0500 氷海航行


















2月15日 (金) 曇り -1.0 ESE 12 979.5 72 -1.7 68 °26 ʼS 0500 氷海航行
38 °26 ʼ E 1820 全体ミーティング
2月16日 (土) 曇り -2.0 SSE 4 979.3 66 -1.7 68 °25 ʼS 0500 氷海航行
38 °26 ʼ E 1820 全体ミーティング
2月17日 (日) 晴れ 2.3 E 8 989.3 64 -1.7 68 °25 ʼS 0500 氷海航行
38 °27 ʼ E 1820 全体ミーティング
2月18日 (月) 晴れ 1.7 S 2 998.9 66 -1.7 68 °24 ʼS 0500 氷海航行
38 °26 ʼ E 1820 全体ミーティング
2月19日 (火) 晴れ 1.8 N 8 995.9 75 -1.7 68 °23 ʼS 0500 氷海航行
38 °16 ʼ E 1230 CHヘリ防錆作業見学
1300 同行者（大学院生）による南極カジュアルセミナー
1820 全体ミーティング
2月20日 (水) 雪 -1.2 E 8 993.5 80 -1.7 68 °20 ʼS 0500 氷海航行
38 ° 5 ʼ E 1300 データサンプル取扱説明会
1820 全体ミーティング
2月21日 (木) 雪 -0.6 E 9.5 988.0 85 -1.7 68 °17 ʼS 0500 氷海航行
38 °50 ʼ E 1820 全体ミーティング
2月22日 (金) 曇り 1.2 E 6 984.7 82 -1.7 68 °13 ʼS 0500 氷海航行
37 ° 2 ʼ E 0830 59越冬隊による観測系セミナー
1820 全体ミーティング
2月23日 (土) 曇り 0.2 SE 15 993.6 73 -1.7 67 °57 ʼS 0500 氷海航行





2月24日 (日) 曇り 0.9 E 7 989.4 79 0.3 66 °50 ʼS 0700 海洋観測
37 °47 ʼ E 1300 停留点移動
1400 スケジュール調整会議
1820 全体ミーティング
2月25日 (月) 晴れ -2.1 NNE 4 990.5 73 -1.7 66 °28 ʼS 0900 溺者救助人員チェック訓練
49 °31 ʼ E 1300 海洋観測
1820 全体ミーティング
2月26日 (火) 晴れ -3.7 SW 8 990.5 56 -1.7 66 °25 ʼS CHヘリ リーセルラルセン（宙空、地物、ペンギン）、Mt.MCLENNAN（測地）
49 °41 ʼ E 観測隊ヘリ Gage Ridge、Mt.Sones（地質）
2月27日 (水) 快晴 -3.1 NNE 2.5 993.2 64 -0.8 65 °45 ʼS 0700 砕氷航行





2月28日 (木) 曇り -2.1 E 10 985.5 57 -0.6 66 °23 ʼS 1315 南極大学
62 °18 ʼ E 1530 「しらせ」アカデミー
1820 全体ミーティング
3月1日 (金) 曇り -3.0 SSE 13 979.1 85 -1.0 67 °28 ʼS 1820 全体ミーティング
68 °37 ʼ E 2300 時刻帯変更(2300D→0000E）
3月2日 (土) 曇り -4.3 SSE 26 974.7 77 -1.3 67 °34 ʼS 1820 全体ミーティング
68 °46 ʼ E
3月3日 (日) 曇り -2.6 ESE 10 985.1 65 -0.7 67 ° 7 ʼS 0700 海洋観測
68 ° 7 ʼ E 1820 全体ミーティング
3月4日 (月) 晴れ 1.1 W 10 994.0 83 0.1 65 °45 ʼS 0830 学生・若手研究者向けクローズドミーティング（科研費の書き方講座）




3月5日 (火) 曇り 1.4 WSW 13 999.2 67 0.1 64 ° 9 ʼS 0900 輸送事後研究会
91 °39 ʼ E 1315 南極大学
1820 全体ミーティング
2300 時刻帯変更(2300F→0000G）
3月6日 (水) 曇り -1.2 SSW 8 997.8 70 0.7 63 ° 5 ʼS 0830 リクエストセミナー
103 °20 ʼ E 1300 南極工芸展
1820 全体ミーティング
2300 時刻帯変更(2300G→0000H）
3月7日 (木) 曇り 0.8 SE 7 987.9 73 1.8 63 °19 ʼS 1820 全体ミーティング


















3月8日 (金) 曇り 0.0 ENE 8.5 985.3 68 2.1 63 °34 ʼS 1820 全体ミーティング
126 °43 ʼ E
3月9日 (土) 雪 0.1 ESE 12 982.7 88 1.8 63 °46 ʼS 0900 艦内娯楽大会
138 °14 ʼ E 1820 全体ミーティング
2300 時刻帯変更(2300I→0000K）
3月10日 (日) 霙 3.8 N 12 975.7 93 1.8 63 °59 ʼS 0900 艦内娯楽大会
148 °43 ʼ E 1300 個人貸与装備回収
1500 海洋観測
1820 全体ミーティング
3月11日 (月) 曇り 4.2 N 12 978.6 84 3.4 60 °41 ʼS 0800 個人貸与装備回収
149 °60 ʼ E 1500 海洋観測
1820 全体ミーティング
3月12日 (火) 曇り 5.8 WNW 12 983.1 82 5.3 57 °12 ʼS 1820 全体ミーティング
150 ° 0 ʼ E 持ち帰り物資調査
3月13日 (水) 晴れ 6.5 WSW 13 1004.7 61 7.1 54 °23 ʼS 0533 南緯55度通過（北上）




3月14日 (木) 曇り 12.0 N 18.5 1005.0 86 10.3 49 °21 ʼS 0800 海洋観測
150 °20 ʼ E 1820 全体ミーティング
持ち帰り物資調査
3月15日 (金) 曇り 13.7 SW 10 1017.5 78 13.7 45 °37 ʼS 0800 海洋観測
152 ° 5 ʼ E 1528 オーストラリアEEZ入域
1820 全体ミーティング
持ち帰り物資調査
3月16日 (土) 晴れ 18.5 ESE 6 1026.1 70 20.4 40 °43 ʼS 1820 全体ミーティング
151 °60 ʼ E 持ち帰り物資調査
2300 時刻帯変更（2300K→2400L）
3月17日 (日) 雨 22.0 SE 24 1015.8 91 24.0 36 °24 ʼS 1330 私物輸入品現物確認
151 °58 ʼ E 1600 検疫準備
1820 全体ミーティング
3月18日 (月) 曇り 21.0 SE 10 1011.6 78 33 °52 ʼS 1018 シドニー入港





3月20日 (水) 1300 観測隊見送り
1800 艦上懇談




















1.1.1 昭和基地の管理運営                                 堤 雅基 












10 月末から 11 月初めかけて DROMLAN 用に昭和基地沖海氷上や S17 での滑走路を整備し、昭和基地沖滑走
路において燃料補給のための計６機の航空機を受け入れた。 
見晴らし岩周辺の「しらせ」接岸候補地点の調査は 8 月より開始し、定期的に氷厚や積雪量などを測定し
て南極観測センターおよび 61 次隊に情報を伝え、11～12 月には特に頻繁に連絡をとって接岸位置を選定し、
無事、1 月 5 日に接岸となった。2020 年 1 月 31 日までに全ての基地作業・観測・引き継ぎを終え、翌 2 月
1 日には基地運営を 61 次隊に引き継いだ。61 次復路の海洋観測のため、通常よりも早めの最終便となる 2



















































ルート工作は 4 月から開始し、S16 にも 4 月中に宿泊するなど比較的順調に進めた。しかし、4 月末にリュ
ツォ・ホルム湾の海氷の大きな割れ込みが生じた後は、海氷状況を慎重に見極めながら行動することとした。
続く 5-6 月は荒天傾向が強かったこともあり、野外行動は基地の近傍にとどめ、レスキュー訓練など極夜明

















に向けて南極中継を英語にて実施した。11 月に開催された南極北極ジュニアフォーラム 2019 において、前
年の「第 15 回中高生南極北極科学コンテスト」で南極北極科学賞に選出された 2 課題のデータ取得報告を








し、1 ヶ月ごとに調査情報を国内に伝えた。接岸候補域である見晴らし岩周辺の海氷は 59 次隊の越冬明けと





きく劣化することなく推移した。「しらせ」は、無事 1 月 5 日に選定位置に接岸し（図Ⅲ.1.1.6-3）、引き続
いて各種観測および設営作業が実施された。 
 
図Ⅲ.1.1.6-1 青：「しらせ」接岸位置決定のために 60 次越冬中に行った海氷調査ポイント 15 点。緑：60
次夏および 45 次夏（59 次夏も同じ）の接岸ポイント。赤：見晴らしルート、向岩ルートの旗位置。点線は









図Ⅲ.1.1.6-3 最終的に選定された「しらせ」接岸位置（赤丸）と、その 200m 手前の誘導旗位置（青丸） 
 
1.2 各月の概要                               堤 雅基 
 
1.2.1 全般 
【2019 年 2 月】 
2 月 1 日 09：30 より昭和基地 19 広場にて、原田副隊長および宮﨑艦長の臨席の上、越冬交代式が執り行
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われた。その後、59 次越冬隊は全員が 1 日のうちに「しらせ」に帰艦した。11 日午前には、最終便で残留
夏期メンバーもすべて帰艦し、越冬隊 31 名のみによる実質的な越冬生活を開始した。20 日午前、19 広場に
て越冬成立を宣言し、続いて福島ケルン前にて福島慰霊祭を執り行いこれから１年間の 60 次越冬隊の活動
の安全を祈念した。基地長も 59 次隊長から 60 次隊長に交代となり正式に越冬活動が始まった。 
1 日午後には第 1 回となる越冬隊の全体会議を行い、越冬体制および 60 次内規を確認した。25 日から 27
日にかけて、観測部会、設営部会、生活部会、オペ会を行い、28 日に第 2 回全体会議を開催して、観測設営
計画の 2 月の作業を報告し、3 月の予定を確認した。 




雪除去作業はひとまず終了し、必要に応じた一般除雪体制となった。28 日から 31 日にかけて、観測部会、
生活部会、オペ会、全体会議を開催した。設営部会はメール審議にて観測部会と並行して開催した。 
【2019 年 4 月】 
各種観測・設営作業に加え、野外行動に向けた講習やルート工作を行った。22 日にはシナリオを公開した
放水作業を伴う消火訓練を実施した。4 月全体を通して晴れ間が少なく、常に最新気象情報を気にしながら
の活動となった。4 月後半は 5 月から始まる冬日課への移行期間とし、朝食および設営事務室ミーティング
を 30 分後ろにシフトしてそれぞれ 07:30 および 08:30 開始とした。各部会は月末に開催し、オペ会および
全体会議は野外オペレーションの都合で 5 月最初に開催した。 
【2019 年 5 月】 
月全体を通して荒天気味で、屋外での活動が大きく制限された。そのような中でも各種観測・設営作業に
加え、極夜明けの野外行動に向けた準備や実習が行われた。21 日には、事前にシナリオを公開しない消火訓











【2019 年 7 月】 
全般的に穏やかな気象条件となり、月半ばには極夜明けを迎えて次第に屋外で作業できる時間が増えてき
た。今後本格化する野外行動のために、仕上げとなるレスキュー総合訓練を実施し、ルート工作を再開した。
61 次隊とも定期的な TV 会議を実施し、越冬明けの夏作業に向けた準備を本格的に開始した。 
【2019 年 8 月】 
次第に日が長くなり、屋外活動が活発化した。月の前半は穏やかな気象条件のもと、宿泊を伴う野外行動
や橇整備など各種作業が実施された。後半は 5 回のブリザードを伴う荒天傾向となり、除雪を中心とした作
業となった。61 次隊および南極観測センターとは定期的な TV 会議を継続し、越冬明けの夏作業に向けた準
備を行った。ラジオゾンデ作業終了後に放球棟からの落下・手首骨折事故が発生し、治療処置を行うと共に、
再発防止策を講じた。 
【2019 年 9 月】 





内と相談しながら 10 月にかけて対応を続けていた。 











【2019 年 12 月】 




61 次隊の人員輸送のみの昭和基地日帰りオペが 30-31 日に実施された。 
【2020 年 1 月】 
天気は月を通して概ね穏やかに推移した。2 日から 61 次隊が本格的に昭和基地での活動を開始し、以降、
共同で 3 週間ほどの輸送作業を行い、引き続き月末まで引継ぎ作業を実施した。2 月 1 日に越冬交代式を開
催し、基地運営を 61 次越冬隊に引き継いだ。 
 
1.2.2 気象・海氷状況 
【2019 年 2 月】 
上旬から中旬にかけては全体的に晴れ間が少なく、8-9 日には外出注意令・禁止令を発令する荒天となっ
て 60 次隊初のブリザードに認定（A 級ブリザード）された。下旬は晴れ間の多い天気となったが、21-22 日








【2019 年 3 月】 
中旬は晴天日が多く最低気温がマイナス 20℃近くまで下がる日があった。上旬・下旬は悪天日が多く、特
に下旬は晴れ間がごく少なかった。6 日および 22 日には外出注意令を発令し、30 日は視程悪化のため注意
喚起状態とした。3 月にはブリザード認定された悪天はなかった。昭和基地周辺の海氷は 2 月からの目だっ
た変化はなく、引き続き注視を続けた。 
【2019 年 4 月】 
4 月は前月下旬から継続して荒天が多く、月の後半はやや回復したが、全 5 回（4-5 日、6 日、9 日、11-12







【2019 年 5 月】 
前月からの荒天傾向が続いた。月初めはある程度の風は吹いていたものの比較的穏やかだったが、その後
はほとんど屋外作業ができない日が多かった。外出注意令を計 6 回（12-13 日、14-15 日、17-18 日、22-23
日、24 日、28-30 日）発令した。12-13 日、15 日、17-18 日、22-24 日、28-29 日の荒天は、それぞれ B 級、
C 級、B 級、B 級、B 級のブリザードに認定された。極夜期前の最後の太陽はほとんど拝むことができず、そ




【2019 年 6 月】 
前月からの荒天傾向がさらに強まった１か月だった。晴れた日はほとんどなく、月を通して荒天もしくは
曇天で、屋外作業ができない日が多かった。外出注意令を計 8 回（1-3 日、5-6 日、11 日、17 日、20 日、23-
25 日、25 日、27-28 日）発令し、それぞれが全てブリザード認定された（A、C、C、C、B、B、C、C 級）。 




【2019 年 7 月】 
ほぼ先月末まで続いた荒天傾向から晴天傾向に変わり、上中旬は概ね晴れ間が多く、半ばには穏やかに極
夜明けを迎えた。下旬には荒天と晴天を繰り返す状態になり、21 日、23 日、24 日、25-26 日には外出注意




【2019 年 8 月】 






【2019 年 9 月】 
月の前半、特に上旬は荒天気味で、外出注意令を 3 回発令（3 日、8 日、14-15 日）し、8 日および 14-15





【2019 年 10 月】 
月の半ば過ぎまで荒天を繰り返した後は天気が回復して穏やかに推移し、月末には再び荒天となった。外
出注意令を 5 回（1 日、5-6 日、9 日、14-16 日、31 日）発令した。5-6 日と 14-16 日の荒天は途中で禁止令
に切り替える状態となり、それぞれ A 級ブリザード認定された。10 月は全体的に気温が高く推移し、30 日
には観測史上 10 月最高のプラス 2.6 度を記録した。 
4 月末のリュツォ・ホルム湾内での氷盤の割れ込み以降に、大規模な割れ込みは起こっていない。弁天島
の北西部で再凍結しつつあった海開き域は、再び海氷が割れて流出する傾向にあった。 










【2019 年 12 月】 



















【2019 年 2 月】 
夏期のヘリ利用の野外オペレーションは 3 日で終了し、4 日には観測隊チャーターヘリが「しらせ」に帰
艦した。「しらせ」乗員による基地作業支援は 2 日まで受け、設営作業が行われた。1 月中の天候不順と最終
便の前倒しに伴い、当初の夏期設営計画の内、倉庫棟屋上の防水工事については越冬明けまで延期すること
とした。最終便までの期間は、残留夏期メンバーの協力を得て各種作業が実施され、最終便後も越冬メンバ
ーによる残作業および越冬に向けた準備作業を継続して行った。60 次の第１回目となる消火訓練を 22 日に
実施した。 





























【2019 年 6 月】 





























した。29 日には向岩へのルート工作を行って向岩に上陸し、30 日には 4 月に工作済のとっつきルートの確
認作業を行った。 
61 次隊との ZOOM 接続会議を、コアメンバー（隊長・庶務・輸送）は 11 日および 25 日に、設営グループ
は 8 日に実施した。以後、定期的（コアメンバーは 2 週に１度、設営系は月１度）に行う予定とした。 
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【2019 年 8 月】 
観測系は、各観測項目を必要に応じて不具合対応を施しながら実施した。3 月に続いて 2 回目となる重点


















の 6 名を除いた縮小メンバーでの放水を伴う訓練とした。 
61 次隊との ZOOM 接続会議を、コアメンバー（隊長・庶務・輸送）は 8 日および 21 日に、設営グループは
20 日に実施し、61 次夏作業を中心に相談を行った。 




24 時間 VLBI 観測を実施した。22 日には、かねてより準備を積み重ねていたカイトプレーンによる大気乱流
観測を実施した。また、10 月の内陸調査に向け、最終的な観測機材の確認作業が行われた。 
29 日に、観測系 PC にランサムウェアの感染が確認された。LAN 担当隊員がただちに該当 PC をネットワー
クから切り離し、国内の極地研・情報セキュリティ対策チームの指示を受けながら作業した。感染経路など






板を 17 日に現地に運んで設置し、注意しながら野外活動を継続した。26 日には、夏期間に S16 で故障して
走行不能となった PB301を橇で引いて基地に持ち帰った。不具合を特定して修理し、通常運用可能となった。 
17 日に消火訓練を実施した。9 月から 10 月にかけて事故事例検討会を週一回の頻度で実施した。 
61 次隊との ZOOM 接続会議をコアメンバー（隊長・庶務・輸送）および設営系でそれぞれ実施した。 









完了し、各種観測やルート維持作業を行いながら月末 31 日には H68 まで戻って来た。11 月 4 日に帰島した。 
海氷上ルートの T68 ポイント（とっつき岬上陸ポイントの少し手前）は、9 月からクラック状態の悪化が
見られ道板を作成して設置するなど維持作業を行ってきたが、さらに悪化が進んだため、内陸旅行隊出発以
降は雪上車の通行を行わないことを隊で取り決めた。なお、旅行隊の帰島には雪上車の通行は必要ない。予








61 次隊との ZOOM 接続会議を、前月に引き続き定期的に実施した。 







10 月から出かけていた内陸旅行チームは 4 日に帰島した。とっつきルートの T68 ポイントはクラックの
状況が悪化したため、車両の通行は行わず徒歩およびスノーモビルのみの通行とし、内陸旅行以降のとっつ
きルートの使用は中止とした。沿岸オペのためのスカルブスネスまでのルート工作は月初めに完了した。第
一回目のペンギンセンサスを 14 日から 17 日にかけて実施した。公用氷採集のために１泊 2 日のハムナ氷瀑
オペ（宿泊地は雪鳥沢小屋）を 11-12 日および 21-22 日の 2 回実施し、若干、量が不足したため 30 日に昭
和基地沖の氷山で追加採集を行って完了とした。地圏の沿岸オペを 15-16 日に実施した。さらに 27-28 日に
も実施する予定であったが、氷状の悪化が著しかったため宿泊を取りやめ 27 日の日帰りとした。安全を重
視し、これをもって大陸沿岸域の宿泊オペを終了することとした。 
DROMALN 対応のための昭和基地沖滑走路整備は 10 月下旬に終了し、S17 滑走路整備は内陸旅行隊に依頼し
て月初めに完了した。3 日から 13 日にかけて全 6 便が昭和基地沖に飛来し、都度、気象情報および燃料を提
供した。晴天に恵まれ、乗員および乗客を昭和基地に移送する必要はなかった。 
DROMALN により 61 次隊の先遣別働隊が月半ばにセルロンダーネ入りし、飛行情報交換や定時交信の対応
を開始した。 
基地発電機の 2 号機がハンチングを起こす不調が 25 日に突然発生した。ただちに 1 号機に切り替えて不
具合調査を行い、部品交換・再調整を経て 29 日に再度切り替えを実施した。 













基地発電機の 2 号機がハンチングを起こす不調が 11 月末に発生し、部品交換や調整を施したが、12 月 1
日に再び突然のハンチングを起こし、残念ながら全停電に至った。考えうる不具合箇所について昭和基地に
在庫のある限りの予備パーツと交換して対応した（災害調書にて報告済）。今後の進め方についての南極観
測センターとの相談を経て、4 日に 2 号機への再切替を行い、1 月初めに至るまで安定して動作している。 
30 日には「しらせ」が昭和基地より 10 マイルの距離まで到着し、61 次隊の人員輸送のみの昭和基地日帰
りオペが 30-31 日に実施され、海氷講習、スノーモビル講習、各種打ち合わせを行った。 
【2020 年 1 月】 
基地内の各観測および設営項目を必要に応じて不具合対応を施しながら継続実施した。12 日から月末に





輸から開始され、5 日の「しらせ」接岸後すぐに貨油輸送(7 日まで)を開始し、同日夜には氷上輸送(12 日ま
で)を開始した。続いて 15 日からは本格空輸を開始し、21 日までにごく一部の持ち帰り荷物を除いて輸送作
業が終了した。その後は部門ごとに引継ぎ作業を本格化し、また引継ぎも兼ねながら 100kl 水槽清掃(27 日)、
消火訓練(27 日)、大掃除（28 日）、130kl 水槽清掃(29 日)、計画停電(30 日)を行い、越冬隊として実施する
作業は概ね終了した。2 月 1 日の朝には、「しらせ」竹内艦長、61 次青木隊長・熊谷夏副隊長も臨席のもと、
19 広場で越冬交代式を開催した。その後は 19 人が「しらせ」に戻り、12 人は 61 次隊からの残留依頼を受








【2019 年 2 月】 
教員派遣プログラムに伴う南極授業は、60 次の第１回目となる 1 月 29 日の授業を 59 次の支援を受けて実








新聞係など各生活係は 2 月初めから順次活動を開始した。イベント係の主催により、9 日には夏隊メンバ
ーお疲れ様会、20 日には 2 月の誕生日会を開催した。 
【2019 年 3 月】 
3日にイベント係主催のドッジボール大会・雛祭り・3月誕生日会が開催された。17日にはシドニー入港前
の「しらせ」側との最後の定時交信となり、多くの隊員が参加して大いに盛り上がった。 
23、30 日にそれぞれ九州大学および NHK と接続したアウトリーチイベントを開催した。また、各生活係の
活動の他、筋肉トレーニング倶楽部（仮称）や三線クラブなど各種活動も活発化した。 
【2019 年 4 月】 





【2019 年 5 月】 
25 日にイベント係主催の 5 月誕生日会が開催された。南極教室は計４回、他にもヨルダン日本語補習授業
校などとの南極中継も実施された。接続先の子供たちからは元気をもらえたが、基地側関係者には少々負荷
が高い状態となっていた。ミッドウィンター祭に向けた準備は実行委を中心に活発化した。 
【2019 年 6 月】 
1 日には、「気象記念日」・「電波の日」を祝した式典が行われた。生憎の荒天であったため気象棟脇に作ら
れたカマクラでのイベントは 8 日に延期して実施された。南極教室はミッドウィンター祭前までに計３回、
他に出雲科学館との南極中継を実施した。19 日には、夏期総合訓練で越冬分科会を開催中の 61 次隊と TV 会
議接続し、昭和基地越冬の現況説明を行った。ミッドウィンター祭明けの 27、28 日には 3 か月ごとの健康
診断が実施され、その結果に対する各隊員の反応はさまざまであった。 
【2019 年 7 月】 
南極教室 5 件および南極中継 1 件を実施した。6 月までの荒天傾向から大きく変わって晴天が多くなり、
また極夜期が終わったことも重なって、穏やかかつ明るい外環境となった。隊全体として、これまでに大き
な問題があったわけではないが、精神的により安定した雰囲気となったと言える。 
【2019 年 8 月】 
アウトリーチ活動として、南極中継を 4 回、極地研の夏休みライブトークを 3 回(内 1 回は極地研の一般公
開日)、ZOOM 接続で実施した。また、60 次越冬隊員の家族会を 17 日に ZOOM 接続で実施した。全体としての
催しの後、各隊員個別に時間を設けて家族との面談を行った。17 日には、誕生日会（6,7,8 月合同）を夕食
に合わせて開催した。 
【2019 年 9 月】 
アウトリーチ活動として、南極教室を 4 回、南極中継を 2 回実施した。南極教室は 9 月をもって 60 次隊で
予定していた 17 件が全て終了した。現状のノート PC および携帯端末を主体とした国内接続用機材では、屋
外の低温下での使用中にバッテリーの問題が生じることが多い。屋外での使用に耐える機材の準備が今後必
要だろう。また屋外で安定して使用できる無線 LAN 環境も今後のアウトリーチ活動のために望まれる。 
【2019 年 10 月】 
アウトリーチ活動として、ガザ地区との接続を含む計 4 回の南極中継を実施した。24 日には、午前と午後
の 2 回に分けて西オングル島にでかけ、第 4 次隊越冬中の 10 月に遭難された福島さんの慰霊を行った。 
【2019 年 11 月】 




【2019 年 12 月】 
月の前半の休日などには、基地近くの氷山でのソーメン流し企画や、西オングル島への遠足など、60 次隊
単独ではほぼ最後となる野外活動を楽しんだ。 
【2020 年 1 月】 
とても忙しい 1 ヶ月であったが、2 日には 61 次隊歓迎会を開催し、輸送作業終了後の 23 日には交流を兼
ねて餅つき・ソフトボール・バーベキューを 60 次・61 次・「しらせ」乗員の合同で楽しんだ。30 日の計画






2.1 越冬内規および安全体制                                               堤 雅基 
 
2.1.1 越冬内規 
















越冬隊長 堤 雅基 
総務 藤田 建 
観測主任 藤田 光髙 
設営主任 古見 直人 
安全主任 岡田 豊 
野外主任 倉持 武彦 
生活主任 松本 なゆた 




気 象 部 門：藤田 建 
宙 空 圏 部 門：藤田 光髙 
気 水 圏 部 門：金森 晶作 




機 械 部 門：古見 直人 
通 信 部 門：里中 俊大 
調 理 部 門：鈴木 文治 
医 療 部 門：岡田 豊 
環 境 保 全 部 門：和泉 智哉 
多 目 的 ア ン テ ナ 部 門：内海 雄介 
LAN･インテルサット部門：植松 浩二 
建 築 ・ 土 木 部 門：小山 悟 
野 外 観 測 支 援 部 門：倉持 武彦 




 議長 メンバー 
























 C. 諸報告、記録等の手続き 
越冬期間中の諸報告と記録等は、以下の責任者が、対応することとする。 
公式記録 越冬隊長 月例報告 庶務 
記録・日誌 庶務、当直者 報道 越冬隊長 
公用電報・公用ＦＡＸ・公用連絡 庶務 旅行記録 各旅行隊のリーダー 
公式写真 庶務 観測隊報告 越冬隊長、庶務 





冬隊長がチェックした上で、同 10 日までに極地研に送付する。 
(3)観測隊報告は、帰路船上で原稿を取りまとめる。 
 
 D. 安全体制の整備 
越冬中の緊急事態などに対応するため、南極地域観測隊安全指針（国立極地研究所・危機管理委員
会の下の南極観測安全対策常置分科会により策定）に則り、以下の体制を整える。 
 (1) 防火・消火体制 
 (2) レスキュー体制 
 





オペレーション会議 越冬隊長 総務、各主任、庶務 
観測部会 観測主任 観測系隊員、設営主任、安全主任、野外主任、庶務 
設営部会 設営主任 設営系隊員、観測主任、安全主任、野外主任、庶務 
生活部会 生活主任 各係責任者、安全主任、野外主任、庶務 
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● 管理棟  ● 基本観測棟 古見 
   管理棟全般 古見 ● 焼却炉棟（含焼却炉） 和泉 
  １階空調機械室・受水槽室 倉島 ● 焼却炉棟北赤居カブ(危険品保管) 倉持 
   １階エントランス・倉庫・食糧倉庫 鈴木 ● 自然エネルギー棟 設営主任 古見 
  ２階医務室・医療施設 岡田 ● 20kw風力発電装置 大槻 
  ２階娯楽室・バー 岡田 ● 風力発電制御盤小屋 大槻 
  ３階通信室・電話室・通信施設 里中 ● 東部地区分電盤小屋 松嶋 
  ３階書庫・庶務室・印刷室 中田 ● 小型発電機小屋 菊田 
  ３階厨房・食堂・サロン 鈴木 ● 環境科学棟 佐賀 
  ３階隊長室 堤 ● 観測倉庫 佐賀 
  プロパンボンベ庫 倉島 ● 観測棟（含ボンベ庫） 金森 
● 居住棟  ● 情報処理棟 藤田(光)
  第１居住棟 村長 ● 光学観測棟 藤田(光)
  第２居住棟 村長 ● 衛星受信棟 内海 
● 倉庫棟  ● 地震計室 松本 
  １階倉庫 倉持 ● 重力計室 松本 
  ２階冷蔵庫・冷凍庫 倉島 ● 地磁気変化計室 藤田(光)
  設営事務室 松村 ● 大型アンテナレドーム 内海 
● 通路棟 小山 ● インテルサット制御室・レドーム 植松 
● 廃棄物集積所 和泉 ● 清浄大気観測室 金森 
● 発電棟  ● 大型大気レーダー・観測制御小屋 虫明 
  発電棟全般 菊田 ● 電離層観測小屋 藤田(光)
  １階機械室 菊田 ● 第１・第２夏期隊員宿舎 倉島 
  １階第１冷凍庫・第２冷凍庫 倉島 ● 非常発電棟 菊田 
  ２階理髪室 廣田 ● 旧予備食冷凍庫（夏期事務室） 中田 
  ２階風呂・洗面所・脱衣所・便所・洗濯場・廊下 倉島 ● RT棟 古見 
  １階発電機設備 菊田 ● 推薬庫 和泉 
  ２階制御室 大槻 ● 機械建築倉庫 小山 
  ２階グリーンルーム 内海 ● Aヘリポート待機小屋 松村 
  ２階女子便所・風呂・前室 松本 ● 第2車庫兼ヘリ格納庫 (予備食ｺﾝﾃﾅ) 松村 
● 貯水槽 倉島 ● 車庫  松村 
● 旧娯楽棟 倉持 ● 検潮儀室 松本 
● 汚水処理棟（作業工作棟） 和泉 ● MFレーダー小屋 南原 
● 汚水処理中継槽小屋 和泉 ● 第１HFレーダー小屋 二村 
● 基地側燃料タンク 古見 ● 新第１HFレーダー小屋 二村 
● 基地ポンプ小屋 古見 ● 第２HFレーダー小屋 二村 
● 送信棟 里中 ● 10kw風力発電小屋  松嶋 
● 西部地区分電盤小屋  松嶋 ● 非常用物品庫 倉持 
● 気象棟および関連施設（含放球棟） 藤田建 ● 第２廃棄物保管庫 古見 
● 旧水素ガス発生器室 藤田建 ● Cヘリポート管制待機小屋 古見 
● 地学棟 松本 ● 見晴らし燃料タンク 古見 
● 電離層棟 藤田(光) ● 見晴らし岩ポンプ小屋 古見 
● 旧電離層棟及び関連施設 藤田(光)   
 
 F. ライフロープの設置 
  基地内の主要建物間にライフロープを設置し、管理責任者及び維持担当者を選任する。 
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  越冬中は平日日課と休日日課を設け、平日日課は季節により夏日課と冬日課を切り替える。 
  (1)業務時間は、夜勤を除き夏日課では 0800-1700、冬日課では 0900-1700 とする。 
  (2)休日は日曜日及び越冬隊長の定める日とする。 
  (3)休日の朝食は各人が適宜とることとし、昼食に変えてブランチを設ける。 
  (4)冬日課は 5 月～8 月とし、これ以外の月は夏日課とする。 
  (5)夏期作業中の日課は、以下の表の通りとする。 







  (1) 昼食及び夕食の合図 
  (2) 食事の配膳と後片づけの手伝い 
  (3) 調理隊員の指示による、食べ物や飲み物の補充 







































































  (5) 食堂や洗面所のタオルの選択と入れ替え 
  (6) 食堂と洗面所の廃棄物処理 
  (7) 毎夕食時の人員確認とミーティングの進行 
  (8) 当直業務中に気づいた施設等の不具合の報告 














(1) 入浴時間は 1600-2300 とする。ただし、食事及びミーティング時間を除く。なお、夜勤者に限って
は朝食後からの入浴を許可するが、当直業務に支障をきたさないよう配慮すること。変則勤務者が上
記時間外に入浴する場合は、設営主任に許可を得ること。 
























































本部 指   揮 越冬隊長 ： 堤 雅基 
本部員 隊長補佐・記録 ： 中田 通信 ： 里中  
車両レスキュー指揮 ： 古見  
基地側医療指揮 ： 岡田 気象： 当日の気象担当隊員 
レスキュー隊 リーダー サブリーダー メンバー 
倉持 小山 藤田建 松村 
古見 松嶋 井上 内海 
伊藤 菊田 倉島 大槻 
レスキュー体制構成 
 






喫煙については倉庫棟 2 階の喫煙所 1 カ所とした。  
消火本部（昭和通信） 
指 揮： 堤 
通 信： 里中 
記 録： 中田 
現場指揮: 古見
消火班 






















59 次隊との越冬交代前の 1 月 24 日に行われた消防訓練を見学し、各自が担当する役割の確認と引き継
ぎを行った。2 月の消防訓練の前に各自着用する耐火服・防火服・防火靴のサイズ合わせを行った。消
火班・救助係の耐火服・防火服着用者の試着を行い、ヘルメット・上着・ズボン・靴のそれぞれに名前












2 月 22 日 南極における火災の恐ろしさ、消火訓練の意義講習（座学） 
3 月 11 日 消火器の使い方講習および実技訓練 
4 月 22 日 環境科学棟より出火 負傷者なし 
5 月 21 日 自然エネルギー棟より出火 負傷者あり（顔面熱傷） 
7 月 23 日 管理棟内で発生した火事への対応（消火栓の使い方）確認 
8 月 20 日 PANSY 発電機小屋より出火 負傷者あり（足の捻挫） 
9 月 17 日 気象棟より出火 負傷者なし 
10 月 22 日 PANSY 発電機小屋より出火 負傷者あり（熱傷） 
11 月 26 日 自然エネルギー棟より出火 行方不明者あり 
12 月 24 日 環境科学棟より出火 負傷者あり（足の骨折） 











東オングル島内を A エリアと B エリアに分けるとともに、海氷上はすべて野外として位置づけてそれぞ
れの行動基準を定め、その基準に則って行動した。また、A エリア内であるがほぼ無人域である見晴らし

























a）  野外行動  
ア）野外行動訓練  
3 月上旬に東オングル島内を一巡して危険箇所と A、B エリアの範囲を確認するとともに、地図、コ





レスキューリーダーと一般隊員に分けておこなった。（詳細はⅢ.4.8.2 安全教育・訓練を参照）  
4）事故への注意喚起 






















また、61 次隊への計画停電引き継ぎについても、越冬交代前の 2020 年 1 月 30 日に実施した。 
7）その他  















越冬期間中、ヒヤリハット 5 件が報告され、事故が 3 件発生した。（表Ⅲ2.2.5-1）所定の手続きに則り、
極地研究所に安全ノート、事故の速報、災害調書を提出した。 
 
表Ⅲ.2.2.5-1 事故・ヒヤリハット事例一覧  
日付 タイトル 場所 種別 
1 月 26 日 CH ヘリのダウンウォッシュによる大型テントの横転事故 スカレビークハルセン 事故 
2 月 23 日 リキッドタンクのカムロック故障および漏油 第 2 夏宿前道路 ヒヤリハット
3 月 9 日 古いドラム缶処理の際の火傷事故 焼却炉棟前 ヒヤリハット
4 月 16 日 産業用ドローンの墜落 19 広場横の斜面 ヒヤリハット
6 月 19 日 荒金ダム域のクラック状割れ目 荒金ダム南東 20m ヒヤリハット
8 月 4 日 放球デッキからの落下による右手橈骨および尺骨骨折 気象棟放球デッキ 事故 
12 月 1 日 全停電事故 昭和基地発電棟 事故 























2.3.2 通常除雪（OP02）                            伊藤 太市 















b)  スノードリフト対策 
東部地区、管理棟下はブリザード後のスノードリフトの発生が著しく、１～２回のブリザードで燃料配管が
埋まるほどのスノードリフトが毎年積もっていた。管理棟から東部地区の建物間に移動する際に、転倒し怪我










d)  防護壁の積雪軽減効果 
58 次隊でも実施した防護壁は 59 次隊では実施されなかったが、60 次隊で再度実施した。結果として 58 次
隊と同じように 60 次隊でも大幅な積雪軽減の効果が見受けられた。 
e)  以上の防護壁を作った後、ブリザードを迎えた後のスノードリフトを観察した。過去の隊から 60 次隊
当初のブリザードの様子を比べると B 級ブリザード 1 回で発電棟、海氷側の燃料配管が埋まっていた状況が大









2.3.3 本格除雪（OP03）                                伊藤 太市 





写真Ⅲ.2.3.3-1 11 月半ばの除雪状況 
a) 幹線道路 





















 融雪水が氷上輸送ルートへ流れ込んで来る為、11 月の早い段階で水道を作って対応した。 
d) 砂まき 





基地主要部の水道は、自然エネルギー棟から 100kℓ水槽にかけてのラインを確保するように努めた。第 1 ダ






































2.4.1 日課                                      中田 純一 
越冬期間中 2 月、3 月、4 月、9 月、10 月、12 月、1 月を夏日課、5 月から 8 月を冬日課とした。夏日課で
は日曜日を休日とし、冬日課では土曜日と日曜日を休日とした。6 月 22 日～24 日をミッドウインター、1 月
1 日を元旦とした。 
 
2.4.2 当直業務                                    中田 純一 
隊長・調理・通信隊員を除いた者による輪番制とした。繁忙期である 12 月と 1 月には隊全員であたった。
越冬交代直後は引き継ぎを兼ねた 2 人体制で行い、3 月より 1 人体制とした。ミッドウィンター祭開催中と
年末年始は居住棟別で実施した。また、女性隊員が当直の場合に副直として前日の当直である男性隊員が男
性用風呂トイレの清掃を行った。（女性隊員を 2 日続けてあてることは避けた） 




 項目 内容 



















6 曜日別清掃 表Ⅲ.2.4.2-2 に示す。 
 
表Ⅲ.2.4.2-2 曜日別清掃業務 






防 A 手前から発電棟まで（坂道部分）の廊下掃除。 
掃除機とモップで水拭き。 
月 
















































2.4.3 居住棟当番                                   中田 純一 
1） 清掃当番 




   各居住棟の住人が週ごと輪番で担当し、毎週 1 回都合の良い時間に上記清掃を実施する。 
 
2.4.4 その他の当番                                  中田 純一 
1） 食器洗い当番 




縮を行った。隊長、環境保全、通信、調理隊員以外の隊員 2 名ずつの輪番であたった。 
 
2.4.5 全体清掃                                                                      松本 なゆた 
全員作業で 10 月、12 月、1 月に以下に示す基地共用部の清掃を行った。作業時間は 1～2 時間程度を目安
とし、居住棟毎に清掃区間を割り振り、各居の村長を中心に清掃作業を実施した。 
10 月 管理棟 3 階食堂の天井、ランプシェードの清掃および床のワックスがけ。 
管理棟 2 階バーおよび娯楽スペースの清掃。 
12 月 通路棟（防火区画 C～A および発電棟）の天井・壁の清掃。 
1 月 第 1、第 2 居住棟の通路、階段の床、天井、壁およびロッカールームの清掃。 
管理棟 3 階厨房、食堂の清掃および床のワックスがけ。 
管理棟 2 階バーおよび娯楽スペースの清掃。 
管理棟 1～3 階の通路および階段の床の清掃。 
集積所の清掃。 




2.4.6 生活諸係の活動                           
2.4.6.1 概要                                                                      松本 なゆた 
生活諸係の目的は越冬生活に潤いを与え、心身のストレス発散の一助とすることとした。また、生活諸
係の各係員の配置は希望を優先し、負担になる場合には配置を変更し、人数の少ない係については他の係
 居住棟当番 清掃内容（共通） 清掃内容 





      
○通路棟の清掃（防 C～防 B 手前） 
  ・床と玄関マット（毛布）の掃除機がけ 
  ・床の水モップがけ 
○居住棟内の廊下清掃（１階・２階廊下、階段、ロッカー室） 
  ・掃除機がけ 
第 2 居住棟 
○通路棟の清掃（防 B～防 A 手前） 
  ・床と玄関マット（毛布）の掃除機がけ 
  ・床の水モップがけ 
○居住棟内の廊下清掃（１階・２階廊下、階段、ロッカー室） 
  ・掃除機がけ 
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と合同とするなど調整した。毎月末、生活部会を開催し各係の活動内容と計画を取りまとめ、必要に応じ
全体会議で報告した。                                           
   
2.4.6.2 各係総括    
1） 新聞                                                                          金森 晶作 
メンバーは金森、南原、伊藤、倉持、中田の 5 名である。60 次隊の記録となること、そして、隊員同











新聞発行に際して、2019 年 1 月 31 日に準備号として新聞発行を周知する号を発行した。さらに、2 月
1 日には、第 0 号として、同行者として参加した美術科教員の新井さんによる特別号を発行した。越冬
交代後、2 月 2 日（第 1 号）から、2020 年 2 月 1 日（364 号）までを当番制で制作した。当番者は「本
日の編集長」と呼称した。なお、夏隊残留期間は、新聞制作を希望する夏隊員と当番を交代してもよい
こととし、第 1 号（写真Ⅲ.2.4.6.2-1）の編集長は 60 次夏隊の原田尚美・夏隊長が務めた。 
 
写真Ⅲ.2.4.6.2-1 平成昭和新聞第 1 号 
 






















回 日程 講師 演題 
1 9 月 3 日(火) 
伊藤 セレブへの道 
里中 運転免許についてあれこれ 
2 9 月 10 日(火) 
井上 南極気象予報士への道② 
金森 世界最古の氷はどこにあるのか 
3 9 月 17 日(火) 
松村 マクドナルドの話 
岡田 のどじまん挑戦記 
4 9 月 24 日(火) 
堤 アメリカ南極基地紹介 ～マクマード、南極点基地～
松本 金沢の歩き方 
5 10 月 1 日(火) 
倉持 ヒマラヤ登山と準備 
廣田 今そこにある危機 
6 10 月 8 日(火) 佐賀 内陸旅行説明会 
7 10 月 15 日(火) 植松 お金持ちになりたい！ 
8 10 月 29 日(火) 
虫明 ギターの波動理論 
松嶋 電気屋さんのお仕事 





10 11 月 13 日(水) 
藤田建 冬の沖縄 
倉島 現場監督のお仕事と中国事情 
11 11 月 19 日(火) 
内海 五輪書について 
和泉 みんなが知らない山梨 




13 12 月 3 日(火) 
南原 東京大学について 
加藤 航空自衛隊での生活 




回 日程 講師 演題 
15 12 月 17 日(火) 
菊田 ディーゼルエンジンの基礎知識 
鈴木 こんなに素晴らしい南房総安房の国 
















































5） シアター                                 植松 浩二 
a） 概要 




















上映日 ジャンル 上映タイトル 
2 月 10 日 アニメ 宇宙よりも遠い場所 9～11 
2 月 14 日 アニメ 宇宙よりも遠い場所 1～4 
2 月 21 日 アニメ 宇宙よりも遠い場所 5～8 
2 月 28 日 アニメ 宇宙よりも遠い場所 9～13 
3 月 7 日 洋画 遊星からの物体 X 
3 月 14 日 洋画 シャクルトン 
3 月 21 日 洋画 フォレストガンプ 
3 月 28 日 邦画 シン・ゴジラ 
4 月 4 日 洋画 イントゥザストーム 
4 月 11 日 洋画 ギルバート・グレイプ 
4 月 18 日 邦画 るろうに剣心（実写映画版） 
4 月 25 日 洋画 宇宙人ポール 
7 月 七夕 
8 月 6、7、8 月合同誕生日会 
9 月 もちつき 









5 月 2 日 洋画 ふたりの男とひとりの女 
5 月 9 日 邦画 るろうに剣心京都大火編（実写映画版） 
5 月 16 日 アニメ 君の名は。 
5 月 23 日 邦画 八甲田山 
5 月 30 日 洋画 MyBigFatWedding 
6 月 6 日 邦画 るろうに剣心３つ目（実写映画版） 
6 月 13 日 邦画 はやぶさ 
6 月 22 日 邦画・アニメ 南極料理人・よりもい一挙オールナイト上映 
6 月 24 日 邦画・アニメ はやぶさ残り・あの花一挙オールナイト上映 
7 月 4 日 洋画 ワイルド・スピード 
7 月 11 日 アニメ 映画 聲の形（アニメ） 
7 月 18 日 洋画 ビッグ・リボウスキ 
7 月 25 日 洋画 ユージュアル・サスペクツ 
8 月 1 日 アニメ この世界の片隅に 
8 月 8 日 洋画 TAG（字幕） 
8 月 15 日 アニメ ドラゴンボール超 ブロリー 
8 月 22 日 アニメ サマーウォーズ 
8 月 29 日 邦画 ハンサムスーツ 
8 月 31 日 アニメ SHIROBAKO1-12 オールナイト上映 
9 月 5 日 アニメ 機動戦士ガンダム NT(ナラティブ) 
9 月 12 日 アニメ AKIRA 
9 月 19 日 アニメ トップをねらえ！ 
9 月 26 日 邦画 バブルへ Go! 
10 月 3 日 邦画 海街 Diary 
10 月 10 日 アニメ 時をかける少女 
10 月 17 日 洋画 天使のくれた時間 
10 月 24 日 洋画 グレイテスト・ショーマン 
10 月 31 日 洋画 ショーシャンクの空に 
11 月 14 日 洋画 オデッセイ 
11 月 21 日 邦画 図書館戦争（実写映画） 
11 月 28 日 洋画 タイタンズを忘れない 
12 月 5 日 洋画 ミッドナイト・ラン 
12 月 7 日 アニメ コードギアス・反逆のルルーシュオールナイト上映 
12 月 12 日 韓国映画 新感染 ファイナルエクスプレス 
12 月 19 日 アニメ コードギアス・復活のルルーシュ 
12 月 26 日 洋画 ホーム・アローン 
12 月 31 日 アニメ 風の谷のナウシカ（年越し上映） 
1 月 9 日 アニメ ソードアート・オンラインオーディナル・スケール（＋総集編）
1 月 16 日 洋画 SPY 
 


















2020 年 1 月に 61 次隊員および「しらせ」支援員が昭和基地入りして以降は、「しらせ」支援員の交
代のタイミングを見計らい、61 次隊および全ての「しらせ」支援員がバーに来店できるよう、週 2 回
（水、土）営業を行った。 
以上、全体として、バースタッフや調理隊員、その他自主バー愛好者の協力のもと、バーは社交の
場として機能したと思われる。     
 
7） 喫茶                                                                         藤田 光高 
a） 活動内容詳細 
活動日：不定期 
場所：管理棟 2F バー 
活動実績：6 回程度 
 2F バーでの喫茶の他、SAZA 珈琲様から提供いただいた、生豆 10 キロ、調達生豆の内 8 キロを調
理場のオーブンを使用し焙煎、共用のコーヒーメーカーにて提供。 
b） 気づき事項 
      特に気がついた事項はない。 
 
8） パン係                                                                       二村 有希 
a） 概要                                 
メンバーは二村、幸田、佐賀、大槻、倉島、廣田、小山の 7 名である。月に 2 回、年間で計 23 回、
ブランチ又はおやつ用に、ハードパン、菓子パン、調理パンなどを焼いた。 
b） 運用 





































5 月 11 日 ビール仕込み（一次発酵） 
5 月 27 日 ビール瓶詰め（二次発酵） 
MWF 期間中 ビール出荷 
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11 月 10 日 ビール仕込み（一次発酵） 
11 月 17 日 ビール瓶詰め（二次発酵） 
1 月 2 日 ビール出荷（61 次歓迎会ラベル） 
 
10） アマチュア無線                                                               里中 俊大 




里中、廣田、植松、松嶋、虫明、南原の 6 名である。60 次隊員の中の有資格者は、第 1 級アマチュア
無線技士 2 名、同 3 級 1 名、同 4 級 3 名。初心者は少なく久々に運用をする隊員も多かった。 




中心に国内外のアマチュア無線局 3964 局と交信した。5 月 5 日、JARL 主催「子どもの日の特別運用」
に対応。JARL 本部に集まった青少年 9 名と 21MHz 帯で交信を実施。交信予定時刻になっても雑音に埋
もれて日本からの信号が聞こえなかったが、奇跡的に電波伝搬状況が良くなり無事に交信することが
出来た。念のためインターネット接続のアマチュア無線機（D-STAR）を用意したが使用しなかった。 
c） 設備  
59 次隊から引き継いだ無線設備を使用し、60 次ではデジタルモード用無線機を持ち込んだ。各アン
テナの整合状況は良好である。アンテナは 4 素子八木（14、21 及び 28MHz 帯対応）及びダイポール
（10、18 及び 24MHz 帯対応）。越冬交代時にダイポールについてはブリザードの影響を受けてエレメ
ント破損していたため修理を行った。4 素子八木はブリザードの影響でアンテナが回転してしまうた
め単管パイプを用いて回転止めを施した。 
d） 在庫  
59 次隊から引き継ぎを受けた在庫リストについて、在庫品目や保管場所など最新の状況を反映させ
た更新を行い、61 次隊への引き継ぎを行った。 
       
11） 工房・ミシン                                                                   小山 悟 
工房・ミシン係では木工品の製作、ミシンを使っての衣類の補修やイベントで使用する備品の作成を
行った。ミシン係は当初別々の活動だったが少人数だった為、4 月から工房係に合流した。メンバーは
小山、菊田、藤田建、鈴木、植松、関、井上、横瀬の 8 名である。60 次工房・ミシン係の成果品を下記
の表Ⅲ.2.4.6.2-5 に示す。 
 
      表Ⅲ.2.4.6.2-5 工房・ミシン係の年間活動 
活動月 活動内容 
2019 年 2 月 誕生日会記念品フォトスタンド 3 個製作、ミシンの貸出 
2019 月 3 月 誕生日会記念品フォトスタンド 7 個製作、バー「浪漫 60man」看板製作 
2019 月 4 月 誕生日会記念品フォトスタンド 2 個製作、木製ユンボ製作 
2019 月 5 月 誕生日会記念品フォトスタンド 2 個製作、南極教室用マイクカバー製作 
2019 月 6 月 MWF 備品製作（露天風呂、ゲーム大会優勝賞品の楯、衣装 1 着） 
2019 月 7 月 誕生日会記念品フォトスタンド 4 個製作、食堂スリッパラック製作取付 
2019 月 8 月 誕生日会記念品フォトスタンド 1 個製作、竿燈製作・展示 
2019 月 9 月 ボルダリングウォール製作・設置 
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活動月 活動内容 
2019 月 10 月 活動無し 
2019 月 11 月 厨房「かどかわ」掛け替え看板製作（ゆうこ亭・文治） 
誕生日会記念品フォトスタンド 5 個製作 
2019 月 12 月 誕生日会記念品フォトスタンド 7 個製作 
2020 月 1 月 ライギョダマシ魚拓用フレーム製作、気象棟解体記念フォトスタンド製作 
 




代日の 2 月 1 日から 2020 年 1 月末まで、発電棟 2 階のグリーンルームで行った。収穫した野菜は調






第 59 次から引き継いだ 5 段の栽培槽とハイポニカの栽培器 x（大 2 台、小 2 台）、エアブロアー
付きの水槽 x1 台、および、LED 照明付育苗器 x2 台を使用して、主にレタス類、水菜、大葉、香草
といった葉物類やトマト、キュウリ等の果肉類の栽培を行った。栽培状況は、写真Ⅲ.2.4.6.2-5 お














培と比較し、色濃く厚みのある葉を収穫でき収量も上がった（写真 2.4.6.2-7 参照）。 
 
表Ⅲ.2.4.6.2-6 水耕栽培での栽培状況一覧 
種類 栽培期間 収穫期間 収穫頻度 栽培数 備考 
レタス（カルビ
ーグリーン） 




約 3 か月 1.5 ヶ月 週 1 回 ＠12 株 x3 葉にちぢみがあり、ボリ
ューミー 
−208−
種類 栽培期間 収穫期間 収穫頻度 栽培数 備考 
レタス（ロメイ
ン） 
約 4 か月 1.5 ヶ月 週 1 回 ＠６株 生育時間がかかった。 
苦みがやや強い 
チマサンチュ 約 3 か月 1.5 ヶ月 週 1 回 ＠12 株 苦み少なくよい。 
バジル 約 3 か月 年間 週 1 回 0.5 段 生育良好。香り良い 
株が大きくなる。 
水菜 約 1.5 ヶ月 2 ヶ月 2 週/回 0.5 段（12 株） 生育早い 
ミツバ 約 2 ヶ月 10 ヶ月 週 1 回 1 段（12 株） 光が強すぎると枯れる 










クレソン 約 2 ヶ月 年間 週 1 回 0.5 段 x2 水耕栽培向き 
ニラ 約 3 ヶ月 年間 3 週毎 0.5 段（12 株） 手間かからず 
空心菜 約 3 ヶ月 年間 3 週毎 0.5 段（12 株） 根が強い為、隣接する野
菜が負けるので、注意 
ルッコラ 約 3 ヶ月 ― ― 0.5 段（12 株） 苦みが強く 1 回のみ 
チコリ 約 3 ヶ月 ― ― 1 段（24 株） 収穫量少なく 1 回のみ 
島唐辛子 発芽せず     
いちご 発芽せず     
 
果肉を付ける野菜の内、キュウリは 継続して収穫をすることができた。きゅうりは、エアレ
ーションをした水槽（4 から 5 株）と小型水耕栽培水槽（3 株）を利用して育てた。 
 


















写真Ⅲ.2.4.6.2-7 植物用 LED 増設状況    写真Ⅲ.2.4.6.2-8 つるの展開方法改善  
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表 2.4.6.2-7 各スプラウト類の生育状況一覧 
種類 栽培期間 浸漬時間 栽培回数 備考 
緑豆もやし 約 7 から 10 日 24 時間 10 回 ひょろと生育 
大豆もやし 約 14 日 20 分 14 回 食べ応えあり 
浸漬時間が発芽率に影響
胡椒草 約 7 から 10 日 24 時間 1 回 かなり細かい。辛味あり。


























旧式の出力の弱い LED ランプがあり、また、電源も DC コンバーターが必要なものもあるので、機
器の更新により、LED ランプを内蔵したものに更新を進めていった方が良い。 
 
13）漁協                                                                           大槻 拓未 
漁協活動は主に西之浦、北之瀬戸などのオングル島周辺での生態調査およびオングル海峡でのライギ
ョダマシの生態調査を実施した。ショウワギス等の生態調査は 7 回、ライギョダマシのオングル海峡生




ル海峡水深 650m 地点にライギョポイントを設置した。11/9 に仕掛けを設置し、翌日の 11/10 に仕掛け
を引き上げた所、ライギョダマシを 2 匹同時に釣り上げる事が出来た。(写真Ⅲ.2.4.6.2-9、写真
Ⅲ.2.4.6.2-10 参照) 体長は 110cm と 95cm であり、2 匹の総重量は 27.7kg であった。1 匹は生きていた
ため冷凍して国内へ持ち帰り、調査研究を実施することとなった。もう 1 匹は夕食時に鍋の具材として
隊員に振舞われた。味や食感は脂肪の多い鱈のようであった。 
ライギョダマシ仕掛けは、Jiffy アイスドリルやつるはし、スコップで約 90cm×90cm の穴を開け、開
けた部分が再凍結しないようにスタイロフォームで覆い、その上にベニヤ板を敷いて設置した。(写真
Ⅲ.2.4.6.2-11、写真Ⅲ.2.4.6.2-12 参照) 仕掛けは 5 針で、餌は足の無い生のイカを三等分にしたもの








写真Ⅲ.2.4.6.2-9 釣上げた直後のライギョダマシ 写真Ⅲ.2.4.6.2-10 ライギョダマシ釣上げメンバー 
 
       
写真Ⅲ.2.4.6.2-11 仕掛け穴   写真Ⅲ.2.4.6.2-12 設置した仕掛け 
 
14） 理髪                                                                       鈴木 文治 
a） 概要  
理髪係は、鈴木、廣田、岡田、幸田、二村、井上、倉持の 7 名であった。国内にて「学校法人資生
堂学園  資生堂美容技術専門学校」の宍倉常広氏のご厚意で美容訓練を受け、ヘアカットの基礎を学
習した。活動は、往路の「しらせ」船内でも適宜実施し、昭和基地では 2019 年 2 月 1 日～2020 年 1
月 31 日まで行った。 月毎のメニュー別利用者延べ人数を表Ⅲ.2.4.6.2-8 に示す。 
b） 運用  
理髪係員への依頼は、個人間での調整をお願いした。また、理髪係員が定期的に用具の管理、理髪
室の清掃等を実施した。1 月中に 61 次隊への引継ぎを実施した。  




d） 在庫  
カラーリング剤やカラースプレー、ワックス等の消耗品やケープについては在庫が豊富にあったた




 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月  8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 計
カット 5 7 8 8 11 6 8 6 9 7 9 11 92
カラーリング 0 1 0 0 3 0 0 2 2 1 1 2 12
パーマ 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 2
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15） 同好会                                            
a） 日本けん玉協会南極支部                                                    里中 俊大 
希望のあった隊員にけん玉を配付。隊員各自が日々の空き時間等を利用してけん玉にて自己研鑽に
努めた。不定期で級認定会を実施し、12 名（1 級 1 名、5 級 2 名、6 級 1 名、7 級 5 名、8 級 2 名、9
級 1 名その他省略）が級の認定を受けた。 
 
b） 東温倶留三線倶楽部                                                         岡田 豊 
メンバーは堤、藤田（建）、菊田、松本、和泉、岡田の 6 名で、金曜日の午後 8 時より練習を行った。
ミッドウインター祭り、南極中継、61 次歓迎会において演奏披露した。 
                               
c） TAIZAP                                                                     伊藤 太市 
ア） 概要 
自主筋トレは伊藤、岡田、古見、松島、倉島、小山、倉持、佐賀、松本、松村、菊田、廣田、中
田、植松、内海、大槻の 16 名で活動した。  
イ） 活動 
初回に器具の使用方法、メニューの説明会を開催し、その後 3 名から 4 名のグループに別れ、週
に 2 回のスケジュールで 1 年間継続した。 
ウ） 機材 
58 次有志で購入した機材を使用。消耗品などは自費にて持ち込んだ。 






6 月 22 日（土）～24 日（月）の間、ミッドウィンター祭が開催された。ミッドウィンター祭実行委員






日程 イベント 主担当 





6 月 22 日（土） 設営ブランチ（南極塩ラーメン） 設営チーム 
夏隊中継  
スポーツ大会 1 日目 廣田 
























 写真Ⅲ.2.4.7-2 （開会式）           写真Ⅲ.2.4.7-3 （音楽祭） 
ナイトシアター 植松 
6 月 23 日（日） 隊長ブランチ（うどん） 堤 
スポーツ大会 2 日目 廣田 
ゲーム大会 松村 
Yuko’s midwinter course dinner 関 
有志によるバー 内海 
ダーツ大会 鈴木 














 写真Ⅲ.2.4.7-4 （設営ラーメン）       写真Ⅲ.2.4.7-5 （スポーツ大会） 
 
 
写真Ⅲ.2.4.7-6 （Yuko’s midwinter course dinner） 写真Ⅲ.2.4.7-7 
 
 







3.1.1.1 電離層の観測（TN01）   























昭和基地でのみ長期継続中である。昭和基地における電離層垂直観測は、FMCW 電離層観測システム 2 機
と 51 次隊、54 次隊において建てられた 40m デルタアンテナ 2 基から構成される。電離層棟、電離圏観
測小屋には、温湿度データロガーが設けられ、常に Web を通して室温の確認が出来るようになっている。 
b） 観測経過  
観測機器のデータ取得状況を Web より遠隔にて観測ステータスとデータ取得状況を毎日確認、記録し、
月初に前月の観測記録を情報通信研究機構（NICT）に報告した。4 月 10 日に FMCW1 号機アンテナエレメ
ントを引き上げるワイヤー切断によりエレメントが落下していることを確認、11 日 UTC15:25 送信を 2
号機に切り替えた。また 5 月 27 日から１号機に USB write failure が発生し、システムのリセットを
行った際、アンテナインターフェースの電源が入らなくなったスイッチ故障の為、アンテナインターフ
ェースユニットを交換した。しかしシステムが上手く立ち上がらず、観測記録を情報通信研究機構（NICT）
から遠隔で確認してもらったところ RXDDS の不具合の可能性が高い為、RXDDS ユニットを交換するも改
善せず、61 次の夏でユニットを持ち込み対応することとなった。11 月 4 月に、切れたアンテナエレメン
トを引き上げるワイヤーを、昭和基地の在庫を使って修理してアンテナエレメントを展張し、VSWR も問




ため、電離層棟内は 6 月、9 月にそれぞれ１回、電離圏観測小屋内では 2 月、12 月にそれぞれ 1 回、ロ















11 月 25 日および 12 月 1 日に発生した発電機トラブルによる停電に伴う転送データ欠測、サーバの
電源断等以外、データ収集、公開については、年間を通して大きなトラブルはなく、良好に経過した。  
 
3.1.2 気象                                 藤田 建・井上 創介・加藤 宗理・横瀬 明香・幸田 笹佳 










地上気象観測では、南極用地上気象観測装置（JMA-10 型地上気象観測装置、以下 JMA-10 型）による
自動観測、目視による観測を行ったほか、昭和基地北東側の北の浦海氷上に雪尺を設置し、週 1 回観測
を行った。越冬期間中は概ね順調に観測データを取得した。高層気象観測では、1 日 2 回（00UTC と 12UTC）
の GPS ゾンデ観測を行った。強風等のため、欠測 1 回、再観測 42 回があったほかは概ね順調に観測を行
った。オゾン観測では、オゾンゾンデ観測を 52 回行い、概ね順調に観測データを取得した。地上オゾン
濃度観測は、オゾン濃度計 2 台を持ち込んで観測を行い、概ね順調に観測データを取得した。オゾン分
光観測は、オゾン全量観測を 247 日及びオゾン反転観測を 59 日行った。観測不可能な時期、悪天時、機













する、YOPP-SH（Year Of Polar Prediction-South Hemisphere）の観測として、2 月 1 日～2 月 15 日の
06UTC に GPS ゾンデ観測を行った。WMO など 4 組織が設立した高精度なゾンデ観測網である GRUAN（GCOS 
Reference Upper Air Network）のサイトとして、高湿度、低湿度における GPS ゾンデの点検を行い、特







装置（JMA-10 型地上気象観測装置、以下 JMA-10 型）を用いて連続して自動観測を行った。露点温
度は気温、湿度及び気圧の観測データから算出した。また、視程計及び感雨器は目視観測の参考と
して用いた。 
4 月 23 日にはデータ通信部の時刻ずれにより全要素に欠測が生じた。7 月中旬から 9 月上旬にか
けてデータ通信部の動作が度々不安定になり全要素に短時間の欠測が生じた日があったが、データ
処理 PC との同期時刻を調整する等で解消した。12 月 2 日には気象棟内から基本観測棟気象観測室




観測項目 測器名 感部型式 備考 
気圧 電気式気圧計 PTB330 気象棟内又は基本観測棟気象観測室内に設置（注 1）
気温 電気式温度計 K5639AJ 百葉箱内強制通風式通風筒に設置 
湿度 電気式湿度計 HMT333 百葉箱内強制通風式通風筒に設置 
風向・風速 風向風速計 WS-JN6 測風塔に設置 
積雪の深さ 積雪深計 K5601HD 観測棟北側海岸に設置 
全天日射量 電気式全天日射計 MS-402F 基本観測棟屋上に設置 
日照時間 回転式日照計 MS-094 基本観測棟屋上の南北に 2 台設置 
視程 視程計 WB7532 百葉箱南西側に設置（注 2） 
感雨 感雨器 NS-120 気象棟屋上又は基本観測棟屋上に設置（注 1、2） 






ットの確認及び設定を行った。12 月 2 日に気象棟内から基本観測棟気象観測室内に移設した。 
イ） 気温、湿度（露点温度） 
電気式温度計及び電気式湿度計を百葉箱内の強制通風式通風筒内に設置し、通年観測した。ア

















感雨器を気象棟及び基本観測棟の屋上に設置し、参考測器として通年観測した。12 月 2 日に気
象棟屋上から基本観測棟屋上に移設した。 
b） 目視観測 
目視により 1 日 8 回（00、03、06、09、12、15、18、21UTC）、雲、視程及び天気の観測を行った。
また、視程計及び感雨器を参考としながら、連続して大気現象の観測を行った。 
2） 通報 
観測結果は 1 日 8 回（00、03、06、09、12、15、18、21UTC）、インテルサット衛星回線を利用して
国際気象通報式（SYNOP）で気象庁に送信し、気象庁から全球通信システム（GTS）で世界へ配信した。
インテルサット衛星回線の保守または障害期間中は、イリジウム衛星回線を利用して通報を行った。
また、地上気象観測報告を 1 日毎に気象庁へ送信した。 
DROMLAN 支援のために関係各国基地に対し、昭和基地の気象実況を提供した（10 月 27 日～11 月 13
日）。また、「しらせ」搭載ヘリコプター運航支援のために昭和基地の気象実況を提供した（2 月 7 日、








図Ⅲ.3.1.2.1.1-1 旬平均海面気圧                 図Ⅲ.3.1.2.1.1-2 旬平均気温 
 
  
図Ⅲ.3.1.2.1.1-3 旬平均湿度                     図Ⅲ.3.1.2.1.1-4 旬平均風速 
 
  





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































        「 ] 」：資料不足値。統計値を求める対象となる資料数が不足しているもの。 
年月 要素 観測値 起日 順位 統計開始年
日最高気温の高い方から 6.0℃ 18日 月5位 1957年
日最高気温の高い方から 5.0℃ 19日 月10位 1957年
月平均気温の高い方から -2.2℃ 月9位 1957年
日最大風速・風向 ENE34.5m/s 9日 月9位 1957年
月最深積雪 98]cm 10日 月4位 1999年
日最小相対湿度 30% 28日 月9位 1981年
月間日照時間の多い方から 143.8h 月10位 1959年
月最深積雪 91]cm 30日 月6位 1999年
日最小相対湿度 30% 26日 月10位 1981年
月最深積雪 94cm 20日 月7位 1999年
降雪の深さ月合計 41cm 月9位 2006年
月最深積雪 108]cm 29日 月5位 1999年
月平均気温の高い方から -11.8℃ 月4位 1957年
降雪の深さ日合計 16]cm 20日 月7位 2006年
降雪の深さ月合計 77]cm 月5位 2006年
月最深積雪 147]cm 29日 月2位 1999年
降雪の深さ月合計 25cm 月10位 2006年
月最深積雪 174cm 29日 月2位 1999年









日最高気温の高い方から 2.6℃ 30日 月1位 1957年
日最高気温の高い方から -0.8℃ 20日 月3位 1957年
日最低気温の高い方から -4.6℃ 31日 月8位 1957年
月平均気温の高い方から -8.0℃ 月1位 1957年
降雪の深さ日合計 14]cm 31日 月5位 2005年










月平均気温の高い方から -0.5℃ 月6位 1957年
月間日照時間の少ない方から 351.1h 月9位 1959年
降雪の深さ日合計 12cm 14日 月1位 2005年





2019年 年平均気温の高い方から -9.6℃ 5位 1957年
降雪の深さ月合計 14cm 月8位 2006年














2 月から 2020 年 1 月まで、北の浦の海氷上において、竹竿を利用した雪尺を 20m 四方に 10m 間隔で計
9 本設置した。週 1 回雪面上の雪尺の長さを測定し、前回の長さとの差から海氷上の積雪の深さの変化
量を観測した。雪尺が融雪の影響で傾いた場合は随時立て直し、立て直し前後の計測を行うことで観測
値を接続した（2 月、12 月、2020 年 1 月）。雪尺の設置場所は 59 次隊で選定、観測した場所が適地であ
ると判断し、引き続き同じ場所で観測を行った。図Ⅲ.3.1.2.1.2-1 に、雪尺による積雪の深さの変化量
と JMA-10 型積雪計による日最深積雪を示す。 
 







毎日 00UTC と 12UTC の 2 回、ヘリウムガスを充填したゴム気球に RS-11G 型 GPS ゾンデを吊り下げて
飛揚し、上空の大気を観測した。GPS ゾンデ信号の受信、その信号処理（測位及び観測要素の計算など）、
気象電報作成等は、GPS 高層気象観測システムを使用した。室内設備を基本観測棟に移設し、12 月 2 日
から基本観測棟での観測を開始した。昭和基地では 5 月頃～11 月頃にかけて気球の到達高度が低くなる
ため、5 月 6 日 12UTC～11 月 11 日 00UTC の期間は気球に油漬け処理して飛揚した。また、4 月 22 日 12UTC
～5 月 6 日 00UTC、8 月 26 日 12UTC～10 月 10 日 12UTC の期間は、より高い高度のデータを取得するため













GPS ゾンデ観測 600g 気球、浮力 1700g（巻下器使用時は 1800g） 






1200g 気球使用時 気象観測用高高度巻下器（30m） 
 
3） 観測経過 
2 月 1 日 00UTC から 2020 年 1 月 31 日 12UTC までの期間、概ね順調に観測を行った。観測状況を表
Ⅲ.3.1.2.2-2 に示す。 
表Ⅲ.3.1.2.2-2 高層気象観測状況 
                              合計
  2019 年          2020 年 平均
      2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 極値
飛揚回数 63 63 62 68 62 63 69 64 67 62 64 65 772
定時観測回数（日数×2） 56 62 60 62 60 62 62 60 62 60 62 62 730
再観測回数 7 1 2 6 2 1 7 4 5 2 2 3 42
正規観測回数（※1） 55 62 60 62 60 62 62 60 62 60 62 62 729
欠測回数（※2） 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1















回数  54 61 60 62 60 62 62 60 62 60 62 62 727
平均 hPa 11.7 10.9 13.8 14.7 11.5 10.2 12.8 12.4 19.8 15.4 12.4 12.6 13.2
平均 km 31.6 30.6 29.1 27.9 28.1 28.1 27.5 29.5 27.1 29.2 30.8 30.6 29.2
最高 hPa 7.3 5.8 3.9 4.1 4.6 4.3 5.2 5.9 5.3 3.3 5.6 5.2 3.3
最高 km 33.5 34.4 35.0 33.4 32.6 33.4 32.9 32.2 33.9 39.7 36.1 36.7 39.7
※1：正規観測資料が得られた回数（地上値のみの観測を含む）。 
※2：悪天などのため観測できず観測資料が無い回数。 
※3：正規観測のうち到達気圧が 150hPa 指定気圧面未満であった回数。 







  カードル 単管（7 ㎥） 
59 次隊から引継 未使用 20 基・空 0 基 0 本 
60 次隊持ち込み 42 基 60 本 
（60 次隊運用数合計 62 基 60 本） 
60 次隊持ち帰り 42 基 60 本 







オゾン全量観測は、大気路程（μ）が 1.4～4.5 の間、太陽北中時と午前午後各 2 回の 1 日計 5 回、
それぞれ AD 波長組による太陽直射光及び天頂光観測を行った。太陽高度角が低くなり AD 波長組によ
る観測が不可能な時期は、μが 4.5～6.8 の間に CD 波長組による太陽直射光観測及び天頂光観測を行
った。3 月から 10 月の半月～満月～半月となる期間は、μが最小となる時間を中心に月光による観測
を行った。 
オゾン反転観測は、晴天で天頂に雲がない条件の下、太陽天頂角 60 ﾟ～90 ﾟのロング反転観測と太
陽天頂角 80 ﾟ～89 ﾟのショート反転観測を可能な限り行った。 
なお、測器の保護のため悪天時には観測を行わず、観測値の精度を確認・補正するため、定期的に
各種点検を行った。また、AD 波長組と CD 波長組の観測値の相違を補正するための比較観測を行った。
さらに、快晴時に反転観測に支障の無い範囲でドブソン分光光度計の観測限界となるμの調査を行っ
た。この結果は、後に観測結果を見直し、確定値を決定する際に使用する。 
オゾン全量日代表値（暫定値）は、2 月 1 日から 4 月 27 日、8 月 17 日から 2020 年 1 月 31 日の期
間、インテルサット衛星回線を利用して国際気象通報式（CREX）により通報した。また、8 月 12 日か
ら 12 月 31 日にかけては、オゾン全量の準リアルタイム報告として、インテルサット衛星回線を利用





2019 年          2020 年  
 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計 
全量観測日数 
（太陽光）*1 





























2 2 1 - - - 1 2 0 1 0 0 9 








月平均オゾン全量は、2 月から 4 月及び 7 月から 8 月は参照値（1994～2008 年の累年平均値）と同
程度または上回る値となった。5 月、6 月は参照値を下回ったが、いずれの月も日代表値を得た観測日




全量は 296m atm-cm を記録し、1961 年の統計開始以来 9 番目に大きい値となった。オゾンホールの境
界付近に位置していた 9 月下旬から 10 月下旬にかけて、断続的にオゾンホールの目安である 220m 


















60 次隊ではオゾン濃度計 2 台（Dylec、型式 MODEL1100、S/N：1781-1、1781-2）を持ち込み、59 次
隊持ち込みのオゾン濃度計（EG-3000F）と並行観測を行った。MODEL1100 と EG-3000F の並行観測の結
果について、S/N1781-2 に基準の濃度差 3%を超える 4%の出力差が見られたが、測定の安定性や濃度計
の動作に異常はなく、S/N1781-1 は出力差が基準の 3%以内であることから、測器の入替による観測値
の連続性は保たれ、観測に問題ないことを確認し、2 月 1 日から S/N1781-1 を正器として観測した。
濃度計に出力差が見られたため越冬期間を通して 2 台で並行観測を行った。 
2020 年 1 月 6 日に 61 次隊持ち込みのオゾン濃度計（荏原実業、型式 EG-3000F、S/N：9020075、
9020077）2 台と併せて計 4 台での並行観測を開始した。 
MODEL1100 と EG-3000F の並行観測の結果について、引き続き S/N1781-2 に基準を超える出力差が見


















ECC 型オゾンセンサ 1Z 型 
ポンプ駆動電池 8V リチウム電池 2 本 






60 次隊では 52 回の観測を実施した。各月の観測状況を表Ⅲ.3.1.2.3.3-2 に示す。1 ヶ月に 3 回以
上の観測を実施し、オゾンホール発生期から解消期にかけては 1 か月に行う観測回数を増やした。観
測気球の油漬けは 5 月 20 日～11 月 4 日まで実施した。低温によるオゾンセンサの反応不良を回避す
−227−
るため、オゾンセンサの収納空間にアルミシートを入れ、ポンプ駆動電池の収納空間に発泡スチロー
ルを入れる保温対策を通年で実施した。さらに、5 月 20 日～11 月 4 日までの観測においては、ウォー







2019 年    




15 7.5 3 25.0 3 18.9 5 56.4 5 6.6 3 6.4
24 115.6 13 6.3 15 988.8※1 20 18.8 12 8.6 10 7.3
28 985.1※1 24 24.5 18 6.9 26 13.5 18 5.1 16 4.9
   24 5.8 26 6.3 27 5.0
       
    2019 年              2020 年




3 165.1 3 98.1 3 9.4 4 9.6 7 19.8 8 6.3
10 5.7 6 9.3 11 5.7 10 6.2 13 7.3 19 5.1
13 10.6 9 8.5 18 6.8 17 7.0 19 5.5 28 6.5
 23 10.0 13 8.6 21 28.7 20 5.6 25 9.3  
  28 16.1 19 9.3 27 9.4 23 4.6 30 5.8  
    23 8.5 27 5.1   
















に設置し、各観測項目について 1 秒毎のデータサンプリングで連続観測を実施した。 
 
表Ⅲ.3.1.2.4-1 日射放射量観測項目等一覧 


















































領域の大半と UV-A 領域の短波長側の波長域）の波長別紫外域日射量を 0.5nm 毎に観測した。 
d） 大気混濁度観測 
ダボス物理気象観測所製 PFR（Precision Filter Radiometer）（N59 号機、N50 号機）を太陽追尾装
置に搭載し、波長別直達日射量の観測を行った（368nm、412nm、500nm、862nm の 4 波長）。1 分毎のデ
ータサンプリングで日の出から日の入りまで連続観測を実施し、取得したデータから晴天時（太陽方
向に雲がない時）の大気混濁度を求めた。 
2020 年 1 月 8 日に 61 次隊持込のプリード社製 POM-02 電気式日射計を基本観測棟に設置し、PFR と





生じた。2 月 6 日に直達日射計のケーブルが断線したため、ケーブルの交換を行った。2 月 23 日に散
乱日射量観測用の精密全天日射計の防霜ファンのコネクターが脱落したため防霜ファンの交換を行っ
た。2 月 23 日の荒天後に太陽追尾装置の動作を再開させる際にプログラムの設定に誤りがあったため
27 日にかけて直達日射量観測、散乱日射量観測及び下向き赤外放射量観測に欠測が生じた。 
2020 年 1 月 11 日、61 次隊持込の紫外域日射計を観測棟の屋上に設置し、正器との比較観測を実施
した。比較観測の結果から、問題なく観測できていることを確認し、2 月 1 日に比較観測を終了し、
紫外域日射計の交換を実施した。運用計画に基づき、1 月 14 日に直達日射計の交換を行った。1 月 30
日に昭和基地計画停電により全天日射量観測、直達日射量観測、散乱日射量観測、下向き赤外放射量
観測及び紫外域日射量観測に欠測が生じた。 
12 月 10 日から精密全天日射計、精密赤外放射計の予備測器を基本観測棟の屋上に設置し散乱日射
量観測と下向き赤外放射量観測を開始し、観測棟における観測との比較を開始した。11 日に紫外域日
射計を設置した。13 日に直達日射計を設置した。2020 年 1 月 11 日に 61 次隊持込の精密全天日射計
と精密赤外放射計をそれぞれ全天日射量観測用と下向き赤外放射量観測用に設置した。基本観測棟と
観測棟での比較観測の結果、各測器で問題なく観測ができていることを確認し 2 月 1 日より、日射放
射量観測を基本観測棟の屋上で開始した。 
b） 反射放射量観測 
概ね順調に観測を継続した。2020 年 1 月 7 日に 61 次隊持込のデータロガーを反射放射量観測用の
データロガーと交換した。反射放射量観測用紫外域日射計の防霜ファンカバー不具合のため 1 月 7 日
に紫外域日射計の取り外しを行い修理が完了する 12 日まで欠測となった。 
c） 波長別紫外域日射量観測 
ブリューワー分光光度計 MKⅢ（168 号機）を用い、毎正時に UV-B 領域の紫外線強度を観測した。強
風時は測器保護のため観測を休止したほか、2 月 12 日から 14 日は、通信ケーブル破損による通信障
害のため観測を停止する時間帯があった。観測精度を維持するために、定期的に外部標準ランプによ
る点検を実施した。2017 年 8 月 13 日から測器感度の上昇が継続しており、観測データは 58 次隊、59
次隊と同様に外部標準ランプ点検結果によって補正した。2020 年 1 月 6 日から、61 次隊持ち込みの





けて欠測が生じた。12 月 12 日、基本観測棟屋上に N53 号機を設置し、観測棟屋上の N59 号機との比














･ AMPS（Antarctic Mesoscale Prediction System） 
･ ECMWF（European Centre for Medium-Range Weather Forecasts） 













発達した低気圧が昭和基地の近傍で停滞した 8 日から 9 日は A 級ブリザードになった。下旬は大陸か
ら張り出す高気圧の影響を受けて晴れの日が多くなったが、低気圧が昭和基地の近傍を通過した 21 日
から 22 日は C 級ブリザードとなった。 
2 月上旬は旬平均気温が平年に比べてかなり低くなった。一方、中旬はかなり高くなり、18 日は最





4 日から 6 日にかけて、及び 20 日から 23 日にかけて、発達した低気圧が昭和基地の近傍で停滞し





周期的に変化し、大陸の寒気に覆われた 17 日及び 18 日は日最低気温が-20℃を下回った。下旬は大
陸の高気圧や気圧の尾根に覆われて晴れた日が多く、旬平均気温は平年よりかなり低く、旬間日照時
間は平年よりかなり多くなった。 
発達した低気圧が昭和基地の近傍で停滞した 11 日から 12 日は B 級ブリザードとなった。また、低




圧が繰り返し昭和基地に接近して B 級 2 回、C 級 1 回、計 3 回のブリザードとなり、低気圧に向かっ
て暖かい空気が流れ込んだ影響で旬平均気温が平年よりかなり高くなった。下旬にも低気圧が繰り返




が昭和基地に接近した 1 日から 3 日にかけて A 級ブリザードとなったほか、その後も繰り返し低気圧
や気圧の谷の影響を受け、B 級 2 回、C 級 5 回、計 8 回のブリザードとなった。低気圧に向かって暖か
い空気が流れ込んだ影響で気温が高い日が多くなったため、月平均気温は平年よりかなり高く、6 月





下旬は低気圧の影響を繰り返し受け、B 級 1 回、C 級 1 回、計 2 回のブリザードとなった。発達した





15 日には日最低気温が-31.1℃となった。また、発達した低気圧が接近した 15 日から 17 日にかけて
B 級ブリザードとなった。 








上旬と中旬にそれぞれ 1 回の C 級ブリザード、発達した低気圧が接近した 29 日から 30 日にかけて




気温が 2.6℃と 10 月の最高気温の極値を更新した。 










に向かって暖かい空気が流れ込んだ後に晴れた 7 日には日最高気温が 5.1℃まで上がるなど、上旬の
旬平均気温は平年よりかなり高くなった。 










ふぶきまたは地ふぶきにより視程 1km 未満で風速 10m/s 以上の状態が 6 時間以上継続した場合をブリ
ザードと定義している。階級基準は以下のとおりである。 
･ A 級：視程 100m 未満で風速 25m/s 以上の状態が 6 時間以上継続 
･ B 級：視程 1km 未満で風速 15m/s 以上の状態が 12 時間以上継続 
･ C 級：視程 1km 未満で風速 10m/s 以上の状態が 6 時間以上継続 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































気解析に使用するとともに、DROMLAN 支援として関係各国基地に S17 気象実況を提供した（10 月 27 日
～11 月 13 日）。また、「しらせ」搭載ヘリコプター運航支援として S17 気象実況を提供した（2020 年 1




用している。データの送受信は 10 分に 1 回行われ、最新時刻までの 1 分値・10 分値・1 時間値・日別
値が転送される。風力発電機によるバッテリ充電量に対し電力の消費が激しく、サイクロン電池の電




観測項目 測器名 感部型式 備考 
気圧 電気式気圧計 CVS-PTB-210 S17 航空拠点発電機小屋 信号変換箱内に設置 
気温 電気式温度計 C-HPT S17 航空拠点発電機小屋屋上 自然通風シェルター内に設置
湿度 電気式湿度計 CVS-HMP-155D S17 航空拠点発電機小屋屋上 自然通風シェルター内に設置




により復旧した（3 月 22 日～4 月 28 日、5 月 28 日～8 月 9 日、8 月 16 日～9 月 5 日）。また、風力発
電機の発電が不安定となった影響で断続的にセーブモードになり、風力発電機の交換により復旧した
（7 月下旬～9 月 5 日）。現地で障害対応を行った際には合わせて定期点検を実施した（4 月 28 日、8
月 9 日、9 月 5 日）。気象棟から基本観測棟への移転に伴い、12 月 1 日に気象棟内から基本観測棟気








重点研究観測に関連して 2 月 3 日、4 月 17 日、7 月 7 日、10 月 22 日、2020 年 1 月 22 日に実施され
た宙空部門の水蒸気ゾンデ観測の支援、3 月 14 日～23 日、8 月 26 日～10 月 2 日に実施された宙空部門






を実施した。これにより得られた観測データは WMO の GTS を通じて配信し、各国の研究者等に共有した。 





表Ⅲ.3.1.2.6-2 YOPP-SH の観測器材（YOPP-SH の観測） 
GPS ゾンデ 









表Ⅲ.3.1.2.6-3 YOPP-SH の観測状況（YOPP-SH の観測） 
    2019 年



























※3：正規観測のうち到達気圧が 150hPa 指定気圧面未満であった回数。 





















特殊ゾンデ 気温基準ゾンデ MTR 
気球 1200g 気球、浮力 1900g 
 
表Ⅲ.3.1.2.6-5 気温基準ゾンデ観測状況 
    2019 年 2020 年
    2 月 18 日 9 月 20 日 1 月 30 日
到達気圧 hPa 5.0 16.5 6.1
到達高度 km 36.3 26.8 35.3
 
6） 基本観測棟への移転準備 
60 次隊で持ち込んだ什器類は 3 月 8 日に基本観測棟へ搬入し、搬入済みのものを含め順次組み立て設
置した。気象棟から基本観測棟への什器類や事務用品等の物資の大掛かりな移動を、ラフテレーンクレ
ーンを使用し 11 月 18 日、29 日、12 月 11 日に実施した。また、移転当日の気象通報の欠落や遅延を発
生させぬよう、ネットワーク機器の移転を円滑に行えるための気象棟のネットワークセグメントの事前
変更を 11 月 20 日に行った。12 月 2 日に気象通報にかかわるサーバー類を基本観測棟へ移設し通信環境





3.1.3.1 測地観測（TG01）                             松本 なゆた 
3.1.3.1.1  GNSS連続観測点（IGS軌道追跡局）保守 
1） GNSS連続観測局(昭和基地IGS点)保守 
昭和基地 IGS 点で受信された GNSS データは国土地理院へ自動転送されている。 
2020 年 12 月 1 日に基地全停電が発生したが、停電中も UPS および内部バッテリーで観測を継続し
た。 
2020 年 1 月 30 日の計画停電では、停電中も UPS および内部バッテリーで観測を継続した。 
2） GNSS固定観測装置(ラングホブデ)保守 
11 月 8 日、ラングホブデ GNSS 固定観測装置の保守を実施した。太陽光パネルの状態は第 60 次夏作












欠測している(交換日 記録停止-記録再開 、時刻は LT)。 
2 月 26 日 : 11:23-11:30  6 月 29 日 : 10:18-10:30   10 月 30 日 : 09:50-10:00 
3 月 29 日 : 09:08-09:30    7 月 30 日 : 11:26-11:33   11 月 30 日 : 17:03-17:10 
     4 月 27 日 : 08:55-09:02    8 月 27 日 : 17:16-17:30   12 月 31 日 : 19:22-19:28 
     5 月 29 日 : 14:50-15:00    9 月 28 日 : 10:16-10:30    2020 年 1 月 25 日 : 17:21-17:31LT 
また、インクの補充により打点記録が 4 月 29 日 9:48-9:50LT、4 月 30 日 15:15-15:16LT、5 月 8 日
11:07-11:10LT、5 月 14 日 09:02-09:06LT、5 月 31 日 14:20-14:22LT、9 月 14 日 16:15-16:17 で欠測し
ている。復調器の時刻補正を 10 月 6 日 21:35LT および 2020 年 1 月 26 日 13:19LT に実施した。 
2 月 14 日 6:15～6:25UTC 間は、地学棟が電源ケーブルの交換工事により停電したが、観測は UPS に
より継続された。 




ch4 のデータは 9 月 30 日 18:30LT 以降、潮位が高い時間のみ断続的にデータが欠測するようにな
り、11 月 24 日 13:23LT 以降はデータが完全に欠測した。 
12 月 1 日 21:20-22:18LT に基地全停電が発生したが、停電中も UPS で欠測なく観測を継続した。 
2020 年 1 月 3 日ケーブルの布設経路変更作業中のケーブル切断により 09:51-10:20LT の間 ch2 のデ
ータが欠測した。 
2020 年 1 月 9 日 PC の入替作業に伴い 09:28-09:43LT、10:15-10:49LT、13:37-13:47LT でデータが
欠測した。 




水位計センサーケーブルの内、1 本の鉄製耐氷管が折れ、中の FEP 管が一部露出している。露出部
は鉄製耐氷管の破損部との接触により FEP管に傷がついている状態である。埋戻しにより破損部が FEP
管を圧迫する可能性があったため、61 次夏作業での埋戻しは実施していない。もう 1 本のセンサーケ
ーブルは鉄製耐氷管が大きく浮き上がった状態である。浮き上がりが大きく埋戻しが困難なため、同






3.2.1 宙空圏変動のモニタリング（AMU）  
3.2.1.1 オーロラ光学観測（AMU0901）                       藤田 光高・二村 有希 
    1） 概要  
a） エレクトロンオーロライメージャ（EAI-1、EAI-2）  
EAI-1 および EAI-2 は、全周魚眼レンズ、発光輝線透過フィルタ（EAI-1：427.8nm、EAI-2：557.7nm）、
冷却式 CCD を備え、オーロラ電子の降込みにより励起・発光されるオーロラ（電子オーロラ）の発光
強度と空間分布を捉えることを目的とする。本システムは自動観測ソフトにより自動運用され、撮像
データを Web 配信出来る。  
b） プロトンオーロライメージャ（PAI-1、PAI-2）  
PAI-1 および PAI-2 は、全周魚眼レンズ、発光輝線透過フィルタ（PAI-1：485.0nm、PAI-2：480.5nm）、
−238−
冷却式 CCD を備え、プロトンオーロラの発光強度と空間分布を捉えることを目的とする。本システム
は自動観測ソフトにより自動運用され、撮像データを Web 配信出来る。  
c） カラーデジタルカメラ（CDC-1、CDC-2）  





簡易型の白黒ビデオカメラ（WATEC-1: WAT-120N+、WATEC-2: WAT-910HX/RC (59 次で新規設置)）に
魚眼レンズ（1/2 インチ用）を装着し全天を映し込むようにしたもの（以下 WATEC と略称）である。




は 1 秒毎と 10 秒毎に、WATEC-2 は 10 秒毎にそれぞれ JPEG 形式の静止画像を作成し記録している。本
システムは自動観測ソフトにより自動運用され、撮像データを Web 配信出来る。  
e） 掃天フォトメータ（SPM） 
掃天フォトメータ（以下、SPM と略称）は、全天の緯度方向に沿ってオーロラ発光輝線強度分布の









2） 経過  
a） EAI-1、EAI-2 
EAI-1、EAI-2 ともに、2 月 25 から 10 月 16 日まで悪天候時を除き 198 晩分のデータを取得した。
ソフトウェアエラーにより自動観測が開始しない或いは観測途中で停止する障害が EAI-1は 4月 1回、 
5 月 1 回、7 月 1 回、8 月 2 回、9 月に 2 回、EAI-2 は 5 月に 1 回発生した。EAI-1 については観測
が自動終了せず強制的に終了させるまで続いたことが 1 回発生した。また、荒天時に観測停止し損な
い外灯点灯の状態で撮影してしまった日が 3 日間あった。その他、観測開始・終了時のダーク映像撮
影されない事象が頻発した。8 月末から 9 月初めにかけて観測データ画像にノイズが乗ったような画
像が確認されたので、9月 17日に PC～CCDコントローラ～CCDカメラ間のケーブルの抜き差しを行い、
改善した。EAI-2 では、23:59:59 のファイル名が翌日の 23:59:59 になる事象が頻発し、手入力でファ
イル名を変更した。オーロラ観測期間外は、機器 電源を OFF し電力使用量節減に努めた。  
b） PAI-1、PAI-2  
       PAI-1、PAI-2 ともに、2 月 25 日から 10 月 16 日まで悪天候時を除き 198 晩分のデータを取得した。
ソフトウェアエラーにより自動観測が開始しない或いは観測途中で停止する障害が PAI-1は 6月 1回、
7 月 1 回、8 月 1 回、9 月に 2 回、PAI-2 は 5 月 3 回、6 月 1 回、7 月 1 回、8 月に 5 回発生した。オー
ロラ観測期間外は、機器の電源を OFF し電力使用量節減に努めた。  
c） CDC-1、CDC-2  
       CDC-1 は、2 月 25 日から 10 月 5 日まで悪天候時を除き 193 晩分のデータを取得した。 
CDC-2 はオーロラブレイクアップ等激しいオーロラが出現した時間帯に観測者が手動で観測を開始
した。2 月 25 日から 10 月 5 日までの観測期間中、8 晩のデータを取得した。オーロラ観測期間外は、
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機器の電源を OFF し電力使用量節減に努めた。 
d） WATEC-1、WATEC-2 
WATEC-1、WATEC-2 ともに、2 月 25 日から 10 月 16 日まで悪天候時を除き 203 晩分のデータを取得
した。荒天明け観測時に電源を入れ忘れ、観測再開し損ねる事が 5 月に 1 回、外灯点灯時観測停止忘
れが 9 月に 1 回あった。オーロラ観測期間外は、機器の電源を OFF し電力使用量節減に努めた。 
e） SPM 
3 月 4 日から 10 月 1 日まで悪天候時を除き 107 晩分のデータを取得した。受光部ユニットを持ち
込んだものと交換し、制御部のゲイン設定値を変更した。ドーム内ヒータ 4 枚の内 2 枚が発熱してい
なかった、4 枚を並列につなげている端子部分を新しくして解決。ヒータを乗せていた発泡スチロー
ルが溶けていたので、3 月 7 日に観測を止めた、対策として昭和基地で入手が容易な木板にして観測
再開、しかし木板も焦げていたので耐火性のケイカル板に交換した。ドーム内にはファンもあるが 







と思われる。他の項目で示すが、9 月に CDC のコンピュータ等がランサムウエアに感染した。 
セキュリティーの観点から EAI,PAI,CDC,SPM をネットワークから外した為、観測期間内であるが 10 月
6 日、EAI,PAI,CDC,SPM の観測を終了した。 
 






      1．観測開始 12 時間前までの間で、変動幅 200nT を越えない。 
2．観測開始 30 分前までの間で、変動幅 30nT を越えない。 
3．観測開始の直前、10 秒間で変動幅が 0.75nT を越えない。 
b） 経過 
観測ではフラックスゲート磁力計セオドライト型磁気儀（以下では FT 型磁気儀と略称する）を使 
用し、地磁気偏角と伏角を測定した。全磁力測定にはテラテクニカ製プロトン磁力計・PM218 を用い
























2019/02/19 12:15 42927.35 19279.15 -38354.62 -51 21.28 -63 18.80
2019/03/19 11:58 42930.28 19283.33 -38356.01 -51 21.82 -63 18.55
2019/04/23 11:24 42938.12 19295.62 -38358.56 -51 23.05 -63 17.77
2019/05/25 10:04 42936.51 19300.61 -38354.10 -51 24.33 -63 17.25
2019/06/18 10:08 42935.54 19307.56 -38349.47 -51 24.31 -63 16.59
2019/07/20 10:29 42932.54 19304.23 -38347.59 -51 24.27 -63 16.76
2019/08/22 11:32 42933.50 19303.93 -38348.71 -51 25.21 -63 16.82
2019/09/21 11:45 42948.27 19296.49 -38370.81 -51 21.74 -63 18.14
2019/10/19 11:16 42926.90 19279.04 -38353.62 -51 25.91 -63 18.77
2019/11/18 11:23 42924.18 19294.83 -38342.75 -51 27.33 -63 17.25
2019/12/12 11:36 42920.88 19294.81 -38339.27 -51 28.16 -63 17.13









     b） 経過 
3 軸フラックスゲート磁力計（島津製作所製 MB-162、以下 MB-162 と略称する）を用いて、地磁気 3
成分の連続観測を行っている。取得されたデジタルデータは、超高層モニタリングデータ収録システ
ム（新 ATLAS システム）と新磁場ロガーにより収録されている。毎月の観測基線値算出、MB-162 のキ
ャリブレーション、K インデックス算出については、以下に経過の詳細を記す。 
ア） 基線値観測 










2019/02/19 12:15 18027.17 18527.71 -38433.16 
2019/03/19 11:58 18029.69 18528.58 -38438.31 
2019/04/23 11:24 18029.58 18528.72 -38440.41 
2019/05/25 10:04 18029.24 18528.74 -38439.38 
2019/06/18 10:08 18030.60 18528.66 -38438.88 
2019/07/20 10:29 18031.60 18528.79 -38443.94 
2019/08/22 11:32 18031.48 18528.97 -38442.65 
2019/09/21 11:45 18030.97 18528.69 -38442.98 
2019/10/19 11:16 18028.83 18528.17 -38437.53 
2019/11/18 11:23 18026.80 18528.27 -38432.98 
2019/12/12 11:36 18024.35 18528.23 -38430.07 
2020/01/28 12:36 18021.38 18524.56 -38426.09 
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イ） キャリブレーション 
地磁気静穏日に MB-162 の各成分に±100nT の感度信号をそれぞれ 20 秒間入力し、キャリブレー




表Ⅲ.3.2.1.2-3  キャリブレーション結果 
実施日 水平成分 偏角方向成分 鉛直成分 
2019/02/19 1.00647  1.00032  0.99272  
2019/03/19 1.00374  0.99896  0.99198  
2019/04/17 0.99823 1.00357  0.99158  
2019/05/25 1.00577  0.99793  0.99448  
2019/06/18 1.00538  1.00851  0.98834  
2019/07/20 1.00129  1.00387  0.99321  
2019/08/22 1.01044  1.00692  0.98746  
2019/09/21 1.00116  0.99898  0.99724  
2019/10/21 1.00284  1.00990  0.98979  
2019/11/18 1.00097  0.99052  0.98979  
2019/12/12 1.00960 1.00458 0.98896 
2020/01/24 0.99014  0.99468  0.99934  
 
ウ） K インデックス算出 
昭和基地では 3 時間毎、一日に 8 個の K インデックス値が自動的に算出される。MB-162 のキャリ


















地磁気変化計室では、プロトン磁力計 PM-218 を用いて、毎分観測を行う。9 点の測量鋲では、プ  
ロトン磁力計 G856 または PM215 を使う。G856 または PM215 は、10 秒計測で 1 分間（7 回）観測を行
う。この観測値と地磁気変化計室の PM-218 1 分計測との差を観測する。 
b） 経過 
2019 年 2 月 15 日に PM-215 を用いて観測を行ったが、センサーが落下した為、テープで補強し測定
するも、落下以降の値が不自然なため採用せず、2 月 26 日に G856 を用い再測定、同時に PM-215 でも
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測定しセンサーの検証を行った、結果、異状なしとの判断で、以降は PM-215 を用い観測を行う。落下
の原因となった個所は、塩ビパイプ用の接着剤で固定した。60 次では 61 次夏の気象棟撤去ならびに
基本観測棟の放球デッキ建設による影響を確認するべく 61 次隊到着前の 12 月 27 日に環境監査を実
施した。気象棟撤去ならびに基本観測棟の放球デッキ建設作業後の測定は、2 月以降の実施となり、
報告は 61 次に委ねた。プロトン磁力計は 2 月 26 日に G856 を、12 月 27 日には PM-215 を使用した。
表Ⅲ.3.2.1.2-4 にて過去 2 回分と比較した観測結果を示す。 
 
表Ⅲ.3.2.1.2-4  環境監査観測結果（絶対観測室との全磁力値の差） 
日付 
測量鋲地点 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 
2018/12/14 -20.6 -53.1 5.9 -50.1 -66.9 37.0 26.5 -3.2 -98.9 
2019/02/26 -24.0 -56.3 3.6 -53.4 -68.9 34.9 24.4 -6.7 -99.4 
2019/12/27 -19.9 -52.8 7.1 -50.6 -65.6 38.5 27.6 -2.6 -95.5 
 
4） 問題点・課題 
          12 月に行った観測時、9 番地点の鋲が除雪した雪をためる地点にあった為、鋲を確認するのに時間が
かかった、今後は除雪を行う隊員に鋲の存在を周知する必要があると思われる。 
 






        2)  経過 
          5 月に PAI・EAI 用の UPS3 台にバッテリーアラームが発生した。1 台ある UAPNAS 用の UPS と他の機器
の余裕のある UPS に振り分けて電源の接続を変更し対応した。61 次隊が到着後、持ち込まれた新しい
UPS に接続し直した。 CDC 用、NTP サーバー用 UPS、C-logger ノート PC のバッテリー交換も行った。9






 3)  問題点・課題 
計画停電の際に実施した NTP サーバー用 UPS バッテリー交換時、電源を落とした NTP サーバー2 が、
復電時、電源が入らなくなった。電源回路の故障であり、国内に持ち帰った。現在メインの NTP サーバ
ー1 と NTP サーバー3 で運用中である。 
 
3.2.1.4 西オングル島における宙空モニタリング観測（AMU0903）       藤田 光高・二村 有希 
1） 概要 
電磁雑音の少ない西オングル島の宙空テレメータ基地において、太陽風－磁気圏－電離圏－地球大気
結合系の中で生起する ULF 帯から VLF 帯までの自然電磁波動、及び、HF/VHF 帯の銀河雑音電波吸収のモ
ニタリング観測を行う。 
a） ULF 帯地磁気脈動観測 
インダクション磁力計を用いて、0.1～10Hz 帯の地磁気脈動が観測されている。磁力計センサーは、
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旧システムでは 3 本のセンサーが地磁気の南北、東西、垂直方向の、また新システムでは 2 本のセン
サーが南北、東西方向のデータを取得するように設置されている。センサーからの信号はそれぞれア
ンプで増幅された後に cRIO ロガーを経由して無線 LAN 経由でデータ伝送され、情報処理棟のサーバ
ーに記録されている。 
b） VLF 帯自然電波観測 
デルタ型ループアンテナを用いて、100～10kHz 帯の自然電波が観測されている。旧システムは南北
の磁界変動を、また新システムは南北、東西の磁界変動を観測する。それぞれアンテナ直下のプリア
ンプ、観測小屋内のメインアンプで増幅された後に cRIO ロガーを経由して無線 LAN 経由で情報処理
棟のサーバーにデータ伝送し、記録されている。尚、新 VLF システムではワイドバンド出力はアンチ
エリアジングフィルタを経由して cRIO ロガーに入力されている。またワイドバンドデータは専用サ
ーバー上で FFT 処理される。これらのデータファイルは 1 日 1 回、国内へ伝送される。 
c） リオメータ(30MHz/38.2MHz) 






ムを 49 次隊以降、長期にわたり試験運用し、動作データを無線 LAN 経由で昭和基地及び国内（極地
研）へ伝送してきたが、56 次隊からは西オングル観測の主電源として活用するために、新たに 1 シス
テムを増設、また 1～3 号機のそれぞれに 12V 100Ah の蓄電池 4 個を増設し、電池容量を倍増させた 4
システム構成とし、以後、順調に運用されている。 
56 次隊以前に主電源として使われてきた旧太陽電池系電源システムは、太陽電池により充電される




e） データ収録・処理部、無線 LAN 通信システム 
観測された ULF、VLF/ELF、リオメータの各観測系データは、cRIO ロガーを経由して、また電源系  
データは LS7000 ロガーを経由して 2 系統の無線 LAN により昭和基地へ伝送されている。 
2） 経過 
a） ULF 帯地磁気脈動観測 
2020 年 1 月に旧 ULF キャリブレーションを実施した。 
b） VLF 帯自然電波観測 
新 VLF アンテナのラジエターがメッセンジャーワイヤー内側にあるべきところ、外側を通っている
個所があった、ワイヤーとラジエターが接触しており、このままでは切断の可能性もあるので 2019 年
12 月改修を行った（写真Ⅲ.3.2.1.4-1）。2020 年 1 月に旧 VLF キャリブレーションを実施した。 
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ラジエター改修前               ラジエター改修後 
図Ⅲ.3.2.1.4-1 新 VLF アンテナのラジエター改修 
 
c） リオメータ(30MHz/38.2MHz) 




7 月中旬、風が吹かない日が 10 日前後続き、全風発出力が 0 となり 7 月 18 日全観測データが途絶
えた。その後十分な風が得られ 7 月 20 日全観測システムが自動復旧した。10 月、発電機担当隊員が
発電機小屋の発電機の点検を実施した。 
QL で見るとハイブリッド電源システム 4 号機風発出力が他の 3 基に比べ低い為、11 月に発電機
（FM910-4）を交換、その後正常な発電を確認した。6１次隊引継ぎ作業期間に、各システムのバッテ
リーの並列接続を外し、単体にして電圧、内部抵抗の計測の結果、バッテリー全 32 個中 11 個の内部
抵抗値に規格外れが確認された、昭和の在庫 8 個を内部抵抗値の悪いものから交換した。    
e） データ収録・処理部、無線 LAN 通信システム 
情報処理棟内データロガーのデータ生成プログラムの不具合により、西オングルからの転送データ






















表Ⅲ.3.2.2.1-1 大気微量成分連続観測における定期保守・点検作業一覧(2019 年 2 月～2020 年 1 月)
実施項目 CO2 CH4 CO CO/N2O O2 
日点検 毎日 毎日 毎日 毎日 毎日 






1 回/年 1 月実
施 
自動 自動 自動 自動 
エアライン 
フィルタ交換 
1 回/2 ヶ月 
奇数月に実施 
1 回/2 ヶ月 
奇数月に実施 





















なし 1 回/年 
1 月実施 







約 1 回/月 
残量少で交換 








































荒天後 荒天後 荒天後 荒天後 荒天後 























旬に南側実験室区画の室温低下が起こった。具体的には 8 月 13 日から室温の低下がはじまり、15 日














2019 年 7 月 21 日早朝に、強風により観測棟北側のドアが開放した。当該ドアは内開きで、北風
に押されて開いた形となる。室温の時系列データから推定すると、午前 1 時頃から午前 8 時頃にか
けて 7 時間の間、ドアが開放し屋内に雪が吹き込む状態となった。午前 8 時頃、気水一般研究観測
の佐賀隊員がドアの開放状態を発見した。ドアを閉めても強風に押されてすぐに開いてしまう状況
























表Ⅲ.3.2.2.1.1-1 大気中 CO2 濃度観測における主たる欠測・異常事例 
























































b) 61 次隊引継ぎ夏作業 
61 次隊到着後、2020 年 1 月に 61 次持込機材への更新、各種保守点検作業の引継ぎを兼ねて、下
記の作業を実施した。作業実施日を括弧内に示した。 


























表Ⅲ.3.2.2.1.2-1 大気中 CH4 濃度観測における主たる欠測・異常事例 
































































































b) 61 次隊引継ぎ夏作業 
61 次隊到着後、2020 年 1 月に 61 次持込機材への更新、各種保守点検作業の引継ぎを兼ねて、下
記の作業を実施した。作業実施日を括弧内に示した。 










CH4 分析計本体およびアンプは 61 次持込機を運用機と交換し、交換時点での運用機（59 次持込





3.2.2.1.3 大気中CO, N2O濃度連続観測                         金森 晶作 
1) 概要 
ガスクロマトグラフ法による還元式ガス分析計（Trace Analysis 社製・RGA3）を用いた大気中 CO 濃
度連続観測システムの保守点検を実施し、大気中 CO 濃度連続観測を継続実施した。さらに、老朽化の
著しい CO 濃度連続観測システムの更新機として、2019 年 1 月に設置されたレーザー分光分析計（Los 
Gatos Research 社製・model N2O/CO-23r）を用いた新型システムとの、新旧両システムによる大気中
CO 濃度の並行連続観測を実施した。取得したデータは国立極地研究所のサーバに毎日自動転送され、
処理・解析される。なお、1 年間の並行連続観測を経て、ガスクロマトグラフ法による旧システムは
観測終了とすることになり、2020 年 1 月に観測を停止した。 
2) 経過 
ガスクロマトグラフ法による観測は 2019 年 3 月から装置不具合による欠測が続いた。1 年間のうち
データを取得出来た日数は約半分の 192 日に留まった。10 月以降は異常停止を繰り返しながらも継続
観測が出来たが、61 次隊へは引き継がず、予定どおり観測を終了した。 
レーザー分光分析計による観測は、システムの不具合が時折発生したものの、概ね順調に実施出来








表Ⅲ.3.2.2.1.3-1 ガスクロマトグラフ法による大気中 CO 濃度観測における主たる欠測・異常事例
発生日 欠測期間/時間 状況 対応・影響 備考 
































































































































































































































































表Ⅲ.3.2.2.1.3-2 レーザー分光分析計による大気中 CO 濃度観測における主たる欠測・異常事例
発生日 欠測期間 状況 対応・影響 備考 





































































































b) 61 次隊引継ぎ夏作業 



















3.2.2.1.4 大気中O2濃度連続観測                           金森 晶作 
1) 概要 
大気中の CO2 濃度変動と密接な関係にある大気中の O2 について、南極域における挙動を明らかに





トを行った上で、2 月 2 日にセンサを分析計本体ごと交換した。以降は 1 年間を通して安定した観測
を実施出来た。 
本観測では、日射の影響による大気採取口での分別を避けるため 11 月～3 月期は通常のインレット
からアスピレーションインレットに切り替えて運用している。2 月当初はアスピレーションインレッ
トで観測し、2019 年 3 月 10 日に通常インレットへ切り替え、2020 年 11 月 2 日にアスピレーション
インレットへ切り替えた。他方で 11 月～3 月期においても、荒天時は養生のため一時的に通常インレ
ットへ切り替えた。 






表Ⅲ.3.2.2.1.4-1 大気中 O2 濃度観測における主たる欠測・異常事例 
発生日 欠測期間 状況 対応・影響 備考 



























ず 30 分後再開 
 






























b) 61 次隊引継ぎ夏作業 
















3.2.2.1.5 大気試料採取                               金森 晶作 
1) 概要 



























CH4 (CO2, CH4, 
CO, N2O) 









































































































2019 年 1 月 28 日 - - - 11 日 
2019 年 2 月 4 日、12 日、
19 日、24 日 
3 日、18 日 4 日、19 日 - 4 日 
2019 年 3 月 4 日、12 日、
18 日、25 日 
4 日、18 日 4 日、18 日 4 日 4 日 
2019 年 4 月 4 日、8 日、
16 日、25 日 
8 日、25 日 8 日、25 日 - 8 日 
2019 年 5 月 2 日、6 日、
14 日、20
日、30 日 
6 日、20 日 6 日、20 日 7 日 6 日 
2019 年 6 月 3 日、10 日、
18 日、25 日 
3 日、19 日 3 日、19 日 - 3 日 
2019 年７月 5 日、8 日、
19 日、23
日、30 日 
8 日、23 日 8 日、26 日 26 日 8 日 
2019 年 8 月 7 日、17 日、
21 日、27 日 
7 日、21 日 7 日、21 日 - 7 日 
2019 年 9 月 2 日、11 日、
18 日、23 日 
11 日、23 日 11 日、23 日 - 11 日 
2019 年 10 月 4 日、8 日、
17 日、24
日、28 日 
8 日、24 日 8 日、24 日 3 日 8 日 
2019 年 11 月 5 日、15 日、
20 日、27 日 
5 日、20 日 5 日、20 日 17 日 5 日 
2019 年 12 月 5 日、10 日、
17 日、23
日、30 日 
10 日、23 日 10 日、23 日 - 10 日 
2020 年 1 月 6 日、14 日、
20 日、26 日 





























表Ⅲ.3.2.2.1.6-1 CO2 同位体比較観測用大気試料精製概要 
担当機関 国立極地研究所 
測定項目 δ13C of CO2、δ
18O of CO2 
採取地点 観測棟海側大気採取タワーインレットにつながる配管を使用して観測棟内で採取
試料容器 試料採取:1L ガラスフラスコ、精製後:ガラス管封入 
採取頻度 1 回/週（1 本/回） 
所要時間 試料採取:30 分、精製作業:120 分、採取前後真空排気:各半日〜1 日 










表Ⅲ.3.2.2.1.6-2 CO2 同位体比試料 採取日と欠測の状況 
年月 採取日および欠測状況 
2019 年 1 月 28 日 
2019 年 2 月 4 日、12 日、19 日、24 日 
2019 年 3 月 4 日、12 日、18 日、25 日 
2019 年 4 月 4 日、8 日、16 日、（17 日:標準ガス）、25 日 
2019 年 5 月 2 日、6 日、14 日、20 日、30 日 
2019 年 6 月 3 日、10 日、19 日、25 日 
2019 年７月 5 日、8 日、19 日、26 日、30 日 
2019 年 8 月 7 日、（9 日:標準ガス）、17 日 
※21 日:精製装置 CO2 トラップ温度制御に異常確認、以降 5 週間にわたり欠測 
2019 年 9 月 23 日 
※20 日:精製装置リレー回路交換により復旧、以降再開 
2019 年 10 月 4 日、8 日、17 日、（19 日:標準ガス）、24 日、28 日 
2019 年 11 月 10 日、15 日、20 日、27 日 
※5 日に大気採取用継ぎ手セットのテフロンチューブ接合部が破損、修理のため
採取間隔が長くなった 
2019 年 12 月 5 日、10 日、17 日、23 日、30 日 
2020 年 1 月 6 日、（14 日:標準ガス）、15 日、20 日、26 日 
備考 大気試料精製:週 1 回・合計 50 回実施・欠測 5 回、標準ガス精製:4 回実施 
 
1 年間に行った保守対応、トラブル等について表Ⅲ.3.2.1.1.6-3 にまとめた。 
 
表Ⅲ.3.2.2.1.6-3 CO2 精製装置関連の保守作業、トラブル等 














































2019/1/7 液体窒素製造装置汲み出しノズル交換  
2020/1 月中 ロータリーポンプオイル交換 1 回/年実施の保守作業 













表Ⅲ.3.2.2.2-1 エアロゾルの直接観測 観測項目一覧と定期保守点検作業 
観測名 地上エアロゾル粒径分布・数濃度観測 光吸収性エアロゾルの連続観測 
観測場所 清浄大気観測小屋 清浄大気観測小屋 













（月 2 回） 
水タンクの補充、排
水（月 2 回） 
日常点検（毎日）、イ
ンパクタ部フィル
タ交換（年 1 回）、 
内蔵 CF カードデー




換（1～2 年に 1 回）
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  ウィック交換（月 1
回） 
フィルタテープ交
換（1～2 年に 1 回） 
 
データ転送 自動 自動 自動 手動 月 1 回実施 
その他 ・ 観測する大気は清浄大気観測小屋併設サンプリングタワーに設置したインレッ
トより共用の屋内配管へ導入 









観測場所 観測棟 観測棟 観測棟 
運用装置 スカイラジオメー
タ 




















データ転送 自動 自動 ※2020 年 1
月に手動転換 
自動 ※2020 年 1
月に手動転換 

















バックアップを行ってきた。2019 年 3 月末に本観測を所管する国立極地研究所の研究責任者が交代し
たが、研究責任者間でデータ転送に係る引継ぎは行われなかった。6 月頃、国立極地研究所に設置さ
れた NAS が廃止され、データ転送方法を整理する必要が生じた。昭和基地側では、各観測データを昭
和基地内の NAS に集約する一方で、国内からの要請に応じ、7 月より、地上エアロゾル観測関連デー
タ分のみ、国立極地研究所の指定サーバへ転送を行うこととした。 
昭和基地内の NAS へは、各観測装置のデータ収録パソコンから、LAN を介して、毎日、更新分のデ
ータの自動バックアップを行った。ただし、一部観測については、使用しているパソコンの OS サポー
−260−















写真Ⅲ.3.2.2.2-1 清浄大気観測小屋の積雪コントロール（2019 年 10 月 18 日） 
 
背景の写真は 2019 年 10 月 18 日に撮影したものである。日常の除雪は、西側入り口の通行を確保
すること、および小屋下の通風を確保することを目的に、ショベルやソリを使い、手作業で行った。










写真Ⅲ.3.2.2.2-2 清浄大気観測小屋の状況(2020 年 1 月 18 日) 
 




氷・雪を除去した。10 月 17 日に、測定用大気の通風配管排気口に雪が詰まった。10 月 15 日からのブ
リザードによるもので、排気口から約 50cm 長に雪が入っていた。大気の取り込み風速が通常の 50%程
度まで低下していたが、閉塞はしていなかった。雪は配管の上から軽い衝撃を与えることで容易に取
り除くことが出来た。 




































3.2.2.2.1 地上エアロゾル粒径分布・数濃度観測                   金森 晶作 
1) 概要 
地上エアロゾルの粒子数濃度を光散乱式計数装置（OPC）および凝結核計数装置（CPC）の 2 種類の
装置で連続的に観測した。OPC では直径 0.3μm 以上の粒子数を粒径に応じた 5 チャンネルで、CPC で
は直径 7nm 以上の粒子総数を計測した。OPC は当初、RION 社製 KC01E を使用し、不具合発生後は RION





系エラーが 2 回発生した。症状および装置に表示されたエラーメッセージは 2 回とも同様であった。
7 月に発生した際は予備機と交換して観測を再開した。10 月に再度発生した際は、国内からの指示
により一般研究観測のために持ち込まれていた可搬型 OPC（RION 社製・KR12A）を転用して観測を継




次隊の予備機とすることになった。装置引き継ぎのための並行観測は、KR12A と KC01E（61 次隊持
ち込み）および KC01E と KC01D（「しらせ」船上観測より転用）の間で行った。前者は 2020 年 1 月
5 日から 10 日にかけて、後者は 1 月 10 日から 17 日にかけて実施した。国内の研究責任者がデータ
を解析し、いずれも良好な相関関係にあることを確認した。 
OPC では、CPC の運用とあわせて、欠測期間を最低限に留めて定期点検や並行観測を行うために、
2 台のパソコンを必要とする。2 月当初は古い OS を搭載した Windows パソコンを使用していた。1
台は WindowsXP 搭載機（OS サポート期限切れ）、もう 1 台は Windows7 搭載機（OS サポート期限 2020
年 1 月）の状況だった。そこで 3 月 15 日に WindowsXP 搭載機を予備機の Windows7 搭載機と交換し
た。さらに 12 月 20 日に、他の装置の予備機を転用する形で 1 台を Windows8 搭載機と交換した。61
次隊の物資到着後、2020 年 1 月 17 日に、残る Windows7 搭載機を 61 次持ち込みの Windows10 搭載





表Ⅲ.3.2.2.2.1-1 OPC によるエアロゾル観測における異常事例、保守対応 
発生日 欠測期間 状況 対応・影響 備考 










2019/2/28 2/28 5:40UTC- 
2/28 12:12UTC 
通信系エラー（CS OFF 
































































































































2020/1/10 1/10 5:34UTC- 
1/10 6:08UTC 




























1 年間を通して大きな欠測なく観測を実施出来た。11 月 20 日に装置に発生した障害は、昭和基
地では復旧出来ず、装置を予備機と交換することで対応した。装置引き継ぎのための並行観測は、
後半の運用機（58 次隊持ち込み機）と 61 次持ち込み機の間で 2020 年 1 月 6 日から 17 日にかけて
実施した。国内の研究責任者がデータを解析し、良好な相関関係にあることを確認した。並行観測
後、61 次持ち込み機を運用機、後半の運用機を予備機として入替えた。 






表Ⅲ.3.2.2.2.1-2 CPC によるエアロゾル観測における異常事例、保守対応 
発生日 欠測期間 状況 対応・影響 備考 
















































  上観測共通箇所） 去  






























































































3.2.2.2.2 光吸収性エアロゾルの連続観測                       金森 晶作 
1) 概要 
南極沿岸域における炭素質エアロゾルの季節変化やその動態を捉えるため、エサロメータ（Magee 








他のエアロゾル地上観測項目とあわせて表Ⅲ.3.2.2.2-1 に記載した。年に 1 回実施するインパクタ




発生日 欠測期間 状況 対応・影響 備考 




































































1 年間を通して大きな欠測なく観測を実施出来た。8 月 21 日にフィルターテープ送りに関わるエ
ラーが頻発するようになり、何度か調整を行った。11 月 6 日以降は解消した。1 年間に行った定期
保守点検作業については他のエアロゾル地上観測項目とあわせて表Ⅲ.3.2.2.2-1 に記載した。年に





表Ⅲ.3.2.2.2.2-2 MAAP によるエアロゾル観測における異常事例、保守対応 
発生日 欠測期間 状況 対応・影響 備考 


























































































低太陽高度の時期に観測を停止した。具体的には 2019 年 5 月 2 日に観測を停止し、8 月 13 日に再開
した。2020 年 1 月 18 日に、61 次隊持ち込みの新型スカイラジオメータとの交換のため観測を停止し
た。装置は取り外し、持帰り品とした。また、装置の制御・データ収録用パソコンとして、サポート
期限切れとなる OS(Windows7)を搭載したものを使用していたが、こちらも使用終了とした。新型スカ






2019 年 2 月 6-11 日(5 日間)、21-23 日（2 日間） 
2019 年 3 月 17-19 日(2 日間)、20-23 日(3 日間)、30-31 日(1 日間) 
2019 年 4 月 2-3 日(夜間のみ)、4-8 日(4 日間)、8-10 日（2 日間）、10-12 日（2 日間）、 
2019 年 5 月 2 日-（30 日間）※8 月 13 日まで極夜期の停止 
2019 年 6 月 全期間停止（30 日間） 
2019 年７月 全期間停止（31 日間） 
2019 年 8 月 -13 日(12 日間)、15-17 日(2 日間)、24-26 日(2 日間)、26-27 日（夜間のみ）、 
30-31 日(1 日間) 
2019 年 9 月 7-8 日(2 日間)、14-15 日(1 日間)、28 日-(2 日間) 
2019 年 10 月 -2 日(1 日間)、4-6 日(2 日間)、9-11 日(2 日間)、12-17 日(5 日間)、19-20 日(1
日間)、28-29 日(1 日間)、30 日-(1 日間) 
2019 年 11 月 -1 日（1 日間）、11-12 日(1 日間)、16 日(1 日間)、 
2019 年 12 月 13-14 日(1 日間)、 
2020 年 1 月 1-2 日(1 日間)、4-5 日(1 日間)、9-10 日(1 日間)、18-31 日(13 日間)※装置交換
のための停止、1 月末時点で観測再開に至らず 
備考 
荒天による停止:約 51 日間、極夜期停止:103 日間、装置交換:13 日間 
※停電、装置の異常による停止は含まず 
 
スカイラジオメータでは 1 年間をとおして通信系のエラーが発生した。特に極夜明けの 9 月に頻発
した。12 月 5 日に、鏡筒とトラッカーを接続しているケーブルの内 1 本が劣化し、皮膜が破けて導線
が一部露出していた状況を発見した。同日、絶縁テープを上から巻きつける応急措置を行った。ケー
ブル損傷と通信系エラー発生の因果関係は不明である。通信ケーブルに関連して、12 月 18 日にパソ
コンと装置を繋ぐ通信ケーブル(RS422)を新品の予備品と交換した。同ケーブルは交換した新型スカ
イラジオメータでも使用するもので、予防保守として実施した。使用していた RS422 ケーブルは外観







発生日 欠測期間 状況 対応・影響 備考 




















































































































































































ていた。なお、同様の問題が全天カメラ観測でも発生した。詳細は 3.2.2.2.5 に記載した。 
b） 定常気象観測との情報共有について 
















項として、2019 年 1 月 18 日の事故停電以降、データファイルの時刻情報がずれて記録されている状
況にあった。すなわち、本来 UTC で記録するものが、昭和基地地方時で記録されていた。2020 年 1 月
18 日にこの状況を発見し、2020 年 1 月 18 日以降のデータを UTC で記録するよう設定した。 
偏光マイクロパルスライダーに関しては 7 月 11 日の保守作業を発端に装置が故障してデータ収録
不能となり約 1 ヶ月間にわたって欠測した。ある非正規の方法でデータ収録を開始できることを発見





表Ⅲ.3.2.2.2.4-1 マイクロパルスライダー観測(SESI MPL)における異常発生事例、保守作業 
発生日 欠測期間 状況 対応・影響 備考 































































付け HD に変更 
WindowsXP 搭載
パソコンを使用 
2020/1/18 1/18 16:00UTC- 
1/18 16:05UTC 
収録データの時刻を LT か





って LT で収録 













































































付け HD に変更 
Windows7 搭載パ
ソコンを使用 













マイクロパルスライダー観測は、NASA が展開中の MPLNET の 1 サイトとして維持され、その旨周知





3.2.2.2.5 全天カメラ観測                              金森 晶作 
1) 概要 
雲量、雲種、雲の出現特性に関するデータを取得するため、魚眼レンズを装着した可視 CCD カメラ





極夜期に観測を停止した。具体的には 2019 年 5 月 26 日に観測を停止し 7 月 13 日に再開した。 
極夜期に前後して、5 月 26 日に画像取得および太陽を隠す遮蔽板の動作に異常が発生した。画像取
得については復旧したものの、遮蔽板は動作異常が継続し、以降の画像には太陽が写り込んだ。 











発生日 欠測期間 状況 対応・影響 備考 

















































電まで 48 分間 









刻 LT に誤設定 
 























付け HD に変更 
Windows7 搭載パ
ソコンを使用 
































ていた。同様の問題は、スカイラジオメータでも発生した。詳細は 3.2.2.2.3 に記載した。 
b) 国内側の機材更新準備について 

















3.2.2.3 南極氷床の質量収支モニタリング（AMP0903）                  金森 晶作 
南極氷床・表面質量収支の長期変動を明らかにするため、雪尺観測を継続した。あわせて表面積雪のサ
ンプリングを行った。観測地点は、昭和基地から、とっつき岬、S16 地点、みずほ基地を経て、氷床頂上部
のドームふじ基地に至るルート沿いに整備されている。60 次では、内陸旅行隊が踏査した S16 地点から
MD50 地点までの内陸約 310km にわたる測線と、昭和基地から S16 に至る沿岸地域において観測を行った。
得られたデータおよび積雪冷凍サンプルは、国立極地研究所で解析、分析される。 
3.2.2.3.1 氷床内陸質量収支観測                          金森 晶作 
1) 概要 
内陸旅行隊に実施を依頼した。ルート上雪尺測定は内陸旅行の復路、2019 年 10 月 26 日から 11 月
1 日にかけて、MD50～S16 地点に至る 45 地点で実施した。観測地点は旅程の都合から 10km 間隔とし、
加えて、ルート整備のためのルート旗立替点でも実施した。表面積雪のサンプリングはルート上雪尺
−275−
測定と同時に、10km 間隔、27 地点で行った。36 本雪尺網観測は 10 月 22 日から 10 月 30 日にかけて












3.2.2.3.2 氷床沿岸質量収支観測                           金森 晶作 
1) 概要 
昭和基地からとっつき岬に至る海氷上ルートの海氷厚と海氷上の積雪深観測、とっつき岬から S16
間のルート沿い雪尺観測及び表面積雪サンプリング、および S16 地点の 36 本雪尺網観測を実施した。 
2) 経過 
昭和基地からとっつき岬へのルート工作は 2019 年 4 月 16 日から 4 月 20 日にかけて野外観測支援
隊員の主導で行われた。ルート工作の中で、79 点において海氷厚と海氷上積雪深の測定を実施し、デ
ータを共有した。 
とっつき岬から S16 にかけての観測は、2019 年 4 月 24 日から 4 月 28 日にかけてのルート工作およ
び 9 月 4 日の S16 地点での複合オペレーションに合わせて 2 回実施した。ルート雪尺観測は S17 まで
含めそれぞれ 63 点で実施した。積雪サンプリングは標高約 50m 毎に、各 10 点で実施した。S16 にお






3.2.3 地圏変動のモニタリング 松本 なゆた 








表Ⅲ.3.2.3.1.1-1 DORIS 停波期間一覧 
2 月 5 日 17:00 ～ 2 月 6 日 18:09 8 月 13 日 17:00 ～ 8 月 14 日 17:54 
3 月 26 日 17:00 ～ 3 月 27 日 18:08 9 月 17 日 17:00 ～ 9 月 18 日 18:08 
4 月 2 日 17:00 ～ 4 月 3 日 18:01 10 月 7 日 16:12 ～ 10 月 7 日 16:47 
5 月 14 日 16:30 ～ 5 月 15 日 18:09 11 月 5 日 17:04 ～ 11 月 6 日 17:47 
6 月 4 日 16:30 ～ 6 月 5 日 17:52 2020 年 1 月 14 日 17:00 ～ 1 月 15 日 18:08 
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DORIS は原子時計を使用しており、協定世界時との時間差は 37～38 秒（協定世界時 UTC の方が遅れ）
となっている。 
2 月 14 日 6:15～6:25UTC 間は、地学棟の電源ケーブル交換工事により停電したが、観測は UPS により
継続された。 
4 月 11 日 CNES によるビーコンのリモート調整が行われた。 
5 月 29 日および 7 月 13 日は気象測器との通信エラーが発生し、J22-METEO ケーブルを接続し直し、
復旧した。 
12 月 1 日 21:20-22:18LT に基地全停電が発生したが、停電中も UPS で欠測なく観測を継続した。 
2020 年 1 月 30 日の計画停電では、停電中も UPS で欠測なく観測を継続した。 
    3.2.3.1.2 VLBI 観測 
1）VLBI観測 
第 60 次隊では VLBI 国際観測実験を合計 10 回実施した。主な VLBI 実験は量子化ビット数 1bit、バ
ンド幅 4MHz、サンプリングレート 8MHz で収録された。ただし、OHG118、AOV035、AOV039 はハイレー
トサンプリング実験で量子化ビット数 2bit、バンド幅 16MHz、サンプリングレート 32MHz で収録され
た。以下に各実験の実験日および時刻(UTC)を表Ⅲ.3.2.3.1.2-1 示す。 
 
表Ⅲ.3.2.3.1.2-1 VLBI 実験一覧 
実験名 日時 実験名 日時 
OHG117 2 月 5 日 17:30 ～ 2 月 6 日 17:30 OHG120 8 月 13 日 17:30 ～ 8 月 14 日 17:30 
T2131 3 月 26 日 17:30 ～ 3 月 27 日 17:30 AOV039 9 月 17 日 17:30 ～ 9 月 18 日 17:30 
OHG118 4 月 2 日 17:30 ～ 4 月 3 日 17:30 OHG121 10 月 7 日 16:30 ～ 10 月 7 日 16:30 
AOV035 5 月 14 日 17:30 ～ 5 月 15 日 17:30 OHG122 11 月 5 日 17:30 ～ 11 月 6 日 17:30 
OHG119 6 月 4 日 17:30 ～ 6 月 5 日 17:30 OHG123 2020 年 1 月 14 日 17:30 ～ 1 月 15 日 17:30 
 
D-cal 用のスケジュールファイルの設定観測時間が k5 のスケジュールファイルの設定観測時間よ
り長くなっているため、D-cal の収録が次の観測でスキップされるという事象が全ての実験で生じて
おり、その回数は一実験あたり 10 から 20 回ほどあった。また、観測中にアンテナスレーブが落ちる
ことが実験中に 1～2 回程度あるが、直ぐに復旧させており、観測に支障はでていない。各実験に関す
るトラブルなどは以下の通りである。 
･ OHG117：スケジュールファイルの表記が 2149-306 である星が、D-cal では 2149-307 と表示され、
DRC ファイルのアンテナ角度と実際の観測角度が異なっていた。 
･ OHG118：スケジュールファイルの表記が 2149-306 である星が、D-cal では 2149-307 と表示され、
DRC ファイルのアンテナ角度と実際の観測角度が異なっていた。 
･ AOV035：観測中 ch2 で VIDEO CONVERTER の Phase Lock Loop(PLL)エラーが確認された。実験開始
時は ch3 の入力信号の強度が弱く VM11 程度であったが、途中から VM20 以上に回復した。2149-
306、2131-021、2121+053、0605-085 の観測では、DRC ファイルのアンテナ角度と実際の観測角度
が異なっていた。 
･ OHG119：実験を通して ch3 の入力信号の強度が弱く VM11 程度であった。ch2 で一時的に VIDEO 
CONVERTER の PLL エラーが確認されたが、すぐに解消された。 
･ OHG120：実験を通して ch3 の入力信号の強度が弱く VM12 程度であった。ch2 で一時的に VIDEO 
CONVERTER の PLL エラーが確認され、VM 値が 13 程度となったが、すぐに解消された。スケジュー
ルファイルで表記が 2149-306 の星が、D-cal では 2149-307 と表示され、DRC ファイルのアンテ
ナ角度と実際の観測角度が異なっていた。 
･ AOV039：実験開始時は ch3 の入力信号の強度が弱く VM10～20 程度であったが、途中から VM20 以
上に回復した。2149-306 の星の観測では、DRC ファイルのアンテナ角度と実際の観測角度が異な
っていた。K5 の Unit2 では、97 回目 1144-379 の観測後にプログラムが動かなくなり、autoobs
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を再実行した。そのため、98 回目 0727-115 および 99 回目 1424-418 のスキャンデータが欠損し
た。 
･ OHG121：スタート時に unit2 の時刻が違っており、1 回目の 1749+096 のスキャンが実行されなか
った。100 回目の NRAO530 では、アンテナが動かなかった。実験を通して ch3 の入力信号の強度
が弱く VM12 程度であった。スケジュールファイルの表記が 2149-306 である星が、D-cal では
2149-307 と表示された。 
･ OHG122：65 回目の 3C279 では、アンテナが動かなかった。実験を通して ch3 の入力信号の強度が
弱く VM11 程度であった。スケジュールファイルの表記が 2149-306 である星が、D-cal では 2149-
307 と表示された。 
2） 水素メーザの維持 
旧型水素メーザ 2 号機と新型水素メーザ 1 号機の監視、温度管理を行った。 
水素メーザが設置されている地震計室短周期室の室温は 2～9 月が 20～24℃程度、10 月～1 月はお
おむね 23～26℃程度で、晴れた日には 28℃まで上昇することもあった。10 月以降は晴れの日など水
素メーザ室の室温が高い場合には収録室、前室の扉を開けて温度調整を行った。 
10 月 9 日水素メーザ 1 号機、2 号機の管理用 PC にウィルス対策ソフトをインストールした。 
11 月 19 日：水素メーザ 1 号機、2 号機の管理用 PC が Windows のエラーにより自動で再起動した。
1 号機 PC は監視用ソフトを再起動し通常状態に戻ったが、2 号機はエラーにより監視用ソフトの立上
げができない状態が続いている。 
12 月 1 日 21:20-22:18LT に基地全停電が発生したが、停電中も UPS および発電機により運転を継続
した。 
2020 年 1 月 30 日の計画停電では、停電中も UPS および発電機により運転を継続した。 
ただし、UPS が 10 分程度しかもたないため UPS のバッテリーの交換が必要である。 
3.2.3.1.3 超伝導重力計観測 
1） 超伝導重力計 
2018 年 9 月 23 日以降、冷凍機の架台フレームの脚を支える金具（Front 側）の変形により、TiltX
と TiltY の自動制御がきかなくなり、高感度の観測データがとれない状況が続いている。液体ヘリウ
ムの液面レベルは 2018 年 10 月 15 日に 93.8%から 80.2%に低下し、10 月 20 日にはさらに 76.6%まで
下降した。第 60 次越冬期間中は 76.5%前後であった。2020 年 1 月 20～21 日に液体ヘリウムの充填を
行い、液面レベルは 94.8%まで上昇した。以下に超伝導重力計の補修作業について示す。 
2 月 19 日超伝導重力計の GEP-3 の YTilt のボードユニットを新しいものに交換した。 
2 月 20 日、3 月 12 日、3 月 13 日、3 月 15 日、3 月 20 日に TiltX、TiltY、および固定点の調整を行
った。 
8 月 5 日、金具が変形している架台フレームの脚(Front 側)に支えを設置し、架台フレームの高さ
を調整した。 
8 月 6 日、8 月 8 日、8 月 9 日、8 月 12 日、8 月 13 日、8 月 15 日、8 月 28 日、8 月 30 日に TiltX、
TiltY、および固定点の調整を行った。 
11 月 11 日、悪天候時の気圧の変化に伴って、TiltX および TiltY の値が大きく変化するため、ブリ
ッジドライブを 3 から 1 に変更した。 
12 月 1 日 21:20-22:18LT に基地全停電が発生したが、停電中も UPS および発電機により運転を継続
した。 









データ回収を 2 月 26 日、3 月 29 日、4 月 27 日、5 月 30 日、6 月 29 日、7 月 30 日、8 月 27 日、
9 月 28 日、10 月 30 日、11 月 30 日、12 月 31 日、1 月 31 日に、バッテリー交換を 3 月 29 日、8 月
27 日、11 月 30 日、1 月 5 日に行った。  
microSD の書込みエラーにより 2 月 28 日 08:14UTC-3 月 29 日 8:45UTC 間はデータが欠損した。 
バッテリーの電圧低下により 8 月 25 日 21:11UTC-8 月 27 日 13:42UTC 間はデータが欠損した。  
b） インテルサットレドーム 
データ回収を 2 月 26 日、3 月 29 日、4 月 27 日、5 月 30 日、6 月 29 日、7 月 30 日、8 月 27 日、
9 月 28 日、10 月 30 日、11 月 30 日、12 月 31 日、1 月 31 日、バッテリー交換を 2 月 26 日、5 月 30
日、6 月 29 日、9 月 3 日、1 月 5 日に行った。 
バッテリーの電圧低下により 2 月 21 日 19:03UTC-2 月 26 日間はデータが欠損した。 
microSD の書込みエラーにより 3 月 6 日 00:03UTC-3 月 29 日 8:45UTC 間はデータが欠損した。 




10 月以降は 15～18℃とした。ビニールハウス内の室温は 2～9 月は概ね 18～24℃、10 月以降は 20～
26℃程度で晴れた日には 28℃程度まで上昇した。そのため、前室の扉を開けたり、換気扇を回したり
して、室温を調整した。換気扇は冬季の 3 月 18 日に南側、19 日に北側に蓋を取り付け閉じ、夏季の




保守、GNSS を用いた海面高度測定、また GNSS を用いた氷床流動測定を行った。 
1） コーナーリフレクター保守 
CR01 は越冬期間を通じて雪が付くこともなく、特に問題もなかった。 
CR02 は近傍の PANSY アンテナのドリフトにより、5 月以降は雪に埋まるようになり、悪天候後には
除雪を行った。冬季には積雪が徐々に厚くなり、10 月には 2m 程度となったため、除雪が大変であっ
た。9 月 16 日に重機による除雪中に台座の脚が接触により変形した。 
CR04 は 7 月には雪に埋まるようになり、悪天候後には除雪を行った。積雪は最大でコーナーリフレ
クターの最上部より 50cm 程度であった。 
2） 海氷上GNSSによる海面高度測定 
太陽光発電できる GNSS ブイを用いた海面高度測定を西の浦で実施した。 
5月 31日に西の浦海氷上に GNSSブイを設置した。受信機は GEM-2、アンテナは Septentrio PolaNt-
x MF、12V40Ah の鉛蓄電池 2 個からなる。ブイはロープとアイススクリューで固定した。  
6 月 26 日、7 月 22 日、8 月 24 日にバッテリー交換および SD カードの交換を行った。 
7 月 22 日バッテリー交換時にソケット充電器のケーブルが切れたため、翌日新しいものと交換し
た。このため、7 月 22 日 10:42UTC-7 月 23 日 7:58UTC の間、データが欠損した。 
バッテリーの電圧低下により 8 月 19 日 14:19UTC-8 月 24 日 10:58UTC 間はデータが欠損した。 
9 月以降はソーラーパネルによる発電によりバッテリー交換が必要なかったため、9 月 19 日、10
月 21 日、11 月 18 日に SD カード交換のみ行った。西の浦の海氷にパドルが形成され始めたため、
11 月 29 日に海氷ブイを撤去した 
3） 氷床GNSS観測 
9 月 5 日 S19 ルート旗近傍に氷床 GNSS を設置した。受信機は GEM-2、アンテナは Septentrio PolaNt-
x MF、12V40Ah の鉛蓄電池 2 個からなる。観測機器はソーラーパネル付きのプラボックスに入れ、台
座の上に設置した。台座の固定にはロープとスノーバーを用いた。11 月 1 日に内陸旅行隊が回収した
際には、観測が継続されていた。 
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    3.2.3.1.5 露岩 GNSS 観測 
リュツォ・ホルム湾東沿岸の露岩域における無人 GNSS 観測装置の保守と GNSS 観測を行った。また、
昭和基地・重力計室で露岩 GNSS 観測の基準となる GNSS 観測を行っている。 
1） ラングホブデ雪鳥沢 
11 月 7 日にラングホブデ雪鳥沢の GNSS の無人観測システムの保守点検を実施した。システム稼働
状況を確認したところ、給電用バッテリーの電圧が3.04Vまで低下しており、2019年 2月 5日 06:35UTC
で観測が停止していた。バッテリー2 個のうち 1 個に劣化が確認されたため、2 個とも予備のリチウ
ムバッテリーと交換し、観測を再開した(10:47UTC 観測開始)。タイマーの時刻の再設定、観測時間を
インターバル 7 日間、観測継続時間を 24 時間に設定し、おんどとりを新しいものと交換した。 
2） スカルブスネスきざはし浜 
第 60 次隊では冬季にスカルブスネスきざはし浜の保守には行くことができなかった。 
3） 向岩・オングルガルテン 
向岩及びオングルガルテンの露岩 GNSS 観測点において、露岩に埋め込まれたボルトにアンテナを
設置し、24 時間観測を行った。受信機は GEM-2、アンテナは Septentrio PolaNt-x MF、12V80Ah のリ
チウム電池 1 個からなる。 
向岩には 8 月 21 に設置し、10 月 11 日に撤去した。撤去の際、GEM-2 の電源は OFF となっており、
9 月 15 日までのデータが取得されていた。 
オングルガルテンには 10 月 12 日に設置し、10 月 25 日に撤去した。撤去の際、GEM-2 の電源は OFF
となっており、10 月 19 日までのデータが取得されていた。 
4） 基準GNSS 
2018 年 3 月 25 日よりラインアンプの出力低下により観測を停止していた。ラインアンプを新規の
ものに交換し、2019 年 3 月 19 日より観測を再開した。受信機は GEM-1 を使用していたが、12 月 7 日




4 月 30 日 11:49 8 月 27 日 12:45 12 月 31 日 14:02 
5 月 30 日 11:10 9 月 28 日 12:58 2020 年 1 月 30 日 14:16 
6 月 29 日 10:54 10 月 28 日 12:41 - 
7 月 30 日 10:19 11 月 30 日 17:21 - 
 
5 月 18 日 GEM-1 のファームウェアを最新版にアップデートした(13:00UTC 停止、13:21UTC 再開)。 
11 月 30 日に SD カードを交換後、データ受信ができない状態となる。ラインアンプと重力計室を
つなぐケーブルの不良により受信できなくなっていたため、12 月 7 日にケーブルを付け替え、観測
を再開した（14：41UTC）。この際、受信機を GEM-1 から GEM-2 に変更した。 












2 月 21 日 13:39 ～ 14:00 （E/W） 12 月 9 日 5:24 ～ 5:55 （N/S）
4 月 2 日 7:28 ～ 17:52 (N/S、E/W） 12 月 19 日 12:21 ～ 13:09 （E/W）
5 月 12 日 10:16 ～ 11:06 (N/S） 12 月 25 日 11:22 ～ 11:33 （E/W）
5 月 21 日 11:38 ～ 12:02 (E/W） 12 月 31 日 16:12 ～ 16:29 （E/W）
7 月 14 日 7:34 ～ 8:26 (N/S、E/W） 12 月 25 日 5:14 ～ 5:50 （U/D）
11 月 11 日 12:29 ～ 12:56 （N/S） 2020 年 1 月 4 日 20:06 ～ 20:22 （E/W）
12 月 2 日 6:28 ～ 6:47 （N/S） 2020 年 1 月 13 日 6:02 ～ 6:27 （E/W）
12 月 4 日 6:46 ～ 7:02 （E/W） 2020 年 1 月 21 日 11:31 ～ 11:52 （E/W）
 
2019 年 1 月 25 日に引き続き、2019 年 2 月 7 日 5:52～7:30UTC に NS、UD 真空引きを再度行った。 
U/D: 65.0cmHg → 67.0cmHg マスポジション：1.33V→1.10V 
N/S: 52.0cmHg→ 55.0cmHg  マスポジション：-0.26V→-0.18V 
2 月 14 日 5:48～6:35UTC 間は、地学棟の電源ケーブル交換工事による停電に伴い、観測を停止した。 
7 月 8-11 日、8 月 5-8 日には気温変化に伴うマスポジションの変動に起因すると思われるスパイク状
の波形が STS の UD、NS、EW で度々確認される。 
12 月 16 日以降 EW 成分で短周期のノイズが認められる。 
12 月 1 日 21:20-22:18LT に基地全停電が発生したが、停電中も UPS で欠損なく観測を継続した。 
2020 年 1 月 30 日の計画停電では、停電中も UPS で欠損なく観測を継続した。 
2020 年 1 月 31 日 10:35～11:24UTC に EW、NS、UD 真空引きを行った。 
U/D: 68.0cmHg → 72.0cmHg マスポジション：0.10V→-0.7V 
N/S: 35.0cmHg→ 72.0cmHg  マスポジション：0.0V→2.5V 
E/W: 70.0cmHg→ 72.0cmHg  マスポジション：-1.45V→-1.65V 
2） GS-1短周期地震計 
2019 年 1 月 21 日に短周期地震計を HES から GS-1（三成分一体型）への入れ替えを行った。年間を通
して、停電時を除いて正常に収録を継続した。GS-1 のプリアンプは UPS に接続されていないので停電中
はデータが欠損する。停電は、2 月 14 日 6:15～6:25UTC の地学棟の電源ケーブル交換工事、12 月 1 日





2 月 26 日 7:05 - 7:30 6 月 27 日 6:45 - 7:00 10 月 29 日 15:54 - 16:15
3 月 30 日 10:58 - 11:04 7 月 28 日 13:56 - 14:00 11 月 30 日 13:55 - 14:00
4 月 27 日 6:25 - 6:33 8 月 27 日 13:54 - 14:00 12 月 31 日 16:31 - 16:37
5 月 27 日 12:50 - 13:00 9 月 28 日 6:42 - 7:00 2019 年 1 月 25 日 7:07 - 7:24 
 
R66 は UPS に接続されていないので停電中は記録が停止する。 
11 月 25 日発電機の電源切替に伴う停電対応のため R66 を停止した(停止 6:37UTC、再開 7:09UTC)。 
12 月 1 日 21:20-22:18LT の基地全停電、2020 年 1 月 30 日の計画停電中も記録が停止した。 
4） 地震イベントによる立ち入り制限 
以下の地震発生後に数日間、地震計室及びその周辺への立ち入り制限を実施した。 
5 月 6 日：パプアニューギニア M7.2 
5 月 14 日：パプアニューギニア M7.5 
5 月 26 日：ペルー M8.0 
6 月 15 日：ニュージーランド M7.2 
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6 月 24 日：インドネシア M7.3 
7 月 6 日：南カルフォルニア M7.1 
7 月 14 日：インドネシア M7.2 
1 月 28 日：ジャマイカ M7.7 
5） 地震計室の建物管理 
STS のマスポジション（POS）は温度変化によりドリフトするため越冬期間中は地震計室の室温監視を
行った。長周期室簡易冷凍庫内の温度は、2 月から 5 月は 11～13℃、6 月から 10 月は 8～10℃、11 月以





多目的アンテナレドームを囲む形で 3 カ所に微気圧計（Chaparral 25）を設置し、インフラサウンド観
測を実施している。各センサーからのアナログ出力信号は、地震計室収録室内のデータ収録装置（LS-7000XT）
でデジタル化され、LS-7000XT 内の CF カード（2GB）に 1 分ごとの win ファイルとして約 2 ヶ月間保持さ
れるとともに、LAN 接続された Linux PC (OpenBlockS266）にも毎秒送信される。OpenBlockS266 では内部
の CF カードに 1 時間ごとの win ファイルとして、最新の約 8 ヶ月分が蓄積されている。毎日極地研の WS
（crux.nipr.ac.jp）がインマルサット回線を介して OpenBlockS266 の ftp サーバに接続し、1 日分のデー
タを自動的にコピーしている。 
1） インフラサウンド観測 




数：22Hz、チャンネル ID：0106、UT+00:00 で、16GB の SD カードにデータを収録している。 
NL-6000 のデータ回収を 3 か月に 1 度の頻度で 4 月 27 日 10:18UTC、8 月 1 日 12:30UTC、10 月 28 日
10:35UTC、1 月 25 日 14:09UTC、1 月 31 日 07:23UTC に実施した。 
2 月 14 日 5:48～6:35UTC 間は、地学棟の電源ケーブル交換工事による停電が発生したが、UPS で欠損
なく観測を継続した。 
12 月 1 日 21:20-22:18LT に基地全停電が発生したが、停電中も UPS で欠損なく観測を継続した。 
2020 年 1 月 30 日の計画停電では、停電中も UPS で欠損なく観測を継続した。 
 
3.2.4 生態系変動のモニタリング 
3.2.4.1 アデリーペンギンの個体数観測（AMB0901）              廣田 大輔・岡田 豊 
【概要】 
JARE では生態系調査、海氷状況調査の指標として毎年春にペンギンセンサスとしてアデリーペンギンの
ルッカリーにおいて個体数ならびに営巣数調査を実施している。個体数は 11 月 15 日、営巣数は 12 月 1 日
にそれぞれ最大数になるため、この時期を目安としてペンギンセンサスを行った。 
【実施経過】 
60 次隊では 8、9 月頃に宗谷海岸の露岩域のうち、ルンパ、シガーレン、イットレホブデホルメン、ひ
さご島、袋浦、水くぐり浦、弁天島、オングルカルベン、まめ島へのルート工作をフィールドアシスタン
ト隊員を中心としたメンバーで行った。 
個体数調査は 11 月 14～17 日にかけて行った。ルッカリー脇から 3～4 人のメンバーがカウンターを用
いて 3 回計測し、ルッカリー全体が入るように写真も撮影した。ただしルンパ C と水くぐり浦については
ペンギン数が多く、ルッカリーも大きいためカウンターは用いずに写真撮影のみ行い、写真を電子メール
で国内 PI に送り、カウントをしていただいた。 











表Ⅲ.3.2.4.1-1 アデリーペンギン個体数調査(11 月 15 日前後)の結果 
調査日 調査地 調査員 個体数の平均 標準偏差 
2019/11/14 ルンパ A 4 名 390.9 47.7 
2019/11/14 ルンパ B 4 名 114.4 7.7 
2019/11/14 ルンパ C 写真撮影 2420.0  
2019/11/14 シガーレン 4 名 0.0 0.0 
2019/11/14 イットレホブデホルメン 4 名 0.0 0.0 
2019/11/14 ひさご島 A 4 名 59.3 1.2 
2019/11/14 ひさご島 B 4 名 37.5 1.0 
2019/11/14 ひさご島 C 4 名 20.9 0.7 
 2019/11/15 袋浦 5 名 409.3 41.2 
2019/11/15 水くぐり浦 写真撮影 1421.0  
2019/11/17 弁天島 A 4 名 40.8 4.7 
2019/11/17 弁天島 B 4 名 12.6 0.5 
2019/11/17 オングルカルベン A 4 名 277.3 41.4 
2019/11/17 オングルカルベン B 4 名 171.8 32.0 
2019/11/17 オングルカルベン C 4 名 113.1 12.4 
2019/11/17 オングルカルベン F 4 名 11.9 0.2 
2019/11/17 まめ島 1 4 名 370.9 109.1 
2019/11/17 まめ島 2(谷向かい) 3 名 12.8 2.3 
 
表Ⅲ.3.2.4.1-2 アデリーペンギン営巣数調査(12 月 1 日前後)の結果 
調査日 調査地 調査員 総営巣数の平均 標準偏差 
2019/12/2 水くぐり浦 写真撮影 681.0  
2019/12/3 オングルカルベン A 4 名 145.5 5.9 
2019/12/3 オングルカルベン B 4 名 111.3 9.4 
2019/12/3 オングルカルベン C 4 名 82.0 1.9 
2019/12/3 オングルカルベン F 4 名 17.0 0.7 
2019/12/3 まめ島 1 4 名 258.2 16.9 
2019/12/3 まめ島 2(谷向かい) 4 名 8.8 0.6 
2019/12/5 ルンパ A ドローン撮影 163.0  
2019/12/5 ルンパ B ドローン撮影 60.0  





写真Ⅲ.3.2.4.1-1 水くぐり浦個体数調査  写真Ⅲ.3.2.4.1-2 オングルカルベン個体数調査 
 
   




3.2.5.1 地球観測衛星データ受信（AMS0901）                     内海 雄介 
1） 概要 



















415 388 592 613 457 386 611 593 509 331 607 609 6111
NOAA-15,18,19 
METOP-1 
348 370 328 340 381 336 459 447 517 540 466 421 4953
TERRA 144 203 192 183 192 172 208 197 207 200 204 203 2305
AQUA 117 160 146 150 151 127 158 159 155 142 160 156 1781
NPP,JPSS 200 273 258 258 258 231 274 266 273 255 266 270 3082
月次計 1224 1394 1516 1544 1439 1252 1710 1662 1661 1468 1703 1659 18232
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    3） 特記事項 
a） Xバンドデータ処理装置およびゲートウェイ装置換装（2019年1月実施） 
X バンドデータ処理装置(showa-xp2)およびゲートウェイ装置を 60 次隊で持ち込んだ計算機に換装
した。 
b） 無停電電源装置バッテリ交換（2020年1月実施） 
無停電電源装置 SU1500RM(showa-wds)および SU3000RM(showa-xa)のバッテリを 61 次隊で持ち込ん
だ物に換装した。 
c） その他設備不具合 







3.3.1.1 南極昭和基地大型大気レーダー観測（AJ0901_01W）         虫明 一彦・南原 優一 
1） 概要 
南極昭和基地大型大気レーダー(PANSY)では、フルシステムによる対流圏・成層圏（ST）と中間圏（M）
の標準観測を継続した。60 次越冬期間中は 58 次や 59 次に比べてアンテナエレメントの取り外しが多か




内訳 PANSY システムに起因 発電機に起因 合計 
トラブル等の予期しない観測
中断時間 
56.5 hr（ノイズ調査を含む） 78.2 hr 134.7 hr 
試験観測を含む保守等の観測
停止時間 
74.7 hr 5.2 hr（計画停電を含む） 79.9 hr 
合計 131.2 hr 83.4 hr 214.6 hr 
 
他の観測拠点・観測機器との同時キャンペーン観測として、北極成層圏突然昇温キャンペーン観測（世






2019/01/31 11:06 2019/02/13 08:06 標準観測（53 群で流星風観測を含む観測） 
・次の時間帯は、PANSY 発電機（1 号機）の故障のため送信出力が出ていない 
  02/12 15:51～02/13 08:06 
・02/13 08:06 に、PANSY 発電機（1 号機）が故障のため観測停止 
2019/02/13 12:23 2019/02/13 13:01 標準観測（53 群で流星風観測を含む観測） 
・60 次隊設置の流星風観測群(M 群)を使用した試験観測 
・観測中断なし 
2019/02/13 13:06 2019/02/18 09:04 標準観測（53 群で流星風観測を含む観測） 
・次の時間帯は、対流圏・成層圏観測での下層ノイズの原因調査のため観測を中断 
  02/14 05:58～08:43 ，02/14 17:08～20:29 
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・次の時間帯は、中間圏観測のノイズレベルが高い原因調査のため観測を中断 
  02/15 07:08～08:49 




2019/02/18 10:26 2019/02/20 10:53 標準観測（12 群で流星風観測を含む観測） 
・標準観測（基地電源による 12 群観測） 
・観測中断なし 
PANSY 発電機の燃料配管工事が完了し、PANSY 発電機への切換。 
2019/02/20 10:55 2019/03/01 06:51 標準観測（53 群で流星風観測を含む観測） 
・02/20 10:55～12:40 は、対流圏・成層圏観測での下層ノイズが発生 
・次の時間帯は、対流圏・成層圏観測での下層ノイズの原因調査のため観測を中断 
  02/20 12:40～14:28 ，02/21 06:05～14:20 ，02/26 12:40～13:23 ， 
    02/27 06:20～07:43 ，02/27 10:20～11:10 ，02/27 19:20～02/28 00:00 ， 
    02/28 05:01～08:30 ， 02/28 13:47～14:33 
・中間圏観測のノイズレベルが高くなる症状が発生  
保守作業（下層ノイズの原因調査、19beam 試験、FDI 観測の試験観測） 
2019/03/01 23:10 2019/03/12 11:11 標準観測（53 群で流星風観測を含む観測） 
・次の時間帯は、対流圏・成層圏観測での下層ノイズの原因調査のため観測を中断 
  03/04 11:26～11:44 ，03/04 16:53～17:02 ，03/04 18:08～18:25 ， 
  03/05 07:55～08:39 ，03/05 10:23～14:32 ，03/05 15:23～20:22 ， 
  03/07 07:10～07:24 




2019/03/12 11:57 2019/03/14 03:03 標準観測（53 群で流星風観測を含む観測） 
・次の時間帯は、観測プログラムのエラーによる観測中断 
  03/13 17:29～18:03 ，03/14 03:15～03:57 
2019/03/14 03:08 2019/03/24 03:10 FDI 観測によるラジオゾンデとの同時観測 
・st 観測の低高度ノイズが断続的に発生  
・中間圏観測のノイズレベルが高くなる症状が発生 
・観測中断なし 




2019/04/04 11:40 2019/04/05 14:25 標準観測（53 群で流星風観測を含む観測） 
・GPS カード交換後の試験観測 
・04/05 14:25 に PANSY 発電機(２号機)が故障のため、観測が停止 
2019/04/06 05:16 2019/04/07 05:16 標準観測（12 群観測） 
・PANSY 発電機(２号機および５号機)の故障のため基地電源による観測 
・観測中断なし 
2019/04/07 05:57 2019/04/07 21:17 標準観測（53 群で流星風観測を含む観測） 
・4/7  21:17 に、観測プログラムのエラーにより、観測停止 
2019/04/08 03:03 2019/04/08 12:35 標準観測（53 群で流星風観測を含む観測） 
・観測停止が頻発するため、信号処理後のデータを保存する"dopplfit"モードで観測 （ハードディスク
の容量不足による観測停止と考えられる。） 




2019/04/10 14:05 2019/05/31 06:27 標準観測（53 群で流星風観測を含まない観測） 
・次の時間帯は、PANSY 発電機の切換による観測中断 
  04/19 06:59～07:01 
・次の時間帯は、TRX1,5 用 UPS の交換のため観測中断 
  05/30 07:03～07:29 
保守作業（DP 用の UPS 交換） 
2019/05/31 08:44 2019/06/26 06:33 標準観測（53 群で流星風観測を含まない観測） 
・観測中断なし 
保守作業（流星風観測の試験観測） 
2019/06/26 08:02 2019/07/10 23:39 標準観測（53 群で流星風観測を含む観測） 
・06/26 08:02 の観測再開後から 06/27 00:58 の間、中間圏観測でのノイズと信号の強度が上がっている。
・観測中断なし 
2019/07/10 23:44 2019/07/20 06:20 標準観測（53 群で流星風観測を含まない観測） 
・観測中断なし 
保守作業（電離圏観測の試験観測） 
2019/07/20 18:17 2019/07/30 10:38 標準観測（53 群で流星風観測を含まない観測） 
・観測中断なし 
（FDI 観測の試験観測） 
2019/07/30 12:43 2019/08/02 06:57 標準観測（53 群で流星風観測を含まない観測） 
・観測中断なし 
2019/08/02 07:02 2019/08/12 13:11 FDI 観測によるラジオゾンデとの同時観測 
・観測中断なし 
2019/08/12 13:14 2019/08/26 07:06 標準観測（53 群で流星風観測を含まない観測） 
・次の時間帯は、PANSY 発電機の停止による観測中断 
  08/17 09:38～10:00 
保守作業（電離圏観測の試験観測） 
2019/08/26 12:56 2019/10/28 07:00 標準観測（53 群で流星風観測を含まない観測） 
・次の時間帯は、PANSY 発電機の停止による観測中断 
  10/14 20:43～10/16 14:27 
・次の時間帯は、観測プログラムのエラーによる観測中断 
  10/19 14:40～15:03 
2019/10/28 12:56 2019/11/09 05:29 標準観測（53 群で流星風観測を含まない観測） 
・次の時間帯は、流星風観測群（M 群）の信号確認のため観測中断 
  11/05 12:58～13:11 
保守作業（流星風観測の試験観測） 
2019/11/09 21:06 2019/11/22 06:37 標準観測（53 群で流星風観測を含まない観測） 
・観測中断なし 
中間圏観測の観測モードを高解像度モードに変更 
2019/11/22 06:38 2020/01/10 16:23 標準観測（53 群で流星風観測を含まない観測） 
・次の時間帯は、基地発電機の停止による観測中断 
  12/01 18:41～19:19 
・次の時間帯は、電源の再起動による観測中断 
  12/26 0:19～0:44 ，2020/1/10  5:34～ 5:59 
・次の時間帯は、対流圏・成層圏観測での下層ノイズの原因調査のため観測を中断 
  2020/1/9  11:30～14:53 
・01/10 より ICSOM 観測を実施 
2020/01/10 16:23 2020/01/10 18:09 標準観測（53 群で流星風観測を含まない観測） 
・対流圏・成層圏観測での下層ノイズの原因調査のため、送信の群数が変化 
2020/01/10 18:09 2020/01/22 07:42 標準観測（53 群で流星風観測を含まない観測） 
−287−
・次の時間帯は、観測プログラムのエラーによる観測中断 
  01/13 11:25～11:53 
保守作業（Pansyobs01 および流星風観測の試験観測） 
2020/01/22 13:45 2020/01/30 05:44 標準観測（53 群で流星風観測を含まない観測） 
・次の時間帯は、観測プログラムのエラーによる観測中断 
  01/23 05:06～06:45、01/23 08:13～08:48、01/23 11:03～11:50 
計画停電  










北極成層圏突然昇温現象 (Sudden Stratospheric Warming; SSW) に伴う全球的な中層大気の変
化を捉えるための、PANSY 主導の大型大気レーダー全球ネットワークによる国際協同キャンペーン
観測(Interhemispheric Coupling Study by Observations and Modelling; ICSOM) が 2016 年から
行われており、60 次では 5 回目の実施 (ICSOM-5) となる。観測モードは標準観測と同じ対流圏・
成層圏と中間圏の交互観測である。2018 年 12 月 22 日から 2019 年 1 月 24 日にかけて行われた
ICSOM-4 では、2019 年 1 月 1 日に北半球で大昇温が発生した。PANSY レーダー観測において、期間
中、良質な連続データを取得することに成功した。2020 年 1 月には北極成層圏の極渦が極めて強く
成層圏突然昇温とは対照的な中層大気の場が形成されていたことから、ICSOM-5 では北極の極渦強
化をターゲットとした国際協同観測を 2020 年 1 月 11 日から 2020 年 1 月 31 日の期間に実施した。
PANSY レーダー観測においても良質な連続データの取得に成功した。 
イ） 流星風観測 
60 次夏に設置した流星風観測装置を使用して 2 月 13 日より流星風観測を開始した。観測による
データ取得は 4 月 10 日まで継続したが、中間圏観測と対流圏・成層圏観測の間隔が長くなるトラ
ブルが発生し、以降は流星風観測を含まない標準観測とした。6 月 26 日に流星風観測の試験観測を
行ったところ、流星風観測群（M 群）のモジュール c から受信信号が出力されていないことを確認
したため、M 群 c を予備のモジュールと交換した。7 月 10 日まで流星風観測を含む標準観測を行っ





PANSY の周波数領域干渉計 (Frequency Domain Interferometry; FDI) モードと、GPS ラジオゾ
ンデ及び高分解能気温基準ゾンデの同時観測キャンペーンを 2019 年 3 月 14 日から 3 月 24 日と 8
月 2 日から 8 月 12 日の計 20 日間実施した。ラジオゾンデ観測は気象の定常観測と併せて 4 時間間
隔になるように行い、気象の定常観測とは別に、GPS ゾンデ観測を 54 回、温度基準ゾンデ観測を 23
回、計 77 回のラジオゾンデ観測を実施した。PANSY は対流圏・成層圏モードの 1.5 分を 3 回、中間





国内と連絡をとりながら 7 月、8 月および 10 月の 3 回、試験観測を行ったが、観測は不安定だっ
た。 
7 月 20 日の試験観測では送信パルスの形状は正常なことを確認できたが、観測がすぐに停止して
しまい、観測データの取得はできなかった。観測パラメータ（fft 回数）を変更すると短時間の観
測は実行できたが、すぐに観測が停止するなど不安定だった。 
8 月 26 日は、電離圏の試験観測を実施した。多チャンネル受信での観測は観測プログラムのエラ
ーで実施できなかったが、アナログ合成の受信チャンネルで試験観測を行った。送信波形が正常で
あることを確認した。 
10 月 28 日の試験圏観測は観測開始時に停止する事が多く不安定だった。 
c） PANSY小屋の管理 


















隊越冬中に吸気ダクト内に取り付けられている 2 つの電動ダンパーが動作しなくなったため、60 次
でも吸気については室内側のダンパーを手動で調整した。60 次隊越冬期間中、ほぼ連続して標準観




60 次隊越冬期間中の PANSY 小屋での平均電力使用量を表Ⅲ.3.3.1.1-3 に示す。 
 
表Ⅲ.3.3.1.1-3 PANSY 小屋の電力使用量 
年月 専用発電機【kW】 基地発電機【kW】 合計【kW】 
2019 年 2 月 46.5 8.8 55.3 
3 月 58.3 8.6 66.8 
4 月 53.3 8.6 61.9 
5 月 54.4 8.7 63.1 
6 月 55.0 8.1 63.1 
7 月 53.7 8.3 62.0 
8 月 57.4 8.3 65.7 
9 月 53.0 9.0 62.0 
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年月 専用発電機【kW】 基地発電機【kW】 合計【kW】 
10 月 49.6 8.9 58.5 
11 月 52.5 8.8 61.4 
12 月 51.8 10.4 62.2 
2020 年 1 月 51.7 10.5 62.2 
 
d） 小型発電機小屋の管理 






























専用発電機のワッチは 13 時と 23 時の 1 日 2 回とした。13 時のワッチは PANSY 隊員が担当し、23
時のワッチは設営部門が担当した。ワッチ項目は過去の隊次と同じ内容で、室温･油温･油圧･電流













反射器 輻射器 反射器 輻射器 
2 月 0 0 0 0 
3 月 0 0 0 0 
4 月 0 0 0 0 
5 月 131 7 131 7 
6 月 251 52 382 59 
7 月 4 9 386 68 
8 月 34 9 420 77 
9 月 20 5 440 82 
10 月 67 34 507 116 
11 月 0 2 507 118 
12 月 0 0 507 118 







分類 重機 用途 時期 
設営部門 
から支援 
PB300 アンテナの立っていない箇所の除雪 通年（適宜） 
ブルドーザ アンテナの立っていない箇所の除雪 通年（適宜） 




水路の確保 11 月以降 
撒き砂の採取 11 月以降 
ブルドーザ アンテナの立っていない箇所の除雪 12 月中旬以降 
SM601 アンテナの立っていない箇所の除雪 11 月以降 
−291−
 
クローラダンプ 撒き砂の運搬および砂撒き 11 月以降 
コンパクト・トラックローダ 撒き砂の運搬 11 月以降 
 
設営部門からの支援では、除雪車輛(PB300)およびブルドーザでブロック 1 中央部の雪を西側の











PANSY 小屋近くに軽油燃料を入れたリキッドコンテナ 2 基を設置し、基地主要部に戻らなくても給








    
写真Ⅲ.3.3.1.1-2 ケーブル養生（左側がピンポール、右側がエフレックス管での養生） 
 





60 次隊では、新たにマルチコプター（DJI 社 Phantom 4 PRO ver.2）1 機を持ち込み、積雪の調査
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を目的として定期的に空撮を行った。2 月 6 日には、撮影画像の位置・高度の補正をするための基準
点を 101 群付近の C ヘリ側に設置した。（60 次夏期間にもブロック 2 とブロック 4 の間に基準点を設














除雪が進んだ。観測・設営の両部門の多くの隊員の支援を得て、12 月末までに PANSY エリアの半分
程度の面積が雪のない状態まで除雪できた。PB300 は氷上輸送などの海氷上の移動に使用するため、
土砂で汚れた雪の上を走行することができないので、PB300 で除雪する箇所や通行路は土砂で汚さ
ないように配慮が必要である。11 月以降に計画した重機除雪の箇所を図Ⅲ.3.3.1.1-1 に示す。 
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5 月 1 日には GPS ロールオーバーにより観測データの日付が誤った日付となる可能性が高かったた
め、対策として 4 月 4 日に GPS カードを 60 次持込の GPS カードと交換し、試験観測により正常動作
することを確認した。以降は 60 次持込の GPS カードを使用して観測を行っている。GPS カードの更新
に伴い、TRX1 筐体内の TMG カードと UMP カードの FPGA 書換えによるプログラム変更および観測プロ
グラム(observe)の変更と再構築を行った。 
60 次持込の新しい GPS カードは、信号処理コンピュータに pansy01 を用いた新システムでのみ動作
可能であり、信号処理コンピュータに pansyimg01 を用いる旧システムでは動作しないので注意が必
要である。多チャンネル観測などで pansyimg01 を用いた観測を行うには、TRX1 筐体内の GPS カード
と共に TMG カードと UMP カードを 59 次で観測していた状態に戻す必要がある。 
i） 対流圏・成層圏観測での下層ノイズ対応 
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対流圏・成層圏観測で 2 月中旬頃から約 6 ㎞より低いところでノイズ（下層ノイズ）が発生する症
状が出はじめ 3 月末頃まで同様の症状が断続的に続いた。4 月からは症状が出なくなっていたが、12
月下旬から再び下層ノイズが発生した。幾つかの群の電源を切ることにより下層ノイズが出なくなる
ことから、屋外装置がノイズを発生していると考えられるが、発生源の特定はできなかった。 




12 月 25 日に対流圏・成層圏観測で下層ノイズが発生する症状が出はじめ、数時間後からは連続し
て症状が出るようになったが、12 月 26 日には自然に下層ノイズが止まった。 
1 月 9 日に対流圏・成層圏観測で下層ノイズが発生し、15 群の電源を再起動し観測を再開するとノ
イズは止まった。電源を再起動した群は次のとおり。 
106,107,108,109,110,111,113,116,118,123,127,128,120,114,115 




1 月 15 日も対流圏・成層圏観測での下層ノイズが断続的に発生したが、風速推定ができないほど強
いノイズではなく、観測を継続した。 
j） 中間圏観測での信号強度不調の対応 
2 月 13 日に観測を開始したときに中間圏観測のノイズおよび信号の強度が強くなる現象が発生し
た。ノイズ強度だけでなく信号強度も強くなり、信号とノイズの強度比は正常時と変わらなかった。
2 月 15 日に屋内装置の受信機入力に終端抵抗器を取り付けて状況を確認したが、ノイズ強度は高いま
まで、外来のノイズではないと推測できる。ノイズおよび信号の強度が強くなる原因は不明のまま、






















を確認した。共に 10 分程度の短時間ではあるが、正常に観測が行えることを確認した。 
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n） UPS交換 
5 月 30 日に送受信ユニット 1 用と送受信ユニット 5 用の UPS を 60 次隊で持ち込んだ新品の UPS と
交換した。UPS の入力側の電源コンセントは、現行のコンセントと合わせるために L6-30 を L6-20 に
交換した。5 月 31 日には、信号処理コンピュータ(DP)用の UPS を 60 次隊で持ち込んだ新品と交換し
た。元の UPS は予備用として PANSY 小屋で保管することとした。 
o） パソコンのウイルス対策 
セキュリティの問題で、情報基盤センターより Windows8 より前(Windows3.1～Windows7)の
WindowsPC のリストアップの依頼があった。PANSY で使用している WindowsPC で該当する PC（測定器
を含む）は 6 台であった。該当の 6 台はつぎのとおり。 
 ・WindowsXp：基板の ROM 書換え用 PC（ネットワークに接続なし） 
 ・WindowsXp：送信波モニター（テクトロニクス製オシロスコープ） 
 ・Windows7：PANSY の動作モニター（PANSY 機器(CPU)からのログ取得） 
 ・Windows7：消費電力と室内の温度モニター（おんどとりと接続）に使用。 
 ・Windows7：PANSY の動作モニター（PANSY 機器(CPU)からのログ取得） 
 ・Windows7：電波状況監視と PANSY 動作モニター（キーサイト製シグナルアナライザー） 
このうち、ネットワークに接続している 5 台は、管理棟での動作モニターや国内からのトラブル対


























3.3.1.2 ミリ波分光計観測                                       南原 優一・藤田 光高・二村 有希 
1) 概要 
ミリ波分光計観測装置は、受信光学系・超伝導 SIS ミクサを含む受信機・デジタル FFT 分光計から構成
されている。大気中の分子から放出されるミリ波帯域の線スペクトルを観測し、高度 15～70km の分子混合
比の鉛直プロファイル、高度 70km 以上の分子の柱密度を導出する装置である。第 52 次で設置されて以来、
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2019 年 1 月 28 日に 4K 冷凍機のオーバーホールを実施した。従来使用していたターボ分子ポンプが故障
したため、ロータリーポンプを用いた超伝導素子まわりの真空引きおよび冷却を 2 月 2 日に開始し、2 月
4 日から一酸化窒素（NO）とオゾン（O3）の定常観測を再開した。また、定常観測の再開に際して、定常観
測の観測パラメータの調整をした。 
3 月 6 日には平均風速 28.8m/s、最大瞬間風速 35.3m/s の強風が吹き、天窓の防水用のカプトン膜が破
れたため、カプトン膜の張替え作業を実施した。 
 
写真 Ⅲ.3.3.1.2-1 2019 年 3 月 6 日に破れた天窓のカプトン膜 
 
5 月 12 日には液体窒素の製造効率が下がっている液体窒素製造機のコールドヘッドの交換作業を実施
した。しかし、コールドヘッドのシリンダー部分が規則的にピストン運動しないという不具合が発生した
め、交換を中止し従来のコールドヘッドで運用を続けることにした。これは、交換用に 60 次で持ち込んだ
液体窒素製造機のコールドヘッドの型(MODEL.: S030A / SER. NO.: MS30151-87) が従来のコールドヘッ
ドの型 (MODEL.: S030Z / SER. NO.: MS30623-133) と違っていたのが原因である。7 月 25 日に 59 次で持
ち込んだ予備用の液体窒素製造機のコールドヘッド (MODEL.: S030Z / SER. NO.: MS30335-063) が見つ
かったため、再度コールドヘッドの交換作業を実施した。交換は成功し、液体窒素のタンク残量は順調に
増加した。60 次持ち込みのコールドヘッド (MODEL.: S030A / SER. NO.: MS30151-87) と従来のコールド
ヘッド (MODEL.: S030Z / SER. NO.: MS30623-133) は 60 次の越冬持ち帰り物資として国内に持帰ること
にした。 
7 月 24 日には、観測クイックルックの『南極 MEMO (133.57.43.168/~steam)』や Tera Station へのデ
ータの転送を担っている Dell PC (133.57.43.161) の HDD から異音がするというトラブルが発生した。
故障に備えバックアップ用 PC のセッティングを行い、現行の Dell PC のデータバックアップをとった。
10 月 13 日には、7 月から異音がしていた Dell PC の HDD が故障したため、PC の入れ替え作業とシステム
のセットアップを実施した。セットアップについては国内 PI が遠隔で操作した。日々のチェックシートの
書き込みの機能だけが 2020 年 2 月 1 日時点でも復旧には至っていないが、それ以外のクイックルックな
どの機能については正常に機能している。 
10 月 25 日に受信機装置に電源を供給している UPS が故障し、観測が停止した。同時期に基地電源の周
波数が低下する現象が発生したが、関係は不明である。応急処置的に UPS を経由せずに電源を受信機装置
に供給し、観測を復旧した。この UPS の故障以降、停電に対して脆弱な状態が続いていたが、2020 年 1 月
30 日の計画停電に伴う事前準備の際に UPS の交換と装置の電源ケーブルの繋ぎ変えを行ったことで、状況
は改善された。 
2020 年 1 月 29 日まで一酸化窒素（NO）とオゾン（O3）の定常観測を継続した。61 次の夏期間には、61
次持ち込みの新ミリ波分光計システムの試験が定常観測と並行して行われた。本来、計画停電前後で、旧
システムから新システムへ移行する計画であったが、新システム立ち上げ作業の遅れから、切り替えのタ
イミングは越冬期間へ持ち越しとなった。1 月末日に 60 次観測データをポータブル HDD にコピーをして手
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持ち私物として国内へ持ち帰った。 
最後に、第 60 次観測隊越冬期間中の主な観測停止期間とその主な原因を以下の表にまとめる。 
 































3 月 6 日の強風でカプトン膜が破れて以降、前日に平均風速が 25m/s を超える予報が出た場合には、事
前に観測を停止して天窓を閉めることとした。この基準で天窓の開閉を行った結果、12 月 14 日の強風で
再度カプトン膜が破れるまで、ブリザード等でカプトン膜が破れることはなかった。12 月にカプトン膜が
破れたのは、3 月以来 9 か月間太陽光を浴びていたことでカプトン膜が劣化していたことが影響した可能
性がある。以上から、カプトン膜は半年～1 年に一度の交換が望ましく、風速 25m/s 以下ではカプトン膜
が破れる可能性は低いという経験則が得られた。 

























3.3.1.3 大気光イメージング観測                                 南原 優一・藤田 光高・二村 有希 
1) 概要 
全天赤外イメージャ（Infrared camera、以下 IRcam）は、全周魚眼レンズと InGaAs センサーを搭載し
た空冷式の USB2.0 カメラからなり、情報処理棟に設置されている。近赤外領域（0.9～1.7μm）に感度があ
り、1.5μm 帯の OH 大気光の観測を行っている。 
2) 経過 
2019 年 3 月 3 日から 10 月 2 日までスケジューラーの自動管理による定常観測を継続した。9 月 29 日に
は、情報処理棟内の他の PC でランサムウェアの感染が発覚したため、観測用 PC のウイルススキャンを実
施したが、大気光イメージング観測関連 PC からはウイルスは検出されなかった。10 月 2 日の観測終了後、
ランサムウェア感染の危険性を鑑みて、観測用 PC をインターネットから外し、さらに観測データを保存し
ている HDD を物理的に隔離した。2020 年 1 月 29 日には、観測用 PC のアップデート作業を実施した。同時






表 Ⅲ.3.3.1.3-1 第 60 次観測隊越冬期間中のフィルター試験期間 
フィルター試験期間 使用したフィルター 
3/19-3/31 可視光カットフィルター (IR-90)  
5/17-5/25 可視光カットフィルター (IR-90) ※悪天のため予定より 1 日延長。 
6/15-6/21 可視光カットフィルター (IR-90) 
7/12 0400-1200 (LT) 可視光カットフィルター (IR-90) 
7/13-7/20 可視光カットフィルター (IR-90) 
8/6-8/8 可視光カットフィルター (IR-90) ※予定期間外 














写真 Ⅲ.3.3.1.3-2 実際にフィルターを設置した状態の全天赤外イメージャドームの様子 
 
4 月までの試験では、観測される光のうち約 1 割が可視光の背景光だったことが分かった。一方で、晴
天時にオーロラが現れなかったためオーロラの可視光に対して除去効果については試験できなかった。5-
7 月の試験においても曇天が続き、オーロラの可視光への除去効果は確かめることができなかった。そこ
で、本来予定されていたフィルター試験の期間とは別に、晴天かつオーロラが出現していた 8 月 6 日から





観測システムを制御する PC はサポートが終了した widnows 7 で稼働しており、ウイルス脅威に対して脆
弱なシステムであると言える。現在は主には使用されていないが、解析用 PC も OS は windows XP のまま
である。これらの PC は、IRcam システム用のルーターの下に配置されてはいるが、2019 年 9 月に情報処理
棟内で感染が認められたランサムウェアなどと同様のウイルス感染が今後も起こらないよう、早急に観測
制御 PC のバージョンアップを実施することが望まれる。 
 
3.3.1.4 MFレーダー観測                                         南原 優一・藤田 光高・二村 有希 
1) 概要 
昭和基地上空 60～120km の高度領域の水平風速を連続観測している。東オングル島の蜂の巣山の南側に





PI が観測隊隊長として越冬していることから、複数回 MF レーダーの保守点検作業を実施した。2 月に
は風で吹き飛ばされていた 40 次持ち込みの空きスチールコンテナを一つ回収した。9 月 18 日にはワイヤ
ーとアンテナをおろして、アンテナとワイヤーの劣化具合、絶縁用部品や留め金具が欠落していないかの
確認を実施した。10 月 29 日と 30 日には小屋内の保守作業を実施した。12 月には予備パーツの動作を確
認し、劣化したアンテナエレメントの交換作業を実施した。2020 年 1 月 30 日には計画停電に伴い観測を
停止、同日 13:00(LT)から観測を再開した。 
3) 問題点・課題 
60 次夏作業で新しく設置した風力発電機 3 号機からのノイズ発生が 3 月に明らかとなった。通常の銀河
雑音レベルよりも 20dB 以上高いノイズレベルであり観測に大きく支障を生じたため、南極観測センター
と相談し、3 号機の運用を停止する措置を取った。翌年 1 月に 61 次隊により持ち込まれたフィルターを 3
号機に取り付けて試験運用をおこなったが、若干の改善が認められる程度に留まったため、3 号機の運用
再開には至っていない。なお、ノイズは中波帯全域から短波帯におよんでいるため、3-4MHz 域の HF 通信
にもいくらかの影響が認められる。 
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乱流からの散乱を高時間高度分解能で検出可能な大型大気レーダー(PANSY)による Frequency Domain 
Interferometer（FDI）観測を組み合わせた 10 日間の同時キャンペーン観測を 60 次の越冬期間中に 2 回
実施した。観測ウィンドウは、下部成層圏の大気の安定度が高い 3 月と、成層が弱まる極夜期の 8 月に設
けた。8 月のキャンペーン中の夜間晴天時には、より微細スケールの乱流に伴う温度擾乱を捉えることが
可能な気温基準ゾンデ (RS11-G/MTR-08S) による観測を行った。 
2019 年 8 月末には、南半球成層圏突然昇温現象が発生した。南半球の大昇温現象は過去に 2002 年の一
度、小昇温を含めても 10 年に 1 度ほどしか起こっていない珍しい現象である。そこで、成層圏突然昇温現
象に伴う大気重力波を含む成層圏・対流圏の変動を捉えるため、気象部門の定常高層気象観測の行われな
い時刻にラジオゾンデ観測を 1 日 1～2 回実施し、定常高層気象観測と合わせて、気温・風速・湿度のプロ
ファイルを 1 日 3～4 回取得した。 
使用したラジオゾンデの詳細については以下の表にまとめる。 
 
表 Ⅲ.3.3.1.5-1 使用したラジオゾンデの詳細一覧 
種類 型番 ゴム気球 浮力 地上設備 








2 月 23 日に、ラジオゾンデ集中観測に用いるアンテナ・受信機・ケーブルを気象棟屋上に設置し、ラジ
オゾンデのデータが正しく地上局で受信できることを確認した。 
3 月 14 日から 3 月 23 日には、気象の定常観測のゾンデ観測 (0230LT、1430LT 放球) に追加して一日 4
発(0630LT、1030LT、1830LT、2230LT 放球) のラジオゾンデ集中観測キャンペーンを実施した。強風のた
め 3 月 22 日の 0630LT と 1030LT と 1830LT のデータが欠測となったが、それ以外の 37 回の放球について
は、GPS ゾンデ (RS41-SGP) を用いて高度 15km 付近までのデータを取得することに成功した。また、この
期間中の 3 月 14 日の 0600LT から 3 月 24 日 0600LT には、PANSY レーダーによる FDI 観測によって、定常
観測よりもより高分解能なレーダーエコー強度データが得られている。 
同様の PANSY レーダーによる FDI 観測と同期したラジオゾンデ集中観測を 8 月 2 日から 8 月 12 日にも
実施した。また、GPS ゾンデ(RS41-SGP)による観測 17 回に加えて、この期間の夜間晴天時には気温基準ゾ
ンデ (RS11-G/MTR-08S) による大気の微細温度擾乱の観測を 23 回実施した。 
8 月末には成層圏突然昇温現象が予測された。南半球では小昇温を含めても 10 年に一度ほどしか起こら
ない大変珍しい現象であるため、これを捉えるべく、臨時のラジオゾンデの集中観測キャンペーンを 8 月
26 日から 10 月 2 日の間実施した。ラジオゾンデの在庫の関係上、気象の定常観測に加えて 8 月 26 日から




の 3 次元風速連続データが得られている。 
2020 年 2 月 1 日には 61 次との引き継ぎを兼ねた気温基準ゾンデ観測を実施した。高度 5km までは受信
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8 月の観測キャンペーン中に使用した気温基準ゾンデについて、MTR-08S と接続している RS11-G の GPS 
データ (位置情報と風速データ)が受信されないという不具合が発生した。国内メーカーに問い合わせた
ところ、MTR-08S に搭載している電子回路のタイミングを司る水晶発振器（クロック）が RS11-G が受信す
る GPS 信号にノイズを与えていることが分かった。問題の水晶発振器は、従来のものが製造中止になった
ため、2018 年度から新たに搭載されたものであった。メーカーでは、新しい水晶発振器を搭載した MTR-
08S と RS11-G を組み合わせた検証試験はなされていなかったとのことである。観測隊の国内訓練では 2017
年度製のものを使ったため、今回の不具合に気づくことができなかった。結果として、23 回実施した気温
基準ゾンデ観測のうち、13 回分の観測については GPS データが欠測した。この欠測が生じた 13 回のうち
12 回の観測については、RS41-SGP を気温基準ゾンデに抱き合わせて放球することで GPS データを補完し
た。 
 








表 Ⅲ.3.3.1.6-1 使用したラジオゾンデの詳細一覧 
種類 型番 ゴム気球 浮力 地上設備 
水蒸気ゾンデ RS11-G (Meisei) 
CFH センサー (EN-SCI)
TX2000 3300g 受信システム RD-08AC 
 
2) 経過 
2019 年 2 月 3 日、4 月 17 日、7 月 7 日、10 月 22 日に水蒸気ゾンデ観測を実施した。また、2020 年 1 月
18日には 61次との引き継ぎを兼ねた水蒸気ゾンデ観測を実施した。詳細については以下の表にまとめる。 
 
表 Ⅲ.3.3.1.6-2 水蒸気ゾンデ実績一覧 
実施日 到達高度 備考 
2019 年 2 月 3 日 32633.5 m (8.6 hPa) 高度 3200m までのデータ欠測 
上昇時のみのデータ 
スパイク状のノイズ発生 
2019 年 4 月 17 日 36565.5 m (3.4 hPa) データ問題なし 
2019 年 7 月 7 日 29027.9 m (8.1 hPa) 乾電池のバッテリー電圧が低く交換 
データ問題なし 
2019 年 10 月 22 日 28253.2 m (12.2 hPa) ノイズレベルが高い不具合 
2020 年 1 月 18 日 35596.6 m (6.0 hPa) データ問題なし 
 
3) 問題点・課題 





60 次では 59 次以前に持ち込んだセンサーとラジオゾンデの在庫が 4 基以上あったため、古い水蒸気ゾ
ンデから使用して観測を行った。基板用電源の乾電池の電圧が極度に低くなっている水蒸気ゾンデ (7 月)
や、放球後にノイズが現れる水蒸気ゾンデ (2 月、10 月) があった。納品から長時間経過していることが
これらの不具合の直接の原因かは不明である。電圧に関しては予備電池を多く用意することで対応可能だ
が、ノイズに関しては放球してみないとわからないことが多い。データの状況によっては、観測のやり直
しを検討する場合も出てくると思われる。尚、2020 年 1 月の観測で放球直前に CFH センサーの不具合が発
覚したものに関しては国内に持ち帰ることにした。 
 













観測フライトの計画について 6 月に国内 PI と協議を繰り返し、59 次から引き継がれた電動カイトとそ
の制御基盤、および 60 次で持ち込んだ電動カイト機体と制御基盤の点検をした。制御基板のバージョンが
ばらばらな状態であったため、制御基板の修理とバージョンアップ等を行い、予備を含めて動作する制御
基板を 3 組用意した。 
7 月には、電動カイトの重量バランス調整と制御パラメータの調整を行った。これらの作業は、58 次の
S17 での観測の際の設定を元に進めた。並行して、観測実施の基準の制定、観測時の手順書の作成、飛行






表 Ⅲ.3.3.1.7-1  無人飛行機フライト一覧 
日付 使用機体 試験内容 
7 月 19 日 ラジオゾンデ 
ダミーペイロード 
バルーン放球試験 
7 月 22 日 予備機 北の浦での自力飛行滑空試験 
7 月 28 日 予備機 高度 500ｍでの機体のバルーン分離試験 
8 月 10 日 本番機 北の浦での自力飛行滑空試験 (機体故障により中断) 
8 月 23 日 本番機 北の浦での自力飛行滑空試験 










予備機のテストフライトを踏まえて調整した本番機の動作を確認するため、8 月 10 日と 23 日に北の浦
海氷上での自力飛行滑空試験を実施した。8 月 10 日の飛行試験では、離陸後すぐの着陸時に車輪接合部に
ひびが入り試験を中断したが、23 日の飛行試験では自力走行での離陸、滑空、自動操縦による舵の動作に
成功した。この時のフライトログデータから、自動制御がほぼ成功していることを確認した。 
一方、8 月 26 日から始まった南半球の成層圏突然昇温を観測するために、PANSY レーダーは標準観測を
継続することとなった。そのため、成層圏突然昇温中の PANSY レーダーの特殊観測モード(FDI 観測)と同
期した UAV 観測は中止とし、PANSY レーダーの標準観測と合わせた UAV 観測に計画を変更した。 




指していた。しかし、11 月 15 日に高度 5km の白夜を迎え、直射日光によるノイズを抑えた温度データの
取得が難しくなったため、60 次での UAV 観測フライトの実施を断念した。 
2020 年 1 月 30 日から 2 月 2 日にかけて、無人飛行機に搭載していた乱流ロガーを昭和基地東部地区標








9 月 22 日のフライトでは、切り離しの衝撃で乱流計が接触不良を起こし、下降時のデータを記録できな
かった問題も発生した。乱流計の設置場所の再検討や衝撃試験を実施すべきであった。 
 
3.3.1.8 電子オーロラの高速撮像観測（HAI）                      南原 優一・藤田 光高・二村 有希 
1) 概要 
高速オーロライメージャ（HAI）は、Fujinon 社製の全周魚眼レンズと浜松ホトニクス社製の空冷式の高




2 月 22 日にカメラシステムの動作を確認し観測を開始した。10 月 19 日までスケジューラー管理による
自動観測を継続した。観測期間中、デイリーチェックとして動作の確認を行った。 
6 月 12 日と 6 月 20 日には観測が途中で止まる現象が発生したため、ソフトを再起動して対応した。ま
た、7 月 13 日にはプログラム時間に観測が開始しない現象が発生した。GPS 時計の不具合が原因だったた
め、PC を再起動して GPS 時計を再起動して対応した。 
9 月 29 日の情報処理棟内 PC のランサムウェア感染発覚に伴い、9 月 30 日に観測用 PC のウイルススキ
ャンを実施した。ウイルススキャンが終了するまでインターネットから遮断していたため、9 月 30 日は観









3.3.1.9 プロトンオーロラの分光観測（PAS）                       南原 優一・藤田 光高・二村 有希 
1) 概要 
Proton Auroral Spectrograph（PAS）は、地磁気子午線に沿った 180°の細い視野を持つ、分光観測機器
である。約 400-600nm の波長域のスペクトルを取得可能である。プロトンオーロラや電子オーロラの代表
的な輝線（N2




2 月 15 日に設定を確認し、2 月 21 日より観測を開始した。10 月 16 日までスケジューラー管理による自
動観測を継続した。2 月 27 日に肉眼で確認できるレベルのオーロラが初出現した。確認のため国内 PI に
データを送付した。4 月 2 日にも確認のため国内 PI にデータを送付した。 
6 月 3 日と 7 月 23 日にはダーク映像撮影時にフリーズしたため、PC を再起動して対応した。6 月 28 日
には HiPic がフリーズして観測が開始されない現象が発生したため、ソフトの再起動にて対応した。10 月
16 日の観測終了後、太陽光からカメラを保護するためキャップを取り付けた。また、ランサムウェア感染
の危険性を鑑みて、観測データを保存している HDD を観測用 PC からとり外した。12 月 21 日に 9 月の共役
点観測データと光学観測ログを PI に送付した。 
3) 問題点・課題 





3.3.1.10 OH大気光回転温度計観測                                南原 優一・藤田 光高・二村 有希 
1) 概要 
OH 大気光回折格子分光器は CCD センサーと回折格子を使って OH 大気光の回転振動帯スペクトル（波長









のが原因であった。これに対応して、8 月 20 日に天窓のコーキング作業を実施した。雪の吹き込みは大幅
に改善されたが、ブロワーなどによる霜取りはこまめに必要であった。 
スケジュールによる自動制御で観測を継続していたが、9 月 28 日には、観測開始時刻になっても観測が
始まらない問題が発生した。これは、観測用 PC がランサムウェアに感染し、観測プログラムのほとんどが
暗号化されてしまっていたことが原因であった。ランサムウェアの被害を食い止めるため、HDD を PC から
取り外し、ネットからも切り離した。しかし、HDD に蓄積していたデータも観測開始日から 3 月 17 日の分
まで暗号化されていた。 
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観測制御用 PC に Windows XP が使われ続けていたことが、ランサムウェアに感染してしまった一番の
原因である。さらに、バックアップ用 HDD も PC につなげたままになっていたため、観測データの一部をラ








3.3.1.11 イメージングリオメータ（IRIO）                        南原 優一・藤田 光高・二村 有希 
a） 概要 







20cm 近くになったため、除雪作業を実施した。また、10 月 25 日には、たわんでいるエレメントと吊紐を
ケーブル縛り紐で固定する保守作業を実施した。 
本格除雪としては 10 月末頃から砂まきを開始した。11 月以降比較的晴天が続いた結果、除雪は順調に
進み 12 月下旬には地面が見える状態に達した。 
11 月 30 日と 12 月 10 日には、新イメージングリオメータの候補地でのノイズ調査を実施した。この調
査では、MF レーダー、PANSY レーダー、電離層アンテナがそれぞれ送信している状態と送信を止めている
状態の 2×2×2 通りについて、各候補地の銀河雑音電波の受信スペクトラムを調査した。 

























    今後、中性子計データの転送頻度を上げる。そのため簡易データを毎時送ることを検討する。 
 


































3.4.3 SuperDARN レーダーを中心としたグランドミニマム期における極域超高層大気と内部磁気圏の 






































  2019 年 1 月 24 日に故障した HF1 の BAS BOX の修復が課題として残った。 
 
3.4.4 全球生物地球化学的環境における東南極域エアロゾルの変動（AP0910） 








向、さらに 1m/s 以上の風が 1 分以上吹き続けていない場合においてサンプリングを停止する設定とした。
また同様の理由により、北の浦上を車両が通行する場合はサンプリングを手動で停止した。サンプリング





および粒子濃度を決定する。後方散乱光は偏光子により P 偏光と S 偏光に分離しそれぞれの散乱光強度か
ら偏光解消度（S/(P+S)）を算出する。鉱物粒子のような非球形粒子の場合、この偏光解消度が増加するた














写真Ⅲ.3.4.4.1-1 ハイボリュームサンプラー  写真Ⅲ.3.4.4.1-2 サンプリング用フィルター 
 
    













 ⇒「USB セレクティブサスペンド」を無効にして解消した 
 ・「USB エラー」のポップアップが再び出た 
 ⇒PC の USB ポートの接触不良が原因だった 
 ⇒接続する USB ポートを別のポートに替えて解消した 









 ⇒PC を再起動して解消した 
（2 ヵ月＋10 日間で断続的になるので、2 ヵ月に１回は PC の再起動が必要） 
  
写真Ⅲ.3.4.4.1-5 偏光 OPC        写真Ⅲ.3.4.4.1-6 観測用 PC 
  



















































ーン（以下、電動カイト）である。59 次隊（気水圏）から引き継いだ機体は、エンジンカイトが 2 機、電





       
写真Ⅲ.3.4.4.3-1 電動カイト（60 次隊）    写真Ⅲ.3.4.4.3-2 電動カイト（59 次隊） 
 
a）自動制御装置の制御基板について] 
制御基板は CPU 基板とセンサー基板の組み合わせで構成されており、昭和基地には CPU 基板 6 台と
センサー基板 5 台があった。これらの中から使用可能な基板を見つけ、基板内のソフトウェアを再イ
ンストールした後、使用可能な組み合わせを構築する必要があった。この作業を 5 月～6 月末まで行
い、最終的には 3 組の制御基板が使用可能となった。 
 
b）カイトプレーンのセッティング及び調整 

















      電動カイトの飛行特性や観測に使用するセンサーの特性、PANSY 特殊観測との同期を考慮した上で、
プラットフォームの設定と観測条件を以下に通りにまとめた。 
 
・放球時の地上の風速が 5m/s 以下であること 
・上空の風速が平均で 7m/s 以下であること 
・飛行高度は PANSY の観測下限である 1.5km 以上、研究的にも 3km 以上を飛行させる 
・上昇時と下降時両方で観測データを取得する 
・できる限り PANSY レーダーの近くで飛行させる (水平距離 4km 程度) 
・温度センサーのノイズ元となるため、太陽の直射日光が当たらない時間帯で観測する 


















日付 使用機体 試験内容 
7 月 19 日 ラジオゾンデ 
ダミーペイロード 
バルーンの放球試験 
7 月 22 日 予備機 北の浦での自力飛行滑空試験 
7 月 28 日 予備機 高度 500ｍでの機体のバルーン分離試験 
8 月 10 日 本番機 北の浦での自力飛行滑空試験 (機体故障により中断) 
8 月 23 日 本番機 北の浦での自力飛行滑空試験 
9 月 22 日 本番機 本番観測フライト (昭和基地北西 5km の地点に墜落) 
 






予備機のテストフライトを踏まえて調整した本番機の動作を確認するため、8 月 10 日と 23 日に北




9 月 22 日に本観測を実施した。ゴム気球で電動カイトを高度 5km まで上昇させて分離した。分離
後、飛行体制（滑空状態）に入れずに機体は旋回しながら海氷上に墜落した。墜落ポイントは昭和基




























    a）冬期内陸観測旅行 
ア）無人気象観測装置 AWS 新設（MD78 地点に設置） 







    b）降水サンプリング（昭和基地における積雪サンプリング） 




 ア）無人気象観測装置 AWS 新設（MD78 地点に設置） 
10 月 24 日に MD78 地点でキャンプインした。その際に周囲の雪面状況を確認して AWS の設置場所
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を選定した。作業概要を以下に示す。 
・作業期間：10 月 25 日～26 日 
・土台設置のための穴掘り、単管パイプ構築、観測測器の取付、動作確認（10/25 に作業） 







雪温計は 1m 掘った穴の隅の雪壁に差し込んだ。最深部を 290cm とし、5 本設置（5cm、20cm、50cm、
100cm、290cm）した。最深部の 290cm はアイスドリルでさらに 2m ほど穴を掘ってセンサーを落とし
入れた。最深部は 300cm の予定だったが 290cm までしか掘れなかった。 
 
[雪面からの高さについて] 










 AWS を設置した際の記録は以下の通りである。 
・設置した日：2019 年 10 月 25 日 
・設置場所：ルート旗 MD78 地点から風下へ 320ｍ（視程が良ければルートから確認可能） 
・設置地点の GPS 情報：S71°26′56.0"、E43°59′56.4" 
・風向風速計：測器の北は真北に合わせた（方位磁石の方向から偏角を考慮） 







 AWS 設置後に装置の動作確認を実施した。 
・AWS の電源投入時刻：2019 年 10 月 25 日 15:36 
・電源用バッテリーからの供給電圧を確認（規格電圧 12V 程度で 10V 以上必要） 
⇒ 測定値：15.09V 
・太陽光パネルからの供給電圧を確認 




⇒ PC をロガーに接続して観測データを取得、モニター表示も確認 
−316−
・アルゴス通信の確認（昭和基地に連絡を取りインターネット経由で確認） 
⇒ イリジウム電話で昭和通信へ「AWS 電源投入」を通達し、その後アルゴス通信を確認 
 
イ）無人気象観測装置 AWS 保守（H128、みずほ基地） 
[H128 地点] 












       損傷や接続箇所にゆるみ等がないか確認（異常なし） 
＜データロガーの確認＞ 
       目視確認：ケーブルの被覆に損傷あり、それ以外は特に異常なし 
       リレー音確認：一定間隔で音がなっている（異常なし） 
       バッテリー電圧測定：14.59V（10V 以上必要、異常なし） 
       太陽光パネルからの受電電圧測定：20.36V（受電出来ていることを確認） 
＜CF カード＞  
       CF カードへの書き込みを停止してからロガーの電源を停止 
       CF カードのデータを PC 内にコピーしてフォーマットを実施（フォーマット形式は FAT32） 
       CF カードをロガーに戻してロガー電源を投入 
       ロガーのランプを確認、リレー音を確認（異常なし） 
＜雪面からの高さを測定＞ 
       風向風速計（下段）：100cm（回転する部分の下部から測定） 
       風向風速計（上段）：223cm（回転する部分の下部から測定） 
       温湿度計（一番低い位置）：35cm（温湿度計のケーブル接続部から測定） 
       温湿度計（上段のアルゴス通信用アンテナの横）：181cm(温湿度計のケーブル接続部から測定) 
       温湿度計（上段の風向風速計寄り）：185cm（温湿度計のケーブル接続部から測定） 
       積雪深計：39cm（積雪深測定位置であるセンサー下部から測定） 
       4 成分放射計：80cm（下部のガラス半球体下から測定） 
太陽光パネル（一番低い位置）：80cm（パネル下部から測定） 
       アルゴス通信用アンテナ：182cm（単管に固定している下部から計測）  
 
[みずほ基地] 












 霜や雪の付着なし、雪面から測器までの高さは 147cm 
＜温湿度計＞ 
 通風筒内に雪の付着あり（除去した）、雪面から測器までの高さは 118cm 
＜太陽光パネル＞ 
























































今回の旅行区間である S16～MD78 において、Ｈ68・Ｈ180・Ｓ122・Ｚ40 に設置されている雪尺網
を観測した。H68 地点のみ復路での作業となり、他は往路で実施した。尚、S16 地点の雪尺網は旅行
隊とは別件で事前に実施していたため、今回は行っていない。竹竿の立て替え本数を以下に示す。 
・Ｈ68 地点：10 本立て替えた（2019 年 10 月 30 日実施） 
・Ｈ180 地点：8 本立て替えた（2019 年 10 月 20 日実施） 
・Ｓ122 地点：9 本立て替えた（2019 年 10 月 21 日実施） 
・Ｚ40 地点：6 本立て替えた（2019 年 10 月 22 日実施） 
 
オ）101 本雪尺列観測（みずほ基地） 
作業は往路の 2019 年 10 月 23 日に実施した。差替え基準 60cm をやや下回る雪尺あったが、新し
い竹竿の在庫が少ないため差替えは行っていない。10 本ごと及び中央の雪尺にはブタ札があったが、









       採取地点：S17、S22、S27、H9、H48、H72、H96、H112、H132、H152、H172、H192、H212、H232、
H248、H268、H288、Z2、Z12、Z22、Z32、Z46、Z66、Z78、Z88、Z98、IM0 























電源 OFF 時刻 12:49 、既設の SD カードを回収して新しい SD カードを入れた 
＜電池交換＞ 
単三リチウム電池 24 本を交換した 
＜電源投入と設定（電源スイッチを TEST にして設定確認）＞ 
「Mode」はカメラ、「Format」は未実施、「Photo Size」は 12MP、「Video Size」は 720P、「Set Clock」
は時刻補正を実施（LT に合わせた）、「Picture No.」は 01Photo、「VideoLength」は AVI10S、
「Interval」は 1Min、「SenseLevel」は Off、「TimeStamp」は On、「Timer1」は Off、「Timer2」は
Off、「PasswordSet」は Off、「SerialNO」は Off、「TimeLapse」は On（01Hour00Min00Sec）、「SidePIR」
は Off 
＜SD カード回収後＞ 




AWS 設置地点（MD78）で夜に 1 回、また復路のみキャンプインした後に毎日 20:00～23:00LT で
観測した。荒天による観測中止は 2 回だった。観測日と観測地点を以下に示す。 
・2019 年 10/25（地点：MD78、標高：2477m） 
・2019 年 10/26（地点：MD36、標高：2369m） 
・2019 年 10/27（地点：Z78、標高：2187m） 
・2019 年 10/28（地点：H268、標高：1822m） 
・2019 年 10/29（地点：H128、標高：1424m） 
・2019 年 10/30（地点：H68、標高：1215m ※天候不良で中止） 
・2019 年 10/31（地点：H68、標高：1215m ※天候不良で中止） 
・2019 年 11/01（地点：S17、標高：652m） 
・2019 年 11/02（地点：S17、標高：652m） 
       雪上車 1 台を風上に停車させて風よけに利用した。ゴム気球には放球 1 時間前に油付けを行い、




の時間変化を把握するため、昭和基地の観測棟屋上に降雪採取容器を設置し、2019 年 1 月後半から 2020






おいて気温の連続観測を実施した。気温計は 2018 年 1 月に設置し、通年観測を継続中である。2020 年















プに変更することを推奨する。現在の運用では電池交換から 1 年間観測を継続できるか不安である。 
 
3.4.6 極限環境下における南極観測隊員の医学的研究（AP0924） 




採取日時：管理棟浴槽および 130ｋl 水槽は 2019 年 4 月、6 月、8 月、10 月、12 月の計 5 回、第一夏宿
浴槽に関しては 2020 年 1 月の 1 回実施した。 
結果：検体は持ち帰り後、60 次夏隊（島田翔隊員）が解析予定である。 
 
3.4.6.2 南極滞在中における免疫力および口腔保健行動の変化と口腔保健状態の関連についての調査  










これらの隊員のモチベーション、行動、口腔保健状態の関連を調査するため JARE では 55 次より継続し
て質問紙票調査、口腔内の衛生状況の調査が行われている。60 次では質問紙票のみを行うこととなってお
り、2018 年 10 月(出発前)、2018 年 12 月(しらせ船内)、2019 年 7 月(越冬中)、2019 年 12 月(越冬中)と行










関連性の研究                            廣田 大輔・岡田 豊 
1）概要・経過 




ストレスは質問票により評価した。質問票は PHQ-9、STAI-Y、EPQ-R、PSQI の 4 種で、初回に限り本研究
における基本情報と PBI を加えた 6 種を行った。 
抗ストレス力については血漿からアミノ酸比を、尿からメタボロームを計測する。 










3.4.6.4 ビデオ会議システムと東洋医学的診察法を用いた寒冷環境への順応評価  
 岡田 豊、廣田大輔 
研究代表者：国立極地研究所・特任技術専門員・南極観測隊医療担当隊員 岡田 豊 
研究分担者：国立極地研究所・研究教育系生物圏研究グループ教授・伊村智、旭川医科大学病院・助教・
及川欧（東洋医学担当医） 












域観測隊、特に越冬隊においてはほぼ一定の閉鎖環境内で 30 人程度が約 1 年間を過ごすことからストレ
ス対策が重要と考えられる。 



















写真Ⅲ.3.4.6.5-1 健診時の採血風景      写真Ⅲ.3.4.6.5-2 血液生化学検査 
 
 
写真Ⅲ.3.4.6.5-3 Google フォームを用いた職業性ストレスチェック簡易調査表 
 















とカンジダは国内から持ち込んだ機器(カネカ社製 MyAbscope 等、写真Ⅲ.3.4.6.6-1)を用いて、LAMP 法








   
      写真Ⅲ.3.4.6.6-1 カネカ MyAbscope   写真Ⅲ.3.4.6.6-2 DNA 実験風景 
 





































































2019 年 10 月の内陸観測旅行の復路で S17 の AWS の現状を調査した。以前に比べて積雪が進行しており、






写真Ⅲ.3.6.1-1 AWS 全景（左）、風力発電機の油漏れ状況（右）（2019 年 11 月 2 日撮影） 
 
JARE61 の夏期間作業の前に JARE61 隊員と昭和基地で打ち合わせを行った。S17 のオペレーションは 1 月
7～8 日（1 泊 2 日）で実施し、気水圏と気象庁の合同オペレーションとなった。このオペレーションの結














る。観測装置とアルゴスシステムの電源として 42 Ah の鉛蓄電池を 3 個と 20 W のソーラーパネル 2 枚が
設置され、アルゴスアンテナはソーラーパネルの架台に取り付けられた単管に固定されている。 




2020 年 1 月 6 日、保守作業および観測データの取得を行った。観測データは連続して取得されていた








2020 年 1 月 25 日、保守作業および観測データの取得を行った。観測データは連続して取得されていた
が、電圧 15V 程度で温湿度計が異常値を示すため、温湿度計の電圧供給ケーブルに 1.8V 電圧を下げるダ
イオード付き導線を設置した。また、日本への観測データの送信ができていないため、既設の PMT を 1 月
24 日の衛星軌道データで更新した予備品の PMT と交換した。加えて、アルゴスアンテナが V 字谷の底部





      








3.6.3 木星の極域ヘイズの偏光観測（AAS6007）                                          二村 有希 
1）概要 
木星の極域ヘイズの動態を明らかにするため、木星を高高度(仰角 10°以上)で長時間観測が可能である










  2 月に、建築担当隊員の協力のもと望遠鏡の三脚を屋上のすのこに固定し、焦点合わせ及び極軸調整を
行った。2 月のブリザードで三脚が少しずれたため、角材を用いて補強した。4 月から 9 月の間、天候が良
く、風の弱い（風速 6 m/s を超えると望遠鏡が揺れて像がぶれてしまうため）夜に木星と標準星の観測を
実施した。木星の観測実施日は表Ⅲ.3.6.3-1 にまとめた。7/8 と 7/10 は、木星の自転周期である約 10 時
間を優位に超える時間の観測が実施できたため、木星極域ヘイズの経度分布を捉えられたと考えている。





日付 観測を行った時間 備考 
4/30 9 時間  
5/26 5 時間  
6/29 3 時間  
6/30 10 時間 うち 4 時間、風つよく像のぶれ有り 
7/3 6 時間 うち 1 時間、風つよく像のぶれ有り 
7/7 8 時間 うち 2 時間、風つよく像のぶれ有り 
7/8 14 時間  
7/10 14 時間  
7/28 10 時間  
8/28 8 時間 うち 2 時間、風つよく像のぶれ有り 
9/15 4 時間  
9/19 6 時間  
9/20 6 時間  
 
3）今後の課題 
  標準星観測が不十分のため、国内で標準星の観測を行う必要がある。 




































つく為、ガルバリウム鋼板 3×10 板をシーリング裏打ちして上貼りしドリルビスで留め付けした 
h） 第1夏期隊員宿舎立ち下げ 
下記の作業に参加した。 



















建物と外部階段の間に有った約 70cm の隙間へ転落防止のチェーンを取付た。 
b） 通路棟屋根修繕工事 





















































・新焼却炉の組立作業で 2 次燃焼室（サイクロン）のレンガ組付け、目地モルタル充填、現場合わせ 




























ブリザード後に荒金ダム循環ポンプ周囲の除雪に参加した。（作業日数 3 日） 
−331−
 h） ミッドウィンター祭準備 
     ミッドウィンターで使用する備品等を製作した。 
     ・インスタグラム風撮影用フレーム 
     ・ゲーム大会景品 







     ・梁下保護のクッション材貼り付け 
     ・2F風除室：合板下地確認・清掃、全天シート貼り、重歩行防滑性シートの仮敷と割付・荒切り 
b） 自然エネルギー棟内部工事 





























 消火活動の際に 1F 西側扉前から 130kl 水槽に向かって消火ポンプを運搬する際の足元改善の為、足






（作業日数 0.5 日） 
e） 機械（発電機エンジン）部門からの依頼 






S16 より持ち帰った木製 2t 橇・キムラ燃料橇計 14 台から使用済み燃料ドラム缶を降ろして機械建築 
倉庫の A ヘリポート側に集積し空になった橇へ新しい燃料ドラム缶の積み込みを行った。 
（作業日数 3 日で延べ 20 名の隊員に支援をいただいた） 
i） 除雪作業 
 ブリザード後に下記の除雪に参加した。 
・荒金ダム循環ポンプ周囲の除雪（作業日数 1 日） 























使用場所変更に伴い木製 2t 橇・キムラ燃料橇の燃料ドラム缶の積み替えを行った。 














  構造用合板（12mm×910mm×1820mm）32枚、M16ボルト（L150mm）4本、M16アイナット4個 
・製作状況： 
①角材 2 本の両端に道板完成時の吊り上げ用としてアイボルトを貫通させてアイナットを取付 
②ボルト加工した角材のアイナットが外側を向くように両端に配置して 1000mm 間隔で 5 本の角材 
を並べる 
③角材に直交するように足場板 2 枚ずつを 230mm ずつ隙間を空けて並べ構造用ビスで角材に固定 
④構造用合板を全面にビスで隙間無く張り付け、これを裏返して同じ作業を繰り返し構造用合板を
更に 1 枚上張りし 2 枚張りとして完成（支援 3 名含む 4 名で製作日数 1 日） 
・設置方法： 
①SM653 の荷台ガードパイプを外してクレーンで積み込みラッシングベルトで固定して現地へ運搬 
②PB301 のクレーンで合板 2 枚張り側を上面としてクラック上に設置 
③四隅に長さ約 1m の角材を深さ 1m 以上埋設し、ラッシングベルトでアイナットと角材を繋いで 
アンカーとした 
i） 野外行動 
9 月 17 日：とっつき岬ルート T68 ポイント道板設置、とっつき岬から昭和基地へ SM115・橇を回送 
















・荒金ダム循環ポンプ周囲の除雪（作業日数 1 日） 
    e） 野外行動 
    10 月 8、12 日：弁天島ルート工作 
     10 月 18 日～19 日：内陸旅行出発支援（とっつき岬 1 泊 2 日） 
     10 月 22 日：ラングホブデルート工作 
     10 月 24 日：西オングル島・福島隊員慰霊 
     10 月 25 日：豆島ルート工作 


















     ・カバーを外した際に下地木材を確認したところ浸水による変色や湿潤が多く見られた 
 
日 付 作業内容 作業人員 
11 月 21 日～23 日 建物周囲の除雪、砕氷と除去 11 
11 月 25 日 足場資材運搬、工具等準備 4 
11 月 26 日～27 日 足場組立 13 
11 月 28 日～29 日 既存屋根 目地板・棟板カバー撤去 12 


































     ・ウレタン防水塗膜吹付は数日かけて施工したので日替わりの吹きつなぎ部分には層間プライマー 
      （サン PC）を塗布した 
     ・1 マス 1ｍ×0.75ｍで墨出ししてベビーリムカートリッジ 1 セット辺り 1 マス（0.75 ㎡）を吹き 
付けることで膜厚 2mm を確保するよう塗布量管理を行った 
・施工可能になったところから引き続き作業を進めた為作業内容の日付に一部重複するところ有り 
 
日 付 作業内容 作業人員 
12 月 1 日～3 日 シーリング・汚れ・錆び等の除去、清掃 10 
12 月 2 日 軒先破損箇所修理 1 
12 月 3 日～5 日 シート（マスカー）養生、塗布割付墨出し 5 
12 月 3 日～4 日 プライマー（さびストップ）塗布 8 
12 月 4 日～5 日 ブチルテープ貼り付け、ウレタンシーリング処理 6 
12 月 5 日～9 日 ウレタン防水塗膜吹付 25 













































     優先空輸の運搬車両ドライバーと荷降ろしの玉掛け作業に従事（作業日数 2 日） 
 
4.1.2 木製橇・カブースの修理 小山 悟 
1）概要・経過 
8 月 7 日～10 日（3 泊 4 日）に 6 名の隊員で S16 にて橇の引き出しと雪上車回送の野外オペレーション
を実施、木製 2t 橇・キムラ燃料橇計 14 台を昭和基地へ回送した。その後は荒天が続き 9 月 4 日～7 日
の野外オペレーションまで S16 に行くことが出来ず、とっつき岬ルート T68 ポイントでのクラック状況
が悪化したことから以降の橇の昭和基地への回送を断念した為、60 次越冬中に確認・修理が出来た橇は
当初回送した 14 台と後日かろうじて回送した食料橇の計 15 台となった。 
2） 修理状況 
8 月 内陸観測旅行で使用する燃料橇準備の為、14 台の橇から空ドラム缶を降ろして新品燃料ドラム缶 
を積み込み、併せて破損個所の修理・補強・交換を行った。（作業日数 4 日） 
・木製 2t 橇 9 台は破損が少なく修理は手摺の柱交換 2 台、アオリ板の一部補強 2 台を行った 
・キムラ橇 5 台の内、補強済みの 1 台を除く 4 台がアオリ板 4 隅の上 2 枚程度に割れが発生して 
おり全てに裏板を当てて補強を行った 
      ・共通して牽引用 2.5ｍワイヤーの傷みが散見されたが在庫が 10 本しか無く、傷みの特に酷い 
       ワイヤーの交換を行った 
9 月 スノーモービル運搬用橇の収納 BOX とラダーレールの破損箇所修理・補強と荷台へ滑り止めの為 
に合板の張り付けを行った（作業日数 1 日） 










40 次隊より開始された S165L-UT×300kVA（240kW）2 台による電力供給を 60 次隊でも継続して実施し、








No. 59 次からの引継ぎ時間 60 次隊の年間稼動時間 61 次隊への引継ぎ時間 
1 号機 104017.2 4768.1 108785.3 
2 号機 93084.4 4139.9 97224.3 
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60 次隊では、2 月〜11 月までは 62 次夏期作業でオーバーホールを実施する 2 号機の運転時間を調
整する目的で、1 号機 1 回/22 日間、2 号機 1 回/20 日間のサイクルで運用していたが、12 月初旬、2




年間の燃料消費量は W 軽油が 428,317ℓであった。月別燃料消費量を図Ⅲ.4.2.1-3 に示す。 
 
      





専用発電機の整備、2019 年 4 月の 2 号機定期点検時に全量 400ℓの交換、2019 年 9 月の 1 号機定期点
検時に全量 400ℓの交換、2020 年 1 月の 1 号機定期点検時に全量 400ℓの交換で合計 2140ℓを使用した。






収められている為、調査は困難でかなりの時間を要するものと考えられる。また、1 月末の 60 次夏期
計画停電時にオンサイト制御盤内の AVR が故障し、PC の画面上に温度がほぼ表示されていない状態で
第 59 次隊から引き継いだ。これは要求スペックを満たす AVR が在庫にあったため、AVR を交換して改
善し、第 60 次隊では再度運用している。 
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a） エンジン整備・運用状況  
ア） 発電機稼働内容 
55 次隊より開始された SDG150S×125kVA（100kW）2 台による電力供給を 60 次隊でも継続して実施
し、年間を通じ電力を供給した。60 次夏作業にて 1 号発電機と 2 号発電機との入れ替えを行った。基




2019 年 12 月にブリザード時の激しい吹き込みを防ぐ対策として小屋の出入り口に前室を設けた。 
前室の工事完了が 2019 年 12 月でありブリザード時における前室の効果が検証不足の為、61 次隊へ
効果の検証を依頼して引継ぎをした。 
イ） 運転サイクル及び点検整備 
60 次隊では 500 時間を基本として定期点検を行った。点検項目については保守点検計画表に基づき
行った。電源切替は観測に影響が出ないよう発電機を並列運転して行った。 
ウ） 燃料消費量 
年間の燃料消費量は、W 軽油が 162,325ℓ であった。毎月の使用量は使用負荷が PANSY レーダーのみ
のため、年間を通して一定している。 
エ） 機械ワッチ 
機械隊員にて、23:00 の 1 日 1 回、ワッチと給油を行った。給油状態は 57 次で設置したネットワー
クカメラを使用し確認した。 
3） 小型発動発電機（発発） 










4.2.2 発電機制御盤、太陽光発電設備、風力発電設備の管理・運用           大槻 拓未 
1） 300kVA同期発電機 
a） 概要 
第 37 次隊（1995 年）で 1 号機を「200kVA 同期発電機」から「300kVA 同期発電機」への更新工事を行
い運転を開始した。第 40 次隊（1998 年）で 2 号機も更新工事を行い運転を開始した。また、国内で発
電機のオーバーホール（ベアリング交換）を行った後、第 49 次隊で 1 号機、第 53 次隊で 2 号機、第 57
次隊で 1 号機、2020 年 1 月に 2 号機の交換を実施している。 
b） 運用状況 
年間を通して異常なく稼働した。2019 年 2 月 1 日から 2020 年 1 月 31 日までの越冬期間中の運転時間

















の力率は、1 号機と 2 号機の電圧に多少のズレがあるため「0.05～0.1」程度の力率差があるが問題な
く運転している。更にズレが大きくなった場合は、電圧を調整して力率を合わせる必要があった。負




ウ） 主分電盤  
第 57 次隊でチャート型電力量計の不具合が発生し、代替品として電源品質アナライザを第 58 次隊
で調達し運用している。その他は年間を通して異常なく稼働した。  
エ） エンジン補機盤 















2019 年 10 月に 1 号発電機制御盤の保護継電器試験を実施した。 
2019 年 11 月に 2 号発電機制御盤の増し締め、清掃、補助リレー単体試験を実施した。 
2019 年 12 月に 1 号発電機制御盤の増し締め、清掃、補助リレー単体試験を実施した。 
2020 年 1 月に 2 号発電機制御盤の警報試験と保護継電器試験を実施した。 




2020 年 1 月に保護継電器試験、計画停電時に清掃を実施した。 
ウ） 主分電盤、電力切替盤、2回補機盤 
2020 年 1 月、計画停電時に清掃を実施した。 
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エ） 直流電源装置（始動用・ガバナ用・制御用） 
定期点検（1 回／6 ヶ月）を 6 月と 1 月（兼引継ぎ）に実施した。バッテリー電圧・内部抵抗値共に
正常範囲であることを確認した。バッテリーの交換時期が 2021 年 12 月のため、62 次計画停電にて交
換するように 61 次隊へ引継ぎを行った。 
d） 修理・改修 
ア） 2号発電機制御盤、自動同期盤 
2019 年 11 月 25 日に周波数ハンチングが起きた。(周波数計表示で 47.8～49.8Hz) 調査の結果、自
動同期盤内の補助リレー「43SLMX2」の接点抵抗が不安定であることが判明したため、2 号発電機制御
盤内補助リレー「43SLAY2」と共に部品交換した。その後電子ガバナ調整等を行い再運用開始した。し
かし、12 月 1 日に同様の周波数ハンチングが起き(周波数計表示で 45Hz 以下～45.5Hz)、調整中に重
故障「加速度」で昭和基地全停電に至った。様々な調査を行い、可能性の高い「アイソクロナスロー
ドシャーリング」を新品に、エンジン部品を多数交換した結果、2020 年 1 月 31 日まで周波数ハンチ
ングは発生しなかった。交換した部品はメーカーに返送し詳細調査を行う。 
e） 警報 






1 号、2 号発電機ともに、問題がないことを確認した。 
4） 太陽光発電設備の管理・運用 
a） 概要 
太陽光発電システムは第 38 次隊（1996 年）で導入し、第 43 次隊で架台 88 基（架台 1 基に太陽電池
パネル 8 枚取付）、太陽電池パネル 704 枚、総出力 60.19kW の太陽光発電システムとした。第 57 次隊
（2016 年）でパワーコンディショナ（PCS）の更新を行い、太陽電池パネル 696 枚、総出力 59.51kW の
太陽光発電システムとなっている。 







































日付 時間 故障名称 内容 対策
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表Ⅲ.4.2.2-2 太陽光発電月別電力量、最大電力、平均電力 
 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 
月間発電量[kWh] 2249.90 1652.15 661.42 115.88 - 15.33 
最大電力[kWh] 22.44 19.53 21.30 13.11 - 6.80 
平均電力[kW] 3.35 2.22 0.92 0.16 - 3.83 
 
 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 
月間発電量[kWh] 984.31 2857.77 4917.92 7969.54 7183.76 6636.96 
最大電力[kWh] 25.36 33.72 42.58 43.09 40.14 39.11 
平均電力[kW] 1.32 3.97 6.61 11.07 9.66 8.92 
 
c） 保守点検 
ア） パワーコンディショナ盤  
 太陽光モニタリングシステムを常時監視し、状況確認を実施した。 






















20kW 風力発電システムは第 56 次隊(2015 年)で導入し、第 57 次隊(2016 年)で 2 号機を建設、第 60 次
隊(2019 年)で 3 号機を建設し 3 台の運用を開始した。2019 年 3 月に 2 号機の破損および 3 号機のノイ
ズによって、現在は全台運用を停止している。 
b） 運用状況 
2019 年 2 月末に 3 号機のパラメータを調整し 1 ヶ月間運用した結果、月間発電量が 1263.8[kWh]とな
り 3 台を 1 年間運用すれば太陽光発電の年間発電量を超える見通しを得ることが出来た。 
2019 年 3 月、2 号機が異常なカットアウトを繰り返していたため調査した結果、2 号機のブレードと




あった。2019 年 1 月にオーバーホールを実施したが、その時には既にアームとシャフトの接合部分に異
常があったと考えられる。よって、これまでに約 27000 回カットアウトをしている 1 号機も疲労が蓄積
していると考え、1 号機および 2 号機の運用を停止した。 
2019 年 3 月に 3 号機が原因で MF レーダーにノイズが乗っていることが判明した。そのため、2019 年
3 月 31 日に 3 号機の運用を停止した。第 61 次隊で 3 号機ノイズ対策用にラインフィルターとフェライ
トコアを調達した。2020 年 1 月にノイズ対策品を取り付けたが、MF レーダーへのノイズが許容できる




 2 月 3 月 
1 号機[kWh] 681.3 700.0 
2 号機[kWh] 648.3 467.9 
3 号機[kWh] 685.6 1263.8 
 
風力発電用に使用していた PC が Windows7 だったため、2020 年 1 月に Windows10 に更新した。その結
果、風力発電設備のモニタリングシステムが Windows10 非対応のため使用できなくなった。ログデータ





ノイズ対策確認運転のため、12 月に 3 号機の年次点検を実施した。 
d） 警報 
3 号機は 300kVA 電源切換時に系統連系異常が発生していたが、運用停止となったため未調整である。 
  













器 1 次側（発動機の 2 次側冷却水）入口電動三方弁の設定値を年間 50℃で固定して運用した。 
 ⅱ） 暖房設備（温水ボイラー） 
温水ボイラーは、300kVA 発動発電機からの回収熱量が、発電棟、管理棟および、居住棟系統への
供給熱量に対して不足する場合に、追炊き用として使用している。 
過去隊では、2 号機のみの運用を行うなど運転時間が偏っていた。60 次では、1 号機 2 号機を交
互に使用し、2 ヶ月毎にローテーションをかけた（1 号機は 55 次隊で更新機器）。設定温度は、1 号






運用方法は、60 次隊では、2 カ月ごとにローテーションをかけ、1 台づつ運用した。排ガスボイ
ラーの熱回収が多く、ほぼ温水ボイラーが稼働しない状況ではあったが、回収熱量の変動に伴い、
度々追いかけで、起動がかかった。この起動に伴う突入電流が、基地電力の負荷変動に影響を与え



























































































に利用される。通年で運用し、排ガスの熱回収を行い熱の有効利用に努めた。清掃は 1 か月に 1
度程度、排ガスボイラー熱交換器内部の清掃を実施した。 
⑧ 温水供給ポンプ 






























2019 年 2 月設定変更：送風温度設定値 50℃→20℃、外調機温度低下警報-10℃→0℃ 





































ⅲ）管理棟 2 階医療エリア空調関係 
医務室の手術室に設置されている空気清浄機のプレフィルターと高性能フィルターの交換を
2019 年 3 月に行った。隔年周期で実施とすると、次回は 62 次隊にて調達及び交換になるが、全
く使用していないので交換周期を伸ばしても良いと思う。ほぼ未使用のため、交換済みフィルタ
ーを予備品として保管している。 
また、管理棟の 2 階医療エリアの MD 操作器が動作しない場所（レントゲン室操作卓上）があ
る。現在は、MD シャフトを手動で常時開としているが、こちらも、故障原因の調査及び送風機、





















































2019 年 2 月 15 日：ラインポンプのメカシール部より漏液した為、ポンプを停止し交換後（詳
細、機器修理報告書記載）、数日運転を停止させたが特に室内環境の問題は生じなかった。 
















一居 故障：208 室、バルブ閉止：ロッカー室 1，2、倉庫 1  
二居 故障：106 室、109 室、211 室、  
なお、一居の天測点側の 106 室と 110 室に関しては、床暖房バルブが閉止されて後付けの壁付
け温水パネルヒーターが設置されている。床暖房のバルブを閉止してあった理由は不明だが、60



































温水ボイラは 59 次で不具合が出て、完全な修理に至っていないとの報告であったが、60 次で
一年間連続運用したものの故障による停止は発生せず問題無く運転できた。しかし、年間使用予
定量の JP-5 を数か月で使い尽くす温度設定であったので、隊長や建物管理者に国内側と調整を




















2019 年 3 月 17 日 ボイラー失火および燃焼異常ランプが点滅。 
ボイラーの燃料ストレーナおよび燃焼ノズルチップ、オイルキャリーの各ストレーナ部分にロ
ウ状のものが付着していた為、清掃除去で燃焼再開。 
2019 年 11 月 3 日 ボイラー失火およびの燃焼異常ランプが点滅。 
ボイラーの燃料ストレーナおよびオイルキャリーの各ストレーナ部分にロウ状のものが付着し
ていた為、清掃除去。運転ランプの点滅は、燃焼異常の警報である 
















空調、衛生設備機器はすべて送電、試運転調整を行い運用している。暖房設備は、2019 年 12 月
2 日より気象部門が運用を始めた為、11 月に立ち上げ運転をした。給排水設備に関しても 1 月中
に運転を開始し運用を始めた。 
運用間もないことから、大きなトラブルは無い。 



















































室圧制御：室圧制御で給気用のファンに INV が設置されていて制御している。 













2019 年 11 月 3 日 室温制御不良が生じていると LAN インテル担当から報告があった。 
冷却をかける条件で、排気ファンは起動しているが、排気ダクトの MD が開とならず、室温が上










号入力の結線が無かった。その後、2020 年 1 月まで問題無く運転している。 




















2019 年 4 月 エンジンの吸込み空気温度を下げる為、直接外気を誘導するよう、400φダクト
をパッケージ発電機吸込み横まで伸ばしたが、2019 年 10 月 15 日のブリザードの雪で発電機内部
に雪が詰り短絡した為、撤去した。 
2019 年 11 月 換気改善の為、壁面の自然換気口に、在庫換気扇 25cm 型を設置した。 
γ）保守および、更新 












記載する。造水設備の運用は、いくつかトラブルがあったが、年間を通して 11 時と 23 時に交代でワッ
チをして、荒金循環の凍結以外は、長時間停止することなく運用できた。 
b） 機器状況およびトラブル 
･ 2019 年 2 月 8 日  
2019 年 1 月に交換した 100Kℓ水槽カバーが、2 月 8 日のブリザードで捲り上がり、ほぼ外れた。
幸い飛散することなく、現地に残った。ただ、このバタつきで、過去の鉄骨付着のごみが落ち、ス
トレーナが 3 時間程で閉塞する状況が、その後、数日間続いた。ブリザード後、ラッシングを 2 段
に強化することで、その後のブリザードにも耐えた。 
今回の閉塞状況を鑑み、ワッチの度、毎日ストレーナ清掃を続け、断熱材のカスも減り、8 月以
降は、週 1 回、10 月以降は、月 1 回程度に清掃頻度を減らすことができた。 




















要があるとともに、万が一に備えて、フランジ型の 20A バルブの在庫数に留意する必要がある。 






を切替え復旧させた。資材としては、ポンプは 49 次隊での持ち込み品および、60 次持ち込み品の断
熱配管を利用した。漏電原因不明の為、電源ケーブルも引き換えた。コルゲート内の断熱配管も凍結
したが、この区間に関しては、一晩、ファンヒーターを焚き融解させるとともに、エンジンクリーナ
ー用の 2 流体ノズルを使用し高温水を配管内に流し込んで、一晩かけて融解させた。8 月 1 日の復旧
に際しては、エア抜きにかなりの時間を要したが、後は、問題無く運転できている。 







と 61 次と共同で行った。 
ｃ）水使用に関して 
60 次隊 31 名の年間の造水量または使用量は、上水が 821.7kℓ（前年比 165.2Kℓ増加 25%増）、中水が
711.9kℓ（前年比 188.8Kℓ減少、21％減少）、合計で 1,533.6kℓ（前年比 23.6kℓ減、2%減少）であった。
毎月の 1 日当たりの造水量を図Ⅲ.4.2.3-1 に示す。上水の平均造水量は 2251.1ℓ/日（1 人当たり 69.3





加、1 人当たり 78.6ℓ/日、41 名換算）、であった。中水は発電棟のトイレ、洗濯機、浴室（清掃用水
栓）のみで、最大使用量は 2 月の（夏期隊員、残留支援者を含む）2,599ℓ/日（前年比 227ℓ減少、9％
減少）、最小は 10 月の 1,690ℓ/日（前年比 133ℓ減少、8％減少、1 人当たり 59.3ℓ）となった。59 次隊
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では上水、中水合わせた使用量が 11 月に最大であった。 
基地主要部では、毎年 12 月後半から 2 月中旬まで越冬隊員、夏隊隊員、残留支援者による居住棟生
活者の増加により給水使用量が増加し、居住棟生活者が越冬隊のみになる 3 月以降は極夜期にかけて
緩やかに減少し、その後増加する傾向は変化が無い。 
しかしながら、61 次隊を受け入れた 1 月は、日平均の上水使用量が大幅に増えた。60 次夏隊残留者













例年、透過水量 4ℓ/min、濃縮水量 7ℓ/min で運用されていたが RO 膜差圧の値を、0.25MPa 前後と
して、透過水量 2.5ℓ/min、濃縮水量 15ℓ/min で運用開始し、差圧 0.3MPa の上限を保持して調整し
た結果、徐々に濃縮水量が低下したが、RO モジュール交換直前でも、透過水量 2.5ℓ/min、濃縮水量
7.5ℓ/min で運用できた。冬季、水温低下時は、透過水量が 2.2 ℓ/min まで低下したが、造水時間の
調整で日量を確保できた。脱塩装置の年間稼働時間は、4,474h/年、1 日当たりの平均稼働時間は
12.2h/日、年間の平均脱塩率は 99.2%であった。                             
医療部門が水質検査を、1 か月に 1 度実施した。上水、中水のプレフィルター（5 ミクロン）の交
換は、フィルターの汚れ具合を差圧管理にて交換時期を観察し実施した。交換は 1 ヶ月に 1 回程度







































日平均上水造水量（ℓ） 2,076 2,147 2,357 2,336 2,011 1,995 1,848 1,967 2,179 2,513 2,352 3,210 2249.3 0.00
日平均中水造水量（ℓ） 2,599 2,022 1,898 1,871 1,789 1,806 1,714 1,731 1,690 1,879 1,925 2,527 1954.4 0.00
使用量
１日当り














交換を実施した。尚、従来、年 2 回交換を実施していたようだが、脱塩率が 90%以下にならなけれ







近年は、58 次隊の越冬中に、ポンプの故障による凍結、59 次越冬中の 9 月、10 月、12 月と凍結
させている。 
そのような状況の為、荒金ダム配管のバックアップとして、一部、本格的な冬の前に予備配管の
設置を行った。（2019 年 7 月 31 日の凍結事故により使用開始し、現在も使用中。） 
ウ） 130kℓ水槽 
年間を通して荒金ダムからの給水とブリザード後に、130kℓ水槽周辺に付く雪を投入し水位を維






130kℓ水槽循環ラインの陸上側、バケットストレーナはおよそ 1 か月に 1 回の清掃を行った。 
熱交換器プレートの清掃は、8 月に実施した。 
エ） 100kℓ水槽 
年間を通して、荒金循環系統および、130kℓ水槽から給水して運用した。2019 年 1 月に水槽清掃
と合わせてシート張替えを行ったが、既存シートと屋根鉄骨の間に断熱材の屑が大量にあり、スト
レーナの閉塞原因となっていた。59 次隊でも前年除去したとのことだが、1 月時点でかなり残って



































2019 年 2 月：発電棟加圧給水ポンプのマグネット交換（調達参考部材） 
2 号機のみの単独運転しかできない状況であった。マグネットを交換し 2 台自動交互運転可能
となった。 
機械建築倉庫にポンプユニット予備機が 3 台あるので時期を見て更新を図りたい。 










2019 年 3 月：掃除流し接続配管よりの漏水 
掃除流しへの配管接続施工不良が見つかった。単管にビニルホースを差し込んだだけの接続で
あった為、繰り返しの圧力変動で漏水し、大事故に繋がりかねない不具合である。配管をすべ
て SU 配管に交換し対応した。 
汚水配管 
2019 年 2 月：洗面所排水、洗濯機排水閉塞（配管内にスライムや糸くず蓄積による閉塞） 
2019 年 3 月：掃除流し排水管閉塞（配管内に異物） 
2019 年 4 月：便器・ロータンクからの漏水（タンク接続部パッキンの劣化） 
2019 年 6 月：小便器配管閉塞に伴い、オーバーフロー（清掃不良および配管接続口径不良） 
2020 年１月：便器排水詰まり（同時使用による排水不良と考える） 
風呂濾過装置 
2019 年 5 月：女子風呂の水質悪化に伴い、紫外線ランプおよび、濾過用砂利を交換 
2019 年 5 月：男子風呂の水質悪化に伴い、紫外線ランプを交換 
以降、その日の初期補充を上水に変え、塩素滅菌の効果を期待した。その為、上水使用量が
例年以上に増えたが、総水使用量は減少しており、排水への影響はなかった。 
2019 年 5 月：男子風呂の水温制御不良により高温となる。制御弁を修理 
2019 年 11 月：女子風呂のランプ異常点灯、紫外線ランプ玉切れによりランプを交換 












冷水循環ポンプは、2 台のポンプを月初と 15 日頃に切替え、ローテーションをして運用し、温水
循環ポンプ（給湯）も同様に月初と 15 日頃に 1 号機､2 号機を切換えて運用した。発電棟用加圧


































した。また、薬品（ブルークリーン LS）を使用した洗浄は高圧洗浄前に 2 時間程実施した。ヘア
ーキャッチャーは、およそ週に 2 回程度、ナイロンメッシュの交換とストレーナの清掃を実施し
−358−
た。風呂ろ過装置のカートリッジ式フィルターは、1 か月に 1 回、配管洗浄と合わせて交換した。




























に 58 次で改造されている。必要性を検討し、現状で良いのか確認する必要がある。 
本年の警報一覧を下記に記載する。 
2019 年 3 月：厨房手洗い排水不良による漏水（通気未設置による通水障害で、汚泥堆積） 
2019 年 6 月：厨房食洗機漏水（満水フロート腐食による故障）。予備品が無かった為、未使用部
品を集め改造 
2019 年 6 月：厨房・スチームコンベクションランプ切れ（ランプ交換）。 
2019 年 6 月：厨房・まな板殺菌灯ランプ不点灯（ランプ交換）。 






















 厨房の浄水器フィルターカートリッジについては、59 次まで 6 か月に 1 回交換していたが、処

















のの、根本的改善には至っていないので通気管整備が必要である。59 次隊にて、2018 年 4 月にス



























60 次持ち込み品に 2 月に入替、旧品を第 1 夏期隊員宿舎に移動した。その他、冷蔵庫について
は、1 か月に 1 度フィルターを調理隊員に清掃してもらった。 
・食洗機 
6 月に満水制御用フロートが故障したが、59 次隊が 2018 年 3 月に新品に設置したものなので、







































管理棟は R-404A であるが、発電棟と倉庫棟の予備機は TP5R2、第 1 夏期隊員宿舎は、冷凍庫が R-502、

















2 月から 4 月まで、デフロストサイクルとデフロスト後の水切り時間等を設定し直し、除霜をかけ


















プロパンガスの年間使用量は、管理棟で 27 本、60 次夏期隊員宿舎で 6 本の計 33 本であった。プロ
パンガスボンベ庫には 6 本のボンベを設置し、3 本ずつ 2 系統で配備されている。厨房への供給は、1
系統 3 本のボンベが消費されると自動的にもう一方の系統に切り換わるように自動切換え弁が設置さ
れている。また、同時に 3 本のボンベを予備としてあらかじめ温めておいた。管理棟におけるプロパ
ンガスボンベ 1 系統の消費日数は、31 日～37 日前後（59 次隊 21 日～30 日前後）であった。越冬交代
時点で、57 次持込品が残っていたので、優先的に使用するようにしてはいるが、持ち込み本数の調整




























2019 年 2 月 発電棟用の燃料配管に、59 次で持ち込み済みで未取り付けの燃料改質器を取り付け
た。性能検証をする為に、使用有、無しを切り替え可能なようにバルブ配置した。 














年 12 月にベルト交換を実施した。 























































プロパンガスは、60 次夏期間では 6 本使用し、3 本は途中までの使用状況であったので、越冬交




































ンテナンス作業は欠かせなかった。10 月 7 日の最後の除雪まで、ブリザード毎の終日の総員作業が
続いた。 
南極観測センターとのテレビ会議や 61 次隊との打ち合わせで、抜本的な配管支持架台の改善を提
















  2019 年 7 月 31 日発生、長時間停止で配管凍結 









以下に 2019 年 1 月から 2020 年 2 月までの期間の荒金ダム状況を写真記録を中心にまとめた。越冬



















     写真Ⅲ.4.2.3-3 荒金ダム（2019 年 1 月 21 日）  写真Ⅲ.4.2.3-4 荒金ダム（2019 年 1 月 21 日） 
写真Ⅲ.4.2.3-5 荒金ダム周辺（2019 年 2 月 5 日）  
写真Ⅲ.4.2.3-6 荒金ダム（2019 年 2 月 12 日）  写真Ⅲ.4.2.3-7 荒金ダム（2019 年 2 月 12 日） 
写真Ⅲ.4.2.3-8 荒金ダム（2019 年 3 月 8 日） 写真Ⅲ. 4.2.3-9 荒金ダム（2019 年 3 月 8 日） 
−368−
写真Ⅲ.4.2.3-10 荒金ダム（2019 年 4 月 13 日）  写真Ⅲ.4.2.3-11 荒金ダム（2019 年 4 月 13 日） 
写真Ⅲ.4.2.3-12 荒金ダム（2019 年 5 月 18 日）  写真Ⅲ.4.2.3-13 荒金ダム（2019 年 5 月 18 日） 
写真Ⅲ.4.2.3-14 荒金ダム（2019 年 6 月 8 日）   写真Ⅲ.4.2.3-15 荒金ダム（2019 年 6 月 8 日） 
写真Ⅲ.4.2.3-16 荒金ダム（2019 年 6 月 12 日）   写真Ⅲ.4.2.3-17 荒金ダム（2019 年 6 月 12 日） 
−369−
写真Ⅲ.4.2.3-18 荒金ダム（2019 年 6 月 26 日） 写真Ⅲ.4.2.3-19 荒金ダム（2019 年 6 月 26 日） 
 
写真Ⅲ.4.2.3-20 荒金ダム（2019 年 8 月 28 日） 
 
写真Ⅲ.4.2.3-21 荒金ダム（2019 年 8 月 28 日）    写真Ⅲ.4.2.3-22 荒金ダム（2019 年 8 月 28 日） 
−370−
写真Ⅲ.4.2.3-23 荒金ダム（2019 年 9 月 28 日）       写真Ⅲ.4.2.3-24 荒金ダム（2019 年 9 月 28 日） 
 
写真Ⅲ.4.2.3-25 荒金ダム（2019 年 10 月 7 日）    写真Ⅲ.4.2.3-26 荒金ダム（2019 年 10 月 7 日） 
 
写真Ⅲ.4.2.3-27 荒金ダム（2019 年 11 月１日）  写真Ⅲ.4.2.3-28 荒金ダム（2019 年 11 月１日） 
−371−
写真Ⅲ.4.2.3-29 荒金ダム（2019 年 11 月 13 日） 写真Ⅲ.4.2.3-30 荒金ダム（2019 年 11 月 13 日） 
 
写真Ⅲ.4.2.3-31 荒金ダム（2019 年 11 月 27 日）  写真Ⅲ.4.2.3-32 荒金ダム（2019 年 12 月 8 日） 
 
写真Ⅲ.4.2.3-33 荒金ダム（2020 年 1 月 3 日）  写真Ⅲ.4.2.3-34 荒金ダム（2020 年 1 月 5 日） 
−372−
写真Ⅲ.4.2.3-35 荒金ダム（2020 年 1 月 9 日）   写真Ⅲ.4.2.3-36 荒金ダム（2020 年 2 月 3 日） 
 
写真Ⅲ.4.2.3-37 荒金ダム（2020 年 2 月 2 日）     写真Ⅲ.4.2.3-38 荒金ダム（2020 年 2 月 2 日） 
 
写真Ⅲ.4.2.3-39 荒金ダム（2020 年 2 月 3 日）  写真Ⅲ.4.2.3-40 荒金ダム（2020 年 2 月 3 日） 
 







各盤への電源幹線の敷設及び 2 次側配線・結線作業を行った。 
弱電設備は自火報設備、非常放送設備、LAN 工事を行った。非常放送設備は 3 月 28 日から、自火報設
備は 5 月 8 日からそれぞれ運用を開始した。 
気象部門は当初より 60 次中に気象棟から引っ越す計画であった為、気象部門からレイアウト指示を
もらい、コンセントや観測装置電源を施工した。写真Ⅲ.4.2.4-1 参照。 
    
    （1 階：弱電端子盤）             （2 階：地圏エリア施工中） 
写真Ⅲ.4.2.4-1 
 
b)  地学棟電源幹線更新工事 
西部地区ケーブル調査中に西部配電盤小屋から地学棟への電源幹線ケーブルにひび割れの劣化が見ら
れた。地絡・短絡の危険回避の為、新規に電源幹線を引き直した。写真Ⅲ.4.2.4-2 参照。 
       
写真Ⅲ.4.2.4-2 （ひび割れているのが当該ケーブル） 
 






     







供給とした。強電は基本観測棟 1 階の分電盤の空きブレーカーより、弱電は基本観測棟 1 階の弱電端子
盤から供給するようにそれぞれ変更した。 
・太陽光幹線ケーブル迂回工事 
自然エネルギー棟 PCS から気象棟、放球棟を経由し発電棟 1 階へ施工されている電源幹線ケーブルを
西部配電盤小屋から防火区画 C 間の埋設配管へ盛り替えを行った。詳細は 61 次夏工事参照。 
・放球棟外灯工事 
放球棟設置の外灯は以前、気象棟と放球棟の 2 か所で点灯・消灯が可能であったが、これを気象棟、








3 月と 9 月の年 2 回、基地に設置されている全ての煙・熱・ガス感知器・発信機・非常ベル・非常電
話・非常放送設備の性能・不具合点検を実施。 




























A ヘリポート待機小屋、送信棟の未警戒は復旧できず 61 次に引き継いだ。 
h） 小型発電機小屋照明回路改修工事 





     


















を使用する観測部門の 5 者での協議が必要と考える。 
基本観測棟新築に際し、設計図面が現地での仕様とは違う点や実際に使用する観測系の要望と違う点が








4.2.5 各所エネルギーデータの取得と管理・運用                  大槻 拓未 
1） 電力負荷調査 
主分電盤裏面 400V 銅バー、主分電盤 FFB 等から電力ロガーを用いて各所電力量データを取得している。
取得したデータは毎月、南極観測センターに送信している。取得しているデータは総電力、1 号発電機、2





13 枚設置されている。方角は東西南北の 4 方向、パネル傾斜は地平面を 0 度として、0 度(天頂部)、30
















機器収容箱及びデータ収集用 PC を設置している。センサー及び機器は下記の通り。  
ア） 外壁 
太陽光パネル 4 枚 
日射量計 4 台 
熱電対 4 箇所 
イ） 室内 
微風速計 8 台 
温湿度センサー 6 台 
熱電対 20 箇所 
b） 運用状況 
自然エネルギー棟 1 階制御室兼設備室に設置した PC でデータを取得し、毎月南極観測センターに送
信していた。現在、自然エネルギー棟のヒートポンプは使用せずブレーカを切っているため、ヒートポ







2019 年 3 月よりデータ取得を再開したが、データ取得用 PC が WindowsXP だったため、2019 年 10 月
にデータ取得を停止した。2020 年 1 月から、発電棟制御室に設置した PC にてデータ取得を再度開始した。 
 
  4.2.6 防災設備の管理・運用                             大槻 拓未 
1） 消防ポンプ 













場所の確認を行った。60 次にて 3 号風力発電設備や基本観測棟の運用開始のため、消火器の調達計画を変
更した。気象棟で使っていた消火器はそのまま基本観測棟へ移動した。 
4） ウォータップミニ 
ウォータップミニはガス圧式加圧装置で、計 5 台設置されている。その内 3 台は基地中心部の防火区画
A、B、C に設置されており消火剤として水を充填している。消火器点検時は水量と窒素ボンベの圧力を確
認した。その他、第 1・第 2 夏期隊員宿舎に 1 台ずつ設置されている。 
ウォータップミニに実装されている窒素ボンベが全て期限切れだったため 61 次にて新規調達し、61 次




ガス圧消火装置はガス圧式加圧装置で、計 3 台設置されている。第 1 夏期隊員宿舎、第 2 夏期隊員宿舎、
PANSY 小屋付近に設置されており消火剤として不凍液を充填している。実装されている窒素ボンベが全て
期限切れだったが、数が多いため 62 次調達持込予定とした。 
6） 消火用ホース 
消火用ホースの設置場所は、各防火区画防災棚とした。管理表と管理番号にて管理されている。訓練で
使用した後は、防火区画 A～発電棟間の斜面通路床上で 3 日～1 週間程度口元を浮かせたりしながら管口
の乾燥を行い、その後ホース班主体で各防火区画に戻した。防火区画 A にはホースを 3 本載せた背負子を
2 台用意してホース搬出の効率を上げた。 
7） 防煙マスク 















気象棟 観測棟 地学棟 電離層棟 
衛星 
受信棟 





空気呼吸器は、「ライフゼム M30 型（自動陽圧式）」が防火区画 B の防災棚に 5 セットある。機能確認や
空気ボンベの残圧確認を実施した。空気ボンベは全て期限切れであったため、61 次にて新規調達し、61 次
に越冬中の交換を依頼した。60 次で予備となっていたボンベは全て持ち帰り破棄とした。現在実装されて


















時間が年間で 10 時間程度となった。10 月に各部点検を実施。現状では使用に関しては特に問題ない。 
3） ラングホブデ（雪鳥沢小屋） 








設備については 60 次夏の観測で発動発電機を使用。正常に動作する事を確認している。61 次夏作業で
発電機の始動確認を行い、特に問題は無かった。 
6） S17 航空拠点棟 
































ンダー全数とマスターシリンダーを交換した。（48）車は PM 捕集装置（DPD）が付いているので、DPD 再
生ランプが点灯したら再生しないと稼働不能になる可能性がある。越冬明けの立ち上げ時にエキゾース
トスロットル周辺で排気漏れを発見した。排気漏れの影響で DPD 再生不能になることがあるので 62 次




の 2 台を保有している。（44）車は、60 次で特記するほどの不具合はなかった。（47）車は、PM 捕集装
置（DPD）が付いているので、DPD 再生ランプが点灯したら再生しないと稼働不能になる可能性がある。 
c） エルフ150 

























































   l) キャリィ 
   60 次隊でも 1 台を持ち込み、現在昭和基地には 2 台ある。車高が低く運転はしやすいので当直車両と 
して使用した。 
車高が低いので凸凹道を走ると、腹下を地面や岩にぶつけてしまいエンジンを損傷させる恐れがある。 
60 次では、HF 小屋周辺にてオイルフィルターをぶつけて破損させてしまったので交換対応を行った。 
 ｍ） 高所作業車 





3） 稼動実績・整備内容  















エルフ 2t ダンプ 
エルフ 2t ダンプ 
39 13,602 km 14,217 km 615 km  
43 10,627 km 10,961 km 334 km  
エルフ 3t ダンプ 48 8,838 km 9,247 km 409 km  
エルフ 350 44 6,284 km 6,507 km 223 km  
エルフ 350 47 6,889 km 7,269 km 380 km  
エルフ 150 40 5,893 km 5,893 km 0 km 60 次持ち帰り 
エルフ 150 白 41 11,710 km 12,009 km 299 km  
エルフ 150 42 10,411 km 10,693 km 282 km  
トラッククレーン 40 10,552 km 10,734 km 182 km ZF303 
トラッククレーン 43 10,160 km 10,306 km 146 km ZR303 
トラッククレーン 49 5,419 km 5,722 km 303 km  
コンテナトラック 48 3,920 km 4,143 km 223 km 8ｔ車 
コンテナトラック 49 3,539 km 3,782 km 243 km 8ｔ車 
キャリィ 58 5,701 h 6,336 h 635 km  
キャリィ 60 4,937 h 5,701 h 764 km  














GR-160N-2 52 2,191 h 2,324 h 133 h 16ｔラフター 
MR-350Ri 57 1,201 h 1,392 h 191 h 35ｔラフター 
WA100-5 48 5,097 h 5,138 h 41 h  
FD25T-12 40 303 h 310 h 7 h  
FD25T-16 49 419 h 466 h 47 h       
8FGKL25 58 108 h 148 h 40 h  
FD115-7 48 2,739 h 2,873 h 134 h  
FD115-7 49 2,743 h 2,887 h 144 h  
SP14CJM 56 227 h 292 h 65 h 高所作業車 
TW500W 48 1,486 h 1,486 h 0 h 振動ローラ 
 
表Ⅲ.4.2.8-2 車両整備内容 
 車両形式名 持込隊次 整備内容 












3t ダンプ 48 
定期整備 
DPD 強制再生 




エルフ 350 47 
定期整備  
DPD 強制再生 
エルフ 150 40 持ち帰り待ちの為なし 
エルフ 150 白 41 定期整備 
エルフ 150 42 
定期整備 
バッテリー交換 
4t ユニック 40 定期整備 
クラッチ交換 
ユニック作動油交換 









コンテナトラック 48 定期整備 






4.2.9 装軌車の運用・管理  
  （1） 装軌車(雪上車以外)の運用・管理                          古見 直人・伊藤 太市・松村 優佑 
















2） 各車の概況  
a） ブルドーザー  





キャリィ 58 定期整備 
キャリィ 60 定期整備 
走行中オイルフィルター破損のため交換 
WING100 43 未整備 








ホイールローダー 48 定期整備 
フォークリフト 40 未整備 
フォークリフト 49 定期整備 
バックミラー交換 
フォークリフト 58 定期整備 
バックミラー交換 
大型フォークリフト 48 定期整備 
作動油交換 
タイヤチェーン交換 
大型フォークリフト 49 定期整備 
ブレーキパイプ折損、交換 
タイヤチェーン交換 
高所作業車 56 定期整備 













































ウ） クローラフォーク MF-25  
主に夏期間の物資移動に使用した。クローラなので悪路や雪上でも移動することができる。越
冬終盤で右履帯が半分切れ、使用不可とした。61 次隊の調達に間に合わず 62 次隊に調達と交換
を依頼するように 61 次に依頼した。また屋外保管の為、配線類の劣化が多く見受けられる。 
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c） パワーショベル 





イ） パワーショベル REGZAM 
        60 次隊でも持込み 59 次隊持ち込みと合せて 2 台となり、建築作業や年間を通して除雪、また
小型クレーンとしても物資の積み降ろし作業で使用した。低温時での始動性も問題なく運用でき
た。特記すべき不具合は起きていない。 




ア） 除雪機 YSR3420-2  
        60 次隊では使用していない。配線不良、投雪シューターの角度、方向調整が機能しない等が
あり今回持ち帰りとした。 
イ）  スノーモービル Ski-doo YAMAHA 
海氷調査やルート工作、ペンギンセンサス等で通年を通して非常に多くの場面で使用した。60
次隊で ski-doo2 台を持ち込み、 ski-doo3 台と YAMAHA1 台の合計 4 台で運用した。 
Ski-doo59-2、60-1、2 は 4 ストロークエンジンで厳冬期でのエンジン始動性が良く運用には問
題ないが、整備性が良くない。 



























ミニブルドーザ 51 2,931 2,996   65  
ブルドーザ 52 4,699 5,730 1,031  
ブルドーザ 56 2,121 2,715 594  
コンパクトトラック
ローダー 












クローラクレーン 53 5,672 6,371 699  
クローラダンプ 54 3,086 3,311 225  
クローラフォーク 54 1,232 1,358 126  
パワーショベル 53 6,002 6,292 290  
パワーショベル 59 1,010 1,831 821  
パワーショベル 60 123 953 830  
ミニバックホー 43 4,227 4,391 32 61 次持ち帰り
ミニバックホー 61 12 12  
除雪機 46 914 914 0 60 次持ち帰り
スノーモービル 55 4,121(Km) 4,269(Km) 148(Km)  
スノーモービル 59-1 3,570(Km) 4,237(Km) 667(Km)  
スノーモービル 60-1 198(Km) 1,809(Km) 1,611(Km)  
スノーモービル 60-2 202(Km) 1,574(Km) 1,372(Km)  
スノーモービル 61-1  (Km) 36(Km) 36(Km)  
無人走行トラクター 55/58 441 561 120 昭和 
 
表Ⅲ.4.2.9-2 車両整備内容 
車両形式名 持込隊次 整備内容 






ブルドーザー 52 定期整備 
オイルポンプ取付ボルト脱落によるオイル
漏れ修正 
ブルドーザー 56 定期整備 















クローラフォーク 54 定期整備 
ラジエターAssy 交換 
ZAXIS 70 53 定期整備 
ターボ整備 
REGZAM 59 定期整備 
REGZAM 60 定期整備 
キャビン上部ガード破損、代替品製作し取
付 
ミニバックホー 43 61 次持帰り 
除雪機（YSR） 46 60 次持帰り 







（2） 雪上車の運用・管理                                    古見 直人・伊藤 太一・松村 優佑 
1） SM100S 大型雪上車 
a） 標準仕様車 




両を合わせて 4 台（SM111・SM112・SM115・SM117）を昭和基地に回送し整備を行った。 
60 次隊で再持込みの SM116 は昭和基地にて車両整備及び無線機、装備品を取付けた。 
57 次隊で発生した SM114 の不具合については、59 次隊でも調査を行ったが異常は発見されてい
ない。現在通常通りに運用している。しかしながら、不具合原因特定に至っていない為、長距離内
陸旅行に適さない状態は変わらない。 
  SM117 については低温時での機関や操向機などの温度管理を 61 次隊にて対策が施され改善され
る予定である。 





















SM651、SM652 は屈曲式クレーンを搭載、58 次再持ち込みの SM653 はクレーンを廃止し、トラックタイ
プとなっている。この荷台にスチコン 2 個搭載可能で荷物運搬量が増大する。しかし、荷台表面に雪
が着くと滑りやすく転倒の恐れがあるので注意が必要である。 
SM651 は、57 次越冬中、シャフト、ファイナル折損が起こり、59 次で部品取りして復旧されている。
他の SM60/65S シリーズにも同様の症状が起きる可能性があるので注意が必要である。 
SM601 については 48 次隊でエンジンのオーバヒートによる故障が発生しており、49 次隊にてエン
ジン、トランスミッションの交換をしている。その後の異常の発生は見受けられない。フロントガラ
スに多数のひびが入っている。 
Ski-doo（60-1） 60 定期整備 
Ski-doo（60-2） 60 定期整備 
YAMAHA（55） 55 定期整備 
EG110  (55/58) 60 次整備なし 
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SM651 についてはシャフト、ファイナル復旧にて運用可能となっている。作業機上下シリンダ右の
油漏れにて交換。また、右第 4 転輪がパンクしウレタンタイヤに交換されている。 
SM652 については 58 次隊でオーバーヒートが発生したが、その後の異常の発生は見受けられない。
経過観察が引き続き必要である。作業機上下シリンダ左右の油漏で 59 次にて交換されている。 
SM653 については転輪のパンクが多発した為、左 3,4 右 4 転輪をウレタンタイヤに 59 次にて交換さ
れている。また、フロントガラスに多数のひびが入っている。 





60 次隊では SM414 を運用した。この車両についても、右側第 1 転輪アンカートーションバー取付ベ
ース前側溶接が破断し剥がれを再溶接にて補修を行い使用した、61 次隊は SM413O/H 済みの持込み車
両と SM415 が部品交換で走行可能になれば使用可能車両が 2 台になることから SM414 を予備車両とす
ることを引き継いだ。 
SM412 についてはクラッチ摩耗にて走行不能となり運用せず持ち帰りとした。 
SM415 はエンジン始動装置の不調で使用しなかった。61 次に交換部品の調達と交換を依頼した。 
4） SM30S 浮上型雪上車 
氷上のルート工作、夏期の各種海氷上行動用車両として使用し、60 次隊では越冬当初から SM40S の
台数が少なく運用する機会が増えた。ルート工作、沿岸旅行など様々な方面に使用した。比較的氷厚
の薄い南方方面やシャーベットアイスなど、車体の軽さが威力を発揮した場面も多数あった。 
SM303 については 58 次隊にて、エンジンフロントシールからのオイル漏れを修理し、問題なく運用
できた。 




まざまな場面での人力作業が PB300 での作業へと機械化され、大変重宝している。 













回急遽 60 次で持帰り O/H を行い再度持ち込む事となった。 
7） 稼動実績・整備内容 












SM102 改 33/42 27,954 27,954 0 S16 
SM103 改 34/43 23,714 23,714 0 S16 
SM104 改（h） 35/44 970(h) 970(h) 0(h) 昭和 
SM106 改 37/53 21,355 21,355 0 とっつき岬 
SM107 38 19,748 19,748 0 S16 
SM108 39 19,744 19,744 0 日本 
SM109 40 23,327 23,327 0 S16 
SM110 40 24,475 24,475 0 S16 
SM111 41/58 30,716 30,877 163 とっつき岬 
SM112 42/59 29,761 30,558 797 とっつき岬 
SM113 43 8,484 8,484 0 S16 
SM114 44 27,143 27,143 0 S16 
SM115 45 30,655 30,726 71 S16 
SM116 46/60 22,967 23,797 830 とっつき岬 
SM117 56 7,913 8,908 995 とっつき岬 
SM601 48 3,729 3,820 91  
SM651 49/56 6,383 6,736 353  
SM652 51/55 11,813 12,057 244  
SM653 51/58 14,183 14,786 603  
SM411 39 25,132 25,132 0  
SM412 42 30,470 30,470 555 60 次持帰り 
SM413 45/61 9,709 9,709 0 61 次隊持込み 
SM414 46 25,786 26,793 1,007  
SM415 55 2,732 2,936 204  
SM302 43 7,243 8,181 938  
SM303 44 6,880 7,255 375  
SM304 47/53 10,583 10,594 11  
PB301（h） 55 5,029(h) 5,471(h) 442(h) 60 次持帰り 
PB302（h） 59 1,158(h) 2,314(h) 1,156(h)  
PB303（h） 61 (h) 56(h) 56(h) 61 次隊持込み 
























  ブレーキバンド調整 
ガイドローラー交換 
灯火類交換、リアヒータ・モーター（前）交換 






SM116 46/60 定期点検 
UHF、VHF、HF 無線機と 1.5kVA インバータ搭載 








































第 1 転輪アンカー・トーションバー右側取付ベースプレート補修 
SM302 43 定期点検整備 
作動油、ラインフィルタ交換 
SM303 44 定期点検整備 
作動油、ラインフィルタ交換 
SM304 47/53 定期点検整備 
作動油、ラインフィルタ交換 
PB301 55 定期点検 
PB302 59 定期整備 
PB101 57 定期整備 
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4.2.10  橇・カブースの運用・管理                            松村 優佑 










リーマン橇や 12ft コンテナ橇などの大型橇は昭和基地と S16 にデポしてある。リーマン橇は氷上輸送、
機械モジュール搭載リーマン橇は内陸旅行での工具・部品・油脂類置き場、発電機兼溶接機も設置されて
いるので作業スペースとして使用した。内部には燃焼式ヒーターと 2 段ベッドが 2 組設置されている。
居住モジュール搭載リーマン橇はトイレ、食事スペース、3 段ベッドが 2 組設置されている。12ft コン













種類 橇台番号 場所 形態 備考 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し W 軽油リキッド 2 台搭載 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し W 軽油リキッド 2 台搭載 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠付き レスキュー橇 
2 トン積木製橇 41-03 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 36-04 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠付き レスキュー橇 
2 トン積木製橇 28-02 昭和 枠無し ホースリール 2 台搭載 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し ホースリール 2 台搭載 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠付き 旧トイレ橇、南軽 2 本搭載 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し ホースリール 2 台搭載 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
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種類 橇台番号 場所 形態 備考 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 41 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
幌カブース橇 31-01 昭和 幌カブ ハーマーネルソン暖房機 
幌カブース橇 32-02 昭和 幌カブ 空橇 
幌カブース橇 41-機-1 昭和 幌カブ 空橇 
幌カブース橇 41-ｽﾁｰﾑ-1 昭和 幌カブ 車両部品搭載 
幌カブース橇 47-発電-1 昭和 枠無し 57 次 33kVA 発電機と幌を取外し 
12ft コンテナ橇 54-1 昭和 恒栄 12ft コンテナ搭載専用 
12ft コンテナ橇 54-2 昭和 恒栄 56T-01 タンクコンテナ搭載用  
12ft コンテナ橇 不明 昭和 恒栄 56T-02 タンクコンテナ搭載用 
12ft コンテナ橇 不明 昭和 恒栄 12ft コンテナ搭載専用 
12ft コンテナ橇 57-1 昭和 Kim Tech 12ft コンテナ搭載専用 
12ft コンテナ橇 59-1 昭和 Kim Tech 59 次 56T-05 タンクコンテナ搭載用 
12ft コンテナ橇 59-2 昭和 Kim Tech 59 次 56T-04 タンクコンテナ搭載用 
12ft コンテナ橇 60-1 昭和 Kim Tech 12ft コンテナ搭載専用 
12ft コンテナ橇 不明 昭和 Kim Tech 12ft コンテナ搭載専用 
20ft コンテナ橇 53 昭和 恒栄 大型天文橇、枠付き 
20ft コンテナ橇 57-1 昭和 リーマン 氷上輸送用 
20ft コンテナ橇 60-1 昭和 リーマン 氷上輸送用 
20ft コンテナ橇 60-2 昭和 リーマン 氷上輸送用 
20ft コンテナ橇 61-1 昭和 リーマン 内部基地移動ユニット搭載 
20ft コンテナ橇 61-2 昭和 リーマン 内部基地移動ユニット搭載 
車両運搬簡易橇 不明 昭和 Kim Tech 牽引部破損、 
燃料橇 58-D1 昭和 Kim Tech 空ソリ 
2 トン積木製橇 35-01 とっつき 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 35-14 とっつき 枠付き 観測物資搭載 
2 トン積木製橇 35-21 とっつき 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 36-10 とっつき 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 36-11 とっつき 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 36-12 とっつき 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 36-16 とっつき 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 40-01 とっつき 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 42-01 とっつき 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 42-04 とっつき 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 42-05(2) とっつき 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 42-05(9) とっつき 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 43-01 とっつき 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 44-02 とっつき 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 45-02 とっつき 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 45-03 とっつき 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 46-03 とっつき 枠付き 木箱 
2 トン積木製橇 59-D1-1 とっつき 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 59-D1-2 とっつき 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 48-02 とっつき 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
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種類 橇台番号 場所 形態 備考 
2 トン積木製橇 不明-1 とっつき 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 不明-5 とっつき 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 不明-9 とっつき 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 不明-20 とっつき 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
幌カブース橇 不明 とっつき 幌カブ 食料橇 
2 トン積木製橇 40-03 S16 枠付き 低温燃料空ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 40-04 S16 枠付き 橇編成ワイヤー搭載 
2 トン積木製橇 42-03 S16 枠付き コア輸送用銀マット搭載 
2 トン積木製橇 43-05 S16 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 44-1 S16 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 橇編成ワイヤー搭載 
2 トン積木製橇 39-01 S16 枠付き 47 次 JET-A1 12 本搭載 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 不明-4 S16 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 不明-5 S16 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 不明-6 S16 枠付き 56 次 JET-A1 3 本 ガソリン 1 本 
幌カブース橇 不明 S16 幌カブ 元風呂橇、現機械トイレ橇 
燃料橇 59-D1 S16 Kim Tech 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
燃料橇 59-D2-1 S16 Kim Tech 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
燃料橇 59-D2-2 S16 Kim Tech 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
12ft コンテナ橇 58-1 S16 Kim Tech
58 次 56T-03 タンクコンテナ搭載 
満 
20ft コンテナ橇 37 S16 コンテナ ドーム夏宿 
20ft コンテナ橇 53 S16 リーマン 機械モジュール搭載 
20ft コンテナ橇 55 S16 リーマン 居住モジュール搭載 
20ft コンテナ橇 55 S16 リーマン 空橇 
20ft コンテナ橇 56-1 S16 リーマン 空橇 
20ft コンテナ橇 58-1 S16 リーマン 低温燃料空ドラム缶 19 本搭載 
20ft コンテナ橇 59-1 S16 リーマン 空橇 
2 トン積木製橇 不明 S17 枠付き JET-A1 ドラム缶 12 本搭載 59 次 
2 トン積木製橇 不明 S17 枠付き JET-A1 ドラム缶 12 本搭載 59 次 





4.3.1 燃料・油脂の管理 古見 直人・松村 優佑 
1） 「しらせ」から昭和基地への燃料輸送 
60 次隊では、W 軽油（バルク）約 570 ㎘、JP-5（バルク）約 50 ㎘、南極低温燃料（ドラム缶）348 本、
（リキッドコンテナ）30 基、航空用燃料 JETA-1(ドラム缶)117 本、ガソリン(ドラム缶)16 本、プロパンガ
スボンベ 60 本、南極エンジン油（ドラム缶）10 本、（ペール缶）20 本、ダフニー作動油 10 番（ペール缶）
20 缶(ドラム缶)2 本、ダフニー作動油 32 番（ペール缶）30 缶(ドラム缶)4 本、発電機用エンジン油（ドラ
ム缶）11 本、燃料噴射ポンプ（ドラム缶）1 本、南極用ギヤ油（ペール缶）20 缶、雪上車用ギヤ油（PB 用
/ペール缶）3 缶、トルコン油（ペール缶）12 缶、南極グリス（ペール缶）12 缶を持ち込んだ。バルク燃料
については、「しらせ」の接岸により貨油輸送を実施した。貨油輸送の実績は、W 軽及び JP-5 共に持ち込
−394−
み全量を輸送した。バルク輸送では基地側フラットホース 6 本を延長し使用した。また、「しらせ」側から
は従来通りゴムホースを展張し使用した。使用後は見晴しコンテナーヤードの 12ft コンテナ 3 台にフラ
ットホース、ゴムホース、井桁一式とホースリーラーに巻き取ったフラットホース 6 巻を入れて、保管し




見晴らし岩貯油タンクから基地貯油タンクへの燃料移送を合計 13 回実施した。60 次隊の到着から 4 月
までは装輪・装軌車共に W 軽油を入れていたが、4 月に気温が急激に下がるため南極低温燃料に入れ替え
た。気温の急激な変化は予想が困難で解凍や入れ替えに手間がかかるため、平均的に－10℃を下回り始め
る時期には順次燃料を入れ替えた方が良いと思われる。再度 W 軽油に入れ替えたのは 10 月中旬からであ





また、航空機用燃料の JET-A1 は A ヘリポートに保管した。夏期は観測隊ヘリ用として B ヘリポートに
準備して対応し、11 月には DROMLAN 用で使用した。S17 航空拠点には、DROMLAN 用として 59 次が 2ton 橇
に積み込んで基地から持出した 36 本が備えられていた。 
レギュラーガソリンは第 1 車庫前で年間を通して保管し、スノーモービルや小型発電機用として適宜作
業工作棟前に移動した。 
JP-5 については、基地前の金属タンクのバルブ操作を行い、小型ポンプを繋いで JET-A1 の空ドラム缶
やリキッドタンクに移送した。59 次隊の資料を参考に各棟の暖房用燃料分と 61 次隊の夏期用としてドラ
ム缶で配布した。焼却炉棟と自然エネルギー棟はリキッドタンクで配布した。 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表Ⅲ.4.3.1-2 燃料･油脂 昭和基地外在庫量 2020 年 1 月 31 日の状況 
※61 次持込にてとっつき岬へ低温燃料 27,200ℓ追加。 
 
表Ⅲ.4.3.1-3 航空用 JETA-1（58 次以降）2020 年 1 月 31 日の在庫量内訳 
位置 昭和基地 S16、S17 きざはし浜 
前月在庫量（本） 23 36 2 
前月在庫内訳（隊別） 
59次 60次 61次持込 59次 60次 60次 
2 21 0 36 0 2 
61次持込量（本） 0 0 121   
在庫量（隊別） 0 0 115 36 0 2 












過去次隊からの懸念事項である、200kℓ ターポリンタンク 1 基、60kℓFRP タンク 1 基は現在も放置され続






















雪鳥沢小屋 0 1000 600 400 0 0 14 0
袋浦小屋 0 200 0 0 0 60 0 0
西オングル 0 890 0 0 0 0 18 0
とっつき岬 0 31,200 0 0 0 0 0 0
きざはし浜 0 400 600 400 0 0 10 400
スカーレン 0 320 0  0 0 0 0 0
S16※ 0 25,600 0 600 200 0 0 1,400
S17 0 0 0 0 0 0 0 7,200
H-212 0 0 0 0 0 0 0 0
IM01 0 12,000 0 0 0 0 0 0
NMD30 0 0 0 0 0 0 0 0
MD30 0 0 0 0 0 0 0 0








35,800 0 8,400 1,600 0 0 0
基地外在庫量 0 107,410 1,200 12,000 1,800 60 42 9,000
−397−
けている為、夏期作業として計画し抜油及び解体作業の実施を望む。基地側貯油所は、25kℓ 金属タンク①
②と 20kℓ 金属タンク①③に W 軽油、20kℓ 金属タンク②に JP-5 を貯油して運用した。なお、20kℓ 金属タン
ク③は車両給油所用とした。見晴らし岩貯油所から基地側貯油所へ燃料移送の際は、2kℓ 毎に連絡を取り
合って送油量の確認を行った。なお、外気温の変化による膨張を考慮して、25kℓ 金属タンクの貯油量上限
を 24kℓ、20kℓ 金属タンクの貯油量上限を 19kℓ とした。金属タンク出入口配管は、ゴムホースで接続され
ている。ゴムホースは、経年劣化により亀裂が生じたり、潰れたりすることから、その都度、点検を行っ
た。近年、見晴らし岩貯油所周辺は残雪が多いために装輪車では行くことができない状況となっている。





































































 （36 次） 
W 軽油 1042.2 kℓ
100kℓ金属タンク No,3
（38 次） 
W 軽油 32.6 kℓ 
100kℓ金属タンク No,4 
（39 次） 
W 軽油 99.3 kℓ
100kℓ金属タンク No,5 
（42 次） 
W 軽油 96.6 kℓ 
100kℓ金属タンク No,6 
（47 次） 
W 軽油   23.0 kℓ 
50kℓ金属タンク
No,1 
JP-5  1.6 kℓ 
50kℓ金属タンク 
No,2 
JP-5  17.6 kℓ 
100kℓ金属タンク No,7 
（45 次） 
W 軽油 100.8 kℓ 
100kℓ金属タンク No,9 
（48 次） 
W 軽油 100.3 kℓ 
100kℓ金属タンク No,10 
（49 次） 





W 軽油  100.6 kℓ 
200kℓターポリンタンク 
（30 次） 
W 軽油 15.0kℓ 
100kℓ金属タンク No,1
（35 次） 





































図Ⅲ.4.3.1-2 基地側貯油所 2020 年 1 月 31 日の貯油状況 
 
 
4.4 通信（SCO）                                 
 
4.4.1 越冬中の通信業務                          里中 俊大 
1） 通信室の運用時間 
通信室の運用時間は、次のとおりとした。 
夏日課期間中は、原則として毎日 6 時 45 分から 19 時 30 分まで又は定時交信終了まで。 






W 軽油 2.5 kℓ 
25kℓ金属タンク No,2 
W 軽油 15.2 kℓ
20kℓ金属タン No,1 
W 軽油  20.2 kℓ 
20kℓ金属タンク No,2 
JP-5 18.8 kℓ 
20kℓ金属タンク No,3 





a） 60 次夏期オペレーションに係る通信 
12 月 21 日に昭和基地に到着し、同日から夏期オペレーションに関する通信に従事した。輸送又は観
測隊ヘリコプター（以下「AS」という）の運航に関する通信を円滑に行った。昭和基地内における通信
には CR（UHF 帯のデジタル簡易無線）を使用した。なお、60 次隊は CR 無線を、59 次隊は UHF 帯レピー
ターを、輸送に関する通信については UHF 帯 2ch をそれぞれ使用した。UHF 帯 1ch 又は UHF 帯 2ch で隊
員同士が直接通信できないときは、通信室で通信内容を中継することにより円滑な通信に努めた。ドー
ムふじ旅行隊を含む野外旅行隊との通信には、UHF 帯 1ch のほか、VHF1ch 又は HF を使用した。ただし、
これら無線による通信の感度が悪くお互いの意思疎通が図れない場合に限り、イリジウム衛星携帯電話
を使用して通信を行った。AS との通信には、VHF 航空無線を使用した。AS の所属はオーストラリア企業
であったが、パイロットが日本語会話力を有する者であったため、意思疎通に支障はなかった。 
b） 61 次夏期オペレーションに係る通信 
61 次隊は、12 月 30 日に到着した。輸送、観測隊ヘリコプターAS 又は海上自衛隊ヘリコプターCH の運
航に関する通信を円滑に行った。昭和基地内における通信には UHF 帯を使用した。なお、原則として 60
次隊は UHF 帯レピーターを、61 次隊は CR 無線を、輸送に関する通信については UHF 帯 1ch 及び 2ch を
それぞれ使用した。61 次隊員同士が CR 無線で直接通信できないときは、通信室で通信内容を中継する




リジウム衛星携帯電話を使用して 22 時（昭和 LT）から実施した。HF 無線（3MHz 及び 4MHz）は予備とし
て携行していたものの使用しなかった。通信距離が約 600 km あるため 7MHz 帯を使用しないと安定した




 ヘリオペ実施日は早朝 6 時前から通信室にて対応、沿岸旅行隊とは 20 時から定時交信を実施、61 次
夏期ではセールロンダーネ別動隊との定時交信が 22 時から実施であったため終了まで長時間の対応が
必要であった。 
 日中は沿岸旅行隊との VHF 無線、イリジウム電話での対応、ヘリコプターとの交信、昭和基地内での












は、あらかじめ通信室が承認した上で UHF 帯 1ch、UHF 帯 2ch 又は VHF 帯 2ch を使用させた。なお、UHF





リ小屋、S17 航空観測拠点、ラングホブデ雪鳥沢小屋、スカルブスネスきざはし浜小屋とは VHF 帯 1ch
による通信を行った。また、MD100 内陸旅行隊については、往復路において HF 帯による通信を行ったが、
通信の感度が悪く意思疎通が図れない場合はイリジウム衛星携帯電話を使用した。 
c） 「しらせ」との通信 
60 次隊復路では、「しらせ」がシドニーに入港する前日まで HF 帯又はイリジウム衛星携帯電話による
定時交信を行った。61 次隊往路では、「しらせ」がトッテン氷河（約東経 120 度）到着時から西進 15 度
毎に HF 帯による通信を行った。ともに HF 帯は無線電話による通信とした。また、「しらせ」が昭和基地





d） DROMLAN 通信支援 
越冬期間中に DROMLAN は、昭和基地沖合氷上滑走路に 11 月 2 日（2 機）、3 日（2 機）、7 日及び 13 日
に飛来した。DROMLAN に対し VHF 航空無線により気象情報等を伝え支援した。 
e） イリジウム衛星携帯電話 
HF 帯による通信のバックアップとして、また、日本国内や DROMLAN フライトオペレーション管制セン
ターとの直接の連絡手段ともなっている。 
ｆ） イリジウム Openport 
インテルサット衛星通信回線断の際に、気象部門隊員が気象庁に対する気象観測データの送付に使用
した。 
ｇ） インテルサット衛星通信回線を介した IP-FAX 
電報の送受信に使用した。プリンタ複合機により FAX を送受信した。また、第 25 回参議院選挙（7 月
15 日）の投票で使用した。 
4） 電報の取扱い 
電報は、インテルサット衛星通信回線を介した FAX を利用して NTT 横浜電報サービスセンタとの間で送


































0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 3 
私
用 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
計 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 3 
着信通数 4 0 0 0 7 0 0 0 0 0 6 1 18 
 
4.4.2 無線設備の保守及び在庫管理                         里中 俊大 













話）を残す方向で整理した。送信機保守点検については、3 月、10 月及び 11 月に行い、上述障害以外は越
冬期間を通して良好に運用することができた。現時点では問題なく使用可能であるが、第 1 送信機（日本




















指向特性は日本に向いて固定されており、8MHz から 28MHz までの周波数特性である。11MHz 帯及び 14MHz
帯では良好に使用することができる。なお、一部のアンテナエレメントの先端部が欠損しており VSWR が乱
れている。現状ではアンテナの性能に大きな影響を与えるものとはなっていない。なお、エレメントにつ






2019 年 2 月 8 日到来のブリザードによりロンビックアンテナのエレメントの一部が落下していたため、同
年 2 月から 3 月にかけて修復作業を実施し復旧させた。アンテナ支柱には穴が開いておりシリコンコーキ
ングで塞ぎ対処、支柱下部にて塗装の剥がれがあり、常温亜鉛メッキスプレーで補修した。同軸ケーブル









捉えて送信棟等に移す必要がある。また、現在では使用されなくなった送信機 2 台及び電源装置 3 台が残
置されている。PCB 処理の関係で 61 次隊にて当該部品の取り外し、国内持ち帰りが行われる予定である。 
h） 夢の掛け橋 
東オングル島からアンテナ島に至る通信ケーブル及び電力ケーブルの架空配線である。固縛が外れてケ









雪上車（SM100 系に限る。）の一部には、車載用無線設備を常置している。国内整備後の雪上車 SM116 に
7 月末に無線設備を設置した。SM111、SM112、SM115、SM117 の無線設備の保守整備を実施した。HF 無線
用オートアンテナチューナーの基板上リレーに接触不良が発生しているものがあるため修理または更新
が必要である。MD100 内陸旅行においては S24 付近までは VHF、それ以南は HF を使用して昭和基地と良
好に通信できた。 
ｋ） ノイズ対策 
  蜂の巣山系受信時に風力発電第 3 号機に使用されている安川電機製マトリクスコンバーターが放射す
る高周波ノイズにより 3MHz 受信に通信が困難となる影響があった。MF レーダー（2.4MHz）観測にも支
障となっていた。風力発電第 1 号機及び第 2 号機は基地側電源ラインにノイズフィルターが取り付けら
れていたが、第 3 号機はノイズフィルターが取り付けられていない状況であった。61 次隊にて風力発電
第 3 号機にノイズフィルター及びマトリクスコンバーター入出力配線にフェライトコアを装着し対処し




2） VHF 帯及び UHF 帯 
a） アンテナ林集合タワー 
アンテナ林集合タワーには、VHF 帯（1ch 専用）、UHF 帯（1ch 又は 2ch 切換、3ch レピーター）を常置し








ルチ設定後は使用出来なくなるため、空中線共用器を取り外し UHF 無線機 2 台と組み合わせて簡易レピー
ターを作成し通信室に保管した。アンテナ林集合タワーに常置している送受信機その他設備には、VHF 航
空無線も含め、アンテナ林集合タワーに電力を供給しているケーブルの途中（電離層棟の前室）に UPS を
備え付け、停電時であっても数時間程度は通信を行うことができるようになっている。2019 年 1 月 18 日
に停電が発生したため、幸いにも停電時に使用出来ない設備を把握することが出来た。アンテナ林遠隔制





通信室内に停電時でも使用できるように UPS を接続した VHF 帯無線機 1 台、UHF 帯無線機 3 台を常置し
ている。ただし、アンテナは食堂非常階段脇に設置されているアンテナに接続されているため、通信エリ
アはアンテナ林集合タワー無線設備を使用するより狭い。HF は停電時には使用出来なくなるため予備アン
テナを仮設し雪上車用 HF 無線機を通信室に常備した。越冬期間を通して特段の故障は発生しなかった。 
c） 昭和基地内の建物 







S17 航空観測拠点、ラングホブデ雪鳥沢小屋及びスカルブスネスきざはし浜小屋に VHF 帯及び UHF 帯、
スカーレン大池カブースに VHF 帯、ランクホブデ袋浦に VHF 帯のアンテナ、西オングルテレメトリ小屋に
UHF 帯無線機を常置している。スカーレン大池カブースには HF 及び VHF 帯を常置、VHF 帯アンテナは同カ













代後から CR 無線を UHF 無線に切り替えたため、61 次夏隊及び 60 次隊残留者が使用する UHF 無線機がほぼ
出払った状況となった。60 次越冬交代時は 59 次隊残留者はおらず問題は無かった。数台程度 UHF 無線機
の増設が望ましい。バッテリーについて、51 次以前に購入したものは使用しないこととして区別した。可
能であれば 55 次以前に調達した電池は計画的に更新が望ましい。 
   g） CR 無線（UHF 簡易無線） 
     61 次夏期のため車載型無線機を通信室に設置し、アンテナは食堂非常階段に設置されているコーリニ
アアンテナを使用した。東オングル島内夏作業のための通信に良好に使用した。電波伝搬状況によっては
とっつき岬、S17 との交信も可能であった。 
3） VHF 航空無線 
アンテナ林集合タワーに常置しており、通信室から遠隔制御できるようにしている。また、ハンディ型 Air-
VHF 帯 2 台を通信室に常置している。60 次隊では定期検査受検後の携帯型無線 2 局を持ち込んだ。アンテナ










通信室に 1 台、夜間における緊急連絡を受けるために基本観測棟気象部門に 1 台常置している。また、











通信室に 3 台、電離層棟に 1 台設置されている。60 次隊で全ての UPS の電池交換を実施した。負荷バラ
ンスを鑑み容量が多い UPS と少ない UPS の配置を変更した。64 次隊（2023 年）にて本体ごと交換する必要
がある。電離層棟 UPS は 62 次隊において自然エネルギー棟に移設予定であり、電源線の付随工事が必要
である。 
e） VHF データ伝送装置 




























昭和入り後の夏期間は、「しらせ」接岸までの 10 日間を越冬調理隊員 2 名で、その後「しらせ」給養員 2 名で
の調理業務となった。越冬食糧の搬入は数日に分け、観測隊員と「しらせ」支援員で行った。越冬交代後は第 1

















ランチ」とした。夏日課中は週 1 回、冬日課中は週 2 回であった。 
係活動や有志による食事の提供も活発に行われ、農協の野菜、製パン、うどんなども食事に彩りをもた
らせた。 
越冬中の調理隊員の業務シフトを表Ⅲ.4.5.1-1 に示した。3 か月ごとに A、B を交換した。 
 
表Ⅲ.4.5.1-1 越冬期間の調理作業シフト（A＝鈴木、B＝関） 
 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 
朝食 A A A B B A A B B B B B A A 
昼食 B B B B B A A A A A B B A A 





  和食 洋食 中華 ブランチ 宴会 
2 月 
昼食 12 11 5 4 - 
夕食 13 12 3 - 2 
3 月 
昼食 14 15 2 5 - 
夕食 12 15 4 - 2 
4 月 
昼食 10 14 6 4 - 
夕食 12 14 4 - 1 
5 月 
昼食 12 13 6 8 － 
夕食 13 15 3 - 2 
6 月 
昼食 14 12 4 10 － 
夕食 13 14 3 - 4 
7 月 
昼食 13 12 6 8 - 
夕食 14 14 3 - 1 
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  和食 洋食 中華 ブランチ 宴会 
8 月 
昼食 12 14 5 9 － 
夕食 12 14 5 - 3 
9 月 
昼食 13 12 6 8 － 
夕食 11 15  5  - 2 
10 月 
昼食 14  12 4  4  － 
夕食 13  15 2 - 2  
11 月 
昼食 14  12  4  4 － 
夕食 12  13  5  - 3  
12 月 
昼食 14  12 5  5 - 
夕食 13  14  4  - 3  
1 月 
昼食 12  13  6  4 － 
夕食 13  13  5  - 3 
年間昼食夕食数 
730 食 
総合食数 305 320 105 73  23  























 冷凍 冷蔵 
立川及び大井埠頭 積載分 食料 4 コンテナ（12ft） 1 コンテナ（12ft） 
立川及び大井埠頭 積載分 予備食 1 コンテナ（12ft） なし 
フリーマントル 積載分食料 1 コンテナ（12ft） 1 コンテナ（12ft） 
合計 6 コンテナ（12ft） 2 コンテナ（12ft） 
 
基地に搬入した冷凍食品は倉庫棟 2 階及び発電棟第 1・第 2 冷凍庫に、冷蔵品のアルコール類、清涼飲
料類、生鮮食品は倉庫棟 2 階冷蔵庫に、乾物類と米は管理棟 1 階の 2 つの食品倉庫に分散して保管した。
また、カップ麺やお菓子類は防火区画 A 付近にある、通称「DEV 倉庫」に保管した。また 60 次隊で使用可
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入生鮮食品の使用期限を表Ⅲ.4.5.2-2 に、オーストラリア購入生鮮食品の使用期限を表Ⅲ.4.5.2-3 に示す。 
 
表Ⅲ.4.5.2-2 日本購入生鮮食品 60 次隊使用期限 
品名 梱数・重量 最終使用月 備考 
生玉ねぎ 30 梱 600kg 12 月 芽が出るものの通年使える。 
生人参 3 梱 60kg 4 月 一部にカビが付き定期的に除去し使用。 
生大根 3 梱 30kg 4 月 使用開始から既に｢す｣が入っていたが問題なく使用。
こんにゃく 100 枚 10kg 通年 冷蔵保存にて通年使用。 
白滝 50 梱 9kg 通年 冷蔵保存にて通年使用。 
生にんにく 1 梱 5kg 通年 皮を剥いて冷凍。 
生じゃがいも 30 梱 300kg 11 月 7 月に芽が出始めたため半分は軽く蒸して冷凍。 
長芋 2 梱 20kg 通年 生冷凍して輸送。 
生リンゴ 3 梱 30kg 5 月 一部腐敗してきたが使用できた。 
さつまいも 1 梱 5kg － 生冷凍して輸送。 
LL 豆腐 150 梱 28kg 通年 問題なく通年生食で使用。 
 
表Ⅲ.4.5.2-3 オーストラリア購入生鮮食品 57 次隊使用期限 






















グレープフルーツ 1 梱 15kg 4 月 生食で使用。 
オレンジ 2 梱 40kg 4 月 生食で使用。 
レモン 1 梱 6 月 6 月まで生食で使用。その後は冷凍保存。 
 
3） 予備食・非常食 
60 次隊で使用可能な予備食は、発電棟第 2 冷凍庫に保管した。61 次使用分は 12ft リーファーコンテナ
に保管し第 2 車庫内に設置した。そして非常用物品庫に保管されていた 3 年物および 5 年物の予備食を管









4.5.3 調理機器・食器の運用管理                       鈴木 文治・関 裕子  
56 次隊で設置された「スチームコンベクションオーブン」は非常に使い勝手が良く、料理のスピード、バ
リエーション共にアップし、ガスの使用量を少なく抑えられたと考えられる。また、メンテナンスも素早く



















4.6.1 越冬期間の隊員の健康管理                       岡田 豊・廣田 大輔 
1）傷病発生状況 
新規傷病発生件数は以下の表Ⅲ.4.6.1-1、表Ⅲ.4.6.1-2 のとおりである。なお 2019 年 10 月は内陸旅行
隊の傷病者を含み、月をまたいだ経過観察、症状の再燃、創処置などの事例は含まれていない。再診を含
めたのべ受診者は 223 件であった。越冬期間中、生命の危機に瀕する症例は発生しなかったが、骨折事例




診療科名 症例数 内訳 
内科 45 上気道炎・急性胃炎 11、頭痛 7、口内炎 4、便秘 3、急性扁桃炎 1、動悸 1、高血
圧 1、息切れ 1、めまい 1、急性虫垂炎 1、吃逆 1、急性腸炎 1、逆流性食道炎 1 
外科 53 切創 13、擦過傷 12、熱傷 9、異物 6、感染性粉瘤 3、爪剥離 3、蜂窩織炎 2、頭部
打撲 1、顔面挫創 1、爪下血腫 1、血栓性外痔核 1、皮下血腫 1 
整形外科 50 急性腰痛症 15、打撲 7、頸椎症 4、肩関節周囲炎 3、膝関節炎 3、筋挫傷 3、関節
痛 3、足関節捻挫 2、筋肉痛 2、肘関節炎 2、手節骨骨折 1、指捻挫 1、肩こり 1、
頸椎捻挫 1、橈骨遠位端骨折 1、腱鞘炎 1 
皮膚科 35 湿疹 7、乾燥性皮膚炎 6、凍傷・凍瘡 4、口唇ヘルペス 3、帯状疱疹 2、蕁麻疹
2、疣贅 2、鶏眼 2、毛嚢炎 1、接触性皮膚炎 1、眼瞼ヘルペス 1、中毒疹 1、掌蹠
膿疱症 1、麦粒腫 1、皮膚角化症 1 
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診療科名 症例数 内訳 
眼科 8 電気性眼炎 2、眼球結膜炎 2、角膜炎 2、角膜異物 1、眼瞼びらん 1 
耳鼻科 3 中耳炎 2、内次性めまい 1 
産婦人科 4 不正出血 2、生理不順 1、生理痛 1、 
精神科 7 不眠 6、抑うつ 1 































急性扁桃炎 1              1 
急性胃炎 1   1  1 2 3 1 1 1   11 
頭痛  1 1 1 1  1 1  1   7 
動悸  1            1 
便秘      1  1 1      3 
高血圧       1        1 
上気道炎       1     2  8 11 
息切れ        1       1 
めまい        1       1 
口内炎         2 1    1 4 
急性虫垂炎           1    1 
吃逆            1   1 
急性腸炎              1 1 
逆流性食道炎              1 1 
外科 53 
下腿蜂窩織炎 1           1   2 
異物 1 1 1 1   1 1     6 
擦過傷 1      1 5  2  2 1  12 
熱傷  1 1  2 3  1  1   9 
切創  1   2 1 3  1  2 2 1 13 
感染性粉瘤  1           2 3 
頭部打撲  1            1 
爪剥離       1 1    1   3 
顔面挫創            1   1 
爪下血腫              1 1 
血栓性外痔核              1 1 
皮下血腫              1 1 
整形外科 50 
急性腰痛症 3     1 1   1  3 2 4 15 
手末節骨骨折 1              1 
肩関節周囲炎 1         1   1  3 
頸椎症 1         2   1  4 
足関節捻挫 1             1 2 





























筋肉痛 1      1        2 
膝関節炎    1    1 1     3 
肘関節炎    1         1 2 
筋挫傷       2      1  3 
肩こり       1        1 
打撲       1 3 2     1 7 
関節痛       1 2       3 
頸椎捻挫        1       1 
橈骨遠位端骨折         1      1 
腱鞘炎              1 1 
皮膚科 35 
湿疹 1       3  1    2 7 
乾燥性皮膚炎 1   1 1    2  1   6 
口唇ヘルペス  1   1    1     3 
帯状疱疹  1     1       2 
毛嚢炎    1          1 
接触性皮膚炎      1         1 
蕁麻疹       1 1       2 
眼瞼ヘルペス       1        1 
疣贅        1     1  2 
凍瘡         2   2   4 
鶏眼           1  1  2 
中毒疹           1    1 
掌蹠膿疱症           1    1 
麦粒腫            1   1 
皮膚角化症             1  1 
眼科 8 
電気性眼炎  2            2 
角膜異物         1      1 
眼球結膜炎          1  1   2 
角膜炎          1  1   2 
眼瞼びらん           1    1 
耳鼻科 3 
中耳炎       1   1     2 
めまい            1   1 
産婦人科 4 
不正出血    1 1         2 
生理不順         1      1 
生理痛          1     1 
精神科 7 
不眠      1  1  3 1    6 






























歯冠・充填物脱落 5     1  2    1 1  10 
齲歯 1       1       2 
歯牙破折 1           1   2 
歯周炎         1 1     2 
歯肉炎           1 1   2 
  

































処置：受傷後ただちに医務室に移動して処置を実施した。右手背、右第 3 指～5 指の伸側、右手関節










経過：2019 年 10 月 2 日午後 11 時頃より右側腹部痛が出現。痛みが続くため翌 3 日医療隊員へ相談。 
診察および血液検査、エコー検査の結果、急性虫垂炎と診断した。医務室入院の上、絶飲食＋補液（ヴ
ィーン F）＋抗生物質（パンスポリン 1g）静注を開始した。以後抗生物質注射を継続したところ症状が






経過：2019 年 11 月 20 日午後より悪寒が出現したため医務室受診。夕方より 39.8℃の発熱が出現。こ
の時点では発熱の原因は尿路感染などを疑い、抗生剤（クラビット 500 ㎎/日）内服や細胞外液の点滴を
行ったが、翌日より左下腿の腫脹および発赤、疼痛が出現したことから蜂窩織炎と診断。入院による安
静治療（クラビット内服＋点滴）を継続した（途中クラビット内服量を 500 ㎎→1000 ㎎に増量）。その
後徐々に解熱し、左下腿の腫脹も改善したため 27 日に退院となった。 
 
2）越冬隊員の健康診断 




加え「オゾンゾンデ観測従事者の特別健康診断」を 2018 年 6 月に実施し、結果を口頭にて本人に説明した。 
 
3）遠隔医療相談 
概要については以下の表Ⅲ.4.6.1-3 の通り。医科については原則として毎月第 4 木曜日に東葛病院を国
内対応機関として実施された。歯科については相談症例のある場合に東京医科歯科大学を国内協力施設と
して計 3 回行われた。医科の相談については特に相談する症例がなくても毎月異なったカリキュラムを準
備し、最低月 1 回は接続試験を行った。緊急事例が発生した場合は 24 時間体制で遠隔医療を行う体制を
構築していたが、結果的には緊急実施事例はなかった。 
 





201/04/25 相談事例はなく、整形外科および泌尿器科 Dr と顔合わせを実施 
2019/05/23 相談事例はなく接続のみを実施 










2020/01/16 東京医科歯科大学病院歯科と実施し、61 次医療隊員への引き継ぎを行った 
2020/01/28 61 次医療隊員への引き継ぎを実施 
 
4）越冬隊員の医療訓練 





2020 年 1 月の水質検査結果を参考までに提示する。検査の結果、管理棟上水は全期間を通じて飲用に適し
ていた。第 1 夏期隊員宿舎上水も 12 月検査時特に問題はなかった。女性浴槽より何度か大腸菌が検出さ
れたが、直後の清掃および水の入れ替えを行い陰性化されている。 
 
表Ⅲ.4.6.1-4 管理棟の水質検査結果例（2020 年 1 月 13 日実施） 
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生件数に関しては表Ⅲ4.6.1-2 の 10 月に含まれる。 
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ユニットデイジー）を持ち込み、診察室に配置した。60 次隊で使用したこれら 3 機種は、61 次隊で持ち
込んだ同型代替機が稼働するのを確認したのち、メンテナンス目的で国内に持ち帰る。 
XP-300(写真Ⅲ.4.6.2-1)は血算計測をしない時でも 10 日に 1 回程度の間隔で起動を行った。電源を
入れた後、終了する際の洗浄を行うことで機器の水通しを行い、内部の試薬が固着することを避けるた
めである。また数十回に 1 度の割合で内部洗浄の指示が出るため指示通りに洗浄を行った。 
DRY-CHEM3500(写真Ⅲ.4.6.2-2)は 3 ヶ月に一度の健診時などの必要時以外では電源投入は不要であっ
た。使用時は本体左側の廃棄ボックスが一杯になってしまうと機械内部で検査プレートが目詰まりを起
こしてしまうため、最大でも連続 7～8 検体ほどで廃棄ボックスを空ける必要がある。 
 
 

















(富士フィルム FCR-Pico、FCR XG-1) 
３．レントゲンコンソール PC 
(富士フィルム XG-1Console、PC は DELL OPTIPLEX GX60 Windows2000Professional) 
４．レントゲンモニタ PC 
(富士フィルム CLEVIEW、PC は DELL OPTIPLEX GX620 WindowsXP) 
の 4 機(写真Ⅲ.4.6.2-4)の電源を投入し撮影をする手順となっているが、４．レントゲンモニタ PC(写
真Ⅲ.4.6.2-5 の右)の電源が入らないことが 6 月下旬に発覚した。LAN インテルサット担当隊員と相談
し、倉庫棟にあったバックアップ PC と HDD を入れ替えることで復旧がなされた。こういった経緯から
61 次隊において DELL OPTIPLEX GX620 を購入し持ち込んでいただいた。 
 
  

















写真Ⅲ.4.6.2-7 診療・入院室。ベッド脇にエコーF37 を設置 
 
自動体外式除細動器(AED)は昭和基地には Philips のハートスタート FRx と FR2、旭化成の ZOLLAED 
plus と 3 機種ある。計７台であり数としては充分であると思われる。期限があるパッドやバッテリーの
交換に留意を続けてほしい。また ZOLLAED は古いガイドラインに従っており、ショック前の呼吸の指示
を入れてくるのでいざ有事となった時に注意が必要と思われた。またこの ZOLLAED はバッテリーが






















写真Ⅲ.4.6.2-10 環境科学棟         写真Ⅲ.4.6.2-11 地学棟 
 
4) 酸素ボンベの管理 
現在、昭和基地の医療用酸素は 2L(6 本)、3.4L(27 本)、47.5L(3 本)と 3 種計 36 本の酸素ボンベがあ
る。これらは主に医務室に置かれている。3.4L のボンベは地学棟と環境科学棟に 6 本ずつ分散保管され
ているが、これらのボンベは調達隊次がばらばらであったので、地学棟の 6 本をすべて 57 次隊調達の
もの、環境科学棟の 6 本をすべて 59 次調達のものとした。ボンベの使用期限を 5 年とし、古い 2L(2 本)















借りていたが、61 次で医務室設置用に同等の機材を調達していただいた。デンタルアイや DICOM のビュ













ため、3 階厨房から急速に排水を流すと 2 階医務室の排水管に陰圧がかかり U 字管から水が抜かれてし
まい、1 階汚水槽からの臭いが伝わってきてしまうためではないかと考えられた。このため定期的に水
を流して U 字管に水を溜めるように心がけ、悪臭の発生を防ぐようにした。 
 
9) 「しらせ」支援 
2020 年 1 月 15～16 日に「しらせ」歯科長に昭和基地に来ていただき医務室の視察をしていただいた。
歯科室にあった歯科物品で数が多すぎたり古くなったりして不要なものや、医療隊員には扱いきれない
根管治療用の器具などの破棄を指示していただいた。また、1 月 3 日には歯痛を訴える隊員の診察を「し
らせ」医務室にて行っていただいた。 









4.6.3 復路「しらせ」船内での隊員の健康管理                 廣田 大輔・岡田 豊 
復路「しらせ」の期間は 2020 年 2 月 1 日の「しらせ」乗艦から 3 月 22 日に退艦するまでとなるが、越冬
報告の締め切りが 2 月 29 日なので途中までの経過報告となる。 
まず、復路期間中には「しらせ」衛生の医務長、歯科長、看護長、衛生員、計 4 名の方々に大変お世話に
なったので感謝したい。 




















診療科名 症例数 内訳 











耳鼻科 3 動揺症 2 
めまい 1 
整形外科 2 腰痛症 1 
ガングリオン 1 
外科 1 擦過傷 1 
眼科 1 麦粒腫 1 
 
 












   
4.7.1 汚水処理                               
1） 主な作業項目 










毎月 1 回原水及び処理水の水質分析（SS、COD、BOD の測定）を環境科学棟で計測し、排出汚水の水質管
理を行った。 





表Ⅲ.4.7.1-1 に原水の水質分析結果、表Ⅲ.4.7.1-2 に処理水の水質分析結果を示す。 
 
表Ⅲ.4.7.1-1 原水の水質分析結果 
項目 単位 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 
pH － 7.09 7.69 8.02 7.12 - 7.67 7.87 7.69 7.36 7.85 8.39 7.92
水温 ℃ 22.8 20.1 18.4 20.3 - 18.7 17.9 18.4 21.8 21.6 21.9 22.1
透視度 CM 0 2.5 4 0.5 - 4 3 2.5 2.5 3.5 3 3.5
SS mg/l 100 111.7 58.3 436.7 - － － － － － － 35.0 
BOD mg/l 180 440 320 260 - 260 260 360 220 260 300 180
COD mg/l 329 832 364 372 - 364 455 422 471 584 468 417
             注記 1：6 月は荒天が続いたため実施できず。 
       注記 2：SS 測定は、5 月に測定器が破損し、予備品がないため、以降実施できず。 
 
表Ⅲ.4.7.1-2 処理水の水質分析結果 








pH － 5.42 4.09 4.11 3.65 - 6.73 3.8 4.54 4.37 5.08 4.15 3.82
水温 ℃ 22.8 21.2 19.4 20.6 - 19.7 19.6 19.6 22.3 23.2 22.9 22.8
透視度 cm 
100 100 100 100 - 90 100 100 100 100 100 100
以上 以上 以上 以上   以上 以上 以上 以上 以上 以上
SS mg/l 5.3 0 0 0 - － － － － － － 0
BOD mg/l 2 1 1 1 - 8 1 2 2 2 1 1
COD mg/l 51 34 18 28 - 91 39 46 38 55 52 84
注記 1：6 月は荒天が続いたため実施できず。 






項目 単位 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月
放流水量 m3 130.5 130.1 128.9 128.0 119.0 121.3 114.3 112.9 112.5 122.8 135.7 173.9
pH － 4.79 4.07 4.18 3.62 5.83 4.45 3.82 4.64 4.48 5.11 4.65 3.86
DO mg/l 1.08 5.95 4.58 1.36 3.72 4.56 4.89 5.13 3.8 4.69 5.65 5.36
水温 ℃ 22.2 21.1 22.4 20.6 21.6 19.3 18.3 20.8 23 23.2 22.8 22.6






     特に問題なし。週次ワッチを行った。 
     底浚いを行った。 
b） 発電等汚水タンク 
     H フロートで不具合があった為、交換した。週次ワッチを行った。 
          底浚いを行った。 
c)   第一中継槽 
 HおよびLフロートで不具合があった為、交換した。週次ワッチを行った。 
     底浚いを行った。 
     第二中継槽がコルゲートで覆われているのに対し、露出している第一中継槽の厳冬期のワッチは非常
に厳しいものであり、槽への転落やタラップからの落下が危惧される。今後、検討が必要である。 
d)  第二中継槽 
          特に問題なし。週次ワッチを行った。 
     換気扇がふさがれており、中の換気が行えていない為、換気扇の新設が求められる。 
e)   新汚水処理棟原水槽 
 特に問題なし。日々ワッチ、週次ワッチ等定期ワッチを行った。 
f） 新汚水処理棟曝気槽 
     日々ワッチ、週次ワッチ等定期ワッチを行った。 
     処理膜フィルターおよび注入ホースの異常を疑い確認したが、破損個所等が見受けられないため、メ
ーカー（三機工業㈱）判断によりそのまま稼働した。61 次隊で処理膜および注入ホースの交換を実施
予定。 
    g)   新汚水処理棟無酸素槽 
     特に問題なし。日々ワッチ、週次ワッチ等定期ワッチを行った。 
     スカム掬いが非常に困難であるため、機械的に対応が必要である。 
    h)   新汚水処理棟汚泥貯留槽 
     H フロートに不具合があった為、交換した。日々ワッチ、週次ワッチ等定期ワッチを行った。 
    i)   新汚水処理棟放流槽 
     特に問題なし。日々ワッチ、週次ワッチ等定期ワッチを行った。 
        j)   新汚水処理棟汚泥脱水機 
     日々ワッチ、週次ワッチ等定期ワッチを行った。 




V ベルトの亀裂を発見したため 2 台とも V ベルトを交換した。 
  l)    新汚水処理棟撹拌用ブロアー 












このような状況の中、61 次隊夏期間中の女性隊員およびヘリクルー（計 14 名）を居住棟に受入れることと
なり、最大時には 60 次隊員と合わせ設計値の 1.5 倍となる 44 名での生活となった。このため 60 次では入
浴、洗濯について通常以上に使用を少なくするよう協力を頂いた。 
しかし、1 月中の警報は計 5 回となり、新汚水処理のキャパオーバーが要因となるものだった。 




















    写真Ⅲ.4.7.1-1 泡発生時の曝気槽         写真Ⅲ.4.7.1-2 正常時に近い曝気槽 
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 写真Ⅲ.4.7.1-3 泡流入時の無酸素槽       写真Ⅲ.4.7.1-4 曝気槽天板から溢れる泡 

























  2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計 
運転回数（回） 12 6 4 2 0 5 2 2 2 4 3 7 49
運転時間（h） 36 18 12 6 0 20 8 8 8 16 12 28 172
焼却灰量（kg） 97 60 32 16 0 50 20 25 26 45 30 67 468
注記 1)5 月中旬～6 月は新焼却炉入れ替え準備のため、運転を行なわず。 
















  2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計
運転回数(回) 9 4 2 3 3 6 3 4 7 7 6 12 66
運転時間(h) 79 36 18 29 30 60 29 36 62 56 48 96 579























廃棄物分類 処理方法 梱包状態 
可燃物、乾物廃棄食材 焼却炉棟の焼却炉で焼却 焼却灰をドラム缶に梱包 










タイコンを 12ft コンテナに梱包 
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スチールコンテナ A ヘリポート入口にて、主風向に沿って 2 段積みで集積 
ドラム缶 
第 2 夏期隊員宿舎横にて、ドラム缶パレットにセットし主風向に沿って 2
段積みで集積 
タイコン 12ft コンテナ内に収納 
木枠・廃棄パレット 12ft コンテナ内に収納 
その他 
空スチールコンテナおよび空ドラム缶パレットは機械建築倉庫前にて、主








区分 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 
可燃物 547.7 279.6 207.9 161.1 162.2 168.6 224.6 
生ゴミ 467.6 295.6 217.6 223.1 263.5 317.3 322.6 
不燃物 112.2 67.9 13.8 8.6 13.2 12.2 17.8 
プラスチック 84.0 7.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
ペットボトル 5.0 15.3 6.5 7.0 0.5 1.5 7.5 
アルミ缶 34.5 22.7 21.1 20.0 25.2 17.8 17.9 
スチール缶 16.2 15.4 4.7 5.0 3.5 25.0 6.6 
大型缶（一斗缶） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
ダンボール 439.1 192.6 75.0 57.0 56.8 121.9 121.4 
ビン・ガラス 93.0 27.0 11.0 44.0 48.0 3.5 85.0 
複合物 22.0 23.0 1.0 0.5 0.5 21.5 0.5 
金属類 19.5 43.0 6.0 1.0 0.0 1.0 0.0 
陶器類 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
電池 3.0 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 2.0 
蛍光灯・電球 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
廃油（食用油） 0.0 0.0 15.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
スカム・汚泥等 43.0 54.0 1.0 2.5 0.0 270.0 178.0 
ゴム・革 1.0 21.5 0.0 5.5 4.0 0.0 5.0 
その他 75.0 29.7 7.0 8.4 0.0 1.0 0.0 
合計 1,963.3 1,094.3 588.1 543.7 577.4 961.3 988.9 
 
区分 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計 
可燃物 208.6 197.6 227.2 308.6 238.6 2,932.30
生ゴミ 434.4 733.2 535.7 728.8 688.9 5,228.30
不燃物 21.4 24.4 32.4 67.5 51.3 442.70
プラスチック 0.0 30.0 28.5 0.0 14.8 164.30
ペットボトル 6.0 20.7 15.4 22.0 49.8 157.20
アルミ缶 14.0 16.0 17.9 20.7 31.5 259.30
スチール缶 3.4 9.0 10.4 13.4 8.1 120.70
大型缶（一斗缶） 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 1.00
ダンボール 108.1 159.2 203.0 388.0 621.9 2,544.00
ビン・ガラス 64.5 64.0 27.0 64.0 66.2 597.20
複合物 0.5 25.2 0.0 1.5 14.8 111.00
金属類 0.5 32.5 39.0 12.0 8.9 163.40
陶器類 0.5 5.0 0.0 0.0 0.0 5.50
電池 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 25.50
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区分 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計 
蛍光灯・電球 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.50
廃油（食用油） 0.0 0.0 0.0 200.0 40.0 255.00
スカム・汚泥等 276.6 203.0 246.8 200.0 191.5 1,666.40
ゴム・革 10.0 17.0 5.5 8.2 12.5 90.20
その他 19.0 30.0 17.5 28.0 118.5 334.10













荷姿 コンテナ番号 廃棄物種類 梱数 重量（kg）
12ft コンテナ 51Ｄ19 木くず 1 4,600 
12ft コンテナ 52Ｄ45 金属 1 3,500 
12ft コンテナ 52Ｄ12 不燃 1 3,600 
12ft コンテナ 51Ｄ20 段ボール 1 5,900 
12ft コンテナ 52Ｄ39 プラスチック 1 2,500 
12ft コンテナ 51Ｄ12 木くず 1 4,500 
12ft コンテナ 52Ｄ19 混載 1 2,400 
12ft コンテナ 52Ｄ38 木くず 1 4,800 
12ft コンテナ 52D32 段ボール 1 3,000 
12ft コンテナ 52D30 混載 1 2,800 
12ft コンテナ 51D06 金属（ユニックの竿） 1 2,950 
12ft コンテナ 52D40 旧焼却炉（クスクス） 1 3,150 
12ft コンテナ 52D23 金属（気象棟） 1 3,350 
12ft コンテナ 51D38 複合（気象棟） 1 3,650 
12ft コンテナ 51D27 廃冷蔵庫 1 2,250 
12ft コンテナ 52D-17 ヤンマー・ミニバックホーB22-2 1 3,000 
12ft コンテナ 51D-26 バギー3 台 1 2,300 
12ft コンテナ 52D-09 ヤンマーロータリー除雪機 1 3,050 
20ftH/H コンテナ   金属 1 6,200
20ftH/H コンテナ   金属 1 6,400
20ftF/R コンテナ   複合 1 3,900
20ftF/R コンテナ   複合 1 4,000
合計     22 61,300
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表Ⅲ.4.7.3-7 持ち帰り廃棄物（リターナブルパレット入り 12ft コンテナ）リスト 
荷姿 コンテナ番号 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
12ft コンテナ 51D48 複合 1 3,500 
12ft コンテナ 51D14 複合 1 4,150 
12ft コンテナ 52D46 複合 1 4,000 
12ft コンテナ 51D08 複合 1 3,550 
12ft コンテナ 51D03 金属 1 3,750 
12ft コンテナ 51D42 金属 1 5,750 

































荷姿 品目 梱数 重量 
 ドラム缶 アルミ缶 20 900 
 ドラム缶 ガスカートリッジ 1 50 
 ドラム缶 ガラス 3 700 
荷姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
 リターナブルパレット 金属 16 20,500 
 リターナブルパレット コンクリート塊 2 3,300 
 リターナブルパレット 複合 14 13,900 
 総計 32 37,700 
荷姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
 スチールコンテナ 医療廃棄物 1 160 
 スチールコンテナ 木くず 1 320 
 スチールコンテナ 金属 7 1,850 
 スチールコンテナ 廃機器（盤） 1 350 
 スチールコンテナ 廃棄食品 5 2,400 
 スチールコンテナ 廃ケーブル 5 1,970 
 スチールコンテナ 廃照明 1 150 
 スチールコンテナ 廃太陽光パネル 4 1,150 
 スチールコンテナ 廃トランス 1 650 
 スチールコンテナ 廃バッテリー・ＵＰＳ 2 1,340 
 スチールコンテナ 廃ボンド 1 470 
 スチールコンテナ 廃薬品・廃液 1 370 
 スチールコンテナ 複合 18 5,410 
 スチールコンテナ 不燃 2 530 
 スチールコンテナ プラスチック 1 170 
 スチールコンテナ 古本 2 860 
  総計 53 18,150 
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荷姿 品目 梱数 重量 
 ドラム缶 金属 22 2,850 
 ドラム缶 ゴム 2 110 
 ドラム缶 コンクリート 13 3,380 
 ドラム缶 消火器の粉 4 600 
 ドラム缶 スチール缶 7 450 
 ドラム缶 炭 14 2,090 
 ドラム缶 電線 1 130 
 ドラム缶 灰 5 550 
 ドラム缶 廃液 2 400 
 ドラム缶 廃ガソリン 1 200 
 ドラム缶 廃油 62 11,600 
 ドラム缶 廃油（土砂） 1 180 
 ドラム缶 複合 17 1,412 
 ドラム缶 不燃 5 370 
  総計 180 25,972 
 
表Ⅲ.4.7.3-11 持ち帰り廃棄物（タイコン）リスト 
荷姿 品目 梱数 重量（kg)
 タイコン 毛布・布団 20 649 
 タイコン ペットボトル 24 124 
 タイコン プラスチック 32 265 
 タイコン 不燃 36 702 
 タイコン 複合 13 252 
 タイコン 発泡スチロール 15 52 
 タイコン 畳 1 20 
 タイコン ゴム・革 2 27 
 タイコン 靴・長くつ 4 79 
 タイコン 金属 2 100 
 タイコン 木くず 3 47 
 タイコン 衣類 11 210 
 総計 163 2,526 
注記：タイコンは 12ft コンテナに全て収納している。 
 
表Ⅲ.4.7.3-12 持ち帰り廃棄物（裸）リスト 
荷姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
裸 雪上車 SM412 1 4,200 
裸 車両 いすゞトラック 40 エルフ（青） 1 2,200 
裸 雪上車 SM520 1 6,300 




荷姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
リキッドタンク 廃油 13 13,750 






荷姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
裸 メルトキング(2 廃) 1 不明 
裸 クスクス焼却炉(2 廃) 1 不明 
裸 ドラム缶圧縮機（2 廃） 1 不明 
裸 油回収機（2 廃） 1 不明 
裸 コマツ ラフター（LW-100） 1 13,500 
裸 雪上車 SM521 1 6,300 














4.7.4 排気ガス・煤煙調査                          
1） 主な作業項目 
発電機と焼却炉から発生する排気ガスが及ぼす環境への影響を把握するため、3 月・7 月・9 月・11 月・
1 月に測定を実施した。測定項目は発電機・焼却炉ともに O2、CO2、NOX、SO2、CO、NO、黒鉛である。 
2） 測定結果 
表Ⅲ.4.7.4-1 から表Ⅲ.4.7.4-5 に焼却炉の排ガス成分測定結果を示す。 
注記 1)5 月は、新焼却炉組立による新旧焼却炉を入れ替えたことで焼却炉の運用をしなかったため、未
実施。 
注記 2）7 月以降の O2、CO2 は測定機器が故障したため測定できず。 
 
表Ⅲ.4.7.4-1 焼却炉の排ガス成分（3 月 26 日測定） 
測定時間 10：00 10：30 11：00 11：30 13：30 15：30 17：30 
経過時間(min) 30 60 90 120 240 360 480 
温度（℃） 506.8 474.1 602.2 510.2 148.0 73.8 44.5 
O2(%) 14.4 15.1 13.1 13.9 20.0 20.9 20.9 
CO2(%) 4.9 4.2 5.8 5.2 0.7 0.0 0.0 
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測定時間 10：00 10：30 11：00 11：30 13：30 15：30 17：30 
NO(ppm) 87 99 201 117 5 0 0 
NO2(ppm) 2 0 2 0 0 0 0 
SO2(ppm) 49 14 3 5 0 1 0 
CO(ppm) 1016 390 669 498 208 412 157 
黒鉛(m-1 ） 0.010 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
 
表Ⅲ.4.7.4-2 焼却炉の排ガス成分（7 月 30 日測定） 
測定時間 10：00 10：30 11：00 11：30 13：30 15：30 17：30 
経過時間(min) 30 60 90 120 240 360 480 
温度（℃） 316.9 298.0 301.9 297.3 337.2 93.1 60.6 
O2(%) - - - - - - - 
CO2(%) - - - - - - - 
NO(ppm) 29 15 9 14 9 0 0 
NO2(ppm) 0 0 0 0 0 0 0 
SO2(ppm) 2 0 0 0 0 1 0 
CO(ppm) 121 66 27 37 26 283 68 
黒鉛(m-1 ） 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
 
表Ⅲ.4.7.4-3 焼却炉の排ガス成分（9 月 25 日測定） 
測定時間 9：30 10：00 10：30 11：00 13：00 15：00 17：00 
経過時間(min) 30 60 90 120 240 360 480 
温度（℃） 382.0 423.6 454.0 447.0 327.0 165.3 124.3 
O2(%) - - - - - - - 
CO2(%) - - - - - - - 
NO(ppm) 8 13 7 15 0 0 0 
NO2(ppm) 1 1 0 0 0 0 0 
SO2(ppm) 10 14 8 3 0 2 0 
CO(ppm) 386 424 643 426 0 522 275 
黒鉛(m-1 ） 0.097 0.000 0.003 0.000 0.000 0.000 0.000 
 
表Ⅲ.4.7.4-4 焼却炉の排ガス成分（11 月 25 日測定） 
測定時間 9：30 10：00 10：30 11：00 13：00 15：00 17：00 
経過時間(min) 30 60 90 120 240 360 480 
温度（℃） 369.0 348.7 351.7 337.3 218.5 88.4 63.8 
O2(%) - - - - - - - 
CO2(%) - - - - - - - 
NO(ppm) 9 18 7 1 0 0 0 
NO2(ppm) 0 0 0 0 0 0 0 
SO2(ppm) 11 2 0 0 0 0 0 
CO(ppm) 282 135 81 59 37 175 18 
黒鉛(m-1 ） 0.000 0.000 0.000 0.000 0.004 0.004 0.006 
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 表Ⅲ.4.7.4-5 焼却炉の排ガス成分（1 月 16 日測定） 
測定時間 9：30 10：00 10：30 11：00 13：00 15：00 17：00 
経過時間(min) 30 60 90 120 240 360 480 
温度（℃） 405.3 403.3 435.8 403.0 345.3 123.4 89.6 
O2(%) - - - - - - - 
CO2(%) - - - - - - - 
NO(ppm) 7 11 3 5 2 0 0 
NO2(ppm) 1 0 0 0 0 0 0 
SO2(ppm) 29 9 9 0 0 1 0 
CO(ppm) 653 762 685 68 23 612 173 
黒鉛(m-1 ） 0.000 0.097 0.000 0.000 0.004 0.004 0.006 
 
表Ⅲ.4.7.4-6 に発電機の排ガス成分測定結果を示す。 
注記）7 月以降の O2、CO2 は測定機器が故障したため測定できず。 
 
表Ⅲ.4.7.4-6 発電機の排ガス成分 
測定日 3/25 5/22 7/29 9/25 11/26 1/16 
時間 13:30 14:00 10:00 10：30 13:20 13:40 13:30 13:40 15:40 15:50 13:30  
発電機 
(KW 程度) 



















温度（℃） 332.3 285.7 358.0 285.7 359.6 221.3 327.5 218.0 3.16.8 21.8.2 327.6 －
O2（%） 12.7 13.4 ― ― － － － － － － － －
CO2（%） 6.1 5.5 ― ― － － － － － － － －
CO（ppm） 320 316 303 265 304 107 292 236 342 213 28 －
NO（ppm） 1067 299 872 818 819 716 554 685 512 415 101 －
NO2（ppm） 474 0 30 31 33 15 41 44 38 33 41 －
SO2（ppm） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 －









4.7.6 焼却炉交換                              
1） 主な作業項目 










   2） 作業状況 
写真Ⅲ.4.7.6-1 から写真Ⅲ.4.7.6-11 に製作工程の状況を示す。 
 
写真Ⅲ.4.7.6-1 サイクロン組立及び耐火レンガ取付 写真Ⅲ.4.7.6-2 サイクロン内目地材埋め込み 
 
写真Ⅲ.4.7.6-3 二次燃焼室サイクロン据付 写真Ⅲ.4.7.6-4 二次燃焼室サイクロン補助ブロア取付 
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写真Ⅲ.4.7.6-5 一次燃焼室レンガ組付け      写真Ⅲ.4.7.6-6 一次燃焼室レンガ組付け 
 写真Ⅲ.4.7.6-7 二次燃焼室天井部据付      写真Ⅲ.4.7.6-8 二次燃焼室制御盤取付 
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     写真Ⅲ.4.7.6-9 煙突仮組         写真Ⅲ.4.7.6-10 運転時可燃ごみ投入状況 
     
写真Ⅲ.4.7.6-11 新焼却炉完成 
 
   3） 問題・課題・提言 





























天候により、ルート工作が始まったのは 4 月中旬からであった。4 月中にとっつき岬、S16/17 までのルー
トはできた。極夜明けは 7 月から向岩、オングルガルテンへルート工作を始めた。9 月はとっつき岬ルート
の T68 地点のクラックが障害となったためその対応に日数がかかった。ラングホブデ方面へルートを伸ばし
たのは 10 月下旬からであった。4 月から S16/17 での野外観測支援を開始したが、本格的に始まったのは極
夜明けからであった。 
項目ごとの支援回数を表Ⅲ.4.8.1-1 に示す。以降に FA が支援をしたものを中心に実施内容及び写真を示
す。 
 
表Ⅲ.4.8.1-1 JARE60 野外観測支援 
区分 回数 内容 主な場所 
野外観測支援 59 回 




























2 月 1-3 日 野外観測支援（測地、インステクレパネ） 
2 月 4 日 野外観測支援（気象雪尺、北の浦） 
2 月 26 日 野外観測支援（気象雪尺、北の浦） 
4 月 24 日 野外観測支援（気水、とっつき岬－S16/17 ルート、雪尺、積雪サンプリング） 
4 月 28 日 野外観測支援（気水、とっつき岬－S16/17 ルート、雪尺、積雪サンプリング、36 本雪尺） 
4 月 29 日 野外観測支援（気水、S17 無人気象観測装置の外観点検） 
5 月 27･31 日 野外観測支援（地圏、西の浦、GNSS 設置） 
6 月 26 日 野外観測支援（地圏、西の浦 GNSS メンテナンス） 
7 月 15･22･27･28 日 野外観測支援（気水､UAV 乱流観測､着陸地点下見､テストフライト等） 
7 月 22 日 野外観測支援（地圏、西の浦 GNSS メンテナンス） 
8 月 7-10 日 野外観測支援（気象、S17、AWS 保守） 
8 月 11 日 野外観測支援（気水､UAV 乱流観測補助） 
8 月 21 日 野外観測支援（地圏、向岩 GNSS 設置と保守） 
8 月 23 日 野外観測支援（地圏、オングルガルテン GNSS 設置） 
8 月 24 日 野外観測支援（地圏、西の浦 GNSS 保守） 
9 月 4 日 野外観測支援（気水､雪尺､積雪サンプリング､36 本雪尺補助） 
9 月 5 日 野外観測支援（地圏､S19GNSS 設置） 
9 月 21･22 日 野外観測支援（気水､UAV 乱流観測､機体回収） 
10 月 3･11･21 日 野外観測支援（地圏、GNSS 保守、西の浦） 
10 月 11･25 日 野外観測支援（地圏、GNSS 回収と設置、向岩、オングルガルテン） 
10 月 18-19 日 野外観測支援（気水・気象など、とっつき岬、内陸旅行出発支援） 
10 月 21 日 野外観測支援（宙空、西オングル島、機器及び発電機の保守） 
11 月 7･8 日 野外観測支援（地圏、雪鳥沢 GNSS 保守、四つ池谷 AWS 保守） 
11 月 15･16･17 日 野外観測支援（ペンギンセンサス、袋浦、水くぐり浦、弁天島、オングルカルベン、
まめ島） 
11 月 27 日 野外観測支援（気水、袋浦観測機器保守） 
11 月 29 日 野外観測支援（地圏、西の浦 GNSS 回収） 
12 月 2･3･4 日 野外観測支援（ペンギンセンサス、ラングホブデ水くぐり浦、オングルカルベン、まめ
島） 
12 月 8 日 野外観測支援（地圏、西の浦残置物回収） 
12 月 28 日 野外観測支援（宙空、西オングル島観測機器保守） 
1 月 6-7 日 野外観測支援（61 次隊測地、ラングホブデ雪鳥沢基準点の設置等） 
1 月 8 日 野外観測支援（61 次隊宙空、H68 観測機器保守） 
1 月 11 日 野外観測支援（61 次隊宙空、インホブデ観測機器保守） 
1 月 20-21 日 野外観測支援（61 次隊測地、天測岩基準点の設置等） 
1 月 21-22 日 野外観測支援（61 次隊測地、たま岬基準点の設置等） 





写真Ⅲ.4.8.1-1 地圏 GNSS 設置（8 月 21 日） 写真Ⅲ.4.8.1-2 気水、積雪サンプリング（9 月 4 日） 
 
●ルート工作 
4 月 16-17･25 日 海氷調査、ルート工作（西オングル島） 
4 月 17･22 日 海氷調査、ルート工作（見晴らしルート） 
4 月 17-21･23 日 海氷調査、ルート工作（昭和基地－とっつき岬ルート） 
4 月 24 日 海氷調査、ルート工作（とっつき岬－S16/17 ルート） 
4 月 28 日 ルート工作（とっつき岬－S16/17 ルート） 
5 月 4･8 日 海氷調査、ルート工作（とっつき岬ルート） 
7 月 29 日 ルート工作（向岩ルート） 
8 月 23 日 ルート工作（オングルガルテンルート） 
9 月 6･9･10･13･14･16･17 日 ルートの管理（T68 クラックの対処、基地内作業） 
10 月 3 日 ルート工作（岩島） 
10 月 8･12 日 ルート工作（弁天島） 
10 月 22･23･26 日 ルート工作（ラングホブデ方面） 
10 月 28 日 ルート工作（ルンパ、シガーレン） 
10 月 30 日 ルート工作（イットレホブデホルメン、ひさご島） 
11 月 1-3 日 ルート工作（スカルブスネス） 
11 月 5 日 ルート工作（ハムナ氷瀑） 









7 月 30 日 海氷状況調査（とっつき岬ルート） 
8 月 14･22 日 海氷状況調査（立待岬 15 本旗設置、氷厚計測） 
9 月 21 日 氷厚測定（立待岬） 
10 月 20 日 氷厚測定（立待岬） 
10 月 21 日 海氷状況調査（弁天島） 
11 月 20･25 日 氷厚測定、海氷調査（立待岬、見晴らしルート） 
12 月 6･11･16･20･23･日 氷厚測定、海氷調査（立待岬、見晴らしルート） 
 
  
写真Ⅲ.4.8.1-5 氷厚計測（8 月 22 日）      写真Ⅲ.4.8.1-6 海氷調査（12 月 6 日） 
 
●設営系野外支援 
2 月 23 日 通信保守作業支援（アンテナ島） 
2 月 24 日 通信保守作業支援（アンテナ島） 
3 月 15 日 通信保守作業支援（アンテナ島） 
9 月 23-26 日 雪上車持ち帰り支援（S16） 
12 月 20 日 通信保守作業支援（アンテナ島） 
 
  
写真Ⅲ.4.8.1-7 車両持ち帰りオペ（9 月 24 日） 写真Ⅲ.4.8.1-8 通信ケーブル保守（12 月 11 日） 
 
●その他 
2 月 5-6 日 夏隊アイスオペレーション（北の浦） 
2 月 9 日 ブリザード後の荒金ダムの確認補助（東オングル島内） 
2 月 17 日 生活係野外活動下見（東オングル島内） 
10 月 18･19･25 日 DROMLAN 滑走路整備関係（とっつき岬ルート途中） 
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11 月 10･11･12 日 アイスオペレーション（ハムナ氷瀑） 
11 月 12 日 DROMLAN 標識旗設置（とっつき岬ルート途中） 
11 月 20･30 日 アイスオペレーション（北の浦） 
11 月 23 日 塩作り海氷採取（オングル海峡） 
1 月 23 日 FA 引継ぎ（とっつき岬～S16 ルートの引継ぎ） 
1 月 5･18･19･28 日 FA 引継ぎ（昭和基地） 
 
  























60 次隊では越冬期間中に MD100 を目指す内陸旅行が計画された。当初は燃料をデポするための計画があっ
たが、観測主体の旅行に変更した。旅行の詳細はⅢ.5.5 内陸旅行報告を参照のこと。 






出発日 帰着日 作業内容 場所 参加者 使用車両など 



































10 月 19 日 日帰り 物資配送 とっつき岬 
倉持、藤田建、二村、
植松 
スノーモービル 2 台 















の説明を 2 月 7 日に行った。60 次隊では夏期間から荒天による外出注意令発令などがあったため、越冬交代



















 状況等 事故現場 通信室 医療 レスキュー 備考 








項目 回数 備考 
南極安全講習 13 回 他に補講 5 回 
レスキュー講習 5 回 レスキュー隊員対象
事故事例研究 8 回   




表Ⅲ.4.8.2-3 に示すとおり 14 タイトルの講習を実施した。食堂で 1 時間程度の室内講習を中心に行った。
スライドのほかロープワークや救急法など野外で使う道具の実習も行った。講師は FA のほか、医療隊員や気
象隊員など専門性を持つものが務めた。全員参加とし、欠席した場合は補講をした。地図とコンパスの実習
（5 月 20 日・胎内岩）、ルート工作講習（4 月 15 日から 25 日・ルート工作時のトレーニング）は野外で行った。 
 
表Ⅲ.4.8.2-3 南極安全講習の一覧 
日にち 区分 タイトル 場所 講師 
4 月 8 日 机上 地図とコンパス 食堂 倉持 
4 月 15 日
～25 日
野外 ルート工作実習 ルート 倉持 
5 月 13 日 机上 越冬中の危険 食堂 倉持 
5 月 15 日 机上 南極の医療 食堂 岡田 
5 月 16 日 机上 事故発生時の初期評価 食堂 岡田 
5 月 20 日 野外 地図とコンパス 胎内岩 倉持 
5 月 21 日 机上 南極の気象 食堂 藤田健 
2 現場から第一報 無線連絡 
通信室に本
部設置 






  連絡 本部へ集合     




















7 極地研へ連絡   
極地研へ第
一報 
      








9 極地研へ連絡   
ＴＶ会議設
置 
      
−445−
日にち 区分 タイトル 場所 講師 
5 月 21 日 室内実習 ロープワーク 食堂 倉持 
5 月 22 日 室内実習 ハーネスとロープワーク 食堂 倉持 
5 月 23 日 室内実習 シート梱包とロープワーク 食堂 倉持 
5 月 23 日 室内実習 心肺蘇生実習 食堂 廣田 
5 月 28 日 机上 南極の通信 食堂 里中 
5 月 28 日 室内実習 懸垂下降と登り返し・ギア説明 食堂 倉持 
5 月 29 日 室内実習 懸垂下降と登り返し・実習 倉庫棟 倉持 
  
6 月 10 日 南極安全講習補講「南極の医療」「事故発生時の初期評価」医務室、講師：岡田 
 6 月 10 日 南極安全講習補講「懸垂下降と登り返し・実習」倉庫棟、講師：倉持 
 6 月 11 日 南極安全講習補講「シート梱包とロープワーク」医務室、講師：倉持 
 6 月 11 日 南極安全講習補講「心肺蘇生実習」医務室、講師：廣田 
 6 月 12 日 南極安全講習補講「ハーネスとロープワーク」医務室、講師：倉持 
 6 月 12 日 南極安全講習補講「越冬中の危険」「レスキュー体制」医務室、講師：倉持 
 6 月 13 日 南極安全講習補講「南極の通信」通信室、講師：里中 
 
  
写真Ⅲ.4.8.2-1 南極の医療、座学（5 月 15 日） 写真Ⅲ.4.8.2-2 地図とコンパス、実習（5 月 20 日） 
 
  








【2019 年 5 月】 
 17 日 レスキュー講習「レスキュー体制と各自の役割」食堂、講師：倉持 
【2019 年 6 月】 
 20 日 レスキュー講習「1/3 引き上げ、担架梱包、手順説明」倉庫棟、講師：倉持 
【2019 年 7 月】 
 9 日 レスキュー訓練（野外実習） 
 14 日 レスキュー総合訓練 
 18 日 国内連携訓練 
 
  
写真Ⅲ.4.8.2-5 レスキュー講習（6 月 20 日）  写真Ⅲ.4.8.2-6 レスキュー総合訓練（7 月 14 日） 
 
c） 事故事例研究 
30 分間の室内講義とし、全体で 8 回実施した。安全主任の岡田隊員が 5 回おこない、残りを隊長と FA が





日にち タイトル 講師 
9 月 6 日 雪上車と橇の接触事故 岡田 
9 月 13 日 橇牽引ワイヤーによる右足骨折事故 岡田 
9 月 20 日 タイドクラックの踏み抜き 倉持 




10 月 4 日 海氷観測中のロストポジション 岡田 
10 月 11 日 雪上車のクラックへの転落 倉持 











写真Ⅲ.4.8.2-7 事故事例研究の様子（9 月 6 日） 
 
d） 海氷行動安全講習 
60 次隊の海氷行動安全講習は、最初は 2018 年 12 月に 59 次隊の FA が実施した。場所は福島ケルンより北
の浦へ出て、デポ島までの往復とした。その後は 2019 年 4 月のルート工作実習と 5 月の南極安全講習の室











＜倉庫棟 1 階／部門別移動式ラック＞ 
日にち 講師 備考 




 12 月 27 日 倉持   
2019 年 3 月 12 日 倉持 60 次隊補講 




2020 年 1 月 2 日 倉持 61 次隊対象 
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A 棚：登攀具、ロープ、ピッケル、アイゼン、スノーアンカー類、テント、寝袋、登山靴、ザック 
B 棚：野外用共同装備、非常装備予備品 、ストーブ・火器類、標識旗（漁協係に一部の棚を貸与） 
C 棚：手袋靴下など個人装備予備品・消耗品、旅行用調理用品セット 
D 棚：旅行用調理用品・日用品、ガスコンロ、コッヘル・食器類、ポリタンク、行動食・非常食 

























a） 車載用レスキュー装備（プラケース入り）4 セット 
b） レスキュー隊用レスキュー装備（ザック入り）3 セット 
c） 非常食（プラケース入り）4 セット 
d） レスキュー隊用ルート方位表、ルート図、およびハンディ GPS 1 セット 
e） スノーモービル用レスキュー・非常装備・非常食 1 セット 




ライフロープは、ブリザード対策指針に基づき配置した。越冬開始後の 2 月 8 日に全区間の点検と接続を
行った。ランヤードの配布と使い方説明は 2 月 7 日に行った。夏期間用ライフロープ（電離層棟～第 2 夏期



















昭和基地内の標識旗は、使用しているものは全て新品に更新した。12 月と 1 月には除雪後に雪の下から出
てきた古い旗の回収を積極的に行った。 













･ 2019 年 4 月 3 枚（コーキング劣化のため補修） 
･ 2019 年 7 月 2 枚（コーキング劣化のため補修） 
･ 2020 年 1 月 2 枚（コーキング劣化のため補修） 
2） 多目的大型アンテナ、受信設備保守 
本アンテナは、地球周回衛星等より送られる S/X バンドの電波信号を高能率、低雑音にて受信する開口












11m アンテナ 1 か月点検（毎月実施） 
各部グリス漏れ確認、オイル量点検・補充、角度検出器シリカゲル点検・交換 
11m アンテナ 3 か月点検（2019 年 4 月、7 月、10 月、2020 年 1 月実施） 
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レドームパネル健全性確認（高所作業車による点検、無人飛行機による上空からの点検） 
11m アンテナ半年点検（2019 年 7 月実施） 
各部清掃、各部給脂、ブラシ点検、クラッチ隙間点検調整、モーター特性確認 
11m アンテナ 1 年点検（2020 年 1 月実施） 
半年点検作業に加え、変速機オイル交換、アンテナ位相調整 
S バンド受信設備（2019 年 7 月、2020 年 1 月実施） 
レベルダイヤ、スペクトラム波形取得等 











S-Band Frame Sync が Lock On できなくなっている事象が発生した。ACS 上でステータス状態を確
認したところ S-DEM が異常を示していた。その後、局内折り返し信号が正常に PSK DEMODULATOR 盤へ
送信されているか調査したところ、送信している信号自体には特に異常が見られなかった。詳細調査
や復旧作業は継続して 61 次越冬中に実施することとした。 
 
4.9.2  L/S/Xバンドアンテナ設備の運用と保守の業務                    内海 雄介 
1） 地球観測衛星データ受信システム（L/S及びXバンドアンテナ、レドーム、受信設備）保守 
L/S バンド衛星受信システムは、1.85m 径レドーム内に収容した 1.5m 径パラボラアンテナを用いて、L/S
バンドの衛星データを受信する。受信している衛星は、L バンドを用いた NOAA、METOP、S バンドを用いた
DMSP である。X バンド衛星受信システムは、3.2m 径レドームに収容した 2.4m 径パラボラアンテナで、X バ
ンドの衛星データを受信する。受信している衛星は TERRA、AQUA、NPP である。（受信結果については























4.10 LAN・インテルサット（SISL）  
 








表Ⅲ.4.10.1-1 インテルサット衛星通信設備障害一覧（2019 年 2 月 1 日～2020 年 1 月 31 日） 




















表Ⅲ.4.10.1-2 インテルサット衛星通信設備保全作業一覧（2019 年 2 月 1 日～2020 年 1 月 31 日） 















うレベル測定は 07/10 に実施した。 
(07/10) 
09:15～10:25 
3 08/27 系切替（A 系→B 系） インテルサット衛星通信設備の系切替（A 系→B
系）作業を実施した。 
10:10～13:10 
4 09/09 FAN 交換 59 次にて故障した通信室設置の冷却 FAN ユニット















7 12/11 SSPA-B 性能評価 60 次修理持込品の SSPA の性能評価を実施した。 停止無し 
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 作業日 作業件名 作業内容 
回線 
停止時間 
8 12/20 UPS 即断ヒューズ交
換 
59 次にて交換できなかった大型 UPS の即断ヒュー
ズの交換作業を実施した。 
停止無し 
















表Ⅲ.4.10.1-3 インテルサット衛星通信設備その他事象一覧（2019 年 2 月 1 日～2020 年 1 月 31 日） 











太陽雑音 太陽熱雑音発生により各日 10～15 分の衛星回線
品質低下及び停止。自然復旧。 
各日 















実施した。モデム出力を-14.5dBm→-19.0dBm と 4.5dB 低くすることで最適となった。この作業に際して通
信への影響は無かった。 
6) 衛星切替作業 
昭和基地で利用しているインテルサット衛星が IS902 から IS39 への変更されることにより、その切替
作業を前段・後段にわけて行った。 
前段は 06/17 に IS39 へ変更する時に利用する送受信周波数の変更を実施。衛星モデム側の送受信周波
数変更により対応した。 










7) FAN 交換 
2018/10/23 に発生した FAN モジュール警報に対し、FAN のみの交換を実施した。故障 FAN は 6 台中 4 台
であったが、未故障の FAN も騒音が大きいため予備で持参した 2 台も交換し全数新品となった。 
8) UPS 即断ヒューズ交換 
59 次において調達部品違いにより未実施であった大型 UPS の即断ヒューズ交換を実施した。尚、作業手
順において 59 次隊での作業時には UPS を完全停止しての作業であったが、今回はメンテナンスバイパス







することで室温が 20℃に落ち着いた。尚、本調整は 60 次隊の極夜明け後の夏期時に行ったため、61 次隊
の厳冬期には空調ダンパー再調整が必要と思われる。その他シェルタ内外における異常は見られなかった。 
10) インテルサット予備回線 
57 次よりイリジウム OpenPort を予備回線として利用している。アンテナは管理棟非常階段上方、機器
は通信室に設置し、常時電源は OFF のままで利用時にのみ ON にしている。02/18 に管理棟食堂の冷蔵庫入
替え時にアンテナが支障となるため一旦取り外し、冷蔵庫入替え後に同位置に設置した。月に一度起動し
正常動作を確認しており、問題はなかった。 




4.10.2 昭和基地LAN・IP電話設備保守運用                       植松 浩二 
1) 概要 
昭和基地内の LAN 設備及び IP 電話設備の運用・保守を行った。年間を通じて概ね安定したネットワー
ク環境を提供した。経年に伴う設備故障や偶発的な設備故障が発生した際にはその都度対処を行った。基




表Ⅲ.4.10.2-1 LAN・IP 電話設備障害一覧（2019 年 2 月 1 日～2020 年 1 月 31 日） 
 発生日 障害件名 障害内容、対応状況 停止影響有無












 発生日 障害件名 障害内容、対応状況 停止影響有無




















表Ⅲ.4.10.2-2 LAN・IP 電話設備保全作業一覧（2019 年 2 月 1 日～2020 年 1 月 31 日） 
 作業日 作業件名 作業内容 停止影響有無
1 02/01 IP 電話用暗証番号
変更作業 
日本から昭和基地へ電話をする際の暗証番号(60
次隊用 4 桁)について設定変更を実施した。 
無 


















6 11/22 サーバ予備機組入れ 交換用のサーバ機のホットスタンバイ組入れ作業
を行った。 
無 
7 12/11 気象棟機器撤去 解体となる気象棟設置の LAN 機材を撤去した。 無 
8 01/30 計画停電 インテルサット衛星通信設備、IP-PBX、LAN 機器の
電源停止及び復電作業を実施した。 
有 
9 通年 基本観測棟新設 基本観測棟へ LAN を敷設した。 無 
 
4) 昭和基地内 LAN 
a) サービスエリア 
昭和基地ネットワークはほぼ全ての棟屋に LAN スイッチ・無線 LAN アクセスポイントが敷設されサー
ビスエリアとしている。尚、屋外では 19 広場周辺もそのサービスエリアとしており、南極教室等の中
継が可能である。昭和基地内 LAN では表Ⅲ.4.10.2-3 に示すとおり用途・利用地区ごとに大まかにアド
レスセグメントを分割し、そのセグメントを論理チャネル(VLAN)設定により巡らせている。60 次では
新たに基本観測棟への LAN 新設を行った。 
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34seg 長距離無線 LAN 用 
36seg 西オングル島向け 
40seg カメラ・ビデオ配信用 
41seg 第 1、第 2 居住棟用 
42seg PANSY-LAN 






昭和基地ネットワークは、選定された IP アドレスに対して Ping を送出することにより死活監視を行




現在の監視体制は、昭和基地 LAN の規模や対応速度・人員数や 1 年交代による隊員スキル変動を考え
ると現状程度で問題無いと思われる。ただ、Ping 送出を庶務室デスク設置の WindowsPC から行っている
ため、停電時等で使えなかったり、Windows の強制アップデートにより停止したり、庶務室デスクの HUB
故障で監視ができなくなってしまう等の懸念があるため、死活監視を基幹 SW(GSSW)直下の Linux 機等に
行わせるとより安定した監視が行える。 
尚、59 次隊にて報告されている夏期間に発生していた昭和基地 LAN 不安定事象は、2019/02/01 以降
の越冬期間中全くみられなかった。このことから当事象原因は越冬明け直前の NAS への大量アクセスに
よるものとおもわれるため、60 次では越冬明け前に NAS からの大量データバックアップについてネット
ワーク越しに行わないよう注意を促した。 
5) IP 電話 
a) IP-PBX 










c) 無線 IP 電話機 
無線 IP 電話機は隊員全員に貸与した。無線 LAN の利用可能範囲であれば同様に無線 IP 電話機も利用
可能ではあったが、移動中通話が不安定になることや、無線 LAN の利用できない屋外では利用できない
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主系/予備系で south1,south2 を主に運用してきたが、両機ともに安定した稼働をした。south2 の OS




ンク集、その他情報共有の Web 掲示板として、NetCommons を利用している。59 次にて south1 の負荷軽






60 次隊員向けの業務用ファイルサーバとして、8TByte の大型 NAS を RAID6 で運用した(実質 4TByte)。
バックアップは毎週末に自動バックアップ機能により実施した。期間中 HDD 破損やデータ欠損すること
無く運用することができた。 
7) 基本観測棟 LAN 敷設 
基本観測棟運用開始に合わせて昭和基地 LAN を敷設した。 








要ポートへ TAG-VLAN の設定をするのみで延伸可能となった。 
c) IP 電話 
IP電話は移設時に利用していた IP電話機をそのまま設置することで同一電話番号が利用できるため、
設定変更等無く迅速な移設が可能であった。 
d) 無線 LAN 
基本観測棟には新機種の AP である HewlettPackard 社の aruba を導入した。AP の無線出力・性能は特
に問題なかったが、設定画面の用語が多少わかりづらいところがあった。 
8) 気象棟解体 
気象部門の基本観測棟移動に伴い、気象棟が解体となった。解体により不要となった基幹 SW と無線 LAN
の AP を回収し予備品とした。上流に位置する地学棟側は、利用していないことが判るよう配線を SW ポー






















員宿舎設置の A ヘリ、B ヘリポート向けカメラである。これらのカメラ映像の一部は国内科学館等関係機




表Ⅲ.4.10.3-1 屋外監視カメラ障害一覧（2019 年 2 月 1 日～2020 年 1 月 31 日） 
 発生日 障害件名 障害内容、対応状況 停止影響有無
























表Ⅲ.4.10.3-2 屋外監視カメラ保全作業一覧（2019 年 2 月 1 日～2020 年 1 月 31 日） 
 作業日 作業件名 作業内容 停止影響有無





2 01/27 19 広場前カメラ設
置 












































 中継日 接続試験日 国内中継場所 担当教員 
1 02/03 02/02 国立極地研究所大会議室 新井教員 
2 02/08 02/07 調布第七中学校(zoom) 高橋教員 
3 02/09 02/06 理科ハウス 高橋教員 
 
尚、60 次教員派遣による南極授業は合計 4 回行われたが、1 回目の相模女子中学・高等学校(新井教員)











 利用日 会議相手（内容） 利用者 
1 02/05 南極観測センター 設営部門 
2 02/28 遠隔医療相談 医療部門 
3 03/14 南極観測センター 伊藤隊員 
4 03/20 南極観測センター 堤隊長 
5 03/29 遠隔医療相談 医療部門 
6 04/17 南極観測センター 設営部門 
7 04/25 遠隔医療相談 医療部門 
8 05/22 61 次隊宙空部門顔合わせ 宙空部門 
















ムの次代システムを検討した。結果 6 月より LifeSize の利用をとりやめ、zoom を主に利用した。 
2) 利用システム 
ビデオ通話システムの候補として Skype、Google、facetime(iPad)、zoom があったが、画面共有や多拠
点接続等のオプション、利便性等考慮した結果、zoom が優れているため zoom を中心に利用した。 
3) ビデオ会議 
通年で 70 件を超えるビデオ会議が開催された。ビデオ通話システムによる会議や遠隔医療相談の実績




 利用日 会議相手（内容） 利用者 




2 03/26 PANSY 技術連絡会 PANSY 部門 
3 05/07 PANSY 技術連絡会 PANSY 部門 
4 05/10 PANSY 技術連絡会 PANSY 部門 
5 05/15 野外観測会議 
野外観測支
援部門 
6 05/16 南極観測センター 設営部門 
−460−
 利用日 会議相手（内容） 利用者 
7 05/24 遠隔医療 3 拠点通信試験 医療部門 
8 05/30 観測隊打ち合わせ(61 次隊) 堤隊長 
9 06/02 観測隊打合せ 佐賀隊員 
10 06/04 観測隊打合せ 堤隊長 
11 06/10 観測隊打合せ 堤隊長 
12 06/11 観測隊打合せ 松本隊員 
13 06/12 観測隊打合せ 堤隊長 
14 06/13 観測隊打合せ 堤隊長 
15 06/18 zoom 多拠点中継試験 植松隊員 
16 06/19 61 次隊越冬打合せ 堤隊長 
17 06/22 観測隊打合せ 松本隊員 
18 06/26 遠隔医療相談 医療部門 
19 06/27 観測隊打合せ 堤隊長 
20 07/08 観測隊打合せ 設営部門 
21 07/10 PANSY 打合せ PANSY 部門 
22 07/12 家族会接続試験 中田隊員 
23 07/18 観測隊打合せ 伊藤隊員 
24 07/18 緊急事態連携訓練 医療部門 
25 07/19 南極医療シンポジウム 医療部門 
26 07/20 南極医療シンポジウム 医療部門 
27 07/22 観測隊打合せ 機械部門 
28 07/22 ガザ地区中継打合せ(skype) 松本隊員 
29 07/24 観測隊打合せ 中田隊員 
30 07/25 観測隊打合せ 中田隊員 
31 07/31 遠隔医療相談 医療部門 
32 08/05 観測隊打合せ 佐賀隊員 
33 08/06 観測隊打合せ 設営部門 
34 08/08 観測隊打合せ 設営部門 
35 08/14 家族会接続試験 中田隊員 
36 08/17 家族会本番 中田隊員 
37 08/20 観測隊打合せ 設営部門 
38 08/20 観測隊打合せ 倉持隊員 
39 08/21 観測隊打合せ 堤隊長 
40 08/21 観測隊打合せ 中田隊員 
41 08/29 観測隊打合せ 佐賀隊員 
42 09/05 観測隊打合せ 中田隊員 
43 09/06 観測隊打合せ 虫明隊員 
44 09/17 観測隊打合せ 里中隊員 
45 09/18 観測隊打合せ 設営部門 
46 09/19 観測隊打合せ 中田隊員 
47 09/19 観測隊打合せ 佐賀隊員 
48 09/20 観測隊打合せ 虫明隊員 
49 09/21 遠隔医療相談 医療部門 
50 09/21 観測隊打合せ 佐賀隊員 
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 利用日 会議相手（内容） 利用者 
51 09/22 遠隔医療相談 医療部門 
52 09/24 観測隊打合せ 中田隊員 
53 09/25 観測隊打合せ 中田隊員 
54 09/26 遠隔医療相談 医療部門 
55 10/03 観測隊打合せ 堤隊長 
56 10/24 遠隔医療相談 医療部門 
57 10/30 観測隊打合せ 堤隊長 
58 11/06 遠隔医療相談 医療部門 
59 11/08 ジュニアフォーラム(試験) 堤隊長 
60 11/10 ジュニアフォーラム(本番) 堤隊長 
61 11/13 PANSY 技術連絡会 PANSY 部門 
62 11/13 観測隊打合せ 佐賀隊員 
63 11/14 観測隊打合せ 中田隊員 
64 11/19 インスタライブ配信試験(Instagram) 植松隊員 
65 11/21 観測隊打合せ 中田隊員 
66 11/28 遠隔医療相談 医療部門 
67 12/03 観測隊打合せ 設営部門 
67 12/26 遠隔医療相談 医療部門 
69 12/27 観測隊打合せ 設営部門 
70 01/16 遠隔医療相談 医療部門 
71 01/21 PANSY 技術連絡会 PANSY 部門 
72 01/28 萌芽研究会議 61 次萌芽 













 中継日 接続試験日 国内中継場所 担当隊員 
1 03/23 03/18,20 九州大学(skype) 
藤田(建)隊員 
佐賀隊員 
2 03/30 03/28 NHK 青山文化センター --- 
3 05/05 04/25 極地研子供の日イベント 金森隊員 
4 05/08 05/07 KDDI 山口衛星通信所 植松隊員 
5 05/17 05/10 ヨルダン日本人学校(skype) 廣田隊員 
6 06/07 06/09 出雲科学館 虫明隊員 
7 07/08 07/05 世田谷総合高校 鈴木隊員 
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 中継日 接続試験日 国内中継場所 担当隊員 
8 07/13 07/11 那覇市石嶺公民館 岡田隊員 
9 08/08 07/26 気象庁子ども見学デー 藤田建隊員 
10 08/10 08/01 ひととものづくり科学館 松本隊員 
11 08/03 08/02 極地研一般公開３元中継 植松隊員 
12 08/09 --- 極地研夏休み南極中継 内海隊員 
13 08/14 --- 極地研夏休み南極中継 大槻隊員 
14 08/18 08/16 サイエンスサポートはこだて 金森隊員 
15 08/24 08/23 金沢小学校 廣田隊員 
16 09/07 09/02 日本雪氷楽会 金森隊員 
17 09/28 09/29 つくばエキスポセンター 横瀬隊員 
18 10/02 10/02 UNRW ガザ地区 松本隊員 
19 10/06 10/02 みたかサイエンスラボ 金森隊員 
20 10/06 10/02 ラボ国際交流センター 松本隊員 
21 10/23 10/21 静岡理工科大学静岡北中学校 植松隊員 

















 中継日 接続試験日 国内中継場所 担当隊員 
1 04/25 04/24 長沢小学校 松村隊員 
2 05/08 05/07 多賀城高校 内海隊員 
3 05/15 05/14 大網高校 関隊員 
4 05/17 05/16 自由が丘中学校 菊田隊員 
5 05/30 05/28 平沼小学校 植松隊員 
6 06/06 06/05 千怒小学校 小山隊員 
7 06/11 06/10 柏第一小学校 倉島隊員 
8 06/14 06/13 田富小学校 和泉隊員 
9 07/03 07/02 老松小学校 岡田隊員 
10 07/05 07/04 大野町立北小学校 伊藤隊員 
11 07/12 07/11 中根小学校 松嶋隊員 
12 07/17 07/16 三芳中学校 鈴木隊員 
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 中継日 接続試験日 国内中継場所 担当隊員 
13 07/25 07/24 北見北斗高校 金森隊員 
14 09/06 09/05 白島小学校 里中隊員 
15 09/13 09/10 泉小学校 松本隊員 
16 09/19 09/18 冨本小学校 倉持隊員 






8) ビデオ通話システム zoom 利用 










しかし、60 次ではビデオ通話システム「試験」としており、機材が 1 セットのみの予備がない状態で会
議・遠隔医療・南極中継・南極教室の全てを行うこととなったのは決定が早すぎであったと昭和基地側は
感じている。zoom はマルチプラットフォームで提供されているソフトウエアなので PC 故障時には予備は
あるが、カメラは替えが無い。期間中に全て移行するのであれば最低限予備のカメラは欲しいところであ
った。HDMI を USB カメラとして取り込む装置があれば LifeSize で利用していた全ての中継機材が流用で
きるため、こちらの準備もしておきたかった。遠隔医療は専用でもう 1 セットほしかった。61 次では予備
カメラ・HDMI を USB カメラとして認識する機材、遠隔医療専用の zoom セットを調達したため、LifeSize
は通常では不要となった。ただし、先に報告した通りクラウドシステム自体がダウンすると全く使えなく
なってしまうため、バックアップ機材としてしばらくは保管しておくと良い。 
9) 61 次隊による南極授業 
越冬期間中に 61 次隊の派遣教員による南極授業が開催された。61 次では最終便が越冬交代後のわずか




表Ⅲ.4.10.5-4 61 次隊のビデオ通話システムによる南極授業実績 
 中継日 接続試験日 国内中継場所 担当教員 
1 01/25 01/24 ミュージアムパーク 61 次北澤教員 











   
4.11.1 公式通信                                   中田 純一 
1） 報告 
毎月、公式通信として月例報告、全体会議資料、電報料金利用報告等の定常的な報告書の他、大型雪上
車の移送や DROMLAN 情報、計画停電の情報等も適宜送信した。60 次隊より公式通信と公用連絡は一本化し
た。国内からは公式通信として 59 次隊、60 次夏隊、61 次隊の動向について受信した。 
公式通信：74 件送信 
 























11月30日 アイスオペ実施。採取場所：北の浦海氷上氷山 中段ボール×94、発電棟冷凍庫に搬入。 
 















Ⅲ.4.11.6-1 氷上輸送体制（持ち帰り氷上輸送は 1/10 と 1/11 の 2 日間） 




















  持ち帰り氷上輸送総量：218.99t 
   1月10日 30便（強風のため0時開始） 
コンテナセルガイド：12ft ドライコンテナ 23 基、12ft リーファーコンテナ 4 基 
12ft タンクコンテナ 3 基 
      1 月 11 日 22 便 
           前部船倉：リターナブルパレット 20 基、スチールコンテナ 4 基、PB100、 
トラック（いすゞ：40 エルフ）、SM412、SM520、PB301 
人員
1/5 1/6 1/7 1/10 1/11
全般調整 60 － 1 1 1 1
全般調整補助 61 － 1 1 1 1
現場指揮 60 － 1 1 1 1 設営主任
35tラフテレンクレーン 60 － 1 1 1 1
60 － 1 1 1 1
60 － － － 1 － 焼却炉棟前
コンテナトラック2台 60 － 2 2 2 － 玉掛と兼務
60 － 4 5 7 6
61 － 3 3 3 3
雪上車（PB301） 60 － － － － 1 20ft貨物橇
雪上車（PB302） 60 1 1 1 1 1 20ft貨物橇
雪上車（PB303） 61 1 1 1 1 1 20ft貨物橇
雪上車（SM651） 61 － － － － 1 12ft橇
雪上車（SM652） 61 － 1 1 1 1 12ft橇
雪上車（SM653） 61 － 1 1 1 1 12ft橇
全般調整 61 1 1 1 1 1 輸送









           04 甲板：プロパンガスカードル 8 基、H/H コンテナ 2 台、F/R コンテナ 2 台 











   ※昼食は休憩を兼ねて適宜とった。 




















     1 月 19 日 33 便：位置 南緯 69 度 00.13 分、東経 39 度 37.84 分（1 月 21 日まで同位置） 
     1 月 20 日 29 便 
     1 月 21 日  9 便 
     1 月 30 日 私物荷繰り 










全般調整 1 60 1 61 越冬庶務
全般調整補助 1 60 － － 設営主任
大型フォークリフト 1 60 － －
コンパクトトラックローダー 1 60 － － 予備、1/19・1/20のみ
通信 2 60/61 1 61 通信室 昭和通信
「しらせ」、昭和基地との調
整・無線連絡
2 61 2 61 オペレーション室 夏副隊長・隊長補佐
運用科・補給科との調整、昭
和基地との無線連絡







     2 月 2 日  荷繰り 





   













   表Ⅲ.4.12.1-1 極地研究所ホームページ「昭和基地 NOW!!」記事 
№ 題名 執筆 
1 越冬交代式 中田 
2 越冬成立式・福島ケルン慰霊祭 中田 





5 飛ばせ、ラジオゾンデ 南原 





8 6 月 1 日は電波の日、気象記念日 井上 
9 ミッドウィンターフェスティバル 内海 
10 3 ヶ月に一度の健診 廣田 
11 極夜の太陽光発電 大槻 
12 南極投票がありました 植松 
13 両極地から日本へ 中田 
14 太陽と氷が作る芸術、幻日 井上 
15 南極の成層圏の温度が突然上昇!? 南原 
16 自動火災報知器設備点検 松嶋 
17 第一次隊上陸点到着！ 大槻 
18 昭和基地の外での作業 植松 
19 昭和基地のお風呂掃除 倉島 
20 内陸旅行への出発 中田 
21 福島隊員への慰霊 中田 
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№ 題名 執筆 
22 ドロムラン 2 機到着 植松 
23 内陸旅行隊、昭和基地に帰還 井上 
24 氷山で流しそうめん 植松 
25 基本観測棟での気象観測始まる 加藤 
26 次隊の受け入れ準備 植松 
27 61 次隊到着！ 植松 
28 昭和基地に初荷がきました 植松 







取材依頼元 名称 内容 取材日 対応者 







原稿依頼元 名称 媒体 送付月、期間 執筆者 
（株）誠文堂新光社 子供の科学 紙 
2019 年 4 月～










10 月、1 月 
菊田 
つくば市 つくば市広報 HP 電子 8 月、9 月 藤田建 







表Ⅲ.4.12.1-4 TV 会議システムを用いた情報発信（時間は昭和基地時間） 南極教室 
月 日 曜 項目 接続先 開始時間 終了時間 特記事項 
4 25 木 南極教室 川崎市立長沢小学校 9：00 9：45 担当：松村 
5 8 水 南極教室 宮城県多賀城高等学校 9：30 10：15 担当：内海 
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月 日 曜 項目 接続先 開始時間 終了時間 特記事項 
15 水 南極教室 千葉県立大網高等学校 9：00 10：15 担当：関 
17 金 南極教室 三木市立自由が丘中学校 8：30 9：20 担当：菊田 
30 木 南極教室 横浜市立平沼小学校 9：00 9：45 担当：植松 
6 
6 木 南極教室 津久見市立千怒小学校 9：00 9：45 担当：小山 
11 火 南極教室 柏市立柏第一小学校 8：20 9：05 担当：倉島 
14 金 南極教室 中央市立田富小学校 9：00 9：45 担当：和泉 
7 
3 水 南極教室 倉敷市立老松小学校 9：00 9：45 担当：岡田 
5 金 南極教室 大野町立北小学校 9：00 9：50 担当：伊藤 
12 金 南極教室 牛久市立中根小学校 8：35 9：20 担当：松嶋 
17 水 南極教室 南房総市立三芳中学校 9：00 9：45 担当：鈴木 
25 木 南極教室 北海道北見北斗高等学校 8：25 9：10 担当：金森 
9 
6 金 南極教室 広島市立白島小学校 9：00 9：45 担当：里中 
13 金 南極教室 金沢市立泉小学校 9：00 9：45 担当：松本 
19 木 南極教室 村山市立冨本小学校 9：00 9：45 担当：倉持 
26 木 南極教室 
あきる野市立 
五日市小学校 
8：30 9：20 担当：堤 
 
表Ⅲ.4.12.1-5 TV 会議システムを用いた情報発信（時間は昭和基地時間） 南極中継 





九州大学 9：00 9：30 担当：藤田建、佐賀 
30 土 南極中継 NHK 青山文化センター 9：20 9：50 担当：松本、二村、鈴木
5 
5 日 南極中継 
極地研究所 
子供の日イベント 
9：00 9：30 担当：金森 




ヨルダン日本人学校 10：00 11：00 担当：廣田 
6 9 日 南極中継 出雲科学館 9：00 9：45 担当：虫明 
7 
8 月 南極中継 世田谷総合高校 8：45 9：30 担当：鈴木 
13 土 南極中継 那覇市石嶺公民館 9：00 9：30 担当：岡田 
8 
3 土 南極中継 極地研一般公開 9：15 9：45 担当：植松 
8 木 南極中継 気象庁子供見学デー 9：00 9：40 担当：藤田建 
9 金 南極中継 極地研ライブトーク 9：00 9：30 担当：内海 
10 土 南極中継 ひととものづくり科学館 9：30 10：30 担当：松本 
14 水 南極中継 極地研ライブトーク 9：00 9：30 担当：大槻 
18 日 南極中継 
サイエンスサポート 
はこだて 
11：00 11：30 担当：金森 
24 土 南極中継 金沢小学校 9：00 10：00 担当：廣田 
9 
8 日 南極中継 日本雪氷楽会 8：00 8：30 担当：金森 
28 土 南極中継 つくばエキスポセンター 8：30 9：00 担当：横瀬 
10 
2 水 南極中継 UNWR ガザ地区 10：00 11：00 担当：松本 
6 日 南極中継 みたかサイエンスラボ 9：40 10：30 担当：金森 
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月 日 曜 項目 接続先 開始時間 終了時間 特記事項 
6 日 南極中継 ラボ国際交流センター 14：00 14：45 担当：松本 
23 水 南極中継 
静岡理工科大学 
静岡北中学校 
9：45 10：30 担当：植松 
11 7 木 南極中継 
慶応大学 
湘南藤沢キャンパス 
5：45 6：30 担当：伊藤 
 
5） 問題点・課題 











4.12.2 中高生南極北極科学コンテスト南極北極科学賞受賞テーマの対応      堤 雅基 
2018 年度に開催された「第 15 回中高生南極北極科学コンテスト」において南極北極科学賞に選出された以下








相談しながら進めた。撮影は昭和基地天測点から行うこととし、長時間撮影を 3 月から 11 月にかけて複数日行
った。撮影データは国内転送し、提案者に提供した(撮影例を写真Ⅲ.4.12.2-1 を示す)。 





写真Ⅲ.4.12.2-1  課題 2 の撮影時に取得した、地球影の全天画像の例 
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5．野外行動 
5.1 ルート記録                             倉持 武彦 




60 次隊では以下のとおり、北は S16 付近、南はスカルブスネスきざはし浜小屋、西は弁天島までのルート
工作を行った。ルートは 17 コースとなり、ポイント数は 448 か所、延長は 151.0 ㎞となった。ルート工作に
かかった期間は 2019 年 4 月 16 日から 12 月 21 日までで、日数は 31 日となった。 
  




旗（本） 距離(㎞） 旗（本） 距離(㎞） 
1 西オングル 34 6.2 27 5.1 2019 年 4 月 17 日
2 とっつき岬 81 17.9 81 17.9 2019 年 4 月 20 日
3 見晴らし 13 1.2 3 0.2 2019 年 4 月 22 日
4 S16,S17 144 37.4 63 19.5 2019 年 4 月 28 日
5 向岩 27 5.9 9 2.8 2019 年 7 月 29 日
6 オングルガルテン 35 10.1 3 0.4 2019 年 8 月 23 日
7 岩島 15 2.3 5 1.3 2019 年 10 月 3 日
8 弁天島 49 16.3 26 11.2 2019 年 10 月 12 日
9 まめ島 32 8.0 5 1.1 2019 年 10 月 25 日
10 ラングホブデ 88 33.9 88 33.9 2019 年 10 月 26 日
11 袋浦 74 28.1 4 0.9 2019 年 10 月 26 日
12 水くぐり浦 66 25.6 4 1.5 2019 年 10 月 26 日
13 長頭山登山口 64 24.4 10 4.0 2019 年 10 月 26 日
14 ルンパ・シガーレン 78 28.6 31 11.7 2019 年 10 月 28 日
15 イットレホブデホルメン･ひさご島 80 31.6 19 8.0 2019 年 10 月 30 日
16 スカルブスネス 144 59.7 64 28.6 2019 年 11 月 2 日












図Ⅲ.5.1.1-1 JARE60 全ルート図 
 
 
表Ⅲ.5.1.1-2 JARE60 ルート工作実施日 
実施日 目的地・ルート 参加者 使用車両など 
4 月 16 日 西オングル島ルート 倉持、古見、岡田、井上 スノーモービル 2 台 
4 月 17 日 西オングル島・見晴らし・とっつき岬ルート 倉持、古見、内海、井上 スノーモービル 2 台 
4 月 18 日 とっつき岬ルート 倉持、内海、金森、中田 スノーモービル 2 台 
4 月 19 日 とっつき岬ルート 倉持、伊藤、岡田、内海、金森 スノーモービル 3 台 
4 月 20 日 とっつき岬ルート 倉持、堤、伊藤、岡田、内海 スノーモービル 3 台 
4 月 21 日 とっつき岬ルート 倉持、岡田、佐賀、南原 スノーモービル 2 台 
4 月 22 日 見晴らしルート 倉持、堤、佐賀、二村 スノーモービル 2 台 
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実施日 目的地・ルート 参加者 使用車両など 
4 月 23 日 とっつき岬ルート 倉持、岡田、松嶋、南原 スノーモービル 2 台 
4 月 24 日 とっつき岬、S16・S17 ルート 倉持、古見、伊藤、関、金森 雪上車 3 台 
4 月 25 日 西オングル島ルート 倉持、倉島、松村、大槻 スノーモービル 2 台 
4 月 29-30 日 S16・とっつき岬ルート 倉持、古見、伊藤、関、金森、井上 PB、SM40、SM30 
5 月 4 日 とっつき岬ルート 倉持、岡田、小山、里中 スノーモービル 2 台 
5 月 8 日 とっつき岬ルート 倉持、岡田、佐賀、横瀬 スノーモービル 2 台 
7 月 27 日 向岩ルート 倉持、松本、廣田、金森 雪上車 2 台 
7 月 30 日 とっつき岬方面 倉持、伊藤、内海、小山 雪上車 2 台 
8 月 23 日 オングルガルテン 倉持、松本、松村、横瀬 雪上車 2 台 
10 月 3 日 岩島 倉持、大槻、金森、虫明、松村 スノーモービル 2 台 
10 月 8 日 弁天島 倉持、小山、南原、加藤 SM414、SM302 
10 月 12 日 弁天島 倉持、中田、大槻、小山 
雪上車 2 台､スノーモ
ービル 
10 月 22 日 ラングホブデ方面 倉持、横瀬、金森、小山 SM414、SM302 
10 月 23 日 ラングホブデ方面 倉持、加藤、和泉、虫明 SM414、SM302 
10 月 25 日 豆島 倉持、小山、里中 スノーモービル 2 台 
10 月 26 日 ラングホブデ雪鳥沢、袋浦、水くぐり浦 倉持、岡田、里中、二村 スノーモービル 2 台 
10 月 28 日 ルンパ、シガーレン 倉持、松本、内海、倉島 SM414、SM302 
10 月 30 日 イットレホブデホルメン、ひさご島 倉持、植松、松村、幸田 SM414、SM302 
11 月 1-3 日 スカルブスネスきざはし浜小屋 倉持、加藤、小山、菊田、南原 SM414、SM302 
11 月 5 日 ハムナ氷瀑 倉持、大槻、和泉、里中 スノーモービル 2 台 
12 月 21 日 岩島北氷上輸送代替えルート 倉持、金森、佐賀 スノーモービル 2 台 
 
60 次隊の FA は観測隊初参加であったため、ルート工作の練習として西オングル島（4 月 16-17 日）、見晴
らし（4 月 17 日）までのルート工作を古見設営主任がリードして実施した。その後はこれまでの方針に従っ
て、FA 主導でとっつき岬までのルート工作から取り組んだ。4 月中は 4 人または 5 人でのルート工作を計画
し、隊員が経験する機会を多く作った。ルート工作の状況を写真Ⅲ.5.1.1-2～11 に示す。 
ルート工作は 4 月初旬に開始する予定だったが、上旬にブリザード 2 回と外出注意令 6 日間の悪天候があ
ったため、開始が 4 月中旬になった。気温がマイナス 20 度に下がる日もあったが、極夜前は作業速度を優先
してスノーモービルを使用した。 








が合理的で安全につながる。今後の FA はドローン操縦の技術を持つことが必要だろう。 
向岩（7 月 27 日）、オングルガルテン（8 月 23 日）のルートを作り終え、ラングホブデルート（10 月 22 日






泊 3 日の日程でラングホブデからスカルブスネス（11 月 1 日-3 日）までのルート工作をした。61 次隊が昭
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写真Ⅲ.5.1.1-2 氷厚の計測       写真Ⅲ.5.1.1-3 ハンドベアリングコンパス 
 
  
写真Ⅲ.5.1.1-4 ドローンの利用       写真Ⅲ.5.1.1-5 空撮をするドローン  
 
  




写真Ⅲ.5.1.1-8 見晴らしルートのクラック    写真Ⅲ.5.1.1-9 親指岬のクラックの様子 
 
  
写真Ⅲ.5.1.1-10 とっつき岬上陸地点      写真Ⅲ.5.1.1-11 とっつき岬のルート 
 
5.1.2 とっつき岬ルート（T68）のクラックについて              
越冬期間中のルートで特に困難があったのは、とっつき岬ルートの T68 にあるクラックであった。T68 は
昭和基地から 16.7km 進んだ場所で、とっつき岬まで 1.2km の氷山帯の中にある。そのクラックはこれまで
にも知られていたもので、当初より注意していた。越冬期間中にルート上のクラックが陥没した。4 メート
ル四方の道板を作成して設置し、直線ルートより北側へ約 20 メートル迂回したルートで通行することとな
った。写真Ⅲ.5.1.2-1～2 にクラックの位置を示す。表Ⅲ.5.1.2-1 に経緯一覧を示す。 
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写真Ⅲ.5.1.2-1 T68 クラックの位置（俯瞰写真） 
 
 
写真Ⅲ.5.1.2-2 T68 クラックの位置（迂回路の配置） 
 
表Ⅲ.5.1.2-1 とっつき岬ルートの T68 クラックの経緯一覧 
日にち メンバー、車両、行動内容 
4 月 19 日 倉持、伊藤、岡田、内海、金森 スノーモービル 3 台 
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日にち メンバー、車両、行動内容 
  ルート工作の際に T68 地点にクラックを確認している。その時のクラックの状況







4 月 20 日 倉持、堤、伊藤、岡田、内海 スノーモービル 3 台 
  ルート工作のため、スノーモービルで迂回路を通り T68 を通過する。クラックは
あるが、確認して通過する。 
4 月 21 日 倉持、岡田、佐賀、南原 スノーモービル 2 台 
  ルート工作のため、スノーモービルで迂回路を通り T68 を通過する。クラックは
あるが、確認して通過する。 
4 月 23 日 倉持、岡田、佐賀、南原 スノーモービル 2 台 
  ルート工作のため、スノーモービルで迂回路を通り T68 を通過する。クラックは
あるが、確認して通過する。 
4 月 24 日 倉持、古見、伊藤、関、金森 PB101、SM303、SM414 
  ルート整備としてピステンで雪を埋めた。 
4 月 28 日 倉持、古見、伊藤、関、金森、井上 PB302、SM414、SM302 
  S16 宿泊オペのため、雪上車で T68 を通過する。クラックはあるが、確認して通
過する。 
4 月 30 日 倉持、古見、伊藤、関、金森、井上 PB302、SM414、SM302 
  S16 宿泊オペの帰路に、雪上車で T68 を通過する。クラックはあるが、確認して
通過する。 
8 月 7 日 古見、伊藤、倉持、松嶋、和泉、幸田 PB302,SM414,SM117,SM653 
  S16 宿泊オペのため、雪上車で T68 を通過する。クラックはあるが、確認して通
過する。 
8 月 10 日 古見、伊藤、倉持、松嶋、和泉、幸田 PB302,SM414,SM117,SM653 
  S16 宿泊オペの帰路に、雪上車で T68 を通過する。クラックはあるが、確認して
通過する。 
9 月 4 日 伊藤、金森、松本、倉持、倉島、加藤 PB302,SM414,SM653,SM117 
  雪上車で T68 を通過する。先頭車両の通過時には割れ目はない。2 両目通過時に
割れができ、最後の PB302 通過時には 1ｍ近い割れ幅になっていた。PB302 が引
いていた燃料橇 2 台の通過時にかなり落ち、ウイリーするようにひかれた。その
際に幅 4～5ｍの割れ目が出来上がったと思われる。 
9 月 7 日 伊藤、金森、松本、倉持、倉島、加藤 PB302,SM414,SM653,SM117 















り、その下は 265cm 以上の氷厚がある。クラックの海側は空洞部分から 5 メート
ル離れた位置で 3 メートルの深さを掘っても氷に当たらない。クラック幅の推移
を調べるための旗を立てた。 




9 月 16 日 小山、松嶋、伊藤、廣田、倉持 昭和基地 
  バタ角、足場板、コンパネを使って 4ｍ四方のステージ状の道板を作成する。こ
の道板は SM653 で運搬するため PB302 を使って積み込む。 
9 月 17 日 伊藤、倉持、小山、倉島、堤、松村 PB302,SM653,SM302,SM115(帰路のみ) 
  作成した 4ｍ四方の道板を運搬し、現地に設置した。四隅には長さ１ｍのバタ角
を深く埋め、動かないようにアンカーとした。クラック幅は前回とあまり変化し
ていない。 
9 月 18 日 堤、古見、伊藤、倉持、他 昭和基地 
  南観センターとテレビ会議をした。T68 クラックの情報を共有した。 
9 月 19 日 松嶋、岡田、菊田、関 SM653,SM652、SM414 
  内陸旅行に向けて昭和基地からとっつき岬へ燃料移送をした。通過時にクラック
はあるが、確認して通過する。 
9 月 21 日 伊藤、内海、松村、小山 SM653,SM652 
  内陸旅行に向けて燃料移送及びとっつき岬から食料橇の持ち帰りをした。通過時
にクラックはあるが、確認して通過する。 
9 月 23 日 伊藤、倉持、松嶋、植松 PB302,SM414,SM111,PB301 
  S16 宿泊オペのため、雪上車で T68 を通過する。クラックはあるが、確認して通
過する。 
9 月 26 日 伊藤、倉持、松嶋、植松 PB302,SM414,SM111,PB301 
  S16 宿泊オペの帰路に雪上車で T68 を通過する。クラックはあるが、確認して通
過する。 
10 月 2 日 倉持、岡田、松村 SM414、SM652、SM653 
  内陸旅行に向けて昭和基地からとっつき岬へ燃料移送をした。クラックはある
が、確認して通過する。 
10 月 18 日 松嶋、小山、内海、里中 PB302、SM115、SM414 
  内陸旅行隊の出発支援でとっつき岬へ行く。T68 クラックに敷いた道板が傾いて
いた。A ブリの重たい雪が積もり、下の雪の厚みの違いで傾いて沈んだと考えら
れた。PB302 で道板の前後に雪を盛って均し、T68 を通過する。不安定な状態。 
10 月 18 日 佐賀、古見、藤田光、井上、廣田、鈴木 SM112、SM116、SM117 
  内陸旅行で T68 を通過する。不安定なので、帰路の利用を考慮してできるだけ温
存する方針にする。 
10 月 19 日 松嶋、小山、内海、里中 PB302、SM115、SM414 
  出発支援の帰路に雪上車で T68 を通過する。 
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日にち メンバー、車両、行動内容 
10 月 19 日 倉持、藤田建、二村、植松 スノーモービル 2 台 
  内陸旅行の出発支援にスノーモービルで T68 を通過する。 
11 月 4 日 松村、虫明、中田、岡田、植松  SM414、SM652、SM653、スノーモービ
ル２台 
  内陸旅行の出迎え支援でとっつき岬へ行く。T68 クラックの道板は傾いているも
のの残っている。出迎えた車両に内陸旅行の 6 名を乗せて昭和基地へ戻る。 
11 月 4 日 佐賀、古見、藤田光、井上、廣田、鈴木 SM112、SM116、SM117 
  持ち帰りが必要な物資を雪上車で T68 へ運び、道板は徒歩で利用した。出迎え支
援の車両に乗り昭和基地へ戻った。車両はとっつき岬へ置いた。運転手はスノー
モービルで往復した。 




























写真Ⅲ.5.1.2-5 迂回ルートの調査    写真Ⅲ.5.1.2-6 道板を渡して迂回路を通過する 
 
  
写真Ⅲ.5.1.2-7 昭和基地で道板を作成する   写真Ⅲ.5.1.2-8 運搬のため道板を SM65 に載せる 
 
  




写真Ⅲ.5.1.2-11 四隅に支点をつけて固定した様子  写真Ⅲ.5.1.2-12 雪を寄せて道板を通行しやすく整備 
 
  
写真Ⅲ.5.1.2-13 道板の整備が完了したところ       写真Ⅲ.5.1.2-14 雪上車の通行 
 
5.2 野外行動一覧（日帰り）                       倉持 武彦 
日帰りの野外行動は 230 回実施した。表Ⅲ.5.2-1 に野外行動一覧を示す。尚、網掛けのあるものは 60 次
越冬隊員が支援に参加した 61 次隊のオペレーションである。また、夏期間の氷上輸送作業は含まない。 
 
表Ⅲ.5.2-1 野外行動一覧（日帰り） 
出発日 目的 目的地・ルート 参加者 使用車両など 
2 月 4 日 雪尺観測 北の浦海氷上 藤田建、井上、倉持 なし 
2 月 5 日 
アイスオペレーション
(下見） 
北の浦海氷上 倉持、金子弘、岡田、高村 スノーモービル 3 台 






ービル 3 台 
2 月 8 日 設備点検 アンテナ島 里中、近藤 なし 
2 月 11 日 雪尺観測 北の浦海氷上 井上、横瀬 なし 
2 月 12 日 設備点検 アンテナ島 里中、堤 なし 
2 月 15 日 設備点検 アンテナ島 里中、中田 なし 
2 月 18 日 雪尺観測 北の浦海氷上 井上、横瀬 なし 
2 月 23 日 設備点検 アンテナ島 里中、倉持 なし 
2 月 24 日 設備点検 アンテナ島 里中、堤、倉持 なし 
2 月 26 日 雪尺観測 北の浦海氷上 井上、横瀬 なし 
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出発日 目的 目的地・ルート 参加者 使用車両など 
3 月 4 日 海氷安全講習 北の浦海氷上 倉持・小山、佐賀 なし 
3 月 4 日 雪尺観測 北の浦海氷上 藤田、井上 なし 
3 月 11 日 雪尺観測 北の浦海氷上 井上、加藤 なし 
3 月 15 日 機器のメンテナンス アンテナ島 里中・倉持 なし 
3 月 18 日 雪尺観測 北の浦海氷上 井上、横瀬 なし 
3 月 23 日 機器のメンテナンス アンテナ島 里中・松嶋 なし 
3 月 25 日 雪尺観測 北の浦海氷上 井上、幸田、二村 なし 
4 月 1 日 雪尺観測 北の浦 井上、加藤、植松 なし 
4 月 3 日 
ＨＦ保守・スプリアス測
定 
アンテナ島 里中・倉島 なし 







ービル 3 台 
4 月 8 日 雪尺観測 北の浦 藤田、幸田 なし 
4 月 15 日 
ＨＦ保守・動作確認・ス
プリアス測定 
アンテナ島 里中・中田 なし 
4 月 15 日 雪尺観測 北の浦 井上、加藤 なし 
4 月 16 日 
海氷状況調査・ルート
工作 
西オングル島ルート 倉持、古見、岡田、井上 スノーモービル 2 台 






倉持、古見、内海、井上 スノーモービル 2 台 
4 月 18 日 
海氷状況調査・ルート
工作 
とっつき岬ルート 倉持、内海、金森、中田 スノーモービル 2 台 
4 月 19 日 
海氷状況調査・ルート
工作 
とっつき岬ルート 倉持、伊藤、岡田、内海、金森 スノーモービル 3 台 
4 月 20 日 
海氷状況調査・ルート
工作 
とっつき岬ルート 倉持、堤、伊藤、岡田、内海 スノーモービル 3 台 
4 月 21 日 
海氷状況調査・ルート
工作 
とっつき岬ルート 倉持、岡田、佐賀、南原 スノーモービル 2 台 
4 月 22 日 雪尺観測 北の浦 井上、横瀬 なし 
4 月 22 日 
海氷状況調査・ルート
工作 
見晴らしルート 倉持、堤、佐賀、二村 スノーモービル 2 台 
4 月 23 日 
海氷状況調査・ルート
工作 
とっつき岬ルート 倉持、岡田、松嶋、南原 スノーモービル 2 台 





倉持、古見、伊藤、関、金森 雪上車 3 台 
4 月 25 日 
海氷状況調査・ルート
工作 
西オングル島ルート 倉持、倉島、松村、大槻 スノーモービル 2 台 
4 月 29 日 雪尺観測 北の浦 横瀬、幸田 なし 
5 月 4 日 
海氷状況調査・ルート
工作 
とっつき岬ルート 倉持、岡田、小山、里中 スノーモービル 2 台 
5 月 6 日 雪尺観測 北の浦 井上、加藤 なし 
5 月 8 日 
海氷状況調査・ルート
工作 
とっつき岬ルート 倉持、岡田、佐賀、横瀬 スノーモービル 2 台 
5 月 13 日 雪尺観測 北の浦 藤田、井上 なし 
5 月 20 日 雪尺観測 北の浦 井上、佐賀 なし 
5 月 20 日 地図コンパス講習 胎内岩の往復 全員対象 なし 
5 月 20 日 野外実習 西オングル島 古見、鈴木、藤田健、藤田光高、虫明、 なし 
5 月 26 日 野外実習 西オングル島 古見、和泉、菊田、加藤、植松、廣田、幸田 スノーモービル 4 台 
5 月 27 日 雪尺観測 北の浦 加藤、幸田 なし 
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出発日 目的 目的地・ルート 参加者 使用車両など 
5 月 27 日 
海氷 GNSS の設置の
下見 
西の浦 松本、倉持 なし 
5 月 31 日 海氷 GNSS の設置 西の浦 松本、倉持、佐賀 クローラーユニック 
5 月 31 日 海氷 GNSS の点検 西の浦 松本、廣田 なし 
6 月 4 日 雪尺観測 北の浦 藤田建、井上 なし 
6 月 8 日 
旧送信棟の保守、施
設の確認 
アンテナ島 里中、古見、小山、松嶋、大槻、鈴木、中田 なし 
6 月 12 日 雪尺観測 北の浦 井上、関 なし 




ービル 1 台 
6 月 18 日 雪尺観測 北の浦 井上、横瀬 なし 
6 月 26 日 雪尺観測 北の浦 井上、幸田 なし 
7 月 1 日 雪尺観測 北の浦 藤田建、横瀬 なし 
7 月 1 日 アンテナ保守 アンテナ島 里中、倉持 なし 
7 月 8 日 雪尺観測 北の浦 藤田建、加藤 なし 
7 月 10 日 アンテナ保守 アンテナ島 里中、中田、植松 なし 
7 月 15 日 雪尺観測 北の浦 横瀬、幸田 なし 
7 月 15 日 ＵＡＶ着陸地点の下見 北の浦海氷上 佐賀、南原、倉持 スノーモービル 2 台 
7 月 22 日 雪尺観測 北の浦 藤田、横瀬 なし 
7 月 22 日 
ＵＡＶテストフライト（離
着陸訓練） 
北の浦海氷上 佐賀、倉持 なし 
7 月 22 日 
海氷 GNSS の保守（バ
ッテリー交換等） 
西の浦 松本、廣田 なし 
7 月 23 日 
海氷 GNSS の点検（簡
易な修理） 
西の浦 松本、堤 なし 
7 月 23 日 標識旗のメンテナンス 北の浦 倉持、井上 なし 
7 月 28 日 
ＵＡＶテストフライト（機
体操縦） 
北の浦海氷上 佐賀、倉持、井上 スノーモービル 2 台 
7 月 28 日 
ＵＡＶテストフライト（機
体回収） 
西の浦海氷上 佐賀、南原、倉持、井上 なし 
7 月 27 日 
海氷状況調査・ルート
工作 
向岩ルート 倉持、松本、廣田、金森 雪上車 2 台 
7 月 29 日 雪尺観測 北の浦 井上、幸田 なし 
7 月 30 日 
海氷状況調査・ルート
工作 
とっつき岬方面 倉持、伊藤、内海、小山 雪上車 2 台 
8 月 2 日 アンテナ保守 アンテナ島 里中、中田、加藤 なし 
8 月 3 日 橇の管理 北の浦海氷上 倉持、廣田、松嶋、倉島 なし 
8 月 5 日 雪尺観測 北の浦 藤田建、井上 なし 
8 月 10 日 
カイトプレーン、テストフ
ライト 
北の浦海氷上 佐賀、藤田光高 なし 
8 月 12 日 雪尺観測 北の浦 井上、横瀬 なし 
8 月 14 日 
海氷状況調査（15 本
旗設置） 
北の浦海氷上 倉持、堤、松嶋 スノーモービル 2 台 
8 月 19 日 アンテナ保守 アンテナ島 里中、中田 なし 
8 月 20 日 雪尺観測 北の浦 藤田建、加藤 なし 
8 月 21 日 GNSS の設置 向岩 松本、倉持、堤、伊藤 雪上車 2 台 
8 月 22 日 
海氷状況調査（氷厚等
計測） 
北の浦海氷上 倉持、佐賀、横瀬 スノーモービル 2 台 
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出発日 目的 目的地・ルート 参加者 使用車両など 
8 月 23 日 ルート工作 オングルガルテン 倉持、松本、松村、横瀬 雪上車 2 台 
8 月 23 日 
カイトプレーン、テストフ
ライト 
北の浦海氷上 佐賀、藤田光 なし 
8 月 24 日 
海氷 GNSS の保守（バ
ッテリー交換等） 
西の浦 松本、倉持 なし 
8 月 26 日 雪尺観測 北の浦 藤田建、横瀬、藤田光、廣田 なし 
9 月 3 日 海氷 GNSS の保守 西の浦 松本、廣田 なし 
9 月 4 日 雪尺観測 北の浦 井上、佐賀 なし 
9 月 9 日 雪尺観測 北の浦 加藤、幸田 なし 
9 月 9 日 遠足、1 次隊上陸地点 西オングル島 堤、鈴木、藤田光、菊田、廣田、里中 なし 
9 月 10 日 T68 クラックの調査 とっつき岬 倉持、内海、鈴木、松嶋 スノーモービル 2 台 
9 月 13 日 T68 クラックの調査 とっつき岬 倉持、植松、堤、二村 SM302、SM414 
9 月 13 日 遠足、1 次隊上陸地点 西オングル島 藤田建、虫明、松村、関、小山、岡田 なし 
9 月 16 日 雪尺観測 北の浦 幸田、横瀬 なし 
9 月 16 日 北の浦クラック調査 北の浦 倉持、佐賀 なし 
9 月 16 日 遠足、1 次隊上陸地点 西オングル島 鈴木、植松、大槻、和泉、中田、南原 なし 










9 月 19 日 海氷 GNSS の保守 西の浦 松本、廣田 なし 
9 月 21 日 
内陸旅行に向けた食
料橇の持ち帰り 
とっつき岬 伊藤、内海、松村、小山 SM653、SM652 
9 月 21 日 北の浦、氷厚測定 北の浦 倉持、植松、横瀬 スノーモービル 2 台 




佐賀、倉持、藤田光、南原 スノーモービル 2 台 
9 月 23 日 雪尺観測 北の浦 藤田建、加藤 なし 
9 月 25 日 HF 送信機保守 アンテナ島 里中、中田 なし 
10 月 2 日 雪尺観測 北の浦 井上、加藤 なし 
10 月 2 日 燃料橇の移送 とっつき岬 倉持、岡田、松村 
SM414、SM652、
SM653 
10 月 2 日 雪尺観測 北の浦 井上、加藤 なし 
10 月 3 日 GNSS の回収と設置 西の浦 松本、倉持 なし 
10 月 3 日 ルート工作 岩島 倉持、大槻、金森、虫明 スノーモービル 2 台 
10 月 7 日 雪尺観測 北の浦 井上、藤田建 なし 
10 月 7 日 アンテナ保守 アンテナ島 里中、古見 なし 
10 月 8 日 ルート工作 弁天島 倉持、小山、南原、加藤 SM414、SM302 
10 月 11 日 
海氷 GNSS の保守（バ
ッテリー交換等） 
西の浦 松本、廣田 なし 




10 月 12 日 ルート工作 弁天島 倉持、中田、大槻、小山 雪上車 2 台 
10 月 18 日 
海氷上 DROMLAN 滑
走路、下見 
オングル海峡など 倉持、伊藤、松村 スノーモービル 2 台 
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出発日 目的 目的地・ルート 参加者 使用車両など 
10 月 19 日 
物資配送、滑走路下
見 
とっつき岬 倉持、藤田建、二村、植松 スノーモービル 2 台 
10 月 20 日 北の浦、氷厚測定 北の浦 倉持、堤、金森 スノーモービル 2 台 
10 月 20 日 雪尺観測 北の浦 藤田建、松本 なし 
10 月 21 日 観測機器保守 西の浦 松本、倉島 なし 
10 月 21 日 発電機保守 西オングル島 菊田、倉持、二村、松本 SM414、SM302 
10 月 21 日 海氷状況調査 弁天島 倉持、堤、南原 SM414、SM302 
10 月 22 日 ルート工作 ラングホブデ方面 倉持、横瀬、金森、小山 SM414、SM302 
10 月 22 日 
海氷上 DROMLAN 滑
走路、整備 
とっつきルート途中 伊藤、松嶋 PB301、PB302 
10 月 23 日 ルート工作 ラングホブデ方面 倉持、加藤、和泉、虫明 SM414、SM302 







ル 1 台 
10 月 24 日 雪尺観測 北の浦 幸田、二村 なし 
10 月 25 日 GNSS の回収 オングルガルテン 松本、菊田、中田、植松 SM414、SM302 
10 月 25 日 
海氷上 DROMLAN 滑
走路、整備 
とっつきルート途中 伊藤、横瀬 PB100、SM302 
10 月 25 日 
海氷上 DROMLAN 滑
走路、旗設置 
とっつきルート途中 倉持、里中 スノーモービル 2 台 
10 月 25 日 ルート工作 豆島 倉持、小山、里中 スノーモービル 2 台 




倉持、岡田、里中、二村 スノーモービル 2 台 




ル 3 台 
10 月 28 日 ルート工作 ルンパ、シガーレン 倉持、松本、内海、倉島 SM414、SM302 




11 月 1 日 
DROMLAN 滑走路整
備 
とっつきルート途中 伊藤、松嶋 SM301、SM302 
11 月 2 日 DROMLAN 給油対応 とっつきルート途中 伊藤、堤、倉島、植松、松本、松嶋  
PB100、EG101、スノー
モービル 3 台  
11 月 3 日 DROMLAN 給油対応 とっつきルート途中 和泉、虫明、金森、二村 
SM303、EG101、スノー
モービル 2 台  




11 月 4 日 雪尺観測 北の浦 幸田、南原、二村 なし 






倉持、大槻、和泉、里中 スノーモービル 2 台 
11 月 7 日 DROMLAN 給油対応 とっつきルート途中 二村、大槻、和泉、小山、内海、幸田、菊田  
SM303、EG101、スノー
モービル 2 台  












11 月 12 日 雪尺観測 北の浦 藤田建、金森 なし 
−487−
出発日 目的 目的地・ルート 参加者 使用車両など 
















岡田、鈴木、加藤、小山 スノーモービル 2 台 
11 月 17 日 ペンギンセンサス 
弁天島、オングルカ
ルベン、まめ島 
廣田、倉持、二村、倉島 スノーモービル 2 台 
11 月 18 日 遠足下見 長頭山方面 倉持、内海、金森 スノーモービル 2 台 
11 月 18 日 雪尺観測 北の浦 藤田建、加藤 なし 
11 月 18 日 
海氷 GNSS の保守（バ
ッテリー交換等） 
西の浦 松本、倉島 なし 
11 月 19 日 風力発電機改修 西オングル島 藤田光、二村、内海 スノーモービル 2 台 
11 月 20 日 北の浦、氷厚測定 北の浦 倉持、堤、佐賀 スノーモービル 2 台 
11 月 22 日 海水採取 
ライギョダマシポイン
ト 
倉持、金森、二村 スノーモービル 2 台 
11 月 23 日 長頭山登山遠足 長頭山 倉持、松本、植松、南原、金森 スノーモービル 3 台 




モービル 3 台 
11 月 25 日 雪尺観測 北の浦 幸田、二村 なし 
11 月 25 日 
海氷状況調査、流しそ
うめん下見 
北の浦 倉持、鈴木、横瀬、佐賀 スノーモービル 2 台 
11 月 27 日 温度センサー保守など ラングホブデ袋浦 松本、倉持、内海、佐賀、井上 SM414、SM302 
11 月 29 日 海氷 GNSS の回収 西の浦 松本、廣田、倉持 クローラークレーン 




モービル 2 台 






モービル 2 台 
12 月 2 日 雪尺観測 北の浦 井上、横瀬 なし 
12 月 2 日 ペンギンセンサス 
ラングホブデ水くぐり
浦 
廣田、倉持、伊藤 スノーモービル 2 台 
12 月 3 日 ペンギンセンサス 
弁天島、オングルカ
ルベン、まめ島 
廣田、倉持、佐賀、松本 スノーモービル 2 台 
12 月 4 日 ペンギンセンサス ルンパ 岡田、和泉、内海、植松 スノーモービル 2 台 
12 月 6 日 海氷状況調査 北の浦 倉持、金森、堤、佐賀 スノーモービル 2 台 
12 月 7 日 新 VFL アンテナ改修 西オングル島 藤田光、二村、内海、南原 スノーモービル 2 台 
12 月 8 日 GNSS 回収関係 西の浦 松本、倉持 なし 
12 月 8 日 岩島散策 岩島 佐賀、井上、松本 なし 
12 月 8 日 塩作り海水採り オングル海峡 倉持、伊藤、内海、植松 スノーモービル 2 台 
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出発日 目的 目的地・ルート 参加者 使用車両など 
12 月 9 日 雪尺観測 北の浦 井上、横瀬 なし 
12 月 11 日 海氷状況調査 北の浦 倉持、金森、堤 スノーモービル 2 台 
12 月 11 日 機器の保守 アンテナ島 里中、倉持 なし 
12 月 11 日 塩作り海水採り オングル海峡 倉持、倉島、松本、廣田 スノーモービル 2 台 
12 月 11 日 海氷状況調査 北の浦 倉持、金森 スノーモービル 2 台 
12 月 16 日 海氷状況調査 北の浦 倉持、金森、堤 スノーモービル 2 台 
12 月 16 日 雪尺観測 北の浦 加藤、横瀬 なし 
12 月 17 日 海氷状況調査 北の浦 倉持、堤、古見、伊藤 スノーモービル 2 台 
12 月 17 日 中の瀬戸の安全確認 中の瀬戸 倉持、松本、井上、佐賀、金森 なし 
12 月 18 日 ペンギン遠足 オングルカルベン 伊藤、倉持、幸田、南原、井上 スノーモービル 3 台 
12 月 18 日 海氷状況調査 北の浦 倉持、堤 スノーモービル 2 台 




12 月 19 日 標識旗更新 北の浦 倉持、佐賀 スノーモービル 2 台 
12 月 20 日 海氷状況調査 北の浦、岩島周辺 倉持、堤 スノーモービル 2 台 
12 月 20 日 機器の保守 アンテナ島 里中、倉持 なし 
12 月 21 日 ルート工作 
岩島北氷上輸送代
替ルート 
倉持、金森、佐賀 スノーモービル 2 台 
12 月 21 日 海氷状況調査 北の浦 倉持、金森、佐賀 スノーモービル 2 台 
12 月 22 日 海氷安全講習の下見 デポ島 倉持、植松 なし 
12 月 23 日 海氷状況調査 北の浦 倉持、堤 スノーモービル 2 台 
12 月 23 日 雪尺観測 北の浦 井上、幸田 なし 
12 月 28 日 観測機器保守 西オングル島 藤田光、倉持 スノーモービル 2 台 
12 月 29 日 海氷状況調査 北の浦 倉持、堤 スノーモービル 2 台 










スノーモービル 3 台 






スノーモービル 4 台 
12 月 31 日 S16/17 立ち上げ S16 古見、大槻、61 次：倉本、真鍋、小久保 ヘリオペ 
1 月 1 日 輸送ルート整備 見晴らし周辺 古見、伊藤、堤、倉持 スノーモービル 2 台 




1 月 3 日 「しらせ」接岸地点偵察 見晴らし周辺 倉持、堤、古見、61 次：青木、小久保 スノーモービル 3 台 
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出発日 目的 目的地・ルート 参加者 使用車両など 




佐賀、61 次：石野、白山、寺村 ヘリオペ 
1 月 5 日 氷上輸送準備 北の浦 伊藤、松嶋、61 次：倉本、真鍋 雪上車 
1 月 5 日 氷上輸送準備 北の浦 松嶋、61 次：倉本 雪上車 
1 月 5 日 
「しらせ」接岸地点誘導
旗設置 
北の浦 倉持、堤、古見、61 次：青木、小久保 スノーモービル 2 台 
1 月 6 日 無人磁力計保守 スカーレン大池 二村、61 次：佐藤丞、山本、氏家、中山由 ヘリオペ 
1 月 6 日 雪尺観測 北の浦 藤田建、金森 なし 




1 月 8 日 無人観測システム保守 
スカルブスネスきざ
はし浜小屋 
松本、61 次：小原、北澤 ヘリオペ 
1 月 11 日 無人磁力計保守 インホブデ 二村、倉持、61 次：佐藤丞、山本 ヘリオペ 
1 月 12 日 東オングル島研修 胎内岩 倉持、61 次：柴田、池内 なし 







1 月 13 日 雪尺観測 北の浦 井上、61 次：高見、黒川、緒方、粕川、福田 なし 





松本、61 次：久野、樋口 ヘリオペ 




1 月 19 日 東オングル島研修 胎内岩 廣田、岡田、倉持、61 次：「しらせ」医務長 なし 
1 月 19 日 雪尺観測 北の浦 井上、虫明、61 次:福田 なし 
1 月 22 日 無人磁力計保守 インホブデ 南原、61 次:佐藤丞、山本、小久保 ヘリオペ 
1 月 22 日 東オングル島研修 胎内岩 堤、61 次:青木、「しらせ」副長 なし 







1 月 23 日 とっつきルート引継ぎ S17、とっつき岬 古見、倉持、61 次:倉本、小久保 ヘリオペ 
1 月 23 日 
氷床上 GPS 観測引継
ぎ 
S19 松本、岡田、61 次:小原 ヘリオペ 
1 月 24 日 ドラム回収調査 ラング雪鳥沢 和泉、鈴木、61 次：佐藤貴、山田 ヘリオペ 
1 月 25 日 沿岸拠点小屋引継ぎ 
ラング雪鳥沢→スカ
ルきざはし 
中田、大槻、61 次：岡本、村松 ヘリオペ 
1 月 25 日 生物ロガー状況調査 
ラングホブデ四つ池
谷 
松本、61 次:小原、鈴木聡 ヘリオペ 




1 月 26 日 消火器点検 スカーレン大池 大槻、菊田、中田、鈴木 AS ヘリ 
1 月 26 日 アンテナ回収 スカーレン大池 里中、61 次：氏家、真鍋、杉田 AS ヘリ 
1 月 27 日 雪尺観測 北の浦 井上、植松、倉持 なし 
1 月 28 日 通信施設研修 アンテナ島 里中、松村、藤田建、佐賀、二村、南原 なし 
1 月 28 日 東オングル島研修 胎内岩 倉持、61 次:宮内 なし 
1 月 30 日 ヘリ研修 
ルンドボークスヘッ
タ他 
里中、61 次：青山、寺村、佐々木貴 AS ヘリ 
1 月 30 日 通信施設研修 アンテナ島 里中、虫明、倉島、松本、内海、二村、倉持 なし 
1 月 31 日 発電機保守 
スカルブスネスきざ
はし浜小屋 
菊田 AS ヘリ 
1 月 31 日 ヘリ研修 白瀬氷河、他 井上、伊藤、和泉 AS ヘリ 
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5.3 野外行動一覧（宿泊）                         倉持 武彦 
宿泊を伴う野外行動は 24 回実施した。表Ⅲ.5.3-1 に野外行動一覧を示す。尚、網掛けのあるものは 60 次
越冬隊員が支援に参加した 61 次隊のオペレーションである。 
 
表Ⅲ.5.3-1 野外行動一覧（宿泊） 
出発日 帰着日 目的 目的地・ルート 参加者 使用車両など 
2 月 1 日 2 月 3 日 GNSS 観測 インステクレパネ 渡邊、安生、高村 CH ヘリ、AS ヘリ 
































10 月 18 日 10 月 19 日 MD100 旅行、支援隊 とっつき岬 松嶋、小山、内海、里中 
PB302、SM115、
SM414 







11 月 1 日 11 月 3 日 ルート工作 スカルブスネス 倉持、加藤、小山、菊田、南原 SM414、SM302 




















1 月 6 日 1 月 7 日 露岩変動測量 
ラングホブデ雪
鳥沢小屋 
倉持、61 次：兒玉、池内、柴田 ヘリオペ 





松本、61 次：小原、久野、野口里 ヘリオペ 
1 月 7 日 1 月 8 日 無人観測ロボット保守 S17 佐賀、井上、61 次：白山、福田 ヘリオペ 
1 月 11 日 1 月 12 日
GPS 無人観測システム
の更新 
パッダ 松本、61 次：小原、久野、川村 ヘリオペ 











内海、61 次：落合 ヘリオペ 
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出発日 帰着日 目的 目的地・ルート 参加者 使用車両など 





藤田光、61 次：佐藤丞、山本 ヘリオペ 







1 月 20 日 1 月 21 日 露岩域氷床変動測量 天測岩 倉持、61 次：兒玉、樋口、松下 ヘリオペ 








1 月 24 日 1 月 26 日 露岩域氷床変動測量 インステクレパネ 倉持、61 次：兒玉、宮内、柴田 ヘリオペ 
 
5.4 野外行動報告                            倉持 武彦 







月 日帰り回数 宿泊回数 主な内容 
2019 年 
2 月 
11 回 1 回 気象雪尺とアンテナ島保守がメイン。 
3 月 7 回 0 回 気象雪尺とアンテナ島保守がメイン。 
4 月 17 回 1 回 とっつき岬などルート工作が始まった。 
5 月 12 回 0 回 西の浦の地圏 GNSS があった。 
6 月 6 回 0 回 天気が悪くあまり野外に行けなかった。 
7 月 16 回 0 回 気水のＵＡＶテストフライトがあった。 
8 月 14 回 1 回 向岩、オングルガルテンの地圏 GNSS があった。 
9 月 19 回 2 回
T68 クラックの対応に 3 回、内陸旅行準備は 4 回
あった。 
10 月 29 回 2 回
ルート工作日数は 8 日あった。MD100 内陸旅行が
あった。 
11 月 27 回 5 回
ペンギンセンサスが 3 回、アイスオペレーション
が 3 回、沿岸の宿泊オペが 5 回あった。 
12 月 35 回 0 回 「しらせ」接岸関係の野外行動が 11 回あった。 
2020 年 
1 月 
37 回 12 回 61 次隊ヘリオペの支援が 24 回あった。 





で希望者を募ったうえで FA と隊長が調整した。 
60 次夏隊員の残留期間は 2 月 11 日まであったため、2 月初旬は夏隊員関係の野外行動が含まれている。
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越冬隊としての野外行動は、2 月 11 日の気象雪尺観測から開始した。東オングル島周辺の海氷状況は氷上輸
送の際にパドルの発達が見られたものの、氷が割れて海が開きはしなかった。北の浦、西の浦は比較的安定
した状態だったため、越冬開始時点でスノーモービルや雪上車を使った海氷行動を始められた。 
2 月から 5 月までの野外行動は、ルート工作と気象雪尺が大半を占めた。ルート工作は、極夜前はとっつ
き岬を最初に目指し、西オングル島（4 月 16-17 日）、見晴らし（4 月 17 日）、とっつき岬（4 月 17 -20 日）、
S16/17（4 月 24、29 日）を整備した。気象雪尺は毎週月曜日に行った。5 月末には西の浦海氷上へ地圏の GNSS
設置を行い、野外の観測が開始された。S16 までのルートは完成していたが、弁天島西の海氷が大きく開い




写真Ⅲ.5.4-1 アイスオペレーション（2 月 6 日）      写真Ⅲ.5.4-2 ルート工作（5 月 8 日） 
 
極夜期間中は地圏 GNSS の保守やアンテナ島の通信機器の保守といった基地周辺の近い場所での活動にと




写真Ⅲ.5.4-3 地圏 GNSS 設置、西の浦（5 月 30 日）  写真Ⅲ.5.4-4 通信保守、アンテナ島（7 月 1 日） 
 
極夜明けから 9 月までは計画どおりの野外観測が行われた。7 月には PANSY レーダーと連動した観測が始
まり、UAV のテストフライトが重ねられた。宿泊の野外行動は、気象など複合オペの S16/17（8 月 7-10 日）、
地圏など複合オペの S16/17(9 月 4-7 日)がおこなわれた。9 月はとっつき岬ルートの T68 で起きたルート陥
没の対応に時間がかかり、野外へ出始めたのは道板設置後にずれ込んだ。ルート工作は向岩（7 月 27 日）、
オングルガルテン（8 月 23 日）を整備した。 
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写真Ⅲ.5.4-5 気水 UAV テストフライト（7 月 28 日）  写真Ⅲ.5.4-6 S16 からの橇の移送（8 月 10 日） 
 
10 月から 12 月までの野外行動は、内陸旅行とその準備が大きいイベントであった。また、ルート工作は
ラングホブデルート（10 月 22 日-26 日）、ペンギンセンサスの各ルート（10 月 8 日-30 日）、スカルブスネス
ルート（11 月 1-3 日）を整備し、沿岸での観測が計画どおり行われた。ペンギンセンサスは 11 月に 3 回（1
回は宿泊）、12 月に 3 回実施した。11 月下旬にはラングホブデルートのクラックが開いて通行が厳しくなっ
たため、12 月に予定していた宿泊でのペンギンセンサスは日帰りへ変更した。宿泊での野外活動は、設営の
S16/17（9 月 23-26 日）、スカルブスネスへのルート工作（11 月 1-3 日）、地圏など複合オペのラングホブデ
（11 月 7-9 日）、ハムナ氷瀑でのアイスオペレーション（11 月 11-12 日、21-22 日）、宿泊でのペンギンセン
サス（11 月 15-16 日）があった。内陸旅行は 10 月 1 日に出発を予定していたが、悪天候（Ａ級ブリザード
１回、Ｂ級ブリザード１回、外出禁止令 2 回、外出注意令 3 回）に見舞われて出発が遅れた、実施は期間が
短縮され、10 月 18 日から 11 月 4 日となった。内陸旅行の詳細はⅢ.5.5 内陸旅行報告を参照のこと。 
 
  
写真Ⅲ.5.4-7 車両持ち帰り、S16（9 月 24 日）  写真Ⅲ.5.4-8 ペンギン調査、まめ島（12 月 3 日） 
 
61 次隊が昭和基地へ入ったのは 12 月 30 日で、1 月は 61 次隊の野外活動の支援の機会が多くなった。60
次隊が関係したものは地圏、気水、宙空、測地、設営などがあり、ヘリオペ回数は 24 回であった。 
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写真Ⅲ.5.4-9 61 次測地ヘリオペ（1 月 20 日）   写真Ⅲ.5.4-10 気象雪尺、北の浦（1 月 27 日） 
 
5.5 内陸旅行報告                       古見 直人・佐賀 勝己 
1） 概要 
予定：10 月 5 日～11 月 1 日(行動 22 日・停滞予備 6 日計 28 日間)  




を目的とした。結果的に AWS は MD78 地点に設置した。その他に実施した研究観測課題や作業課題に
ついては、以降の 2）経過に示す。 


















可能と判断し続行した（60 次夏ドーム旅行で SM112 のガイドローラーゴムが剥離したが無事 S16 に










AP0911   東南極における氷床表面状態の変化と熱・水循環変動の機構 
AMP0903  南極氷床の質量収支モニタリング 
AP0902   無人磁力計保守、データ回収 
 
・気象観測（毎日実施） 
・無人気象観測装置 AWS 新設（MD78 地点に設置完了） 
・無人気象観測装置 AWS 保守（H128：実施、みずほ基地：実施） 
・ルート上の雪尺測定（時間の都合上、ルート旗の立替が必要な地点と積雪サンプリング地点のみ実
施） 


















        古見直人（リーダー・車両・橇・燃料）、佐賀勝己（サブリーダー・気水・雪氷・通信） 
        鈴木文治（食料・燃料補助）、廣田大輔（医療・環境保全補助） 
        井上創介（気象・装備・記録・通信補助）、藤田光高（宙空・環境保全）      
 
d） 車両および橇編成                                        
それぞれの乗車人員および車両役割については、表Ⅲ.5.5-1 と表Ⅲ.5.5-2 の様に編成した。 
 
表Ⅲ.5.5-1 S16 から MD78 までの車両および橇編成 


















観測・記録・通信 4 台 観測物資橇＋南軽 3 台 
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表Ⅲ.5.5-2 みずほから S16 までの車両および橇編成 






















 実際の日程は 2019 年 10 月 18 日（金）～11 月 4 日（月）[行動 17 日・停滞 1 日]となった。日々の
行動記録は以下の通りである。 
表Ⅲ.5.5-3 日々の行動記録 



































67.15km 走行 くもり時々晴れ。 






19.07km 走行 終日快晴。 






84.40km 走行 終日快晴。 





























































46.80km 走行 終日くもり。 















16.90km 走行 終日快晴。 
N11 にて列車編成後とっつき岬に橇を降ろす。 
 
表Ⅲ.5.5-4 MD78 往復におけるルート距離及び車両の給油量 










112 116 117 
10 月 18 日 1 昭和基地 09:05 とっつき岬 12:05 16.00 0 0 0  
10 月 19 日 2 とっつき岬 08:00 H27 18:00 50.60 135 107 113 
出発時 S16 デポ燃料を給
油 
10 月 20 日 3 H27 07:30 H180 18:00 69.85 251 230 235  
10 月 21 日 4 H180 07:30 S122 17:00 64.55 243 212 235  
10 月 22 日 5 S122 07:20 Z84 18:10 67.15 277 215 252 
SM117 は、Z40 で燃料橇
1 台デポ 
10 月 23 日 6 Z84 07:20 みずほ基地 10:30 19.07 111 98 100  
10 月 24 日 7 みずほ基地 07:00 MD78 20:20 84.40 295 235 255  
10 月 25 日 8 MD78 - MD78 - 0 0 0 0  
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112 116 117 
10 月 26 日 9 MD78 10:00 MD36 17:35 42.30 235 176 175  
10 月 27 日 10 MD36 07:15 Z78 17:40 67.00 248 215 215   
10 月 28 日 11 Z78 07:00 H268 17:50 80.85 285 210 255 
SM117 は Z40 で燃料橇 1
台をピックアップ 
10 月 29 日 12 H268 07:00 H128 16:30 71.95 220 180 255   
10 月 30 日 13 H128 08:00 H68 11:50 29.65 100 113 111   
10 月 31 日 14 H68 - H68 - 0 0 0 0  停滞 
11 月 1 日 15 H68 08:40 S17 17:30 46.80 211 173 220  
11 月 2 日 16 S17 - S17 - 0 0 0 0 S17 滑走路整備 
11 月 3 日 17 S17 08:50 とっつき岬 17:00 16.90 0 0 0 S16 デポ車両移動 
11 月 4 日 18 とっつき岬 09:30 昭和基地 13:00 0 0 0 0  
※ S16/17 滞在中及び作業中の給油は S16 デポ燃料を使用 
 
f） 輸送物資                                            
      全 10 橇をけん引して S16 に燃料橇 3 台をデポした。その内訳は以下のとおりである。 










g） 車両整備および修理事項                                     









日付 作業 内容 
10月21日 ヒューズ交換 水温、タコ、燃料メータ作動不良 
 
表Ⅲ.5.5-6 車両整備記録（SM116） 
日付 作業 内容 
10月21日 足回り点検 ガイドローラーゴム右内側剥離脱落 
10月25日 エンジンオイル点検 エンジンオイル4ℓ補充 
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h） 走行距離および車両燃費                                     
      SM112 は、往路、復路での橇けん引重量が他 2 両に比べ重かった事もあり燃費が悪かった。
SM116、117 は、往路、復路の橇けん引台数も少なく軽かった事もあり燃費が良い結果となった。 
 


















走行距離 / km 370 372 384 平均 375.33





3.55 2.95 3.10 平均 3.20
ルート距
離あたり
3.69 3.09 3.35 平均 3.38
 


















走行距離 / km 362 390 398 平均 383.33





3.59 2.74 3.09 平均 3.14
ルート距
離あたり
3.65 3.00 3.46 平均 3.37
(*1) 日数には、MD78 までの観測・作業の他、暖機・慣らし運転・給油他、各種作業による長短
の停滞を含む。 
(*2) ルート距離はルート方位表の距離に基づく。  
(*3) 1 日平均走行距離は、1 日あたりの平均走行ルート距離である。 






      朝 6 時から夜 21 時まで 3 時間ごと、旅行隊の行動に合わせて可能な範囲で気象観測を行った。気
圧、気温、風向風速の観測にはケストレル、プロトレックを用いた。 
      18 日から 20 日にかけては、リュツォ・ホルム湾の北海上の低気圧の影響で概ねくもりとなった。
大陸の高気圧が張り出した 22 日から 26 日にかけては晴れまたは快晴となり、朝晩に風が強まるカタ
バ風が卓越した。27 日からは天気はくもりまたは雪となり、プリンセスラグンヒル海岸沖に発達した
低気圧が接近・停滞した 30 日から 31 日にかけては吹雪となって視程が極度に悪化した。この低気圧





















10/18 18:00 とっつき岬 11 986.1 − -7.6 薄曇 E 6.2 30 10- 3Ac,10-Ci
10/19 6:00 とっつき岬 11 982.7 − -5.0 曇 E 5.0 30 10- 7Ac,10-Ci
18:00 H27 1108 987.3 − -10.9 吹雪 ENE 8.6 1.0 10- 10-Sc,XCi
21:00 H27 1108 989.6 − -11.8 雪、低い地吹雪 ENE 6.7 5 10- 10-Sc
10/20 6:00 H27 1108 992.6 − -13.8 曇 E 5.1 10 10 4Sc,10As
18:00 H180 1581 993.2 817 -12.3 曇 ENE 2.5 20 10- 4Sc,2Ac,10-Ci
21:00 H180 1581 992.7 817 -12.0 曇 E 2.4 20 10- 9Sc,XCi
10/21 6:00 H180 1581 991.7 − -16.5 曇、低い地吹雪 E 8.0 20 10- 2Sc,4Ac,10-Ci
12:00 H244 1738 991.9 − -14.2 曇、⾼い地吹雪 E 8.2 15 10- 1Sc,6Ac,10-Ci
18:00 S122 1953 991.5 778 -20.0 薄曇、低い地吹雪 ENE 9.2 20 10- 1Sc,1Ac,10-Ci
21:00 S122 1953 991.1 777 -21.7 薄曇、⾼い地吹雪 ENE 10.4 10 10- 0+Sc,2Ac,10-Ci
10/22 6:00 S122 1953 − − -24.5 薄曇、⾼い地吹雪 E 10.2 2.0 10- 0+Ac,10-Ci
12:00 Z40 2166 − − -19.2 ⾼い地吹雪 E 12.2 0.5 3 3Ci
18:00 Z84 2205 988.7 750 -22.1 晴、⾼い地吹雪 ENE 9.2 2.0 5 5Ci
21:00 Z84 2205 989.6 − -26.5 薄曇、⾼い地吹雪 ENE 8.9 10 10- 2Ac,10-Ci
10/23 6:00 Z84 2205 989.2 − -30.4 快晴 ENE 8.3 20 1 1Ci
12:00 みずほ 2263 988.9 744 -24.0 快晴、低い地吹雪 E 8.9 20 0 −
15:00 みずほ 2263 989.2 744 -22.1 快晴、低い地吹雪 ESE 8.7 20 0 −
18:00 みずほ 2263 989.2 745 -25.1 快晴、低い地吹雪 ESE 8.3 20 0 −
21:00 みずほ 2263 989.6 746 -29.4 快晴、⾼い地吹雪 ESE 10.6 2.0 0 −
10/24 6:00 みずほ 2263 993.2 748 -35.2 快晴、⾼い地吹雪 ESE 10.6 1.0 0 −
12:00 MD30 2357 994.4 741 -30.6 快晴、⾼い地吹雪 ESE 10.2 1.0 0 −
15:00 MD48 2407 994.8 737 -30.7 快晴、⾼い地吹雪 ESE 10.6 1.0 0 −
18:00 MD70 2470 995.6 731 -33.1 快晴、⾼い地吹雪 ESE 8.9 1.5 0 −
21:00 MD78 2477 995.8 731 -36.3 快晴、⾼い地吹雪 ESE 8.6 2.0 0 −
10/25 6:00 MD78 2477 995.1 729 -37.8 快晴、⾼い地吹雪 ESE 8.7 2.0 0 −
9:00 MD78 2477 992.6 728 -34.1 快晴、⾼い地吹雪 ESE 8.4 2.0 0 −
12:00 MD78 2477 991.8 727 -29.0 快晴、⾼い地吹雪 ESE 8.7 3.0 0 −
15:00 MD78 2477 990.2 726 -27.9 快晴、低い地吹雪 ESE 7.5 20 0 −
18:00 MD78 2477 989.1 724 -30.5 快晴、低い地吹雪 ESE 8.5 20 0 −
21:00 MD78 2477 988.2 723 -35.4 快晴、⾼い地吹雪 ESE 9.3 2.0 0 −
10/26 6:00 MD78 2477 985.5 720 -38.7 快晴、⾼い地吹雪 ESE 8.7 1.5 0 −
9:00 MD78 2477 984.7 − -35.1 快晴、⾼い地吹雪 ESE 8.0 2.0 0 −
12:00 MD64 2444 984.5 722 -30.7 快晴、低い地吹雪 ESE 7.2 20 0+ 0+Sc
15:00 MD48 2407 984.8 727 -27.9 曇、低い地吹雪 ESE 6.5 20 10- 10-Sc
18:00 MD36 2369 984.1 730 -25.9 雪 ENE 4.3 10 10- 10-Sc
21:00 MD36 2369 984.3 730 -26.5 雪 ENE 3.3 10 10- 10-Sc
10/27 6:00 MD36 2369 985.2 − -31.3 曇、⾼い地吹雪 ESE 8.4 3.0 10- 10-Sc
14:00 IM0 2215 986.8 743 -23.0 晴、低い地吹雪 E 7.3 20 2 0+Sc,2Ci
18:00 Z78 2187 987.0 750 -25.2 薄曇 E 4.6 30 10- 0+Sc,10-Ci
21:00 Z78 2187 987.7 751 -29.5 薄曇 E 4.5 30 10- 0+Sc,10-Ci
10/28 6:00 Z78 2187 989.4 752 -25.3 雪、低い地吹雪 E 6.8 2.0 10 10Sc
12:00 Z32 2088 988.6 761 -19.5 曇、⾼い地吹雪 ENE 8.1 4.0 10- 4Sc,4Ac,10-Ci
15:00 Z2 2028 989.6 774 -17.8 薄曇、⾼い地吹雪 E 8.8 1.0 10 0+Sc,3Ac,10Cs
18:00 H268 1822 989.3 788 -18.2 曇、⾼い地吹雪 E 9.0 5 10- 3Sc,5Ac,10-Ci




（2）無人気象観測装置 AWS 新設 
  作業内容及び結果については、「Ⅲ.3.4.5.1 冬期内陸観測旅行」で報告とする。 
      （3）無人気象観測装置 AWS 保守 
  作業内容及び結果については、「Ⅲ.3.4.5.1 冬期内陸観測旅行」で報告とする。 
（4）ルート上の雪尺測定 
  作業内容及び結果については、「Ⅲ.3.4.5.1 冬期内陸観測旅行」で報告とする。 
      （5）36 本雪尺網観測 
  作業内容及び結果については、「Ⅲ.3.4.5.1 冬期内陸観測旅行」で報告とする。 
（6）101 本雪尺列観測 
















10/29 6:00 H268 1822 988.1 787 -19.3 曇、⾼い地吹雪 ENE 10.0 5 10- 4Sc,3Ac,10-Ci
9:00 H232 1705 986.4 798 -16.6 曇、⾼い地吹雪 ENE 10.4 5 10- 10-Sc,XCi
12:00 H192 1590 987.3 811 -14.1 曇、低い地吹雪 NE 9.8 30 10- 2Sc,7Ac,10-Ci
15:00 H152 1433 983.1 822 -12.5 曇、低い地吹雪 NE 10.2 20 10- 7Sc,1Ac,2Ci
18:00 H128 1424 989.6 829 -13.6 晴、低い地吹雪 ENE 10.8 30 6 4Sc,1Ac,2Ci
21:00 H128 1424 990.0 829 -16.3 晴、低い地吹雪 ENE 11.3 30 2 1Sc,1Ac,0+Ci
10/30 6:00 H128 1424 985.0 824 -15.8 晴、低い地吹雪 ENE 10.6 30 3 0+Sc,3Ci
9:00 H112 1353 979.8 − -12.9 薄曇、⾼い地吹雪 E 11.7 3.0 10- 10Ci
12:00 H72 1228 978.4 842 -9.1 薄曇、⾼い地吹雪 ENE 10.2 4.0 10- 0+Sc,10-Ci
15:00 H68 1215 974.4 837 -8.2 吹雪 ENE 11.3 1.0 10 5Sc,10As
18:00 H68 1215 974.0 836 -8.6 吹雪 ENE 9.7 2.0 10 4Sc,10As
21:00 H68 1215 973.9 835 -9.5 吹雪 ENE 10.0 3.0 10 3Sc,10As
10/31 7:00 H68 1215 976.1 839 -12.2 吹雪 ENE 16.7 0.03 X XSc,XAc
9:00 H68 1215 − 842 − 吹雪 − − 0.01 X X
12:00 H68 1215 − 848 − 吹雪 − − 0.01 X X
15:00 H68 1215 − 853 − 吹雪 − − 0.02 X X
18:00 H68 1215 996.8 858 -11.3 吹雪 ENE 10.9 0.1 10- 10-Sc,XCi
21:00 H68 1215 998.8 861 -11.8 吹雪 ENE 9.4 0.1 10- 8Sc,10-Ci
11/1 6:00 H68 1215 1000.2 861 -15.8 薄曇、⾼い地吹雪 ESE 9.5 4.0 10- 1Sc,3Ac,10-Ci
9:00 H48 1150 997.4 865 -12.0 薄曇、低い地吹雪 E 7.5 20 10- 2Ac,10-Ci
12:00 S27 996 999.9 − -8.7 薄曇、低い地吹雪 ENE 8.4 20 10- 0+Sc,10-Ci
15:00 S22 794 998.4 906 -7.1 薄曇、低い地吹雪 ENE 7.6 30 10- 0+Sc,1Ac,10-Ci
18:00 S17 602 991.5 921 -6.9 薄曇 E 7.5 20 10- 1Sc,10-Ci
21:00 S17 602 990.9 920 -9.1 薄曇 E 9.0 30 10- 2Sc,1Ac,10-Ci
11/2 6:00 S17 602 989.3 918 -12.1 薄曇、⾼い地吹雪 E 11.5 5 10- 0+Ac,10-Ci
12:00 S17 602 989.6 919 -6.6 晴 ENE 8.2 30 8 8Ci
15:00 S17 602 − 920 − 晴 − − 30 7 7Ci
18:00 S17 602 989.7 919 -8.0 晴、低い地吹雪 ENE 6.7 30 3 3Ci
21:00 S17 602 989.2 919 -10.6 晴、低い地吹雪 ENE 6.8 30 3 0+Sc,3Ci
11/3 6:00 S17 602 990.2 919 -15.5 快晴、⾼い地吹雪 E 9.9 20 0+ 0+Ci
9:00 S16 576 989.8 922 -12.2 快晴、低い地吹雪 ENE 7.4 30 0+ 0+Sc,0+Ci
12:00 S16 576 990.3 922 -9.7 快晴 NE 3.6 30 0+ 0+Sc,0+Ci
18:00 とっつき岬 11 993.2 − -6.6 快晴 SE 3.2 30 0+ 0+Sc,0+Ci
21:00 とっつき岬 11 992.9 − -8.5 快晴 ESE 6.3 30 0+ 0+Ac,0+Ci
11/4 6:00 とっつき岬 11 992.9 − -10.6 快晴 ESE 7.4 30 0+ 0+Ci
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（7）積雪サンプリング 
  作業内容及び結果については、「Ⅲ.3.4.5.1 冬期内陸観測旅行」で報告とする。 
（8）インターバルカメラのデータ回収・保守 
  作業内容及び結果については、「Ⅲ.3.4.5.1 冬期内陸観測旅行」で報告とする。 
（9）高層気象ゾンデ観測 
  作業内容及び結果については、「Ⅲ.3.4.5.1 冬期内陸観測旅行」で報告とする。 
 
イ） 宙空部門      
みずほ基地および H68 において無人磁力計の保守を行った。各地点の作業内容は以下の通りである。 
（1）みずほ基地 
































復路の 10 月 30 日に保守を行った。詳細は以下の通りである。 
①外観の目視点検、写真撮影 
雪面から太陽光パネル下部までは 50cm 程度であった。 










        写真Ⅲ.5.5-5 かさ上げ作業及び作業後の全景（H68） 
 
j） 医療 






傷病名 発生数 使用品 数量
凍傷 2     
擦過傷 2 カットバン 3 枚 
乾燥肌 2 ユベラリッチ軟膏 少々
頭痛 1     
腰痛 1 セルタッチ(湿布) 1 枚 













各雪上車用救急箱    
品名 適応 用法・容量 定数
葛根湯(2.5g) 風邪のひき始め、肩こり 1 回 1 包 1 日 3 回食間 6 包 
PL 顆粒(1g) 風邪（葛根湯無効時） 1 回 1 包 1 日 3 回食後 6 包 
オラドールトローチ のどの痛み、イガイガ感 頓：1 回 1 錠をゆっくり溶かす 4 錠 
ロキソプロフェン(60mg) 痛み止め 頓：1 回 1 錠食後 1 日 3 回まで 6 錠 
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カロナール(300mg) 痛み止め 頓：1 回 1 錠食後 1 日 4 回まで 4 錠 
ザンタック(150mg) みぞおちのキリキリした痛み 頓：1 回 1 錠 1 日 2 回まで 4 錠 
ムコスタ(100mg) 鎮痛剤と一緒に or 軽度胃痛 頓：1 回 1 錠 1 日 3 回まで 6 錠 
ブスコパン(20mg) 腹痛、尿路結石の痛み 頓：1 回 1 錠 1 日 3 回まで 6 錠 
ビオフェルミンＲ 下痢、軟便 頓：1 回 1 錠 1 日 3 回まで 4 錠 
ロペミン(1mg) ひどい下痢 頓：1 回 1 ｶﾌﾟｾﾙ 1 日 2 回まで 4C 
プリンペラン(5mg) 吐き気のひどい時  頓：1 回 1 錠 1 日 3 回まで 6 錠 
プルゼニド(12mg) 便秘時 頓：1 回 1 錠眠前 2 錠 
アレジオン(10mg) かゆみ止め 頓：1 回 2 錠 4 錠 
フロモックス(100ng) 傷の感染予防 1 回 1 錠食後 1 日 3 回、3 日間 6 錠 
ＯＳ－１ 脱水・骨折・出血時の水分補給 1L の水に溶かして飲む 1 袋 
        
ボルタレン座薬 50mg 尿管結石など強い痛み 1 回 1 本 1 日 1 回まで 2 本 
クロマイＰ軟膏 25g 熱傷、凍傷、かぶれ   1 本 
ﾚｽﾀﾐﾝｺｰﾁｿﾞﾝｺｰﾜ軟膏 10g 湿疹、かゆみ止め   1 本 
ゲンタシン軟膏 10g ｶﾞｰｾﾞのくっつき防止 しっかり洗浄できれば不要 1 本 
ユベラリッチ 乾燥肌 手指などの保湿に 1 本 
セルタッチパップ 7 枚 腰痛、捻挫、筋肉痛 1 日 1 回貼付 1 ﾊﾟｯｸ
スチックゼノールＡ 腰痛、捻挫、筋肉痛 1 日 1 回塗布 1 本 
ネリプロクト軟膏 2g 痔の悪化時 1 日 2 回肛門に挿入または塗布 6 本 
ケナログ口腔用軟膏 2g 口内炎 1 日数回 1 本 
クラビット点眼 目にゴミが入った時、雪目 1 日 1～4 回 1 本 
イソジンゲル 4g   傷の中には入れない 2 本 
ホクナリンテープ 2mg 喘息 医師の指示で  2 枚 
        
エピペン アナフィラキシー 医師の指示で 1 本 
        
カットバン 浅く小さな創に貼付   8 枚 
キズパワーパッド(ふつう） 小さな創に貼付   2 枚 
キズパワーパッド（大きめ） 中くらいの創に貼付   2 枚 
ﾘｰﾀﾞｰﾊｲﾄﾞﾛ救急ﾊﾟｯﾄﾞ やや大きな創に貼付 キズパワーパッドの大きい版 2 枚 
プラスモイスト 3 枚入り 浸出液の多い創にあてる 切り貼り可能 1 ﾊﾟｯｸ
テガダーム 被覆剤を覆い固定   2 枚 
ソーブサンフラット じわじわした出血、指切断 圧迫止血後、創部に貼付 1 枚 
ステリストリップ 創を寄せて、直角に貼る 水で剥がれやすい 2 ﾊﾟｯｸ
アルコール綿 皮膚や器具の消毒 創口や粘膜は拭かない 4 ﾊﾟｯｸ
テープ   被覆剤を皮膚にとめるのに 1 個 
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綿棒 軟膏を取るとき、細かい傷の洗浄   5 本 
ガーゼ 10*7.5cm 1 枚入り   止血など創を押さえるときに 2 袋 
ガーゼ 16 折 3 枚入り   止血など創を押さえるときに 2 袋 
使い捨て舌圧子   軟膏を塗り広げるヘラ 2 本 
        
人工呼吸用マウスシート 蘇生用   1 個 
救急アルミシート 125x225cm 身体保温   1 個 
体温計     1 本 
はさみ     1 個 
サムスプリント 108mm 幅 骨折・脱臼・捻挫の添え木 自由に曲げられる 1 本 
サムスプリント 指用（小） 指用添え木 自由に曲げられる 1 本 
滅菌手袋 傷を直接扱う時   2 双 
非滅菌 使い捨て手袋 処置をする際   2 双 
使い捨てマスク 処置をする際   2 枚 
伸縮包帯 3 号 7.5cm 幅 ガーゼ・被覆剤の固定用   1 本 
弾性包帯 7.5cm 幅 サムスプリントの固定、圧迫用   1 本 
弾性包帯 10cm 幅 サムスプリントの固定、圧迫用   1 本 
キネシオロジーテープ 捻挫など   1 本 
三角巾 105x105mm 負傷部の処置、固定   1 枚 
ウェルパス 100ml 手指の消毒 処置前後、トイレ後、食事前 1 本 
メンディップ(綿棒) 水をかけながら傷をこすって洗浄   2 本 
生理食塩水 100ml 針(18G)をゴム栓に刺して洗浄   1 本 
針(18G) 生食 100ml のゴム栓に刺して洗浄   2 本 
注射器 20ml 水圧をかけて傷を洗浄   1 本 
吸水パッド 創処置時の下敷き 血液、浸出液が多い時 1 枚 
鉛筆     1 本 
救急箱使用日記   中身を使用したら記載 1 枚 
 
表Ⅲ.5.5-12 医療品リスト 







アネロイド血圧計 1   
電動式血圧計 1 オムロン HEM-7111 
ﾊﾟﾙｽｵｷｼﾒｰﾀｰ 1 オキシマン S-114 
体温計 1 テルモ C202 
聴診器 1   
血糖測定器 1 ニプロフリースタイル 
VSCAN 1   
AED 1 ZOLL 
      
歯科セット 1   
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箱 品名 数量 メモ 
キャビトン 1   
スーパーボンド 1   









血液分析機 1 iSTAT300F 
 






マッキントッシュ 1   
ブレード 1   
スタイレット 1   
バイトブロック 1   
マギール鉗子 1   
経口エアウェイ 90mm 1   
テープ 1   
シリンジ 10ml 1   
キシロカインゼリー30ml 1   
バッグバルブマスク 1   
マスク大・小 各 1   
鼻孔カニューラ 1   
酸素チューブ 1   
経鼻エアウェイ 7・8mm 各 1   
気管チューブ 7・7.5・8mm 各 1   
人工鼻 1   
気管切開チューブ 7mm 1 
輪状甲状靭帯切開セット 
メス No.11 1 
Y 割ガーゼ 1 
滅菌トリーゼ 5x5cm 5 





足踏式吸引器 1 BLUE CROSS FP-300 
吸引ｶﾃｰﾃﾙ 18Fr・16Fr 各 1   
レギュレータ 1   
注射用水 20ml 5   











絆創膏     
キズパワーパッド     
ﾘｰﾀﾞｰﾊｲﾄﾞﾛ救急ﾊﾟｯﾄﾞ     
ステリストリップ     
メディポア     
ソーブサン 1 号(10 枚) 1 箱 5x5cm 
アダプティック(50 枚) 1 箱 7.6x7.6cm 
プラスモイスト(3 枚) 3 袋 125x125mm 
 ガーゼ 4 折(5 枚) 3 袋   
ガーゼ 8 折(5 枚) 3 袋   
 
 
ケーパイン 10 枚 10x7.5cm 
綿球(小)5 個入 2 袋   
綿球(大)5 個入 2 袋   
 
 
綿棒     
舌圧子     
歯ブラシ 1   
ハサミ     
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箱 品名 数量 メモ 
 
テープ 各種     
 






ヘガール持針器 1   
マチュー持針器 1   
有鈎セッシ 1   
無鈎セッシ 1   
曲コッヘル 1   
曲ペアン 1   
眼科剪刀 1   
ゾンデ 1   
角針セット 3   
ナイロン糸・絹糸 各種 各 3   
4-0 バイクリル 4   
メス No.10、No.11 各 3   
ﾛｲｺｸﾘｯﾌﾟﾊﾝﾄﾞﾙ 1   
ﾛｲｺｸﾘｯﾌﾟｶｰﾄﾘｯｼﾞ 10W 2   
ﾛｲｺｸﾘｯﾌﾟﾘﾑｰﾊﾞ 1   
滅菌手袋 6.5/7.5 各 2   
覆布 6   
ウェルパス 100ml 1   






駆血帯 1   
直針 18G・23G・27G 各 10   
トンボ針 22G 5   
留置針 18G・20G・22G 各 5   
ｼﾘﾝｼﾞ 1・2.5・5・10・
20ml 各 5 
  
緑スピッツ 7ml 5   
三方活栓 5   
ﾌｨﾙﾑﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞ 大・小 各 10   
アルコール綿 26   
ウェルパス 100ml 1   
 
 
輸液セット 4   
骨髄針一式 1 パワードライバー、25mm、45mm 
非滅菌手袋 10 双   
マスク 5   
キャップ 2   
プラ攝子 2   
ｽﾜﾌﾞｽﾃｨｯｸﾍｷｼｼﾞﾝ 4   
キシロカインゼリー30ml 1   
平オムツ 4   
滅菌ガウン L 2   
胃管 16Fr 1   
ｼﾞｮｲﾝﾄﾁｭｰﾌﾞ 180cm7mm 1   
CV カテーテル 1 16G30cm ﾀﾞﾌﾞﾙﾙｰﾒﾝ 
CV カテーテル 1 12G60cm ﾄﾘﾌﾟﾙﾙｰﾒﾝ 
ミニトラックⅡ 1   
膀胱瘻セット 1   
ﾌｫｰﾘｰｶﾃセット 16Fr 1   
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箱 品名 数量 メモ 
ﾊﾞﾙｰﾝｶﾃ 16Fr・14Fr 各 1   
トロッカー28Fr・24Fr 各 1   
気胸セット 2   
針廃棄ボトル 1   









フィラデルフィアカラーL 1   
サムスリング 1   
ｻﾑｽﾌﾟﾘﾝﾄ 108x914 2   
ｻﾑｽﾌﾟﾘﾝﾄ指 3   
弾性包帯 50mm 幅 2   
弾性包帯 75mm 幅 3   
弾性包帯 100mm 幅 2   
伸縮包帯 50mm 幅 2   
伸縮包帯 75mm 幅 3   
テーピングテープ 25mm 幅 2   
テーピングテープ 50mm 幅 2   
三角巾 2   
クラビクルバンド 1   
バストバンド L・LL 各 1   
マックスベルト LL 1   
ヒザサポーターL 1   
オルソグラスアンクル 1   
キャスト 7.6x88.9cm 1   
V キャスト 1   
テープ 各種     











マンニトール 300ml 2   
ミリスロール 25mg50ml 3   
カルチコール 850mg10ml 4   
KCL10mEq10ml 4   
ヘパリン 5000u5ml 2   
セルシン 5mg1ml 6   
アタラックス P25mg1ml 5   
ノルアドレナリン 1mg1ml 6   
アドレナリン 1mg1ml 4   
硫酸アトロピン 0.5mg1ml 4   
ﾌﾞﾁﾙｽｺﾎﾟﾗﾐﾝ 20mg1ml 6   
プリンペラン 10mg2ml 3   
カタボン Hi600mg200ml 5   
ﾊｲﾄﾞﾛｺｰﾄﾝ 500mg10ml 5   
ソルメドロール 500mg 4   
ミダゾラム 10mg2ml 2 
初回 0.03mg/kg 追加 0.03mg/kg、0.3mg/kg まで。維
持 0.03～0.06mg/kg/h、0.18mg/kg/h まで 
ワソラン 5mg2ml 2   
ラシックス 20mg2ml 2   
ネオフィリン 250mg10ml 2   
ブリディオン 200mg2ml 3 1 回 2mg/kg 
メイロン 20ml 5   
献血アルブミネート 250ml 2   
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箱 品名 数量 メモ 
ペントシリン 2g 4 1 日 2～4g、2～4 回に分割 
メロペン 0.25g 4 1 日 0.5～1g、2～3 回に分割 
オメプラール 20mg 5 1 回 20mg1 日 2 回 
ペルジピン 2mg2ml 10   
ソセゴン 30mg1ml 10   
フェノバール 100mg1ml 10 1 回 50～200mg1 日 1～2 回、皮下・筋注 
アネキセート 0.5mg5ml 5 初回 0.2mg 緩徐に静注、最大 1mg まで 
ガスター20mg2ml 5 1 回 20mg1 日 2 回 
生理食塩液 100ml 4   
生理食塩液 500ml 1   
      
アルプロスタジル 5µg1ml 10 1 日 1 回 5～10µg 
ロクロニウム 25mg2.5ml 2 
0.6mg/kg 静注、追加は 0.1～0.2mg/kg、持続は
7µg/kg/min 
ボルタレン坐剤 50mg 5 1 回 25～50mg1 日 1～2 回 











ロキソプロフェン(60) 20 3T3X 
ロペミン(1) 10 1 日 1～2 回 
プルゼニト(12) 20 1 日 1 回眠前 1～4T 
ネキシウム(10) 20 1 日 1 回 20mg 
プリンペラン(5) 20 1 日 10～30mg 食前 2～3 回分服 
ブスコパン(10) 20 1 回 10～20mg1 日 3～5 回 
フロモックス(100) 20 1 回 100mg1 日 3 回 
クラビット(500) 10 1 日 1 回 500mg 
バルトレックス(500) 42 
単純疱疹 1 回 500mg1 日 2 回 5 日間、帯状疱疹 1 回
1000mg1 日 3 回 7 日間まで 
ユベラ(50) 20 1 回 50～100mg、1 日 2～3 回 
マイスリー(5) 20 1 回 5～10mg 眠前 
デパス(0.5) 4 1 回 1～2T 
アダラート(5) 10 1 回 10mg1 日 3 回 
ニトロペン(0.3) 6 1 回 1～2T 
アレジオン(10) 10 1 回 20mg1 日 1 回 
プレドニン(5) 20   
オパルモン(5µg) 21 1 回 2T1 日 3 回 
ダイアモックス(250) 20 1 回 1T1 日 2 回 
ホクナリンテープ(2) 14 1 日 1 回 2mg 
ﾌﾙﾀｲﾄﾞ 100 ﾃﾞｨｽｶｽ 60 吸入 1 1 回 100µg1 日 2 回、1 日 800µg まで 
ネリプロクト軟膏 2g 21 1 回 2g1 日 2 回 
ボルタレン坐剤(50) 5 1 回 25～50mg1 日 1～2 回 
      
ゲンタシン軟膏 10g 2 1 日 1～数回 
ﾚｽﾀﾐﾝｺｰﾁｿﾞﾝｺｰﾜ軟膏 10g 2 1 日 1～数回 
アンテベート軟膏 5g 2 1 日 1～数回 
テラコートリル 5g 2 1 日 1～数回 
ヒルドイドソフト 25g 3 1 日 1～数回 
ｹﾄｺﾅｿﾞｰﾙｸﾘｰﾑ 10g 2 1 日 1 回 
アラセナ A 軟膏 5g 1 1 日 1～4 回 
アフタッチ 25µg 10 1 回 1T1 日 1～2 回 
ケナログ軟膏 2g 1 1 日 1～数回 
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箱 品名 数量 メモ 
      
ﾌﾙｵﾛﾒﾄﾛﾝ点眼 0.1%5ml 2 1 回 1～2 滴 1 日 2～4 回 
クラビット点眼 0.5%5ml 2 1 回 1 滴 1 日 3 回 
アイドロチン点眼 3%5ml 1 1 回 1～2 滴 1 日 2～4 回 
サンピロ点眼 2%5ml 1 1 日 1～2 滴 1 日 3～5 回 
ゾビラックス眼軟膏 3%5g 1 1 日 5 回 
タリビッド耳科用 5ml 1 1 回 6～10 滴 1 日 2 回 
      
MS 温シップ 5 枚 2 1 日 1～2 回 
セルタッチ 7 枚 2 1 日 2 回 
      
ソリタ T3 500ml 3   
ヴィーン F500ml 3   
低分子ﾃﾞｷｽﾄﾗﾝ 500ml 1   
50%ブドウ糖液 200ml 2   
     
  




に梱包した。調味料、乾物等は 54 次隊の野外行動報告を参考に準備した。最長で MD100 付近まで




















          
写真Ⅲ.5.5-6 食事風景、調理風景 
 




使う機会はほとんどなかった。水は 20L ポリタンクを 8 本用意し、食堂車（SM112）に 6 本、他車両











には予め FUGAWI Global Navigator をインストールしたノート PC を設置し、実際の走行は Garmin










品名 規格 数量 備考 
ＥＰＩストーブ  3 
カセットコンロのバックアップ用 




24 各車 8 個 
カセットコンロ 耐寒仕様 4 食堂車 2 台、他車×1 台 




ライター  12 各車 4 個 
消火布  3 各車 1 個 
造水バケツ  6 1 車 2 個×3 車 
ガムテープ  6 各車 2 個 
マジック  6 各車 2 本 
裁縫セット  2  
リペアテープ  8  
細引きﾅｲﾛﾝﾛｰﾌﾟ φ3mm×20m 1  
強力ライト  2 単 1 乾電池、LED 式 
ウエットティッシュ小  6 各車 2 袋 
ウエットティッシュ大  3 各車 1 袋 
スキナクレン  6 各車 2 本 
布団セット  6  
双眼鏡  3 各車 1 双 
ハンドベアリングコンパス  3 各車 1 個 
Garmin ハンディ GPS  3 各車 1 台 
ルート方位表  3 各車 1 部 
充電池セット  3 各車 1 セット 
ゾンデ棒  2 先頭、最後尾車両各 1 本 
ハンドドリル  2 中間車両と観測車両 
竹竿  60 赤旗付 
レスキューセット  3 各車 1 セット 
ライフロープ リール式 1  
車載用非常食  3 各車 1 セット 
スコップ  6 各車 剣スコ 1 本、角スコ 1 本 
ハイスピーダー  3 各車 1 本 
給油ホース  3 各車 1 本 
ドラムレンチ  3 各車 1 本 
軽油携行缶  3 各車 1 本 
シャックル  3 各車 1 個 




マグカップ 1  
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個人用非常装備 1 式 各自持参 
個人用非常食 1 式 各自持参 
シュラフ 1 出発前各自に配布 
サンダル 1 車内用（スニーカー、テントシューズ） 
防寒帽 1  
目出帽（厚手） 1 出発前各自に配布 
サングラス 1 予備があると望ましい 
ゴーグル 1  
着替え 適宜  
羽毛服（上下） 1  






防寒手袋 1 【ミドリ安全】 冷凍庫作業用５本指 
ダイローブ 1 燃料補給用 
ガイドグローブ 1 出発前各自に配布 
靴下（ウール厚手） 適宜  
バフィン 1  
ハンディ UHF 無線機、充電器 1 各自持参 
個人用ライフロープ 1  
ヘットランプ 1  
しの棒 1  











n） S19 地点 GNSS 回収（地圏部門） 
9 月 5 日に地圏モニタリング隊員が設置した GNSS（S19 地点）を復路の 11 月 1 日に回収した。回
収時の装置の状態を撮影し、ガーミンよる GPS 情報も記録した。回収したロガー及び計測データは





隊員間、車間の連絡は UHF と VHF を使用した。昭和基地との連絡は距離・現地の状況により使用
無線の種類を変えた。詳細は以下の通りである。S17 地点までは UHF 及び VHF を使用して昭和基地
との交信を行った。S17 地点より内陸に位置する地点の定時交信は HF を使用した。HF の周波数は 3






旅行計画の変更に伴い、ルート整備は復路で実施した。時間の都合上、60cm 以下のルート旗や斜  
めになっているルート旗に限り、立て替えを行っている。対象区間は S17～MD78 で中間車両（SM116）
が新しい旗を立て最後尾の車両（SM117）が計測を行っている。立て替えたルート旗を以下に示す。 
       ・S18（旧：31ｃｍ、新：176ｃｍ、堆積雪面、S69°01’13.7”・E40°06’53.6”） 
       ・S19（旧：89ｃｍ、新：199ｃｍ、堆積雪面、S69°00’18.3”・E40°07’59.6”） 
No 対象物 緯度 経度
2 30mタワー -70.698547 44.275214
3 単管台座 -70.698640 44.274461
4 ビデ⾜場 -70.698538 44.274388
5 鉄塔 -70.698185 44.274334
6 観測ポール -70.697885 44.274782
7 ⾵速計 -70.697732 44.274650
8 パイプフレーム -70.697808 44.274265
9 アンテナ１ -70.697076 44.274144
10 アンテナ２ -70.697348 44.273807
11 ⾜場 -70.697497 44.274126
12 ポール -70.697582 44.273862
13 みずほ看板 -70.697735 44.273805
14 ソリ、ドラム⽸ -70.697668 44.273511
15 ドラム⽸１ -70.698059 44.273255
16 廃材 -70.698094 44.272020
17 ドラム⽸２ -70.697890 44.272545
18 609雪上⾞ -70.697773 44.272310
19 ⽣活ごみ１ -70.697408 44.271453
20 ⽣活ごみ２ -70.697436 44.272750
21 ドラム⽸３ -70.697881 44.273641
−517−
       ・S20（旧：116ｃｍ、新：200ｃｍ、堆積雪面、S69°00’38.4”・E40°10’55.9”） 
       ・S21（旧：見つからず、新：200ｃｍ、堆積雪面、S69°01’17.4”・E40°14’35.7”） 























































2 土 0.2 -3.3 1.7 曇一時雪 
南極授業接続試験、夏隊引越し、「しらせ」
支援員帰艦、ヤンマーFacebook 投稿（No.1）
3 日 -1.9 -7.1 4.0 曇一時晴 
南極授業（極地研大会議室）、「しらせ」離岸
 
4 月 -1.1 -8.3 4.9 晴後曇 
持ち帰り空輸、南極授業接続試験 
地磁気絶対観測、雪尺観測 
5 火 -2.6 -7.9 2.5 曇一時晴 南極授業（愛媛県立新居浜高）、VLBI 観測 
6 水 -4.5 -6.8 1.9 曇時々晴 
南極授業接続試験（逗子理科ハウス）、VLBI
観測 
7 木 -4.1 -6.7 4.5 雪時々曇 南極授業接続試験（調布市立第七中学校）、














11 月 1.7 -4.9 5.8 曇 
「しらせ」最終便、60 次夏隊帰艦、ブリ後点
検、雪尺観測 
12 火 -0.7 -6.0 6.2 曇一時雪 
除雪作業、ブリ後点検、第 1 夏期隊員宿舎・
第 2 夏期隊員宿舎立ち下げ作業 
13 水 0.5 -5.1 14.1 曇 
第 1 夏期隊員宿舎・第 2 夏期隊員宿舎立ち下
げ作業、除雪作業 
14 木 0.6 -1.3 8.7 曇 
第 1 夏期隊員宿舎・第 2 夏期隊員宿舎立ち下
げ作業、除雪作業 
15 金 1.8 -3.0 2.3 曇 
第 1 夏期隊員宿舎・第 2 夏期隊員宿舎立ち下
げ作業、除雪作業 
16 土 1.8 -4.4 13.0 薄曇後一時晴 除雪作業 
17 日 3.6 -0.5 13.7 曇 電源切替 
18 月 6.0 -2.3 3.4 薄曇一時晴 
パンジー発電機入替、燃料移送、冷蔵庫入替、
雪尺観測 
19 火 5.0 -2.6 7.5 晴 燃料移送、地磁気絶対観測 
20 水 0.0 -3.9 7.8 快晴 
越冬成立式、福島ケルン慰霊祭、誕生日会、
除雪作業 
21 木 1.7 -2.3 14.9 雪時々曇 
除雪作業、プロパンボンベ入替、外出注意令
（2330 発令） 









24 日 0.6 -6.2 3.4 快晴 休日日課、ヤンマーFacebook 投稿（No.2）
25 月 -0.1 -7.0 2.9 快晴 観測部会、設営部会、除雪作業 
26 火 -2.0 -8.0 3.9 快晴 生活部会、雪尺観測 












































1 金 -2.6 -9.7 6.3 晴 公式通信（2 月全体会議資料送付） 
2 土 -3.5 -11.0 4.3 晴 通常業務 
3 日 -6.5 -11.5 1.3 快晴 
休日日課、スポーツ大会、ひな祭り兼誕生日
会 
4 月 -3.1 -8.9 7.9 晴時々曇 火災報知器点検 
5 火 -0.1 -3.8 16.6 曇 火災報知器点検、電源切替 




昭和基地 NOW3 号送付 
7 木 -0.6 -5.6 4.9 曇時々晴 ブリ後点検、除雪作業、 
8 金 -4.1 -7.0 2.9 曇 除雪作業 
9 土 -2.7 -8.9 3.2 曇時々晴 除雪作業 
10 日 -5.1 -10.4 9.1 晴 休日日課 
11 月 -3.8 -14.6 4.4 晴時々曇 
電報料金送付、消火訓練、公式通信（月例報
告送付） 
12 火 -13.1 -18.2 2.2 曇一時晴 海氷安全講習、公式通信（電報料金の報告）
13 水 -9.9 -18.1 1.5 快晴 除雪作業、ヤンマーFacebook 投稿（No.3）
14 木 -10.5 -15.5 1.9 晴後曇 
テレビ会議（ドーム旅行報告）、ラジオゾン
デ集中観測 
15 金 -9.3 -16.6 3.0 雪後曇時々晴 除雪作業、ラジオゾンデ集中観測 
16 土 -10.9 -18.3 2.2 曇 除雪作業、ラジオゾンデ集中観測 
17 日 -6.3 -11.9 5.4 曇 休日日課 












21 木 -1.5 -3.8 18.9 曇 健康診断 
22 金 -0.8 -5.7 23.0 曇後ふぶき 
健康診断、外出注意令発令（1610）→解除
（2200）、ヤンマーFacebook 投稿（No.4、5）
23 土 -1.5 -8.0 9.5 曇後一時晴 
南極中継（九州大学・福岡市連携事業、
FaceTime）、ブリ後点検 
24 日 -5.7 -9.2 12.1 快晴 休日日課 
25 月 -3.7 -7.8 9.0 曇 PANSY 発電機切替 




27 水 -2.1 -7.2 3.8 曇時々雪 VLBI 観測 
28 木 -2.9 -8.0 8.8 曇一時晴 
観測部会、南極中継接続試験（NHK 文化セン
ター青山教室・Zoom） 
29 金 -4.0 -5.4 8.7 曇後雪 
生活部会、NEC ネッツエスアイ HP 掲載記事
送付 
30 土 -4.6 -5.3 12.9 ふぶき 
南極中継（NHK 文化センター青山教室・
Zoom）、オペ会 
31 日 -3.3 -7.2 4.8 曇一時雪 休日日課、全体会議 
 1 月 -6.2 -14.3 2.0 曇時々雪 公式通信（越冬内規改定） 
 2 火 -7.0 -13.8 2.7 曇後雪 公式通信（全体会議資料送付）、VLBI 観測 
 3 水 -9.8 -18.0 6.3 快晴 VLBI 観測 
 4 木 -4.1 -10.4 10.9 ふぶき一時雪
外出注意令発令（0910）、昭和基地 NOW5 号送
付 
4 5 金 -3.4 -5.1 11.8 ふぶき後曇 
公式通信（電報料金の報告）、外出注意令解
除（1348） 




      解除（1925） 
 7 日 -5.1 -9.0 4.0 雪一時曇 ブリ後点検 










 10 水 -3.7 -5.8 7.4 曇一時雪 燃料移送 
 11 木 -4.3 -7.2 16.6 ふぶき 外出注意令発令（0933） 
 12 金 -3.4 -4.3 11.0 ふぶき一時曇 外出注意令解除（0640） 
 13 土 -4.1 -10.6 2.8 雪後一時晴 ブリ後点検、除雪作業 
 14 日 -6.3 -14.6 5.0 曇一時晴後雪 休日日課、除雪作業 
 15 月 -5.7 -8.5 5.7 雪 通常業務 
 16 火 -5.6 -12.1 6.2 曇一時雪 ルート工作 
 17 水 -9.7 -21.0 4.9 快晴 
ＴＶ会議（南極観測センター）、ルート工作、
地磁気絶対観測 
 18 木 -16.8 -22.7 1.6 晴後曇 ルート工作 
 19 金 -7.2 -19.1 3.0 雪 
PANSY 発電機切替、ルート工作、昭和基地
NOW6 号送付 
 20 土 -8.3 -13.7 4.4） 雪後曇 ルート工作、誕生日会 
 21 日 -8.3 -12.1 2.3 曇 休日日課、氷厚測定 
 22 月 -11.4 -16.8 2.4 薄曇時々晴 ルート工作、消火訓練 
 23 火 -11.7 -18.5 × 曇時々晴 ルート工作 




25 木 -9.5 -15.6 7.3 曇一時雪 南極教室（長沢小学校）、ルート工作 
26 金 -8.9 -17.9 4.2 晴 観測部会 
 27 土 -10.0 -15.6 5.1 薄曇時々晴 生活部会 
 28 日 -13.5 -18.3 1.7 薄曇 休日日課、ルート工作（宿泊） 




 30 火 -9.3 -19.8 4.9 晴一時曇 
ルート工作（戻り）、公式通信（大型雪上車
の海氷上移送完了） 
 1 水 -16.4 -23.4 1.0 晴一時薄曇 冬日課開始、オペ会 




 3 金 -13.9 -23.4 5.0 晴一時曇 通常業務 
 4 土 -11.6 -20.6 2.9 快晴 休日日課、ルート工作 




 6 月 -7.8 -9.6 8.7 曇時々雪 電源切替、ヤンマーFacebook 投稿（No.6、7）





 8 水 -11.7 -15.0 4.6 雪後曇 
南極中継（KDDI）、南極教室（多賀城高等学
校）、ルート工作 
 9 木 -9.0 -13.9 9.0 曇 通常業務、公式通信（電報料金の報告） 
 10 金 -7.4 -9.3 8.6 曇時々雪 公式通信（月例報告の送信） 
 11 土 -7.5 -9.9 10.1 曇時々ふぶき 休日日課 




 13 月 -4.1 -11.3 15.3 ふぶき 南極安全講習、外出注意令解除（1735） 





 15 水 -7.0 -8.2 16.4 ふぶき 
外出注意令解除（1345）、南極安全講習、南
極教室（大網高校） 




 17 金 -8.2 -10.4 18.0 ふぶき 
外出注意令発令（0903）、南極中継（ヨルダ
ン）、レスキュー講習 




 19 日 -10.2 -20.4 5.1 雪 休日日課 
 20 月 -14.2 -24.1 6.8 晴一時曇 南極安全講習（地図・コンパス） 
 21 火 -9.7 -15.9 3.9 雪後時々曇 
南極安全講習（気象、ロープワーク）、消火
訓練、昭和基地 NOW7 号送付 
 22 水 -8.6 -11.0 13.2 ふぶき時々曇
外出注意令発令（1107）、南極安全講習（ロ
ープワーク） 
 23 木 -8.1 -9.4 17.6 ふぶき 
南極安全講習（ロープワーク、医療）、外出
注意令解除（1920） 
 24 金 -9.1 -11.4 13.1 ふぶき 
南極教室（自由が丘中学校）、外出注意令発
令（0800）→外出注意令解除（1634） 






26 日 -20.1 -30.9 2.0 快晴 休日日課 
27 月 -16.8 -23.7 2.4 晴後一時薄曇 電源切替、除雪作業 




 29 水 -10.4 -11.9 16.7 ふぶき 南極安全講習 
 30 木 -10.0 -12.4 12.4 曇時々雪 
外出注意令解除（0001）、南極教室（平沼小
学校）、オペ会、61 次との打合せ（ｚｏｏｍ）
 31 金 -10.3 -18.4 4.4 曇 全体会議（メール審議） 
 1 土 -7.9 -18.9 7.4 薄曇 
休日日課、外出注意令発令（2103）、気象記
念日・電波の日セレモニー 
 2 日 -6.5 -8.6 22.2 ふぶき 休日日課 





 4 火 -6.1 -12.8 5.2 雪一時曇 通常業務、除雪 
 5 水 -7.9 -17.2 6.4 曇時々雪 
南極教室接続試験（千怒小学校）、公式通信
（電報料金の報告）、外出注意令発令（2350）、





 7 金 -4.6 -7.9 11.8 曇時々ふぶき 南極中継接続試験（出雲科学館） 
6 
8 土 -7.1 -21.1 4.4 曇一時雪 休日日課、気象記念日・電波の日パーティー
9 日 -12.3 -26.3 4.8 晴後一時雪 南極中継（出雲科学館）、燃料移送 
 10 月 -9.5 -13.4 10.7 雪一時曇 
南極教室接続試験（柏小学校）、公式通信（月
例報告の送信） 
 11 火 -8.5 -11.5 13.9 ふぶき 
外出注意令発令（0913）、南極教室（柏小学
校）、外出注意令解除（1445） 
 12 水 -6.5 -8.9 6.2 雪時々曇 61 次との打合せ（zoom）、除雪作業 
 13 木 -6.9 -9.8 10 ふぶき時々雪 南極教室接続試験（田富小学校） 









 16 日 -12 -17.7 1.3 曇時々雪 休日日課 
 17 月 -9.7 -16.3 10.7 ふぶき 
外出注意令発令（0815）、外出注意令解除
（2315） 
 18 火 -16.3 -22.7 2.6 ) 雪 
地磁気絶対観測、電源切替、南極教室接続試
験 
 19 水 -15.7 -28.1 5.2 晴後薄曇 TV 会議（61 次夏訓練越冬分科会） 






 21 金 -5 -9.4 10.2 ふぶき 休日日課、MWF 前夜祭 
 22 土 -8.7 -19.1 2.4 雪時々薄曇 休日日課、MWF 
6 23 日 -7.8 -18.5 10.2 雪後ふぶき 休日日課、MWF、外出注意令発令（1357） 
 24 月 -6 -8.5 21 ふぶき 休日日課、MWF 




 26 水 -7.9 -11.7 5.2 曇時々雪 通常業務 
 27 木 -8.2 -13.5 14.3 ふぶき 
観測部会、健康診断、外出注意令発令（1043）、
外出注意令解除（2240） 
 28 金 -7.8 -10.4 6.6 曇一時雪 生活部会、健康診断 
 29 土 -8.3 -16.1 4.5 雪時々曇後晴 休日日課、オペ会 
 30 日 -15.4 -25 1.4 快晴 休日日課、全体会議（メール審議） 
 1 月 -16.3 -24.7 1.8 曇一時晴後雪 通常業務 
 2 火 -11.3 -17.1 2.4 雪 
公式通信（電報料金の報告）、南極教室接続
試験（老松小学校） 




 4 木 -12 -15.4 2.2 曇 
南極教室接続試験（大野北小学校）、焼却炉
棟新クスクス完成火入れ式 
 5 金 -11 -14.6 7.2 雪時々曇 
南極教室（大野北小学校）、南極中継接続試
験（世田谷総合高校） 
7 6 土 -14.3 -21.3 4.1 晴 休日日課 
 7 日 -20 -27.6 2.6 晴 休日日課 
 8 月 -18.6 -31.1 3.5 快晴 
南極教室（世田谷総合高校）、61 次設営との
zoom 打合せ 
 9 火 -15.9 -21.3 2.3 晴後薄曇 昭和基地 NOW9 号・10 号送付 
 10 水 -16.7 -22.6 1.6 晴時々薄曇 公式通信（月例報告の送信） 




 12 金 -17 -27.8 1 曇 南極教室（中根小学校） 
 13 土 -17.6 -20.6 1.4 雪時々曇 
休日日課、南極中継（石嶺公民館）、子供の
科学原稿送付 
 14 日 -19.3 -21.7 2.6 雪 休日日課、レスキュー訓練 
 15 月 -18.7 -24.7 2 晴一時雪後曇 南極投票（第 25 回参議院議員選挙） 
 16 火 -17 -26 3.4 快晴 
南極教室接続試験（三芳中学校）、昭和基地
NOW11 号送付 
 17 水 -12.6 -21.5 2.9 ) 雪時々曇 南極教室（三芳中学校） 
 18 木 -13.3 -20.8 1.9 曇時々雪 国内連携訓練 
 19 金 -18.6 -22.8 2 曇 
通常業務、ヤンマーFacebook 投稿（No.9、
No.10） 
 20 土 -17.9 -20.7 2.7 雪 休日日課、地磁気絶対観測 




22 月 -11.7 -25.8 3.2 曇後一時雪 通常業務 
23 火 -9.3 -12.7 13.1 ふぶき一時雪
外出注意令発令（0330）、外出注意令解除
（0730）、消火訓練 






 25 木 -10.8 -17.7 16.2 ふぶき 
南極教室（北見北斗高校）、外出注意令発令
（1044） 






 27 土 -14.9 -22 2.8 晴 休日日課 
 28 日 -20.3 -25.6 1.9 ) 快晴 休日日課 


















 2 金 -10.8 -14.7 8.4 ふぶき時々雪 南極中継接続試験（極地研一般公開） 
 3 土 -13.7 -22.8 1.9 快晴 休日日課、南極中継（極地研一般公開） 
8 4 日 -20.5 -24.1 3 晴後時々曇 
休日日課、公式通信（大型雪上車の海氷上移
送について） 




 6 火 -22.9 -30.2 2.2 晴後時々薄曇 通常業務 
 7 水 -11.5 -28 6.1 薄曇 
公式通信（大型雪上車の海氷上移送につい
て）、昭和基地 NOW13 号送付、野外作業（S16：
3 泊 4 日予定） 
 8 木 -11.7 -16.6 11.3 晴一時薄曇 南極中継（気象庁）、61 次との打合せ（zoom）
 9 金 -12.8 -23.1 6.4 晴後曇時々雪 南極中継（極地研ライブトーク） 




 11 日 -10.1 -18.4 4.4 曇 休日日課 
 12 月 -16.9 -27.5 1.4 晴後曇一時雪
公式通信（月例報告の送信）、子供の科学原
稿送付 
 13 火 -22.9 -27.6 1.2 雪一時曇 VLBI 観測 




 15 木 -13.3 -31.1 4 雪時々曇 外出注意令発令（2245） 
 16 金 -9.2 -13.3 22.9 ふぶき 
南極中継接続試験（はこだて国際科学祭
2019） 
 17 土 -10.1 -17.5 10 ふぶき後曇 
外出注意令解除（1025）、休日日課、家族懇
談会、誕生日会 
 18 日 -15.9 -28.8 4.1 快晴 
休日日課、南極中継（はこだて国際科学祭
2019） 
 19 月 -20.3 -28.7 4.5 晴 通常業務 










 22 木 -11 -15.9 6.7 薄曇 海氷状況調査（立待岬）、地磁気絶対観測 
 23 金 -14.3 -19.3 1.6 薄曇 
ルート工作（オングルカルベン）、南極中継
接続試験（金沢小学校） 




 25 日 -8.7 -11.5 20.4 ふぶき 
休日日課、外出注意令発令（0103）、外出注
意令解除（2316） 









 28 水 -19.1 -24.2 2.9 ) 快晴 昭和基地 NOW14 号送付 
 29 木 -12.5 -22.1 2.6 晴後一時薄曇 通常業務 
 30 金 -9.4 -18.7 10.8 曇時々晴 オペ会、外出注意令発令（2111） 























 5 木 -13.7 -19.2 5.2 曇時々雪 
南極教室接続試験（白島小学校）、大型雪上
車大陸移送ほか、燃料移送 
 6 金 -18.7 -28.4 1.9 晴一時曇 
南極教室（白島小学校）、大型雪上車大陸移
送ほか、電源切替 1→2、事故事例勉強会 












 9 月 -15.6 -21.1 1.5 曇 
公式通信（8 月全体会議資料送付）、野外研
修（西オングル） 




 11 水 -17.9 -22.1 7.0 曇一時雪 昭和基地 NOW16 号送付 













 15 日 -13.8 -27.4 5.8 曇後一時雪 休日日課、外出注意令解除（0415） 
 16 月 -20.1 -27.5 2.7 ) 薄曇 
公式通信（大型雪上車の海氷上移送につい
て） 







 18 水 -17.6 -27.4 6.1 雪時々曇 
南極教室接続試験（冨本小学校）、公式通信
（大型雪上車の海氷上移送について） 




 20 金 -18.7 -28.8 1.6 薄曇時々晴 
公式通信（大型雪上車の海氷上移送につい
て）、事故事例勉強会 
 21 土 -16.0 -25.1 3.2 雪後薄曇 
野外作業（とっつき）、公式通信（【予定の変
更】大型雪上車の海氷上移送について） 




      上車の海氷上移送について） 
 23 月 -17.8 -22.4 5.0 晴後時々薄曇 野外作業（宿泊・S16） 
 24 火 -19.1 -24.5 3.5 雪一時薄曇 
野外作業（宿泊・S16）、南極教室（五日市小
学校）、南極大学 
 25 水 -19.5 -30.2 1.8 快晴 野外作業（宿泊・S16→とっつき） 




 27 金 -19.2 -26.0 3.3 晴後一時曇 昭和基地 NOW17 号送付、事故事例勉強会 
 28 土 -14.5 -21.0 2.1 雪 
南極中継接続試験（つくばエキスポセンタ
ー） 
9 29 日 -13.2 -19.3 10.2 ふぶき一時雪
休日日課、南極中継（つくばエキスポセンタ
ー）、外出注意令発令（1308）、オペ会 















 3 木 -7.3 -16.8 2.5 晴 
公式通信（全体会議資料の送付）、ルート工
作（岩島ルート） 
 4 金 -7.2 -12.4 9.4 晴後曇 
公式通信（野外行動計画書（最終版）の修正
について）、事故事例勉強会 














 8 火 -5 -9.7 5.1 曇時々雪 ルート工作（弁天島）、VLBI 観測 
 9 水 -2.8 -7.3 11.6 ふぶき一時曇
内陸旅行の打ち合わせ、外出注意令発令
（1838）、外出注意令解除（2315） 
 10 木 -5.2 -10 12.8 曇時々ふぶき
公式通信（月例報告の送信）、内陸旅行打ち
合わせ 
 11 金 -9.4 -12.9 4.5 曇後雪 
燃料移送、野外活動（GNSS 回収と設置・向
岩、オングルガルテン） 




 13 日 -9.3 -14.4 10 ふぶき時々曇 休日日課 
 14 月 -7.6 -14.5 19.4 ふぶき一時曇
外出注意令発令（1004）→外出禁止令発令
（2007） 
 15 火 -4.6 -7.6 20.4 ふぶき 
外出注意令に変更（0012）、子供の科学原稿
送付、管理棟大掃除 
 16 水 -4.8 -6.5 15.2 ふぶき 外出注意令解除（1632） 




 18 金 -6.3 -15.5 3.2 ) 薄曇 内陸旅行隊出発（みずほ基地方面） 














 22 火 -4.7 -11.3 2.9 薄曇後晴 
内陸旅行、消火訓練、滑走路整備、ルート工
作（ラング L46） 




 24 木 -4.9 -12.6 5 快晴 内陸旅行、福島隊員慰霊 




 26 土 -8.9 -14.6 6.1 晴 内陸旅行、ルート工作（ラングホブデ） 
 27 日 -6.5 -15.9 2.6 薄曇 内陸旅行、休日日課 























2 土 -0.9 -8.1 6.3 薄曇後晴 
内陸旅行、DROMLAN 対応（2 便、ノボ→昭和









（ DROMLAN フライトの着発について 11/3）
 4 月 -7.9 -13.1 4.5 快晴 
内陸旅行隊帰還、公式通信（AWS 設置計画
地点 MD100 内陸旅行の帰還について） 
 5 火 -6.1 -13.2 4.1 曇 
公式通信（全体会議資料の送付）、ルート工
作（ハムナ）、南極大学 
 6 水 -7.4 -14.1 2.8 晴一時薄曇 南極中継接続試験（慶應 SFC） 





 8 金 -5.6 -13.3 4.6 曇一時晴 
観測オペ（ラングホブデ）、南極中継接続試
験（ジュニアフォーラム） 
 9 土 -5.9 -11.7 1.9 曇後晴 
観測オペ（ラングホブデ）、ライギョダマシ
仕掛け設置、子供の科学原稿送付、昭和基
地 NOW22 号送付 
 10 日 -7.9 -13.4 5.7 薄曇時々晴 
休日日課、南極中継（ジュニアフォーラ
ム）、 













      （0838）、南極大学 





 14 木 -6.2 -13 2.1 快晴 
野外オペ（ペンギンセンサス）、100ｋｌタ
ンク清掃 





 16 土 -1 -6.1 10.7 ふぶき後曇 
野外オペ（ペンギンセンサス）、100ｋｌタ
ンク清掃 
 17 日 -1.3 -8.5 5.3 晴後一時薄曇
休日日課、100ｋｌタンク清掃片付け、夏期
間車両立ち上げ準備 




 19 火 -1.8 -9.4 5 快晴 観測オペ（西オングル）、南極大学 
 20 水 -3.9 -10.5 2.9 晴後一時薄曇 アイスオペレーション準備 
 21 木 -3.9 -9.5 4.8 薄曇 アイスオペレーション（ハムナ氷瀑） 
 22 金 -3.5 -11.7 4.9 薄曇後一時晴
アイスオペレーション（ハムナ氷瀑）、倉庫
棟防水工事準備 
 23 土 -0.6 -9.2 6.6 薄曇後一時晴 野外研修（長頭山）、倉庫棟防水工事準備 
 24 日 -0.7 -6.7 5.1 快晴 休日日課 
 
11 




 26 火 1.7 -8.5 2.6 薄曇後一時晴
観測オペ（GNSS 回収）、消火訓練、南極大
学 
 27 水 3.3 -3.8 3.1 薄曇 観測オペ（袋浦） 
 28 木 0.3 -3 2.1 曇 観測オペ（袋浦） 
 29 金 -0.6 -4.8 2.8 晴 
観測オペ（西の浦）、電源切替（1→2）、オ
ペ会 





1 日 1.3 -5.7 2.2 曇 
休日日課、そうめん流し、全停電（2 号機停
止、2120 発生→2218 復旧） 




 3 火 2 -2.8 1.5 曇 
ペンギンセンサス、南極大学、公式通信（気
象棟の機能移転について）、 
 4 水 1.4 -2.7 2.4 曇 公式通信（全体会議資料の送付）、電源切替
 5 木 3.9 -1.2 2.4 曇 通常業務 
 6 金 4.7 -1.5 1.9 曇 燃料移送、海氷状況調査 
 7 土 5.1 -3.2 5.7 晴一時薄曇 西オングルアンテナ対応 
 8 日 4.6 -1.4 6.8 快晴 休日日課、観測オペ（西の浦） 
 9 月 4.4 -2.4 5.7 快晴 通常業務 
 10 火 3 -2.7 2.1 快晴 子供の科学原稿送付、南極大学 
 11 水 -1.5 -4.8 2.4 晴後一時曇 公式通信（月例報告の送信） 
 12 木 -2.8 -3.8 3.1 雪一時曇 地磁気絶対観測 
 




14 土 -0.9 -2.1 17.6 ふぶき 
外出注意令発令（0645）、昭和基地 NOW24 号
送付 
 15 日 0.2 -2.5 7.9 曇 休日日課、外出注意令解除（0605） 
 16 月 1.7 -3 3.1 曇時々雪 昭和基地 NOW25 号送付 




 18 水 3 -3.7 1.9 晴 61 次受け入れ準備、ペンギンセンサス 
 19 木 2.1 -5.1 2.5 晴後一時曇 61 次受け入れ準備 
 20 金 1.8 -7.8 3.1 快晴 第 1 夏期隊員宿舎倉庫清掃・立ち上げ 
 21 土 0.9 -4.6 5.9 曇 第 1 夏期隊員宿舎立ち上げ・布団干し 
 22 日 4.3 -1.4 4.1 曇 61 次受け入れ準備 
 23 月 3.5 0.2 4.5 曇一時雪 61 次受け入れ準備、12ｆｔコンテナ整理 
 24 火 2.4 -2.4 1.4 曇後晴 消火訓練、各所持ち帰り荷造り 
 25 水 2.3 -4.3 1.5 晴 
私物 12ｆｔコンテナ詰め、誕生日会（12 月、
1 月生まれ合同）、健康診断 
 26 木 -1.1 -4.8 3.5 曇 気象ヘリウムカードル A ヘリ搬出、健康診断
 27 金 1 -4.8 2.8 晴一時薄曇 健康診断、夏宿で飲んでもらう飲料移動 
 28 土 0.2 -2.5 5.3 曇時々雪 大掃除（通路棟） 




 30 月 1.4 -2.4 8.7 曇 61 次隊昭和基地入り 
 31 火 2.4 -1.2 8.5 曇後一時晴 全体会議（メール審議） 
1 1 水 3.9 -0.7 1.9 曇後雪 休日日課 
 2 木 0.4 -1.2 2.0 雪後曇 
物資第一便到着、優先物資空輸、公式通信
（電報料金の報告）、昭和基地 NOW26 号送付
 3 金 4.7 -1.1 4.2 薄曇 優先物資空輸 
 4 土 1.5 -0.6 11.4 曇後雪 公式通信（全体会議資料の送付） 






 6 月 3.9 -4.0 3.4 薄曇後一時晴 貨油輸送、持ち込み氷上輸送 
 7 火 4.0 -2.9 4.5 薄曇後晴 貨油輸送終了、持ち込み氷上輸送終了 
 8 水 3.2 -4.3 2.2 晴 各種夏作業、引継ぎ等 




 10 金 1.2 -0.5 9.8 雪後曇一時晴
子供の科学原稿送付、公式通信（月例報告
の送信）、昭和基地 NOW28 号送付 
 11 土 5.9 -0.4 2.5 曇 持ち帰り氷上輸送 
 12 日 3.2 -1.5 5.3 曇後一時晴 持ち帰り氷上輸送 
 
13 月 3.4 -3.4 3.4 ) 快晴 各種夏作業、引継ぎ等 
14 火 1.5 -6.8 3.1 快晴 各種夏作業、引継ぎ等 
 15 水 2.0 -4.2 10.9 曇 本格空輸（持ち込み） 
 16 木 1.3 -1.0 11.8 雪後曇 本格空輸（持ち込み） 
 17 金 2.1 -1.4 4.7 曇後一時雪 本格空輸（持ち込み） 
 18 土 4.5 -2.0 3.6 曇後晴 本格空輸（持ち込み・燃料をとっつきへ） 
 19 日 2.3 -5.4 2.1 晴 本格空輸（持ち帰り） 
 20 月 -0.6 -5.4 2.9 曇時々晴 本格空輸（持ち帰り） 
 21 火 0.9 -5.4 2.0 快晴 本格空輸（持ち帰り） 
 22 水 -0.8 -6.6 1.3 快晴 各種夏作業、引継ぎ等 
 23 木 2.1 -4.5 3.5 快晴 
休日日課、餅つき、ソフトボール大会、合
同ＢＢＱ 
 24 金 3.1 -5.7 3.2 晴 南極授業接続試験（61 次） 
 25 土 3.2 -3.9 1.9 快晴 南極授業本番（61 次） 
 26 日 0.1 -6.4 5.2 晴後曇 南極授業接続試験（61 次） 





 28 火 2.4 -4.1 3.7 薄曇時々晴 大掃除 









物集積、昭和基地 NOW29 号送付 
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